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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　巨きよ大だいな島が、青い空に浮うかんでいた。

　魔ま法ほうの力に満ちたルナルの大地においても、それは常識を越こえた光景だ。

　島と呼ぶしかないだろう。その巨大な岩がん塊かいは。

　風に押された雲が、天空の島にぶつかって吹ふき散らされ、たなびく旗のように軌き跡せきが伸のびていく。島の周囲では、風がごうごうと渦うずを巻いていた。向かい風がぶつかっては砕くだけている。つまり、風に流されて漂ただよっているのではなく、この島は、おのれの力によって飛んでいるということだ。移動速度は、ごく遅おそい。人が這はうよりも遅いかもしれぬ。

　だが着実であり、嵐あらしも稲いな妻ずまも、わずかに軌き道どうを変えることすらできはしない。行く手を阻はばもうとしても、全すべてを粉ふん砕さいする圧あつ倒とう的てきな質量感。

　ごつごつとした岩いわ肌はだが、複雑な形に組みあげられたその姿からは、生命力があふれ出ている。岩に生命力というのも奇き怪かいな話ではある。これほど巨大で、強固な生命体が存在しうるだろうか。

　けれどよく見れば、下部のいくつもの突つき出た岩は、まるで鉤かぎ爪づめのようではないか？　巨きよ船せんが一艦かん隊たい分もおさまりそうな洞どう窟くつは、大きく開かれた顎あぎとらしく思えないか？　島の前方に突き出た小山ほどもある岩塊は、折りたたまれた長い首ではないのか？

　これは〈天空の龍りゆうの島〉だ。

　尾おのひとふりは山脈の様相を変化させ、息のひとふきで神の城を灰かい塵じんと帰し、牙きばのひと嚙かみで砕けぬものはない。最強にして最大の生き物であった〈龍〉。それが、永えい劫ごうの眠りについている姿だった。

　恐おそるべきことに、ルナルに住む〈龍〉は一匹ぴきではない。天空に〈龍〉の島は、いくつも浮かんでいる。そして、一定の道筋を描えがいてめぐっているのだ。

　ルナルに住む人々は〈天空の龍の島〉は不ふ吉きつの象しよう徴ちようとみなしている。もしも浮ふ遊ゆうの力を失って落ちてきたなら……。もしも、〈龍〉が真の姿を取り戻もどしたなら……。

　それほどに大きな災さい厄やくでなくとも、膨ぼう大だいな〈龍〉の気にあてられて、その影かげにさらされ凶きよう暴ぼう化する者も稀まれにいる。

　空を悠ゆう然ぜんと進む島の姿は、ルナルの人々に災厄の予感をもたらすものであった。

　──この日までは、ただの予感にすぎなかった。

　だが、ここに空からの災厄を現実のものにしようとしている者がいる。

　通常、〈龍〉の島が浮かんでいるのは空気も薄うすくなるほどの遥はるかな高空だ。彷徨さまよいの月から翼つばさを授さずかったミュルーンやフェリアでも、風の元素に親しむ翼よく人じんですらもたどりつけない空の彼方かなただ。

　しかし、いくつかの島は、空をめぐる軌道において、大陸最さい高こう峰ほう程度の高さまで下りてくることがある。

　この島が、ちょうどそうだ。

　島の前方。ゆっくりとしたその速度であれば、およそ数日でたどりつく距きよ離り。馬で駆かければ、わずかに数刻。そこに絶ぜつ峰ぽうがあった。

　高峰がつらなるスティニアにおいても、最も月に近い山である。グラダス半島全土を通じても最高峰ということだ。かつて〈龍〉の強さを求めるドワーフが、この山頂から〈天空の龍の島〉へと翔とび渡わたったという伝承もある。

　まもなく〈天空の龍の島〉は、まっすぐに進めば、その山の頂をかすめるはずであった。山の名を、オルゾンバドリス。スティニアの古語で、星を貫つらぬく剣けんという意味であった。

　驚おどろくべきことに、その山頂には城があった。溶とけることのない雪におおわれ、薄い空気のためにただ歩くことすら困難な場所に、石造りの城があったのだ。

　ただの小城ではない。華か麗れいにして巨大な、山と雲の国スティニアの王城であった。この城は名を〈いと高きハーラー〉という。より高い地にいるものこそが、より強く、より貴とうといとするこの国では、権力者たちは高みに高みにと、おのれの城を築くことを求める。もちろん、魔法の助けなくしてはできなかったことだ。

　その城からは、ごく間近に──と言っても、もちろん地上と比ひ較かくしてということではあるが──〈天空の龍の島〉をながめることができた。

　今も見ている。

　災厄を望む者が。

　高峰の城でも、もっとも高い塔とうの先せん端たんにある部屋から。

　その窓辺に、一人の女性がいた。長身に白いドレス、そして白く輝く髪かみ。白金の姫ひめと、そう呼ばれる女性であった。

　スティニアの四姉妹の長ちよう姉しである、白き魔ま女じよ。その魔ま力りよくの限界を見み極きわめた者は、いまだおらぬ。彼女自身にすら、自分にどこまでのことができるのか、わからない。

「あれを落とします」

　白金の姫は、窓外に浮かぶ〈天空の龍の島〉を見つめている。彼女の理想を実現するためには、常識で起こりえぬことを引き起こしてみせねばならなかった。

　白金の姫は、足もとまで伸びている白い髪を揺ゆらしてふりかえった。

　ここはスティニア高地王国を統すべる、黄金の姫の玉座の間であった。白金の姫は窓を閉めた。外からの光はさえぎられ、部屋を照らすのは天てん井じようにすえられた魔法の輝きだけになる。
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　その青白い光に照らされて、白金の姫の視線の先には、二人の妹たちがいる。

「偉大なる〈龍〉の力は、大地に完かん璧ぺきなる破は壊かいをもたらすでしょう、姉上」

　陶とう酔すいの声で答えたのは、妹たちの片割れ。鉄の姫の異名を持つ次女サレイア。異様な革かわ鎧よろいに豊満な肉体を包んだ美女である。その瞳ひとみに、歪ゆがみの月に等しいほどの闇やみをこめた女であった。

「再建のための破壊だよ。そいつを忘れてもらっちゃ困るね」

　おもいきり皮肉の響ひびきをもたせて言葉をはさんだのは、鱗片鎧スケイルアーマーを身につけた、浅黒い肌はだの少女であった。青銅の姫と謳うたわれる彼女は、三女のフエイア。凛り々りしき戦士の顔と、幼児の残ざん酷こくを兼かねそなえた支配者。

「わかっているとも、フエイア。すべての区別を失わせた世界を作りあげることこそ、我らの理想だからな」

　破壊を夢見る時と、再建を語る時では、あきらかに声こわ音ねが異なる鉄の姫である。

「区別がなければ、狭はざ間まもない。どんなやつも、純じゆん粋すいにその力で生きている世界をね」

　青銅の姫の口調は苦い。だが、熱望がこめられていることもまた明らかだ。

「そのために、あれを目覚めさせねばならないのです」

　白金の姫は妹たちに顔を向けなおした。だが、その表情は、目から鼻の上部までを覆おおう遮しや光こう器に隠かくされている。彼女の真しん紅くの瞳は、強い光に弱いのだ。

　玉座におわす黄金の姫のうつろな瞳には、三人の姉たちの姿が歪められて映っていた。

　彼女らこそは、高地王国スティニアを闇から支配する、四姉妹だ。

　国をあげて誕生を祝われた黄金の姫が、いつまで待っても、自分自身の力で話すことも、歩むこともないと知れた時に、白金の姫ユメリアはスティニアに帰き還かんした。

　突とつ如じよ、宮きゆう廷ていを訪おとずれた彼女は、先代王の落らく胤いんであることを証明してみせた。先代の王は、黄金の姫の誕生のしばらく後に亡なくなっており、当時のスティニアは、大貴族たちの激しい権力闘とう争そうのさなかにあった。

　白金の姫は、卓たく越えつしたカリスマによって宮廷の官かん僚りようたちを従え、各地方に割かつ拠きよする大領主たちを懐かい柔じゆうしあるいは畏い怖ふさせ、スティニアを支配したのである。彼女は、妹である黄金の姫が目覚めるまでという名目で、摂せつ政しようの地位についた。ただし、一いつ貫かんして、国外にはその名を広く知られることがないように立ち回った。

　白金の姫は、自分の直属の部下として、一度は捨てられた同じ境きよう遇ぐうの妹たちを見つけてきた。妹たちが二人きりであったわけではない。だが、大半の妹たちは彼女が要求するに見合う高い能力を持ちえなかったのだ。

　ただ二人。鉄と青銅だけが生き残り、姉の左右に座を占しめるだけの実力があることを示してみせたのである。

　かくして、彼女らは四姉妹となった。

　スティニアにおいて、彼女たちの存在を知った者に、白金の姫はその恐きよう怖ふに屈くつ服ぷくするか、それとも命と魂たましいを賭かけて戦うかを選ばせてきた。戦いを選んで生き残った者は、まだ誰だれもいない。

　恐怖と憎ぞう悪おと、そして理想に彩いろどられた四人の美しき娘むすめたち。

「あれは〈天空の龍の島〉のうちでも、最大のひとつ。かの力は、五王国の支配者たちをその座から追い落とすに充じゆう分ぶんなもの」

　白金の姫は、妹たちのあいだに張り詰つめている険悪な空気を無視して、言葉を続けた。

　彼女は、〈天空の龍の島〉を落とすつもりだ。落とせば〈龍〉が目覚める。だが、そのためには〈異い貌ぼうの神〉のなせる封ふう印いんを解かねばならない。この世界のものでないと言っても、神と呼ばれる者たちの封印だ。破ることなど、いかに優すぐれているといえど、人の身で可能なのか。できたとしても、世界最強の肉体を持つ〈龍〉を操あやつれるのか。暴れだしたら、もはや止めようもないのではないか。

　されど、一度口にしたことは、必ずやってのけるのが白銀の姫ではなかったか。彼女ができると考えた以上、下の者には責任を果たしてもらうだけ。できねば、斬きり捨てるだけだ。生き残れなかった姉妹たちのように。

「ですから、あなたがたのどちらかに、テロンの叛はん乱らんを制圧していただかなくてはなりません」

　黄金の玉座のかたわらに立って、白金の姫がそう続けると、二人の妹たちの顔つきにさっと緊きん張ちようの色が浮かんだ。

　その知らせが届いたのは、たった今のことであった。

　テロンは、スティニアの南西地方、険しい山脈の中にあるドワーフたちの小さな都市だ。もっとも、この国で山の中にない町を見つけるのは、ずいぶんと難しいことだが。スティニアは、もともと山あいにある小さな都市国家の連合体なのだ。

　だが、テロンは他ほかの都市とは大きく違ちがっていた。

　その理由のひとつが、そこに住むドワーフたちである。ふつうドワーフは、青の月を信しん仰こうする。だが、一千年以上前の古い文化を伝える者は〈龍〉を、不ふ滅めつの肉体、絶対的な生命力の象徴として崇あがめている。テロンには、そんな古代文化を伝えるドワーフたちが住んでいたのだ。

　四姉妹は、彼らを武力として必要としているわけではない。ドワーフたちが〈龍〉を崇めているとはいえ、その制せい御ぎよなどできるはずもない。

　太古より〈龍〉を眠ねむらせ続けているのは、銀の月より来たりし〈異い貌ぼうの神〉なのだ。

「テロンの地下にいる、あれの力がなくては、〈龍〉を目覚めさせることはできません。そして、ふたたび眠らせることもできないのですから」

　それは、〈悪あく魔ま〉の襲しゆう来らいよりもはるか昔。人間が、今のような文明を築く以前。

　まだ、世界に三つしか月がなかったころの出来事である。

　星界の深しん淵えんから飛来した第三の月、銀の月に乗ってやってきた〈異貌の神〉との戦いで、〈龍〉は神々と互たがいを封印しあって眠りについたのだ。

　神々はルナルのあちらこちらで眠り、〈龍りゆう〉は天空の島となって空をめぐりはじめた。どちらかが目覚めれば、もう一方もまた……。

　その〈龍〉を目覚めさせ、都市を、町を、村を破壊させると、四姉妹は言う。そのかなめとなるのが、〈龍〉を崇めるドワーフたちが住むテロンなのだ。

「あれを〈結社〉が見つけたのは、今から何年も昔のことです。古い母たちでは、あれを使う最善の道を見つけられなかった」

　彼女らの宿敵である〈聖なる母の結社〉は、一千年に亘わたって続いてきた女たちの秘密結社である。選ばれた男女を結びあわせて、最後には世界の救い手たる〈月に至る子〉を作りだそうとしてきた。

　だが、彼女らの試みはいまだ成じよう就じゆしていない。そして、その過程で産みだされたのが四姉妹であり、クルツ家の双ふた子ごであった。四姉妹は反逆し〈結社〉が長い年月のあいだに手に入れた、いくつもの力を乗っ取ったのである。テロンも、そのひとつ。〈結社〉の子供らに、魔ま法ほうの武具を提供してきた地であり、ある秘ひめられた力を守ってきた場所でもある。

「母たちを滅ほろぼせば従うはずと思っていたのだけれど。滅ぼしきれなかったのが間ま違ちがいね」

　白金の姫は、わざとらしくため息をついた。

「せっかく、命だけは助けてあげようと思ったのですけれど。こうなれば、ドワーフのおじさま方には死んでいただくしかありません」

　白金の姫は、くすりと笑いながら恐ろしい言葉を口にした。

　四姉妹の計画において、テロンに秘められた存在は要かなめであった。確実に確保せねばならず、だからこそ四姉妹自身が赴おもむかねばならない。

「ユメリア姉さま」

　悔くやしげに、青銅の姫は口を開いた。

「その役目、サレイア姉に譲ゆずるよ。あたいは、こないだ失敗したからね。責任はとらなきゃ」

「いいえ」

　白金の姫ユメリアは、妹の言葉に首を左右にふった。

「この仕事は、あなたに行ってもらいます、フエイア」

「そういうわけにはいかないよ」

　おじけることなく、青銅の姫は姉を睨ねめつけた。その力は知っている。自分がとうていかなう相手ではないことを。父を同じくする姉妹だからといって、わがままをきいてくれもしなければ、甘えの通じる相手でもない。だが、これだけはゆずれない。

「双子と、あの野や郎ろうたちとの決着、あたいがつけたい……つけなきゃいけないんだ。〈結社〉の意味も知らないあいつらなんかに負けていられない」

　拳こぶしが握にぎりしめられ、青い爪つめがぐっと手のひらにくいこんだ。〈聖なる母の結社〉という組織が、彼女たちを産みだし、クルツ家の双子を作りあげたのだ。四姉妹は定めに反逆し、クルツの双子はおのれらに課せられた宿命の重さをいまだ知らない。

「わかっているわ、フエイア。五ご方ほう陣じんたちの仇かたきを討うちたいのでしょう？　だからこそ、あなたに命じるの」

　絶対者であるはずの姉の言葉に対して、フエイアは怒ど気きもあらわに言った。

「わかんないなっ！　姉さま、あたいはっ」

　仇討ちもしてやりたいが、そんなちっぽけなことだけではないのだっ。そう言おうとした、その時に。

「彼らはテロンに来るわ」

　荒あれた青銅の姫の大声を、ごく静かな白金の姫の声が押さえこんだ。

「……なんだって？」

　一いつ瞬しゆん、青銅の姫が見せたのは、フエイアという名のただの少女に返ったかのような、あっけにとられた表情だった。

「かの〈結社〉の生き残り、双子の母親プリシラならば、やつらをテロンに送りこもうと考えるでしょう。互いに互いを守らせるためにね」

　白金の姫の言葉に、フエイアが戦士の顔になった。

「軍団はいらない、などと言わないでね」

　ユメリアは、なだめるような声をかけた。

「それから、彼らを倒たおすのは自分だからといって、誰かが追いつめたのを邪じや魔ましたりしてはいけませんよ」

「しないよ、そんなこと」

　青銅の姫は、苦笑いした。

「自力でもう一度あたいの前に立てない奴やつに、戦ってやるほどの価値はないね」

　白金の姫ひめも、鉄の姫もなにも言わない。さきほどの言葉との矛む盾じゆんを指し摘てきすることもしなかった。しばらく沈ちん黙もくが続く。

「じゃあ、あたいは行くよ。配下はごっそり連れてってもかまわないんだろ、姉さま」

「正規軍は動かせません。裏の兵だけで片付けなさい」

　ユメリアが言った時には、もう青銅の姫はくるりと背を向けていた。ひらひらと手をふって、返事をする。白金の姫は、扉とびらをくぐる時にフエイアが浮うかべた本当の表情を見ることはなかった。復ふく讐しゆう鬼きと冷れい徹てつな戦士のはざまに、平へい凡ぼんな生活に憧あこがれる少女の顔がちらりとかすめたのだ。

　青銅の姫の姿が、玉座の間から消えた。

「それから、サレイア」

　白金の姫は、もう一人の妹に呼びかけた。

「あなたには裏切者を探してもらわなければなりません」

　鉄の姫は、その異名となった金属でできているかのように表情を動かさなかった。

「テロンは、わたくしたちに完全に従うはずでした」

　白金の姫の表情は、覆い隠されたままうかがうことができない。

「それが反逆したのは、捕とらえておいた〈結社〉の女、テロンの長老が逃にげたからです」

　鉄の姫が小さくうなずく。

「誰かが逃がしたと、姉上はおっしゃるか」

　鉄の姫の言葉には、なぜか含ふくみ笑いのようなものが感じられた。白金の姫は、それに黙だまってうなずいただけである。

「それでは、行ってまいります」

　みずからの胸の上を、獲え物ものを狙ねらう蜘蛛くものように鉄の姫サレイアの指が這はう。

「私がそやつを見つけて、きっと処しよ罰ばつをいたしましょう。姉上に逆らおうなどとは、恐おそれを知らぬ者もおりましたもので」

　きゅうっと、鉄の姫の黒く塗ぬられた肉の厚いくちびるがつりあがる。

「たのみましたよ。四姉妹の理想に反逆する者には、それなりの罰ばつを受けてもらわねばなりませんからね」

　白金の姫の白いくちびるに浮かんだ微笑ほほえみは、不思議なほど柔やわらかい。彼女には似合わぬそれは、哀あわれみという感情であるかのようだった。
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「そしたら、このくらいの値段でどないや？」

　あざやかな緑の羽を持ったミュルーンの翼よく爪そうが、ぱちぱちと算計盤ばんのコマをはじいた。

　他のなにをする時より、こういう時がタッタの指はいちばん速く動くなぁ。アンディは、そんなことを考えていた。

　アンディ・クルツ。金の髪かみと青い瞳ひとみを持った、若きガヤンの神官である。

　緑の羽を持ったミュルーン──鳥の姿を持った人──族は、タッタ・スウィフトフット。冒ぼう険けんの旅をともにしてきた仲間だ。

　彼らのまわりでは、さまざまな羽色のミュルーン族たちが忙いそがしげに部屋を出入りしていた。行き先を指示する甲かん高だかい声とそれに返答する叫さけびが交こう錯さくして、ここを出ても三日は耳鳴りが続きそうなやかましさだ。

　ここは、ミュルーン族の伝令ギルド支部である。ミュルーンは、ルナルに住む〈源人の子ら〉の中でも、もっとも健けん脚きやくを誇ほこっている種族だ。鳥に似た姿だが、飛ぶよりも地上を駆かける方が速い。けれど険しい地形は羽で越こえられるから、往々にして馬よりも速い。届け物があればミュルーンに頼たのむのが、ルナルの常識だ。

　ついでに、ミュルーンが〈源人の子ら〉の中でもっとも騒さわがしい種族であるというのもルナルに住む者なら誰だれでも知っている。

『大陸のどこへ行っても、ここの雰ふん囲い気きだけは変わらないな』

　アンディは、大陸の東を支配するトルアドネス帝てい国こくへの旅を思いだしていた。

　あの時、短い期間ではあるが伝令ギルドの建物で世話になったことがある。双子の妹エフェメラともども、ひどい怪け我がをした時だった。あの伝令ギルドと、遠く離はなれているし、ミュルーンたちの顔ぶれもまるで違ちがう。けれど騒そう々ぞうしさの質は、まったく同じだった。

　帝国への旅は、父の仇である青い爪の女を追ってのものだった。だが、仇を討つどころか、帝国の重じゆう鎮ちんを暗殺したといういわれなき汚お名めいをきせられ、帝国に追われて逃とう亡ぼうするはめになり……ミュルーンたちのもとですごした一時は、数少ない安心できる時間だった。

　あれからまだ、ほんの数か月しか経たたないのに、不思議なほど懐なつかしく思いだす。

　すごしてきた時間の密度を考えれば、数年前に相当するかもしれない。あれから何度、命と魂たましいの危機にさらされてきただろう。

　いや、すぎてきた時のことはいい。

　アンディは、これから流れる時間はどれほど濃のう厚こうなのだろうと思った。

「なんやいな、おっさん！　ケチくさいこと言わんと、ぽーっと端は数すうは切り捨てとけや」

　タッタの言葉がアンディを我に返らせた。

　緑のミュルーンは、ぱちぱちと算計盤のコマをはじいている。

「あああ、何をするねやいな。端数って、兄にいちゃん、千なんぼの支し払はらいで、百の位で切り捨てるもンがおるかいな。せめて一の位にしとかんかい」

　ぱちぱちと、赤い羽のミュルーンがはじきかえす。

　このムルマイルの街の組合支部で、道案内係、使いに出るミュルーンたちに地図を配る役をつとめている、オウムに似たミュルーンだ。種族言葉がきつい。タッタの言い回しも、彼につられて、どんどんわかりにくくなっていく。

「おっさん、おっさん。いきなり一の位まで戻もどってどないすんねん。ほな十でええがな」

　タッタは、まくしたてながらまたコマをはじいた。アンディにはついていけない速度のやりとりである。

「こら、兄ちゃん。そない言いながら百んとこまで動かしたらあかんがな」

　赤いミュルーンが、また爪を伸のばす。それが届く寸前で、タッタがひょいっと算計盤をとりのけた。

「ええがな、おっさん。おっさんが売りたいっちゅうから、わいが買こうたろか言うとんねで？　売りたないちゅうんやったら次の街へ行くまでや」

「はっはぁん」

　赤いミュルーンが、嘴くちばしをそりかえらせて言い返した。

「あかん、あかん。今いま更さら、はったり利きかそ思ても無む駄だなこっちゃ。あんたらがテロンに行きたいのはわかってんねん。それも急いでんねやろ？　ふっふっふ。ただの地図やったら他ほかのとこでも手に入るやろ。けどな、うちのは特別製の近道が書いてあるんやで。崖がけの洞どう窟くつから延びてる地下を通っていける道や。昔のドワーフの坑こう道どうでな。うちしか知らんのんや」

　赤いミュルーンが、ひょいと手を伸ばして算計盤を取り戻した。コマの位置がもとに戻っているので、あらためてぱちぱちと値段をはじく。

「ちゅうことやから、これでどうや。これ以上はまからんで。こっちも元手のかかってるこっちゃさかいな」

「ふん、そっちこそ、はったりと違うんかいな。ほんまに早いんやろな」

　タッタは、嘴をぽりぽりと搔かくと、ふたたび算計盤に手を伸ばした。

「なぁ、タッタ。これじゃきりがないぞ？」

　アンディは、腰こしをかがめて囁ささやいた。彼の親友であるミュルーンが買い取りの交こう渉しようをしているのは、一行の目的地である、ある都市への道筋を記した地図だ。

　あれば時間は短縮できるはずだが、秘密の都市や失われた街というわけではないから、地図なしでたどりつけないわけでもない。

　その街の名はテロン。優すぐれた武器や防具を作り、魔ま法ほうの品すら手に入ることで知られたドワーフの工こう匠しようたちが集つどう都市だ。アンディたちが、そこに赴おもむくのは、四姉妹と名乗る謎なぞの女たちの手がかりをつかむためだった。

「路銀のことなら心配はいらない。ドミトール先生から、それなりに預かってきてるんだ」

　だから、金を節約する必要もそんなにはない。時間がかかりすぎて、不ふ審しんに思われることをアンディは警けい戒かいしていた。

「わかってへんな、アンディ」

　タッタは囁きを返した。

「これがわいらミュルーンの礼れい儀ぎっちゅうもんなんや。値切りもせんで買いもンなんぞしたら、かえって不審がられるで。とにかく今は邪魔せんとき」

　くるりとふりむいて、タッタは伝令ギルドの親父おやじとの値切り合戦を再開した。早口がさらに加速されて、外から聞いているとほとんど金切り声にしか聞こえなくなっていく。

　礼儀というよりも、正確には趣しゆ味みなのではあるまいか。

　アンディは自分の出る幕ではないと判断して、外に出た。

　まだ、日は高い。

　急いで買い物をすませれば、今日中にまだまだ距きよ離りは稼かせげるはずだった。ぐずぐずしていると、街の外で待っているエフェメラたちが心配する。アンディは、待っているようにと告げた時の、妹のふくれっ面つらを思いだした。

　ふりそそぐ陽ひの光は暖かい。だが、それを満まん喫きつすることは、びゅうと吹ふきつけてくる風に邪じや魔まされて不可能だった。

　ここは高さ数百メルーの橋上である。

　深く広い谷に、大小無数の橋がかかっており、その上に建物が立ち並んでいる。

　このムルマイルの街が中空都市と呼ばれるのは、その特異な構造からだった。

　伝令ギルドの建物から外に出たアンディは、風に押されるようにかたわらの壁かべに手をついた。まさか、落ちることもないだろうが、万が一ということもある。

　広いとはいえ、橋の両りよう脇わきには低い手すりしかないのだ。少しよろければ、はるか数百メルー下の地面に叩たたきつけられる可能性もある。

　いや、それならまだ運がいいほうだ。深い谷底には、常に霧きりが渦うず巻まいており、そこにいかなる生き物が住んでいるのかについては、さまざまな伝説が流る布ふしている。死ぬよりも恐ろしい運命が待っていると、まことしやかに囁かれていた。

『やっと、ここまで来た』

　アンディはゆっくりと手を離し、真っ向から風にその体をさらした。吹き飛ばされることを恐れていてもしかたない。彼らの旅は、向かい風に立ち向かって進まねばならないのだから。

『父さん、あなたの仇討ちという目的からははずれてしまったかもしれません。でも、ぼくは故郷の人々を、そして母さんとエフィが帰れる場所を守ります。それこそが、あなたが望んでいたことだと信じて』

　アンディが、故郷ターデンの神しん殿でんで授さずけられた使命は、スティニアを覆おおう暗雲を探さぐることだった。高地王国は、相そう互ご不ふ可か侵しんを誓ちかったバドッカの盟約を破って、他の四王国を侵しん略りやくする準備を進めている、というのが近ちか頃ごろ、グラダス半島に広がっている噂うわさだった。

　その陰かげにいるのが四姉妹だ。

　帝国での探たん索さく行、そして危難に満ちた帰き還かんの旅のあいだに、アンディと仲間たちは彼女らとかかわりあった。四姉妹は、青い爪つめの女、そして双ふた子ごの出生にかかわる〈聖なる母の結社〉ともつながりがあるという。

　アンディは、そのことをあえて心の底に封ふうじていた。父のため、世界のためだけではない。双子は、自分たちの真実のためにも四姉妹と対決しなければならないのだ。

　強い風が、彼を押し流そうとしている。

　アンディは、ぐるりと首をめぐらせた。

　背後にはのしかかるような岩がん壁ぺき。そして前方にも直立した崖。

　そのあいだをつなぐ、数十の橋。そのひとつが、ここだ。

　橋には継つぎ目もない。不思議な素材で作られているのだ。橋の上には伝令ギルドをはじめとして幾いく千せんもの建造物が立ち並んでいる。建物のほうは、木と石を使ったふつうのものが多かった。

　深い巨きよ大だいな谷間のあいだに、いくつもの橋きよう梁りようがはりめぐらされ、遠目に見れば蜘蛛くもの巣のようだ。

　誰がなんの目的で、谷に無数の橋をかけたのか、知る者はいない。太陽の輝かがやきをきらきらとはねかえす材質は、今の世には知られていないものだった。緑の月が到とう来らいする以前の、忘れられた技術で造られたものだともいう。

　だが、幾多の山脈が連なるスティニアでも交通の要所にあるこの地では、この橋を利用することが都市を造るのにもっとも賢かしこい手段だったのだ。

　かくして、スティニア高地王国どころか、グラダス全土でも名高い不思議な都市のひとつムルマイルができあがったのだった。

　最も驚おどろくべきは、この都市が万を超こえる人口を有していることだろう。

　住人が増えていくうちに、今の技術でできる橋が追加され、上下の橋をつなぐ塔とうや、橋と橋をつなぐ通路が追加されていった。

　橋は二つの大地をつなぐ。それは世界と世界の境界の象しよう徴ちようだとされることもある。橋とは境界を守る神ジェスタが守護する場所、橋を越えるという行こう為いは、新しい運命に身をゆだねることの象徴だと、ルナルの伝承はいう。

　アンディは、青い月の神ガヤンの信者だ。その守護するは法と契けい約やく。青い月の信者は論理に基もとづいて行動することを求められる。だが、時には理り屈くつ抜ぬきの予感で、我が身を震ふるわせることもある。

　百の橋を渡わたり終えた時、自分はどこに立っているのだろう？

　風の行く末を追いながら、アンディはそんなことを考えていた。
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「おう！　待たせたの、アンディ」

　タッタが、建物から出てきた。彼は、腰にさげた袋ふくろをぽんぽんと叩たたいて、自じ慢まんげに嘴くちばしをねじりながら話しかけようとして、戸と惑まどいの表情になった。

「どないしたんや？　また、なんぞ悩なやんどったんか？」

　アンディは、タッタに目を向けず、まだ空を見上げている。

「幸い、人通りがないからええけど。そないにぽうっとしてたら、他人が見たら変に思うで」

　アンディは、ようやく友だちに顔を向けた。

「あ、ああ、気をつけるよ。別に悩んでたわけじゃないんだ。ただね」

　アンディは、少し考え込んだ。どう返答しようか迷ったのだ。

「ずいぶん遠くまで来たもんだ、と思っていたんだよ」

「そうやなあ。森やら、国境越ごえやら、考えてみたらいろいろやってきたもんなぁ」

　言いながら、タッタはもう歩きだしている。

　アンディたちは、ターデンの街を出発してからも、それ以前に劣おとらぬほどさまざまな事件を乗り越こえてきた。

　エルファたちの住むラジスの森には、森の外に住む者には想像もつかない出来事がいくつも待ち受けていたし、ラジスの森を抜ぬけても、苦難は終わらなかった。四姉妹と深いかかわりを持つと思われるこの国、スティニア高地王国に入ることも難しかった。

　今のスティニアは、他国者の出入りを厳しく制限していたのだ。もちろんそれは、スティニア入りをあきらめる理由にならず、疑ぎ惑わくが深まるばかりだった。

　スティニアとトリースの国境を、正規の手段で越えるには、特別な通行証が必要だった。それを知ったのは、国境でのことだった。

「お前は融ゆう通ずうきかんわ、おまけにあの蛇へび娘むすめの配下は襲おそってくるわ、えらい目におうたで」

　タッタのぼやきに、アンディは顔を赤らめた。アンディは、国境取り締しまりの役人と正面から言いあっていたのだ。同行していたアードは今にも喧けん嘩かをはじめそうになるし。あとの五人でなんとかごまかさねばどうなっていたか。

　一いつ旦たんトリース森王国に戻もどって、タッタの親友バササの、そのまた知人を頼たよって、裏街かい道どうを教えてもらった。そして、ようやく国境越えに成功したものの、その裏街道で青銅の姫ひめの配下と名乗る山さん賊ぞくに襲われ、ぎりぎりで切り抜けたのだった。

　アンディが顔を赤らめたのは、国境での失敗を思いだしたからだろうか。

「まあ、そない気にすんな。襲われたんは、アンディのせいやないねんから」

「……どっちかっていうと、タッタのせいじゃないかって気もするんだけどね」

　山賊たちに目をつけられたのは、タッタが『ついでやがな。ただ旅をしてたら損するばっかりやで』といって伝令ギルドから配達を引き受けた何通かの手紙のせいだったのだが。

「いちばん悪いんは、もちろん四姉妹とかやけどな」

　タッタは、まるっきり動じることもなくアンディに言葉を返した。

「ああ、そうかもしれない」

　そうでないのかもしれない。誰だれかにすべての責任をかぶせ、そいつを非難しているだけでいいのなら簡単なことだ。

　だが、それはただの思考停止にすぎず、何も解決しない。

　本当に責めを負うべきは誰だ？

　母は、どこまで〈結社〉とつながっていたのか。父はどこまで知っていたのか。旅を経て謎なぞは増えるばかりだ。〈結社〉が自分たちを生ませたのなら、その目的はなんだったのだろう。今まで出会った者たちは、世界を幸せに導くための計画だと言った。けれど、具体的なことは何もわからない。善なのか悪なのかを、自分で判断できない。自分自身がなんなのかを、アンディは知らず、だからこそ恐れるのだ。

　アンディが拳こぶしをぐっと握にぎりしめるのを見て、タッタはふと不安にかられた。大だい丈じよう夫ぶだろうか、こいつは。背負った重みで、笑えみすら押し消されていないだろうか。

「はっはぁん。ひょっとしたらアンディ、赤あこうなったんは、あの色っぽい姉ちゃんの太ももでも思いだしたからか？」

　タッタが言っているのは、山賊を率いていた女首領のことだ。

　ミュルーンは発情期が限られているので、こういうニフトール風の冗じよう談だんはうまくない。ミュルーンの話術といえば、岩でも笑うと言われているほどのものなのだが。

「え～と。……おもんなかったかのう……」

　タッタは、ぽりぽりと嘴くちばしを搔かいた。アンディの顔は、暗いままだったからだ。

「え？　ああ、ごめん。聞いてなかった」

　タッタの首がカクンと前に垂れる。

「友だち甲が斐いのないやっちゃな、もう」

「すまない」

　足を止めて、アンディがぺこりと頭をさげる。タッタは、ばさばさと翼つばさをふった。

「そない真しん剣けんに謝らいでもええがな。なあ、アンディ。この先のことを心配するのもええけど、こうやって裏街道の地図も手に入ったことやし、ちょっとくらいは久しぶりの街で気楽にしてもええんちゃうか？」

「ニフトールみたいにはいかないよ」

　アンディは、苦笑いをした。

　セレン内海以来、彼らと旅をともにしてきたタマット信者の盗とう賊ぞくは、買い物という口実で、街へ遊びに出ている。

「おっさん、あんまり羽をのばしすぎてへんとええけどな」

　女と酒に目のない彼から目を離はなしたのは、失策という他ほかはない。本来なら、タッタが地図を入手し、アンディとニフトールが買い出しをするはずだったのだ。

　それが、どう言いくるめられて、こんなことになったのか。思い出してみても、よくわからない。しかし、ニフトールとて、口のうまさがなくては長生きできない商売で暮らしてきた男だ。

「急ごう。あんまり遅おそくなると待ってるみんなが心配するからね」

　アンディの言葉に、タッタは尾お羽ばねをちょいとふった。

「そうやな。エフィが、アードの毛ェでもむしりはじめたらえらいこっちゃ」

　その言葉を聞いて、アンディの口もとにようやくかすかな微笑ほほえみが浮うかんだ。今日最初の、苦いものをともなわない笑いだったかもしれない。黒くろ髪かみのお転てん婆ばな妹が、狼おおかみに変身した旅の道連れを追いかけ回しているようすを想像したのだ。

　森を抜けるあいだ、そして山に入ってからも、最低でも一日一回は口くち喧げん嘩かをしている二人である。口喧嘩ですめばましなほうで、二度に一度は手が出ることになるのだ。

「わいとしては、あの二人は口で言うてるほど仲が悪いわけでもないと思うんやけどな」

「……そうかい？……そうだな。そう考えないと、どうしてアードがぼくらと一いつ緒しよに来るのか、よくわからないしね。いくらラナークが、彼の命の恩人だといっても」

　喧けん嘩かがはじまると、もの静かなもう一人の緑の月の民たみが迷めい惑わくをこうむることになる。

　アンディたちは、待ち合わせ場所に向かって足を急がせた。

　下の橋におりる階段に近づくにつれ、行き交かう人が増えてくる。

　この橋は役所のたぐいが集まっている。すぐ上の橋は、崖がけに刻まれた通路に直接つながっている橋なので、大きな商店がいくつもある。

「やっ、おつとめ御ご苦く労ろうさんですぅ」

　唐とう突とつに、タッタが頭をさげた。

　階段のすぐ横には、ガヤン神しん殿でんがある。タッタが挨あい拶さつしたのは、そこに入っていく若者の一団だった。彼らは黄金こがね色いろに染められた革かわ鎧よろいを身につけている。

　タッタの声など気にもとめないようすで、彼らは姿を消した。

「タッタ、やりすぎじゃないか？　目立つのはまずい」

　アンディは、正面を見たままで言った。

「へっ、ミュルーンいうたらお調子もんで通ってるんやで？　町の人がみんな会え釈しやくしてるんやから、わいらみたいなんはあのくらいしてちょうどええくらいや」

　タッタは、嘴くちばしをこすりあわせるようにして言った。話題の対象を嫌きらっている証しよう拠こだ。

　ふつう、ガヤンの信者たちはあんな鎧は身につけない。

　彼らは、〈黄金の衛兵〉隊と呼ばれる一団だった。

　このスティニアに入ってからというもの、そこそこの大きさの町どころか、十軒けんくらいしか住人がいない小さな村でも必ず見かけている。国境で、双ふた子ごが帝てい国こくから手配されていると疑いをかけてきたのも〈黄金の衛兵〉隊の一員だった。

　彼らは、この高地王国を統すべる黄金の姫に絶対の忠誠を誓ちかう若者たちである。

　黄金の姫は、スティニア王家の数世代に一人あらわれるという異能を備えた女性に捧ささげられる称しよう号ごうだ。歴代の黄金の姫は、いずれの時もスティニア高地王国に繁はん栄えいをもたらしてきた。

　今回が例外になると考える者は、スティニアにはいない。

　彼ら〈黄金の衛兵〉は、その黄金の姫に尽つくし、国に命を捧げる覚かく悟ごの若者たちである。結成されたのはごく最近だが、あっというまに規模がふくれあがったという話だ。

　今代の黄金の姫は、理想世界の実現を唱えている。〈黄金の衛兵〉たちは、理想世界を一刻も早く到とう来らいさせるべく働いているのだ。

　黄金の姫についてわずかでも批判的なことを口にしようものなら、徹てつ底てい的に追つい及きゆうしてくる。この国のガヤン神殿は、全面的に協力しているようだ。

「ちょっかい出されとうない相手には、まず嫌きらわれて、それから軽けい蔑べつされとくこっちゃ。そしたら、ほっといてくれる。覚えとけよ、アンディ。誇ほこりなんちゅうのは十分の一ムーナにもならんのやぞ」

　タッタの説教に、アンディが何度目かの苦笑と共に答えようとした時だ。

　すでに、足は上に向かう最初の一段にかかっていた。

「きゃあああ」

　悲鳴が聞こえた。若い女性の声だ。

　自分たちの立場を考えれば、ほうっておくべきなのはわかっている。だが、アンディはとっさに悲鳴の方角へ走りだしていた。
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「死んでやるんだから！　止めないでよっ！」

　その娘むすめは、手すりをまたぐように、足をかけていた。長い赤毛が、谷底からの風にまきあげられている。奔ほん放ぽうそうな印象を与あたえる髪かみだった。

「なにを馬ば鹿かなことをしてるんだ、メリーヌ。はやく戻ってこないか」

　赤毛の娘に向かって、一人の若者が呼びかけている。憮ぶ然ぜんとしたようすだ。黒い髪を短く刈かりあげて、肩かたには筋肉が盛りあがっている。

「馬鹿なことじゃないもん！」

　赤毛の娘は、きりきりと眉まゆ毛げをつりあげて言い返した。このようすからして、悲鳴をあげたのは、彼女ではないようだ。まわりに集まっている野次馬の誰かだろう。

「へい、ごめんやっしゃ。ちょっとどいとくなはれ。へい、ごめん」

　まだそれほどの人込みではないのだが、羽でかきわける仕草をしながら、こう言わずにいられないのがミュルーンである。

「何がどうなってますんや？　あの嬢じようちゃん、どないしはりましたん？」

　タッタは、いかにも話好きそうな中年の女性を見つけて話しかけた。

「さあ、なんだか身投げするとかしないとか言って……」

　だが、彼の見立ては間ま違ちがっていたようだ。その女性は、早口で答えるとそそくさとその場を離れてしまった。少し離れたところで立ち止まって、また女の子のほうを見ている。

　タッタは気にしなかった。スティニアでは、珍めずらしくない反応だからだ。この国は、もともとよそ者に対する警けい戒かい心しんが強いと聞いてはいたが、国境を越こえてからそのことは何度となく思い知らされている。

「やあよ！　来ないで。行かないって約束するまで来ないで！　来たら死んでやるから！　だから行かないでっ」

「どっちやねん」

　タッタは、当事者たちに聞こえないようにぼそりと呟つぶやいた。できれば聞かせてやりたいところだが、ぼやきの冗談ひとつで開戦を止めた伝説の話術師コーロ・ライフウェイのようにはいくまい。

「要するに捨てられかけた娘さんが、なんとかよりを戻そうとしとるわけかいな。ハッ、しょうもないのう」

　アンディも、介かい入にゆうするべきかどうか迷っている。自分が割りこむと、ますますこじれるばかりのような気がするからだ。自分が、男女関係にはうといという自覚くらいはあった。

　アンディたちが何もできずにいるうちに、若者は、じりじり前に出ていた。

「何も別れるとは言ってないじゃないか。ほんのしばらくが待てないのか。だったら、好きにすればいいだろう！　きみがそんな女だとは思わなかったね」

　若者は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で言った。その言葉に、野次馬たちがぼそぼそと囁ささやきを交かわす。トリースなら、仲ちゆう裁さいする人間があらわれるところだし、ファイニア低地王国ならまわりの群衆が二派に分かれて論争をはじめるところだ。オータネス湖王国なら、原因がなんであれ男が責められている。ソイル選王国なら、こんなことをする前に、女性は別の策を打つだろう。

　ここスティニアでは、野次馬は傍ぼう観かん者しやに徹てつするものらしい。

　しかし、アンディの生まれはトリースなのだ。我が慢まんできずに一歩進みでようとした彼だったが、その出鼻をくじくようにタッタが小声で言った。

「なんや、ニフトールのおっさんが見境をなくしたわけやなかったみたいやな」

　アンディの足が、止まった。自分たちの立場を、それで思いだしたのだろう。

「ほんとは、エフィがこっそりとついてきてたんじゃないかと思ってたんだ、ぼくは」

　自分の気をそらすように、そんな言葉を口にする。

「そら、ありそうな話や」

　タッタは思わず真剣にうなずいていた。

「けど、これはただの痴ち話わ喧嘩みたいやし。行こ。死ぬ死ぬとわめいてるやつに限って死んだためしはないもんや」

　タッタは、生まれてからわずか十二年だが、ミュルーンは成熟が早い。精神年ねん齢れいで言えば二十代の後半に達している。旅から旅で暮らしてきて、アンディよりもこういった揉もめごとを目にする機会は多かった。アンディも事件に無む縁えんな人生ではなかったが、いかんせん神殿の関係で極きよく端たんな例ばかり見慣れている。

「ほっといて、もう行こうや」

「……そうだな」

　タッタとアンディは囁きあった。彼らの声は、怒ど鳴なりあう男女の声にかき消されている。

「いい加減にしろ！　そんなにわからずやだとは思わなかったよ。きみのような人間がいるから、理想社会の到来が遅おくれるんだ」

「違ちがうでしょ！　黄金の姫ひめさまがおっしゃってるのは誰だれも我慢する必要のない社会だって、あんた言ったじゃない。だから、あたしも我慢しないのっ」

「それとこれとは違うだろうっ」

　会話の中身が、だんだん痴話喧嘩とは掛かけ離れはじめている。

　これならまず飛び降りることはなさそうだ。

　だが、むしろこの会話の中身ゆえに、アンディは、この場を立ち去りかねていた。二人の会話、まわりの人々のようす、これは、スティニア人が黄金の姫に実際にどんな感情を抱いだいているのかを知るいい機会かもしれない。

「おいおい、むしろヤバいがな、アンディ」

　だが、タッタのほうは気が気ではなかった。こういうののまわりにいると、ろくでもない連中がたかってくるかも……ほら、来た。アンディを引っ張りながら、ぐるっと振ふり向いたタッタの体が、そのままくるりと一回転する。

「いやあ、兵隊さん、ええとこへ来てくれなはった。こっちですわ。今、呼びに行こうとしてましてん」

　タッタは自分から、愛あい想そよく声をかけた。ガヤン神殿から、黄金色の革かわ鎧よろいを着た一団が駆かけてきたのである。

「やりすぎだよ、タッタ」

　アンディは、引っ張られてよろけた体を立て直しながら言った。

「そうか？　ああいう鈍にぶそうな連中をだまくらかすには、このくらいでちょうどええくらいやと思うで」

　こっそり逃にげようとすると、みとがめられた時が厄やつ介かいだ。ふつうの野次馬の行動ではない。まして〈黄金の衛兵〉隊がやってきた直後となると。

　動くに動けなくなった。

「とりいってるように思われるのも厄介だよ」

「う～ん。まあ、これからは控ひかえとくようにするよって」

　まあ、ふつうの頭を持っていれば、本当に怪あやしいやつが、これほどあからさまに怪しいふるまいをするはずもないと考えるだろうが。

　ともかく、この騒そう動どうに一応の決着がつくまでは野次馬にまぎれこんでおくほうが無難だろうとアンディは思っていた。

　金色の鎧を身につけた若者たちがあらわれて、人々の輪が少し大きくなっている。みんなが、一歩ずつさがったのだ。

　彼らは、人々の日常に入りこみ、生活の中での取り締しまりを行っている。黄金の姫の理想を実現するという大義名分には、誰も逆らえない。

「キースくん、何をしているのだ。困るではないか」

「あっ、隊長。すいません」

　娘を説得していた──と言っていいものかどうか──若者は、〈黄金の衛兵〉が登場すると、露ろ骨こつにうろたえた表情を見せている。

「どうしてみなさんが……。こんなこと、栄はえある〈黄金の衛兵〉のお役目では……」

「街の真ん中で、我らが黄金の姫さまの理想社会について大声で論じているとなれば、当然ながら出番であろうが」

　隊長と呼ばれたのは、長い金の髪を持った長身の青年だった。集まった野次馬の中には、彼に熱い視線を送る女性もいた。要するに美形なのである。

「はっ。ごもっともです。もうしわけありません」

　若者は、自分を二つ折りにする勢いで深々と頭をさげた。

「なんや、あいつも〈黄金の衛兵〉やったんか」

「らしいね」

　アンディとタッタのやりとりは、風の音にまぎれて誰の耳にも届かなかった。

「お願いです、隊長さん。あたしのキースを連れて行かないでください」

　赤毛の娘が、涙なみだながらに叫さけんでいる。

「そないに興奮するほど、ええ男かえ、あれが？」

　娘の恋こい人びとであろう若者の容姿は、どうひいき目に見てもせいぜい十人なみ。隊長と呼ばれた青年に並ぶと、見み劣おとりするのはやむをえない。

「見た目だけで好きになるわけじゃないだろう？」

「そうか？　けど見た目は大事やで、やっぱり」

　人間の目にはよくわからないが、タッタの羽色はミュルーンのあいだではもてはやされる容姿らしいのである。

　二人が、余計な感想を交こう換かんしているうちに事態が進展していた。

「お嬢さん、我らが黄金の姫さまは、我がスティニアの平和と繁はん栄えいばかりではない、世界に幸福をもたらそうという崇すう高こうなお考えをお持ちなのだ。きみの恋人であるキースくんは、その理想に共鳴して我が隊に志願してくれた。幸い思想的にも能力的にも問題はなく、彼は入隊を認められたのだ。祝福こそすれ、なにゆえにそんな……」

「理想はわかります。あたしだって、黄金の姫さまの偉い大だいさは知ってます。だけど、何もキースが働かなくたって、他ほかにいくらだって人はいるじゃありませんか」

「さっきから教えてやってるのに、まだそんなことを言ってるのか！」

　若者が、片手をあげて進み出る。

「来たら飛び降りるわよ！」

　赤毛の娘が手すりに摑つかまったままでうずくまった。〈黄金の衛兵〉の隊長が、若者を引き止める。

「わいは、どうも信用できんわ。理想がどうとかお題目ばっかり並べとるああいうやつらは」

　タッタがぼやく。アンディは、周囲の耳に入らないように気を遣つかいながら応じた。

「彼らが目指してるものも、まるっきりの間違いじゃないとぼくは思う。問題があるとするなら手段が急ぎ過ぎで、ものの見方が狭きよう量りような……」

「わいが言うてるんは、そういうことと違うんや、アンディ。あいつの言葉はただの借りもんや。あいつは、それがわかってへん。たとえ言葉でもな、アンディ、借りたもんは返さんとならん時がきっとくる。その時に、どんな清算をせなあかんのか、あいつらはわかってるやろか。貸すほうもそれを教えんと、貸し付けてるんと違うやろか」

　タッタは、どこかしみじみとした口調でそう言った。

「でも、あの隊長はましなほうじゃないかな。今まで通ってきた街の〈黄金の衛兵〉たちなら、あの子はとっくに捕つかまってるところだ」

「せやな。ほんでもって矯きよう正せいするとか言うて、三日三晩の説教攻ぜめや」

　噂うわさによれば、労働奉ほう仕しのための鉱山などもあるらしい。アンディたちは、捕とらえられれば、まずそんなことではすまないだろう。心を魔ま法ほうで丸まる裸はだかにされ、記き憶おくを洗い流されるという噂もあった。

　アンディは、どうかうまく説得してくれと祈いのった。なにごともなく野次馬が散り、それにまじって自分たちが立ちされるようにと。

「頼たのむよ、きみ。彼が入隊してくれれば半年で五十人だ。私は、指導力を認められて、より黄金の姫さまのおそばで仕えることができるだろう」

　金きん髪ぱつの隊長は、そこまで言ってからごほんと咳せき払ばらいした。

「なんじゃ、そら」

　タッタがあきれかえって呟つぶやいた。

　隊長自身、失言に気づいたのだろう。あわてて言いつくろった。

「そうではなくてだな、きみが彼に注ぐ愛をどうか世界のすべてに」

「あたしは、そんな器うつわの大きい女の子じゃありません！」

「おっぱいなら大きいけどねぇ」

　どこからか、そんな声が聞こえてきたような気がして、アンディはきょろきょろとあたりを見回した。誰もいないようだが……しかし、あの声と言葉の中身は？

「どないしたんや、アンディ。落ち着かんと、目ェつけられるで」

　隊長以外に三名ばかりいる〈黄金の衛兵〉は、周囲に目をくばっている。彼女に同情し、黄金の姫に不満をあらわす者がいないか、見張っているのだ。目をつけられるわけにはいかない。アンディは、にじみ出そうになった汗あせをなんとかひっこめた。

　そして隊長は、ひきつりかけた表情をなんとかゆるめ、むりやり作り笑いを浮うかべながら説得にかかる。

「いいかね、メリーヌさん。彼が〈黄金の衛兵〉になったからといっても結けつ婚こんできなくなるわけではないのだよ。少し待てばいい……」

「でも……聞きましたよ。〈黄金の衛兵〉になった人が人間じゃなくなったって」

　やりとりに興味を失いかけていたアンディとタッタは、あわてて耳をそばだてた。

「それは……違う。姫さまは、解放の戦いのためにさまざまな力を授さずけてくださる。強い力をもてば、より自由に生きることができる。きみは見ていないだろう。あの力を……」

　何かを思い出している隊長の目は、危険な輝かがやきを帯びていた。

　そのようすを見ているタッタとアンディは、表情を動かさぬように苦労していた。

「どない思う、アンディ？　あいつらを思い出せへんか？」

「……ああ。もちろん」

　青銅と鉄、出会った二人の敵はどちらも、人間の姿から異様な怪かい物ぶつに変身した。しかも姿は変わりながら、〈悪あく魔ま〉に憑つかれた者たちのように正気を失うことはなかったのだ。

　これまでアンディたちが考えていたのと違い、姿を異形に変える力は、スティニアにおいては公然の秘密だったようだ。

　というのも、身投げすると脅おどしている女が、こう口走ったからだ。

「いくら自由に生きられても、あたし〈悪魔〉みたいになったキースなんて見たく……」

「貴様ッ、黄金の姫さまが汚けがらわしい〈悪魔〉なぞと手を結んでいると言うのかぁっ!!」

　突とつ然ぜん、隊長が顔を真っ赤にして怒おこりだした。

「姫さまを侮ぶ辱じよくする者は許されん。ただちに罰ばつされねばならん！」

　端たん整せいだった顔が醜みにくく歪ゆがんでいる。

「なんや、あいつ？　どっか、頭の中身をつなぎ間ま違ちがえとんのか？」

「違う。それだけ、黄金の姫が彼らの心を捉とらえているんだ」

　平へい凡ぼんな青年軍人を、これほどに猛たけり狂くるわせる。それが黄金の姫の魅み力りよくなのか。それとも四姉妹の魔ま力りよくだろうか。

「あ、あたしはそんなつもりじゃ……」

　娘むすめは心底怯おびえている。

「ならん！　許さん！　死んで詫わびろっ！」

　それこそ魔ま物もののような形相になって、隊長が迫せまる。娘は、助けを求めて、恋人であるキースという若者を見た。

「死ねよ。俺が好きなら」

　彼は、背中に突つき刺ささる〈黄金の衛兵〉隊の男たちの視線を意識していた。彼らだけではない。集まった野次馬たちも、娘に対して悪意に満ちた視線を送っている。

「まずいぞ、タッタ。このままじゃ、あの娘さんは本当に飛び降りさせられる」

「けど、どうするんや。これだけの人数を敵には回せんぞ」

「だからといって、私刑リンチを見み逃のがしてはおけない」

　だが、事態を打開する策は、アンディにもタッタにも浮かばない。

　そのうちに、死ね死ねと、まわりの者たちがつぶやきはじめた。

「黄金の姫ひめさまを侮辱して、どう詫わびるつもりなのだ？」

　隊長がだめ押しするように言う。娘の顔がひくっとひきつった。

「わかったわよっ！」

　自棄やけになった娘は、手すりを摑つかんでいた手を大きく開いた。

　そして、谷底へと落ちていった。
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「タッタぁっ、助けろぉぃ」

「わかってるわい、あの阿あ呆ほ娘がっ！」

　叫んだ声が誰だれのものか確かめるより早く、ミュルーンの青年は飛び出していた。

　翼つばさを閉じて落下するだけでは追いつけない。手すりを乗り越こえる時に、思いきり蹴けった。

　けれど娘は、十メルーあまりもタッタに先んじていた。しかも、人間に比べて、ミュルーンであるタッタの体は軽い。谷底から吹ふきあげてくる風に邪じや魔まされて、追いつけそうにない。尾おを引く悲鳴ですら、タッタから遠ざかっていく。

「たまるかぁ」

　一声叫んでタッタは翼を一打ちした。

　ごうっと風が唸うなる。

　けれど、まだ届かない。

　あまりに加速がつきすぎれば、タッタの翼力では止まれなくなる恐おそれがあった。娘を摑つかんでも、もろともに谷底に落下するはめになるかもしれない。

「でぇっ！　こんな娘と心中とかないわいっ」

　タッタは、大きくそう叫んだ。

　そして。

「あとで、たっぷりお礼してもらうでぇ」

　翼をもう一打ちする。ぐんと加速がついた。落ちる赤毛の娘が見る見る大きくなる。

　追いついた。

　追い抜ぬいてしまいそうだ。

「ぬおうっ」

　すれちがいざまに脚あしの爪つめで襟えりをつかみ、その瞬しゆん間かんに思いきり羽ばたく。

「く、くそ～っ。なんでこんなに重いんじゃ～っ！」

　脚が抜けそうだ。

「噓うそよっ。キースが言ったから、あたしはちゃんと食事も抜いて瘦やせたんだから」

「こンの、ど娘がっ！　ごぢゃごぢゃぬかしとらんと、さっさとそいつを捨てんかぁ」

　彼女の腰こしには大きな袋ふくろがくくりつけられている。中に、どうやら石でも入っているらしい。

「あんたこそ、あたしを捨てなさいよっ。キースに嫌きらわれちゃったら、もう生きててもしょうがないんだもんっ」

「阿呆っ、今っさらっ捨てられるっかぁぁ」

　首に血管を浮きあがらせながら、タッタは必死で空気をかいた。

　少しずつ、その体が上じよう昇しようしていく。

「やだもン！　死ねって言われたから死ぬもン」

　赤毛の娘が、思いきりタッタの脚に嚙かみついた。

「あうわっ！」

　痛みに一いつ瞬しゆん、翼の動きが止まり、がくんと体が落ちる。

『しもたっ！』

　失策だ。ミュルーンの翼は、体重に比べてごく小さい。浮かせるには激しく羽ばたかせる必要がある。それが一度止まってしまうと。

「まだまだっ」

「いやーっ、やだっ、ほんとに落ちるっ！　死にたくないっ！」

　赤毛の娘の理り不ふ尽じんな言い種ぐさが、タッタの頭に血を上らせた。

『くっそお。なんで、わいがこんな目にあうんや。人間の女のことなんか、ニフトールにまかせとけばよかったわ』

「おう、タッタ。元気にしてたかぁ？」

　吞のん気きな声を聞いた瞬間、タッタは、上った血が脳天からふきあがるかと思った。

「おっさぁん!!　おのれ、こんなとこで何してけつかるんじゃいっ！」

　太い綱つなにぶらさがって、中年の男が、空中でぶらぶらと揺ゆれている。赤い鼻に、ちょいと出かけた腹、にやにや笑いを浮かべた口。

　タマットの入信者である盗とう賊ぞく、旅の仲間の一人のニフトールである。

「人間もミュルーンも、怒ると力が出るもんだよな。止まってるよ、お前さん」

　直観の神に仕える盗賊が指し摘てきした通り、タッタの落下は止まっていた。だからといって、タッタは気を抜くわけにはいかなかったが。

「何してるんだってね、お前さん。俺は、さっきから上にずっといたよ？　助けろって叫さけんだじゃねぇか」

　ニフトールの言葉に、タッタはぐるりと目玉を回した。反論する体力の余よ裕ゆうがない。

「まあ、疲つかれるだろうから、娘さんをこっちへよこしなよ」

　ニフトールがひょいひょいと指を動かした。

「あんまし、いやらしいとこに触さわるんやないで」

　ぶつぶつ言いながらも、タッタはニフトールに娘を渡わたした。彼が持ってきていたもう一本の命いのち綱づなに結びつける手伝いをする。

　さっきの落下が効いたのか、娘はすっかり大人しくなっていた。ニフトールは、彼女を背負うようにして綱をするすると上っていく。たいして腕わん力りよくはないが、こつを心得ているのだ。タマット神しん殿でんで盗賊の技わざを学んだ彼にとって、このくらいはお手のものである。
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　タッタは、上昇する谷からの気流に乗って、綱のまわりを螺ら旋せん状じように回りながらふと考えた。上に戻もどってしまえば、話をする機会はないかもしれない。情報を聞きだすなら、今のうちだ。

　スティニアに入ってからも、四姉妹についての情報はほとんど増えていない。黄金の姫の評判はさんざん聞かされたが、どれも褒ほめちぎるものばかりだった。

　ここにきて、はじめてあの化物娘たちと黄金の姫のつながりかもしれないものが見えたのだ。公然の秘密なのかもしれないが、この娘が異形の存在を知っていた理由は確かめておきたい。

「ええと、メリーヌはんやったかな。さっきは色々怒ってわるかった。ところで、ちょいと訊ききたいんやけどな」

「おい、タッタ。今から俺が口説いちゃう予定なんだけど？」

「うるさいわい。おっさんはちょっと黙だまってぃ！」

　ぴしゃりとやっつけると、タッタは甲かん高だかいだみ声を精せい一いつ杯ぱい優やさしげにして言った。

「あのな、メリーヌはん。〈黄金の衛兵〉隊が怪物に変えられるって話やけどな、あれはホンマなんか？」

　娘は、ぎゅっとくちびるをひき結んだまま答えない。

「なあ、あんたも恋こい人びとを取られたくはないんやろ？　噓うそかホンマか、あんたも知らんねやったら、わいらが確かめたるがな」

「……どうして。そんなことするの？」

　娘が、トゲのある目でタッタを見た。

「そ、それはやな」

　タッタは、答を言いよどんだ。命を助けたからといって信じられる相手ではない。だが口ごもったことで、娘の目つきはさらにとげとげしくなっている。

「どうすんだ？」

　ニフトールが言ったのは、しばらく上らずに止まろうかという意味だった。

「誰かっ！　助けてぇ」

　いきなり、娘が金切り声をあげる。

「だぁっ！　助けてやっとるやないか。おっさん、とっととあがってしまお」

　これ以上話しかけても無む駄だだと、タッタは判断したのだ。

　それより、早くこの場を離はなれたほうがいい。

　だが、それも難しいようだった。橋の上で出で迎むかえてくれたのは、できればと期待していたような賛さん嘆たんのまなざしではない。敵意と警けい戒かいの目だ。

　こちらも予想していないではなかったが。

　先頭に立っているのは〈黄金の衛兵〉隊だった。すでに剣けんをかまえている。

「や、こらどーも。礼なんかいりませんで。当然のことをしたまでです。そしたら、わいらはこれで……」

　どうなっているのかよくはわからないが、タッタはとりあえず笑ってみせた。ミュルーンでも、これだけ器用に人間の愛あい想そ笑わらいに似た表現ができる者は数少ない。

　だが、せっかくの彼の特技も役には立たなかった。

「こいつら、他国の回し者だわ！　黄金の姫さまを中傷しようとしてるのよ。あたしに、姫さまの悪い噂うわさを言わせようとしたもの」

　娘は、ニフトールを突き飛ばすようにして離れると、憎にく々にくしげに言い捨てた。

「ここのお嬢じようちゃん、みんな、こうなんだよ。おかげで俺ァ、えらいめにあったぞ」

「そんなこたぁ、早はよぅに言うとかんかいっ」

　ニフトールの囁ささやき声に、早口で返すと、タッタは一瞬で口調を切り替かえた。

「そら、御ご覧らんのとおり旅のもンですけど。そんな、黄金の姫さまに逆らおうやなんて……」

「きさまたちがこの街の者じゃないのは、彼女を追った時にわかったよ。この街の者なら、あれくらいであわてはせん。翼よく人じんとミュルーンの警備隊がいつも見張ってるからな」

　中空都市の異名を持つ街だけに、それなりの備えはあるということだ。翼人は、皮ひ膜まくの翼と、蝙蝠こうもりと猫ねこを合わせたような頭を持つ〈源人の子ら〉である。銀の月のうち、風の元素を象しよう徴ちようする神を崇あがめており、飛行にかけてはルナルでも第一の腕うでを持つ種族であった。

「けど、今は来ませんでしたやん。せやから、わいが行ったんですがな」

　結果論である。その程度では、さすがにごまかされない。

「黄金の姫ひめさまを侮ぶ辱じよくして、おのれを罰ばつしようとした娘むすめなど！　助けようとするものは、スティニアにはおらん！」

　血走った目つきの〈黄金の衛兵〉の隊長は、きっぱりと言ってのけた。

「きゃっ！　やめてよ、キース」

　赤毛の娘は、恋人に──もはや『かつての』とつけるべきかもしれないが──腕をねじりあげられていた。

「あたしだって黄金の姫さまをお慕したいしてます。だから、こいつらのこと……」

　彼女の哀あい願がんは、周囲の野次馬たちがあげた声にかき消された。みな血相が変わっている。

「どないなってるんや、この連中？」

「さあ、ちょいと俺たちがでしゃばりすぎたってとこじゃないか？」

　タッタもニフトールもうろたえてはいなかった。むしろうんざりした、というところだ。まだ態度に余裕がある。この程度の危険は、何度だって乗り越えてきたのだ。まわりを取り囲んでいるのは数十人。だが、そのうち訓練を受けた兵隊はごくわずか。〈黄金の衛兵〉だって実戦経験があるのかどうかは怪あやしいところだ。

「隊長、こいつに命令してたやつがいるはずですが」

　別の〈黄金の衛兵〉が言った。

「誰が命令なんぞされてるかいっ」

「配下じゃなくて、俺たちが助けてやってるんだよなぁ」

　ニフトールとタッタが、視線を一瞬だけあわせた。

「ほら、あそこで怯おびえてる」

　そろって指差した方向を、全員が一いつ斉せいにふりむいた瞬間に、アンディの《閃光フラツシユ》が炸さく裂れつした。強きよう烈れつな輝かがやきが手のひらからほとばしって、周囲の人々の目を焼く。一時的に視力を奪うばう効果があるのだ。

「ぐわあっ！」

「おのれっ、卑ひ怯きようだぞっ！」

　悲鳴が起きるが、さすがに橋上の生活に馴なれた者たちだけあって、むやみに走り回ることがない。しかし〈黄金の衛兵〉は、おかまいなしに剣をふりまわしている。アンディが二人の剣を叩たたき落としているあいだに、ニフトールとタッタが残りを蹴けり倒たおした。

「それじゃ、タッタ。落ちるとするかね」

「え、なに？　なんやて？」

　ニフトールがどんとミュルーンの背中を叩たたく。

「ええい、一応は飛ぶと言わんかい」

「アンディ、摑つかまれよっと」

　ニフトールとアンディでタッタを持ちあげ、そのままの姿勢で手すりを越こえた。空中に飛びだす。

「また、わいが苦労するんかいな」

　ぼやきながらも、二本の脚あしに一人ずつの友人をぶらさげて、タッタはなんとか滑かつ空くうに成功した。谷からの風で、かろうじて垂直落下をまぬがれたようなものだ。よろめくタッタは、エフェメラたちが待つ崖がけの中腹めがけて落ちていった。

　だが、ムルマイルのいくつかの橋上から飛びだした翼つばさを持つ影かげたちが彼らを追っている。影の動きは、かなり速かった。
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　風が流れてゆく。

　頭上に、蜘蛛くもの巣のようにはりめぐらされたいくつもの橋が見えている。

「ふわあああ」

　エフェメラは、長い黒くろ髪かみをかきあげながら思いきりのびをした。故郷のターデンにいるころから、美少女としての評価を垂直落下させると評判だった大あくびである。

「女がでけぇ口、開けてんじゃねぇよ」

　アードが、彼女の口の中に何かをひょいとほうりこんだ。浅黒い肌はだのエルファがにっと笑うと、牙きばのように伸のびた犬歯が目立つ。彼の属する氏族プファイトが、狼おおかみを祖霊トーテムとして崇めることを思いださせる歯並びだった。

「ふにゅっ？」

　驚おどろいて口を閉じた拍ひよう子しに、嚙かみつぶしてしまったらしい。ぶちゅりという感かん触しよくと共に、ほんのりした甘みが口の中に広がった。

「あら、おいし。なによ、これ？」

　こくんと飲みこんでから、エフェメラは、浅黒い肌のエルファに訊たずねた。その質問を待っていたかのように、アードはにやりと笑った。

「今、そこで取ってきたブンタ蟻ありの子だ。女王になるやつだから蜜みつに漬つかって生きてるようなもんだな」

　虫だと聞いた途と端たんに、エフェメラの顔が歪ゆがんだ。

「ふみゃっ?!」

　髭ひげを引っ張られた猫のような悲鳴をあげて、エフェメラの口が大きく歪ゆがんだ。

「ちょっと、なんてもの食べさせんのよっ」

　たいていの食べ物は平気なエフェメラも、虫関係だけは苦手らしい。

「それでも吐はきださないとこはエフィさんですねぇ。もしもそんなことしたら、もったいないからってお説教してあげようかと思ったんですけど」

　のんびりとした声で割って入ったのは、もう一人のエルファだった。〝吹きつブラストける風ウインド〟のラナーク。大陸の西にあるサイスの森からやってきたエルファだ。彼が属する氏族はレスティリ。治ち癒ゆと葬そう儀ぎを司つかさどる。アードのプファイトは狩しゆ猟りようと破は壊かい。遠いような近いような二人であった。

　もの静かな友の言葉に、赤くなりかけたエフェメラの顔が、いつもの抜ぬけるような白さに戻った。

「毒じゃないなら許してあげるけどね」

　エフェメラがきっと睨にらむと、アードはひょいと肩かたをすくめて、そっぽを向いた。

「どちらかといえば薬です」

　ラナークの言葉に、エフェメラは平らなおなかを撫なで回しながらうなずいた。

「毒にもなるってのは教えなくてもいいのかよ？」

　アードの言葉に、ラナークは困ったように頭を搔かいた。

「まったく、あんたって、なんのためにあたしたちについてきてるわけ、アード？」

　エフェメラは、爪つめを嚙かみながら言った。兄のアンディがいれば叱しかられるところだが、彼女がこうしているのは、その兄がなかなか戻ってこないせいだ。

「てめぇの顔を見るためだよ」

「え」

　ぶっきらぼうな返答に、エフェメラの動きが止まった。さっきとは違ちがう赤みが頰ほおにさす。

　その表情を見た時の、自分の感情をアードは理解できなかった。嘲あざ笑わらうだけ、のはずだったのに。心臓のどこかを小さな針でちくりと刺さされたような気分。

　だが、それもすぐに消え去った。

　双ふた子ごは、あくまで仕事上の標的にすぎない。けれど、だからこそ疑われてはならないのだ。〈結社〉の子らのうちでも、最高の地位にいる一人、彼の主人であるサーライト・ティーグに命じられた使命を果たすまでは。

　帝てい国こくを、ひいては世界の覇は権けんを賭かけた戦いにおいて、こいつら双子は優ゆう秀しゆうな道具となりうるのだとサーライトは言った。だから、それまで守らねばならず、その動向を観察しなければならない。

　そして、サーライトに敵対する道を選べば、双子を抹まつ殺さつせねばならないのだ。

「てめぇが、いつかびーびーと喚わめく泣きっ面つらを見るまではと思って」

「あんたが生きてるあいだは、なにがあっても泣いてなんかやんないわよ！」

「ほう、そんなに俺さまと別れがたいわけだ」

「だぁれがっ！」

「あばれないでください。落ちたらどうするんです」

　もう一度、ラナークが止めに入る。

　ここは狭せまい岩いわ棚だなの上だった。木がかなり茂しげっているから、外からは見えにくい。

　ムルマイルを通らず、谷底を避さけてこの谷を抜けようとすれば、こういった危険な通路を使うしかないのである。

「また、あなたを治ち療りようするはめにはなりたくないんですがね、アードくん」

「ここから落ちたら、お前さんのもうひとつの仕事のほうが必要になるだろうぜ」

　アードは、唾つばを吐き捨てると岩棚の奥へ歩きさった。適当なくぼみを見つけて、ごろんと横になる。エフェメラは何か言いたげに彼を見送っていたが、結局はなんの言葉も出てこなかった。

「やれやれ、困った人たちですねぇ」

　ラナークが、まるで困ったようすを見せずに呟つぶやいた。ラナークとアードの出会いは、二人の故郷であるサイスの森でのことである。といっても、エルファ最大の居住地であるその森は、一国に匹ひつ敵てきする巨きよ大だいさだ。近所づきあいをしていたわけではない。

　ある事件にかかわり、森の掟おきてを破って傷ついたアードを、ラナークは一度だけ治療したことがある。その二人の歩む道がふたたび交差したのは、奇き跡せきにも等しいことだったかもしれない。

　ラナークは、サイスの森からラジスへの使いとしてやってきた。そして、あらたに双子の月と緑の月の協調の可能性を探さぐるべく、双子の旅に同行しているのだ。

「アンディたち、遅おそいですね」

　ラナークは、また爪つめを嚙かみはじめているエフェメラに、そう声をかけた。

「うん……でも大だい丈じよう夫ぶだよ。タッタとニフトールもついてるし」

　エフェメラは、にこりと笑った。明白に、作り笑いだとわかる。

「その三人がそろっちゃ、かえって危ねーんじゃないか？」

　岩棚の上で、ごろんと寝ね返がえりをうちながら、アードが言う。

「そんなこと言って、エルファは目立つからって置いてかれたの、ひがんでんでしょ」

「なんだぁ！　てめぇ、俺を……」

　がばっとアードが飛び起きる。

「っんなに元気が余ってるなら、ちょっと相手をしてくれないかな？」

　そう声をかけたのは、これまで我関せずといった風に、斧おのの素す振ぶりを繰くり返していた少年である。文頭の言葉が消えるのは、彼の口くち癖ぐせだ。

「……めんどくせーよ」

　アードは、鼻白んだようすで、また寝ね転ころがった。

「じゃあ、エフィでもいいぞ。どうも一人で型をやってるだけじゃ物足りん」

「え？」

　エフェメラは目をまん丸にしてドムスを見た。

　黒い肌に、小こ柄がらながらがっちりと筋肉がもりあがった体たい軀く。刈かりそろえられた髭。

　彼はドワーフだ。もともと、ドワーフは肉体と精神を鍛きたえることに重きをおく種族である。この少年が、双子と旅を始めたのも自分に試練を課すためだった。

　それにしても、最近のドムスの鍛たん練れんぶりは尋じん常じようではなかった。暇ひまさえあれば、武術の修練だ。青銅の姫ひめとの、ラジスの森での戦い以来である。アンディともしばしば模も擬ぎ戦をやっていた。

　その相手を望まれて、エフェメラは、あわてて両手をふった。

「あのね、ドムスくん。あたしじゃ、三秒と保もたないから練習にもならないと思うよ」

「ああ、そうだよな」

　ドワーフの少年は、頭をぼりぼり搔かいた。こうあっさり肯こう定ていされるのも、なんとなく悔くやしい。

「すまん。どうも、このごろ女の子がみんなあいつに見えて困る」

　そう言うと、ドムスはまた素振りに戻もどった。

「他ほかの人が言うと、いろんな意味にとれる言葉なんだけど。ドムスくんじゃなぁ」

　エフェメラが、はぁとため息をついて、少年の背を見送った時である。

「どいた、どいた、どいたぁ！」

「な！　なんだ！　いったい？」

　叫さけび声とともに、何か巨大なかたまりが空高くから突つっこんできた。派手な音を立てて、そこらの枝が折れ、幹が砕くだける。

「敵ですかっ？」

「痛ってって」

「いやん、もう。あうっ」

　破は片へんがばらばらとふりまかれ、視界をふさぐ。なにがなんだかわからないままで、エフェメラは武器であり防具でもあるシャストアのマントをかまえようとした。だが、それではひときわ巨大な枝が、彼女の頭にふってくるのは防げない。

「けっ、馬ば鹿かがっ」

　あわやと思った瞬しゆん間かん、それは彼女を突き飛ばしたアードの肩にぶつかっていた。

「あ、……えと」

　かばってくれたのか、それとも偶ぐう然ぜんだったのか。

「ぼっとしてるんじゃねぇ！」

　怒ど鳴なりつけられて、エフェメラは顔を紅潮させた。

　だが、今は内輪もめしている場合ではない。あわてて、落ちてきたものに向き直り……膝ひざが砕けた。勢いが、行き場を失ったのだ。

「兄さん！　タッタ！　どしたの、いったい？」

「エフィちゃぁん、俺の心配はなしかよう」

　ニフトールがぼやく。

　巨大に思えたのは三人ぶんだったからだ。空中からの帰き還かんだった。着陸などというしろものではない。ほとんど墜つい落らくである。アンディは鼻のてっぺんにひどいすり傷を負っていた。

「兄さん、鼻がニフトールみたい」

　思わず吹きだしてしまうエフェメラである。

「吞のん気きなこと言うてる場合やない！　逃にげるでぇ」

　タッタは、顔をあげるかあげないかのうちにがあがあと喚わめいた。

「馬鹿言ってんじゃねぇ。敵が来るってのに、なんで逃げるんだ？」

　吠ほえたのはアードである。ドムスもそれに同調している。

「ええから来い。戦いは、この先にもたっぷり待ってるさかい」

　羽にまとわりついた木き屑くずや葉っぱを払はらい落としながら、タッタは言った。

「いったい、どこに行くんだ？」

　ドムスが、不ふ得とく要よう領りような顔つきで言った。当たり前だろう。これだけで事態がのみこめたら、カンがいいのを通り越こして魔ま法ほうである。

「この地図に描いてある、秘密の地下通路や」

　ミュルーンの友は、丸めた羊皮紙をかざした。

「高い銭ぜに払はろうて買こうてきたんや。役に立ってもらわんとな。これには、崖がけの洞どう窟くつから入ってテロンに行く近道が記されてるんや」

「タッタの言うとおりだ」

　アンディが、すりむいた鼻の頭から血をにじませながら言った。気をきかせたラナークが、清潔な布を手て渡わたしてやる。

「そもそも、なんで追いかけられてんだよ、おめぇら」

「話は後にせぇ、後にぃ。殴なぐりあいなら、この先でナンボでもでける」

　タッタが、先頭に立って動きだした。エフェメラがすぐ後に続く。アードとドムスが追っ手と殴りあいたくてぐずぐずとしているのを、アンディとラナークが急せかす。ニフトールは、後ろでようすを見ているようだ。

　エフェメラは疑ぎ惑わくの目でタッタを見ていたが、やがて腰こしをかがめて話しかけた。

「タッタくん、ほんとにこの通路って危険なの？」

「安心せい。大おお噓うそや。あないでも言わんと、あいつら来けぇへんやろ？」

　エフェメラは、ドムスとアードに向かって、ちらりちらりと視線を走らせた。納なつ得とくする。

「ところで、街はどうだった？　四姉妹の手がかりって何か摑つかめたの？」

　エフェメラは、兄にちらりと視線を走らせた。もしかして、何か勇み足をやらかしたのだろうか。思い悩なやみ、時には一人で走りだしてしまう兄には、時には叱しつ咤たし、時には足あし枷かせとなる自分がまだ必要なのだ。

　彼女は兄の帰りを待ちながらそう考えていた。それが間ま違ちがいではないことを、エフェメラはあらためて確かめていたのだった。
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「さすがの俺でも、ここを戦って切り抜ぬけられるたぁ言えねぇな」

　アンディを押しのけて首をつきだしたアードが、呻うめくように言った。

　ムルマイルから遠く地底を旅して、ようやくたどりついた洞窟の出口である。

　だが、ここを出るのは容易ではない。

「っかな？　なんとかならんか？」

「ならん、ならん」

　首をかしげるドムスに向かって、ニフトールがひらひらと手をふっている。

「一いつ旦たん戻ろう。ここで相談しているのは危険だ。見つかるかもしれない」

　アンディは、仲間たちにそう声をかけた。しかし、みなまだ動こうとしない。

　特にドムスだ。

「一ひと振ふりで一匹ぴきやっつけられるとして……一千回くらいかな。日課の倍くらいじゃないか。軽いもんだ。行っちまおう」

　ドムスは肩かたをぐるぐる回している。

「人生ってものを舐なめきってないか、若者よ？」

　ニフトールの言葉は、ほとんどぼやきであった。

「いいから、三人とも首をひっこめなさいよ。兄さんが一旦奥に戻ろうって言ってるでしょ。化物連中に見つかったらどうすんの！」

　エフェメラが、男たちの首ねっこを摑つかんで、夕日に赤く染まった空気の中から、洞窟の暗くら闇やみへと引き戻した。

「エフィ、お前の声がいちばん大きいよ」

　アンディは、静かな声で注意した。エフェメラは、ぺろりと舌を出した。照れてはいるが反省の色はない。だが、アンディは、それ以上妹を叱しかりつけるどころではなかった。

『まさか、こんなところで、あんなやつらに出くわすなんて』

　アンディたちが、長い長い洞窟を数日かけて抜けた後に出くわしたのは、太陽でも温かい出で迎むかえでもなく、邪じや悪あくな怪かい物ぶつの群れと、やつらがかざす刃やいばの冷たい光だった。

　ただの怪物ではない。完全武装の軍というべきだ。闇の月を崇あがめる者たちである。

　大きな頭に悪わる知ぢ恵えだけを詰つめた小こ鬼おに、魔ま法ほう使つかいのゴブリン。

　獣けものの頭部と剣けん士しの肉体を持つ、俊しゆん敏びんなるホブゴブリン。

　彼らに付き従い使い棄すてられる、卑ひ屈くつなるオーク。

　怪かい力りき無比の凶きよう悪あくな重戦士、すべてを喰くらうオーガー。

　彼らを兵士として、その他多くの黒き歪ゆがみの月を崇める種族たちからなる混成の軍である。

『地底でずいぶん苦労したっていうのに、月は、ぼくたちにまだ試練を課そうというのか』

　仲間たちの半分くらいは、その戦いを苦にしていなかった──むしろ楽しんでいたようではあるが。地底にはドワーフの廃はい村そんや、未探査の遺い跡せきもあって、いくつか魔法の品を見つけたり、金銭的な収しゆう穫かくもあった。

　アンディたちが遺跡荒あらし稼か業ぎようだったなら、大成功だと喜んで出てきたところであろう。

　だが洞窟のすぐ外にこんな危険が待っていては、外に出るのもままならない。

　アンディたちは、洞窟の少し奥まで戻った。小さな魔法の明かりの下で、額をよせ集める。

　アンディは、ぐるりと仲間たちを見回した。

「地図が正しければ、テロンまでは、ほんのもう少しだ」

　アンディの手の中にある地図は、すでにぼろくずのようになっている。その変化が、乗り越えてきた苦難を示していた。

　それに従えば、この下の広場は山の中腹であり、さらに下の谷までおりれば、それをたどるだけでよいはずなのである。そうすれば、テロンの裏口とでもいう場所に出る。

「地図が間違っていると考える理由はありませんね。今まで正しかったんですし」

　ラナークの言こと葉ば遣づかいは、いつになくぶっきらぼうである。アンディにもその理由はわかっていた。エルファにとって、闇の月の種族は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵だ。もちろん、いかなる種族にとっても〈悪あく魔ま〉は恐おそろしい敵である。なかでも緑の月の民たみは特に敵てき愾がい心しんを燃やし、見つければ戦いを挑いどまずにはいられない。

　けれど、外の怪物どもは千を数える。対してこちらは七人。緑の月の民が闇の月に対して抱いだく闘とう志しがいかに激しかろうと、これは挑める数字ではない。自殺したいのでないかぎり。

　もちろんラナークは自殺をしたいとは思っていない。だが、闇の月の種族を相手に退かねばならぬことは、エルファにとって最大の屈くつ辱じよくだ。

「さすがに全部倒たおすのは時間がかかりすぎるだろうけど、崖を下りてって、その勢いでだぁーっと走り抜けちゃえばなんとかならないか？」

　大おお雑ざつ把ぱな作戦を提案したのは、またもやドムスだ。その大雑把さが頼たのもしい時もあるが、今日はそうもいかない。

　洞窟の出口は、岩山のなかばあたりにあった。山腹そのものは、出っ張りが多く、角度も比ひ較かく的てきなだらかだ。アンディのように重い鎧よろいに身を固めていても駆かけ降りることも可能だろう。だが、これだけの群れを突つき抜けられるほどの加速がつくわけはない。

「ちょいと難しいぜ。ゴブリンだって呪じゆ文もんは不得意じゃないからな。《足止めタングル・フツト》だの《べたべたグルー》だのって言われてみろ、それで止まっての殴り合いだ」

　そう言ったのは、アードである。状じよう況きようがより危険であるほど、彼の口調は冷静になっていくようだとアンディは思った。

「こんな怪物たちが集まって、争わないわけはない。どこかに指揮官がいるはずだ」

　アンディは、自分の思考を確かめながらゆっくりとそう言った。

「そりゃ、そうだわな。だから、なんだ？　親玉をぶっとばすとでもいうのか？　そうすりゃ同士討うちでもはじまるかもしれんが、そこから抜けだすのは、ただ逃げるより難しいぜ」

　アードが嚙かみつくように言った。

「なによ、だったらあんたにはいい考えでもあるわけ？」

「まあまあ、喧けん嘩かしてもはじまらないって」

　憤ふん然ぜんとして言い返すエフェメラを、ニフトールがなだめる。

「そうだな。いらだっても仕方ない」

　落ち着いた声で、アンディが言った。

　彼は、何があっても心を波立たせてはならないと自らに命じている。冷静でいなければならない。みんなをここまで引っ張ってきた責任がある。

　アンディの静かな面おも持もちに、みながその言葉の続きを待った。

「ぼくは、彼らの目的を知ることができないかって考えてる。あいつらは、ぼくたちを待ち伏ぶせしてるわけじゃないだろう。でも、理由もなく集まっているはずもない。やつらの目当てがわかれば、いつ彼らが、どの方向に去るのか予想することもできる。それに」

　アンディは、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、すぐにきっぱりと言った。

「もしも、どこかが襲おそわれるのなら先回りして警告を届けなければならない」

　一刻も早くテロンに向かいたい。だけれど、それによって誰だれかを犠ぎ牲せいにすることはできない。アンディは、せめぎあう自分の心を、月の教えに従わせようとしていた。

　その自分の言葉に、うなずいてくれる仲間たちの姿に、アンディは胸の底が熱くなるのを感じていた。もっとも、アードだけがそっぽをむいて、口の中で『このお人ひと好よし野や郎ろうが』とかなんとか呟つぶやいているが。

「しかし、一応、万が一のわいらが目当てちゅうことも考えとかんなんやろ」

　タッタが大きな目をさらに見開いて言った。ミュルーンは、明るい場所であれば〈源人の子ら〉随ずい一いちの鋭するどい視覚を誇ほこっているが、暗いところでは、ほぼ目がきかない。

「まさかそんなことはないでしょう。私たちがここに来ると、なぜ彼らにわかったのです？」

　タッタに応じたラナークの言葉もじっくりと吟ぎん味みしてから、アンディはうなずいた。

「もちろん、予言なり魔ま法ほうなりって要素は考えるべきだろうけど。それで突き止められたなら、もう連中は洞窟に突っこんできてるだろう。ぼくたちがテロンに向かっていることも知らないはずだし」

「っれこれ議論したところではじまらんっ！」

　ドムスが、びしりと言いきった。

「やつらの目的が知りたいなら偵てい察さつして、ついでに弱そうなのを捕つかまえて尋じん問もんすりゃいい」

　正論である。問題は、アンディたちにそれができるかどうか、ということだ。

「声がでかいぞ、ドムスぅ」

　ニフトールが、面めん倒どう臭くさそうに言った。

「じゃあ、しょうがねぇ。ちょっくら行ってくるとしますか」

　赤い鼻のかたすみをぽりぽりと搔かく。

「ちょうど酒もなくなったとこだしな。なんとか調達してこないと」

「おっさんが行くのか？」

　不満そうなドムスに向かって、ニフトールはひょいと肩をすくめてみせた。

「俺以外の誰に偵察なんて真似まねができるんだって？」

「そいつぁ、俺さまへの挑ちよう戦せんだな」

　いきなりすっくと立ちあがったのは、もちろんアードである。誰も挑戦などしていない。アンディは、もはや止める気力も湧わいてこなかった。

「俺さまがついてってやるから、護衛は安心しな。忍しのびも得意だし、斬きりあいになっても、こいつがいるよりも安心だぜ」

　アードは、ドムスを挑ちよう発はつするように歯をむきだした。

「っにを言ってるんだ、おまえは。おいらは守りの神ジェスタに仕えてるんだぞ？」

　ドワーフの少年は、早くも斧おのを手にして立ちあがろうとしている。

「いい加減にしなさい、ふたりとも。斬りあいなんかになったら、そこでおしまいなんですから。あなたたちじゃあ、自分から戦いをはじめそうです」

　ラナークの口調は、やんちゃな子供を心配する母親のようになっている。

　アンディは母のプリシラのことを考えた。プリシラは、自分が危険な探たん索さくに赴おもむく時、いつもわくわくした表情で見送ってくれたものだ。今、母はどこにいるのだろう。四姉妹の秘密を先に調べよと神しん殿でんからの使命が授さずけられなければ、テロンではなく、〈結社〉の秘密を探さぐるために母の行方ゆくえを調べに向かっていたところだが。

「このメンツじゃあ、ラナークの心配も当然よねえ。しかたない、あたしも行くわ」

　エフェメラもマントをひるがえした。さっきまでと違ちがって、一気に元気がよくなっている。

「こういう時には、あたしの幻げん覚かく呪じゆ文もんがいちばん役立つはずだよ」

　何か言おうとしたアンディを封ふうじるように、エフェメラは人さし指を立てた。確かに彼女の言うとおりなので、アンディは妹を止められない。

「ほんじゃ行ってくるわ」

　ニフトールが軽い足取りで歩きだすのをアンディは見送った。

　出口まで行ったところで、タマットの盗とう賊ぞくは、小走りに戻もどってきた。ついていこうとしていたエフェメラたちが面めん食くらっている。

「やばいぞ、おい。なんかが崖がけを登ってくる」

　ニフトールが、囁ささやき声で言った。アンディは、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「何かって、何やねん？」

　タッタが当然な質問を発した。

「わかんねーが、たぶん、下にいる連中のどれかだねえ」

「我々が見つかったのでしょうか？」

　ラナークは、愛用の武器である速射弓フアスト・ボウにつがえる矢を、矢や筒づつからとりだしている、もっとも、狭せまい洞どう窟くつの中では弓は使いにくい。

「こっちに気づいたわけじゃないみたいだぜ。たぶん、寝ね心地ごこちのよさそうな洞窟を見つけたんで、使えるかどうか調べてみようってとこじゃないか」

「ずいぶん、細かいとこまでわかってんじゃねぇか」

　アードが、不思議そうに言う。アンディも同じ思いだった。

「いや、そうだったらいいなと思っただけ」

　ニフトールの言葉で、一度張り詰めた緊きん張ちよう感かんがあっさりと解けてしまった。

　だが、戦いの前にはそのほうがいい。

　アンディは、ニフトールに尋たずねた。

「ともかく、こっちにはまだ気づいていないんだね？」

「だと思うがね」

　どうにも頼たよりない答だ。

「なら、情報を得るのにちょうどいいじゃない。待ち伏せちゃおうよ」

　エフェメラは、気分が高こう揚ようしたままのようだ。

「細かい策を練っている時間はないな。エフィは《闇ダークネス》の呪じゆ文もんを頼む。ドムスが合図したら切るんだぞ」

　あたりを照らすのに、魔法の明かりを使っている。

　敵が登ってくれば、それが真っ先に目に入るだろう。使っている呪文は《持コンテイ続ニユアル光・ライト》だ。かけたアンディがこれを解くより、エフェメラが隠かくすほうが、いざという時に明かりを再度灯ともしやすいという判断だ。

　エフェメラは、できるかぎり素す早ばやく、そして小声で呪文を唱えた。

　同時に、仲間たちが左右に散って壁かべにはりつく。

　洞窟の中では、敵は闇を利して攻こう撃げきをしかけてくるものだ。だから逆手に取った。その闇に身を委ゆだねて、敵の油断を誘さそい、一気に逆転を図はかる。この数日で身につけた戦い方だ。

　歪ゆがみし闇の月を崇あがめる者たちにも、暗くら闇やみで見える目を持つ者は多い。勝ったつもりで油断しているところで、いきなり明かりを灯してやれば、互ご角かくどころか、敵が狼狽うろたえるぶんこちらが有利だ。

　待つうちに、やがて声が聞こえはじめた。アンディには意味のとれない言葉だ。何やら鼻を鳴らすような音がまじっている。

「オークの屑くずか……」

　アードが、ぎりっと歯ぎしりをした。森を追放された身であっても、やはり闇の月への嫌けん悪お感かんは残っているのかと、アンディは思った。

　オークは、闇の月に属する種族のうちでももっとも下位の存在だ。つぶれた豚ぶたのような鼻と、とがった小さな耳を持つ。

　彼らが闇の月の序列中でも最底辺におかれるのは、その能力の低さによるばかりではない。オークには決断力というものがなく、かけらほどの勇気もない。どんな大事なものであっても、力で蹂じゆう躙りんされればあっさりと手放す。だが、こちらが隙すきを見せればつけこんでくる。誰かに隷れい属ぞくすることで安心と喜びを見み出いだす性格なのだ。

　だからこそ、下っ端ぱの兵士として、ゴブリンにすらしばしば使い棄すてられている。

　アンディは、彼らを哀あわれだとは思わなかった。だが、彼らが、そんな生き方から抜ぬけだそうとしているのなら、その時は……。

　余分な思考は、小さな火が見えた時に断たち切られた。敵の境きよう遇ぐうに思いをはせている余よ裕ゆうはない。それは傲ごう慢まんと呼ぶべきものだ。この瞬しゆん間かんに考えるべきは戦術だった。わざわざたいまつを灯してくるということは、オークは、闇を見通す目を持たないのだ。ならば、闇のままにしておくべきだろうか。やつらのたいまつを叩たたき落とせば、暗闇でも目が見えるドムスやアードのほうが有利になるだろう。ただし、その場合、タッタは動けない。

　迷っているうちにオークたちがやってきた。彼らは耳と鼻が鋭いはずだが、ああ互たがいにぺちゃくちゃと話していては、それでもこちらに気がつきそうもない。完全に不意を打てる。

　敵の数は四人。これなら、一人捕とらえる余裕もあるだろう。アンディは決断を下した。

「エフィ！　《闇》を消せ」

　その声に、オークたちは反射的に逃にげだそうとした。立ち止まることも、声のもとを確かめようともしない。

　魔法の明かりが、やつらの背中を照らした。

「逃がすかよっ！」

　アードが高笑いしながら、一匹ぴきのオークを斬り倒たおした。残る三匹びきは慌あわててきびすを返し、アンディたちが待ち構えるほうに戻ってきた。一匹の足に、ラナークの矢が突つき刺ささる。

「なにっ」

　そいつに斬りかかろうとしたアンディが、何かを踏ふみつけた。ずるりと足がすべる。

　久しぶりに、アンディ持ち前の不幸がやってきたのだ。

　白い、目をもたない洞どう窟くつ蛙がえるを踏んだのだ。憐あわれな生き物は、みごとにつぶれて、ぬるぬるとした体液をぶちまけた。

　アンディはあおむけに倒れた。その彼につまずくように、オークがのしかかってくる。取り乱したオークは、武器を使うのを忘れ、アンディの肩かた口ぐちに下した顎あごから伸のびた牙きばを突き立てた。

「ぶぎゅるるるる」

　そいつは、アンディを押さえこみながら、そんな叫さけび声をあげた。別の一匹が、かまえていた槍やりをアンディの喉のどにつきつける。

　仲間たちの動きが止まった。

「お兄ちゃん！」




　　　　２




「ぶぎゅっ」

　二匹ひきのオークが、槍を突きつけてアンディとエフェメラ、それにニフトールを追い立てている。一団の最さい後こう尾びには、すっぽりとフードをかぶった、ひょろりと背の高い人物が二人。尖とがった耳がフードからはみだしているところを見るとゲルーシャだと思われる。

　闇の月に属する者たちが、逆らわない相手が四つある。

　歪みを体現せし種族のうち最強の存在とされるトロール。

　死のあるじ、吸きゆう血けつの一族ヴァンパイア。

　そして、〈悪あく魔ま〉と契けい約やくを結ぶ者、邪術師ソーサラー。

　残る一種がゲルーシャ。〈悪魔〉に与くみして、森を捨てた〈導かれざる〉エルファだ。

　大半の者が、十年から長くて四、五十年で死んでしまうゴブリンやオーガーと違って、ゲルーシャは長く生きる。寿じゆ命みようというものがないからだ。〈悪魔〉戦争の時代を覚えている者すらいる。その分、強きよう烈れつな魔法を使う。いかに凶きよう暴ぼうなオーガーでも、自分の拳こぶしで粉ふん砕さいできぬものがあることくらい知っていた。

　陰いん険けん狡こう猾かつなゲルーシャは、常に自分たちだけで陰いん謀ぼうを企たくらみ、他ほかの種族にはうかがいしれぬ策を弄ろうしている。干かん渉しようを嫌きらい、味方であろうと秘密を知れば排はい除じよする。

　だから、怪かい物ぶつたちのどいつも、オークに追い立てられる人間たちが何者なのか、どこに連れていくのかを、わざわざ問いかけようとはしなかった。焚たき火のまわりに集まったり、陰かげにうずくまっている怪物たちの大半は、心地ここちよい夢の国で遊んでいたから、そんな考えすら浮うかばなかったのだが。たまに、ちょっとしたお楽しみに一匹わけてくれないかと、エフェメラにちょっかいをかける大だい胆たんなホブゴブリンもいたりしたけれど、オークの片方が、らしくもない見事な槍さばきを見せて脅おどした。
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　かろうじて喧けん嘩かにならずにすんだ理由は、追い払はらわれたやつらの捨てゼリフでわかった。多くの土地、多くの種族が集められているせいで、彼らは、交易共通語で意思疎そ通つうしていたのだ。

「いいかぁ、オヤジに止められてなきゃ、オークなんぞに舐なめた口はきかせねえんだぞ」

「明日あした、テロンとやらで思いきり暴れて我が慢まんするか」

　オヤジという言葉であらわされている誰だれか。彼らを統とう率そつしている者がいるのだ。アンディは、歩きながら闇の月の者たちの会話を耳に捉とらえ、分ぶん析せきしていた。

　無む軌き道どうな怪物どもですら従う恐おそるべき指導者。そして、こいつらはテロンを襲おそおうとしている。しかも、襲しゆう撃げきは明日。

　一刻も早く、ここから逃げ、テロンに警告せねばならない。

　だが、アンディの両りよう腕うでは背後に回されて、強く縛しばられている。縄なわの先せん端たんを握っているのはオークの一人だ。

　アンディの右みぎ肩かたには、布が巻かれていた。血で真っ赤に染まっている。無理やりに腕を後ろに回されたこの姿勢では、傷口もふさがりにくいだろう。近よってきた怪物の中には、滲にじみ出る血をなめていくやつもいた。けれど、それでも、アンディは胸を張って歩く。顔は血と泥どろに汚よごれて、よほど親しい者が見なければ彼だとはわからないほどだ。

　そんな兄に比べて、エフェメラはがっくりと肩を落としている。疲つかれきっているようすだ。うつむいて顔を隠しているのかもしれない。美しい顔だちが見えていれば、怪物どもの欲よく望ぼうをいっそう刺し激げきしていたはずだ。闇の月の種族のおぞましい点は、美び醜しゆうの基準が、自分たちの容姿ではなく人間などの他種族に準じているところだ。まあ、オーガーの食しよく欲よくからいえば、もう少し太っていないと好みから外れているだろうが。

　ニフトールは、比ひ較かく的てき無傷で元気なようすを見せている。素す肌はだ同然の格好をしたゲルーシャの女戦士や、淫樹魔族ドリアツドなどが通ると、ふらふらとついていきそうになって、オークに槍やりでつつかれているくらいだ。ニフトールにつないだ縄を持っているオークは、槍を使い慣れていないらしく、動きがぎごちなかった。

　彼らは、急ぎ足で歩いていく。

　アンディは、あせりを覚えていた。エフェメラの足もとがそろそろおぼつかない。後ろのフード二人のうち、片方はもぞもぞしている、なにか我慢も限界というようすだ。

　なんとか逃げおおせることは、できるだろうか……。

「おい、どこに行く」

　エルファ語の声がかけられたのは、怪物たちの野営地のはずれにさしかかった時だった。

　二つの焚き火のちょうど境目。暗くら闇やみの中から、声は聞こえた。フードの男たちとオークが、周囲を見回す。

　焚き火のまわりにゴブリンの群れがいるが、そいつらではない。酒を飲み、自分たちで騒さわいでいるばかりで、こちらに注意を向けている者はいない。もうひとつの焚き火のまわりにいるのは、オークの群れだ。自分から上位者に声などかけてくるはずもない。暗闇に潜ひそんでいるのは、知能などない生き物がほとんどだった。そういうやつらは、たいてい眠ねむっている。眠らされているのかもしれない。

　すぐそばを、大きな丸太をひきずった人ひと影かげがいくつもあるいていた。ゾンビだ。何かの土木作業に使し役えきされているようである。

　フードの男たちも、アンディと同様に、きょろきょろしていた。

「どっちを見ている。お前らもゲルーシャなら、闇の使い方くらい心得ろ」

　声の主は、彼らの背後に座りこんでいたのだ。そいつは、ゆっくりと立ちあがった。

　尖とがった耳、淡あわい青の髪かみ、体を飾かざる奇き怪かいな刺青いれずみ。そして、その瞳ひとみは漆しつ黒こくの石をはめこんだようで、白い部分が存在しない。

　歪ゆがみを受け入れた元エルファ、すなわちゲルーシャである。ゲルーシャは絶対数が少ないから、アンディはここまで歩いてくるあいだにほんの数人を遠くに見かけただけだった。近づいてこないようにと、祈いのっていたのだが。

　出会ってしまった以上、こいつはしつこいはずだった。同じゲルーシャが、ゲルーシャを恐れることはありえない。もしも、出会ったゲルーシャが手て柄がらでも立てようとしているのなら、奪うばおうとするだろう。

「そいつらを、どこで捕つかまえてきた？」

　ゲルーシャたちも、エルファ語を使う。当然であろう。歪みし闇の月が到とう来らいするまでの長い年月、彼らはエルファだったのだ。〈悪魔〉に与して、その瞳を闇の石に変えてからも、あらためて言葉を作りはせず、他の闇の月の者たちが使う言葉をとりいれることもしなかった。

「旅人らしいなぁ。通りがかったとこをとっ捕まえたのよ」

　耳のとがった片方が返答する。もう片方は、不ふ愉ゆ快かいそうにあちらへ行けと手をふった。だが、あらわれたゲルーシャは、そんなことを意に介かいしていない。

「だったら、どうして殺さん？　餌えさはいくらあっても足りんのだぞ」

　そのゲルーシャは、先端がコルク抜きのようにねじれた小剣シヨートソードをとりだした。そいつで、エフェメラの腰こしのあたりを撫なでる。

「まあ、生け贄にえとしての資格はありそうだな」

　ゲルーシャは、しばしば〈悪魔〉に美女の血を捧ささげる。

「そりゃそうだがな。上の人が連れてこいってよ。なんに使うにせよ、俺たちより楽しいことを考えてるんだろうぜ」

　豺さい狼ろうの遠とお吠ぼえのような、いやらしい笑い声をたてながら、フードの男の片方が言った。

「上の人？　青銅の姫ひめのことか？」

　片方のオークの体が、びくりと動く。ゲルーシャは、怯おびえたのだろうと思って気にしなかった。人間たちも身じろぎしたが、そんなことはもとから眼中にない。

「それは妙みような話だと、俺は思うぞ」

　ゲルーシャの関心は、フードの男にあった。

「それとも五ご方ほう陣じんの誰かかな、お前たちに命じているのは？　筋肉の力を信しん奉ぽうする愚おろか者どもは〈鉄てつ拳けん〉をオヤジと呼んで崇あがめているようだが、知ち恵えを使う我らが従うとすれば……さて、どちらかな？」

　五方陣、それは青銅の姫を守護する五人の側近たちだ。アンディたちは、五人の部下たちのうち、ゲルーシャ出身の邪術師と熊くまの半獣人ギヤビツトを斃たおしている。

「上は上ってことだ。あんまり追つい及きゆうするんじゃねぇよ」

　フードの男は、ゲルーシャを今にも突き飛ばしそうなようすで進みでた。

「さてはテロン攻ぜめに役立つ情報でも持っているのか、そやつら」

　それをかわして、ゲルーシャは顎あごをしゃくった。瞳のない彼らの目は、どこを見ているのかよくわからない。

　フードの男が返答をごまかしたのを、ゲルーシャは不ふ審しんには思わなかった。他人に介かい入にゆうされるのを嫌い、おのれの独断でことを進めるのは、彼らの種族では当たり前のことだ。

「ちょうど人間は三人ではないか。そのへんでオークを探してきて、私も手柄に加わらせてもらおうか」

　こういう風に、無理やりにでも手柄の分け前に与あずかるのが当たり前だからだ。

「青銅の姫はどうしてテロンを……っ」

　問いかけようとしたアンディを、背後のオークが槍やりの柄えで殴なぐりつけた。アンディがよろけて、ゲルーシャにぶつかる。肩から流れた血が、闇の月のエルファが身にまとっている鎧よろいを汚す。

「刺さし殺せ」

　ゲルーシャは、眉まゆひとつ動かさずにオークに命令をくだした。

「いけません」

　もう一人のフードの男が止めた。ゲルーシャにしては、ずいぶんと優やさしげな声をしている。もっとも、今の声はずいぶんと不愉快そうだったが。

「なぜ、いかん？　生きたこいつが必要なら、殺すのはそっちのオークでもいいぞ。この鎧は気に入っていたのだ。憂うさ晴らしをさせてもらいたい」

　話しながら、するするとゲルーシャが動いた。アンディに向かってでも、オークに向かってでもなかったので、みな反応が遅おくれた。

　ゲルーシャは、エフェメラの頰ほおにねじれた切きつ尖さきを疾はしらせたのだ。じわりと赤いものが一筋、にじみ出る。

「白に赤がいちばん映はえる」

　ゲルーシャが、ほとんどないに等しいくらいに薄うすいくちびるを、にっと歪めた。エフェメラは動かない。

「てめっ」

　狼おおかみのような声をしている方のフードの男がいきりたつのを、優しげな声が腕を摑つかんで押さえた。狼の声が、それを猛もう然ぜんとしてふりはらう。

　優しげな声の男は、つきとばされてまたもやゲルーシャにぶつかった。

「なにっ」

　ゲルーシャは、彼をよけようとしたのだ。だが、できなかった。アンディが、ゲルーシャを押さえつけていたからだ。つい先ほどまでアンディを縛っていたはずの縄が、ゲルーシャの手首に巻きついていた。

　そして、ゲルーシャの鎧の隙すき間ま、紐ひもで結ばれた合わせ目から、鋭するどい矢の切尖がもぐりこんでいた。優しげな声の男の両手が、それを握にぎっている。

　アンディがゲルーシャの口をふさぐのと同時に、その矢がさらにふかく押しこまれ、ぎりりとえぐられた。

　ゲルーシャの視線が左右に動いた。その時点で、彼は気がついた。自分がいつのまにか、闇のひときわ濃こい場所にひきこまれていたことに。闇は、彼の味方であるはずだったから、注意を怠おこたっていた。だが、ゲルーシャは勘かん違ちがいをしている。自然の闇は、誰の味方でもない。

　ゲルーシャは、つかまれた手をかろうじてふりほどいた。そのはずみで、相手のフードをはねのけた。

　あらわれた瞳は、緑色をしていた。森を捨てたゲルーシャには、持ちようのない色だ。

「きさま……」

「そこまで、です」

　優しげな声の男、ラナークの手が、流れだしたゲルーシャの血でぬるりと滑すべった。これ以上押しこむのは無理かもしれない。

「ほんとにな。ゲルーシャなら、闇の使い方くらいは心得とけよ」

　狼の笑い声の男、アードが静かに近づいてきて、ゲルーシャの首筋にぴたりと刃やいばをあてた。

　ゲルーシャは、アードを見た。その瞳には表情がない。彼らは、憎にくしみと欲望以外の感情を代価として〈悪あく魔ま〉から無限の寿じゆ命みようを買い取ったのだ。自らの死も、彼らに恐きよう怖ふを呼び起こすことはない。

　アードの刃が首からひるがえり、脇わきの下からゲルーシャの心臓を貫つらぬいた。返り血をあびるのを、避さけたのだ。

　死体が倒たおれないように、ロープを巻きつけてアードとラナークが支える。脱だつ出しゆつのためとはいえ、汚けがらわしい宿敵の体に触ふれているためには、エルファたちは意志力を総動員しなければならなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか、アンディ。うっかり、きれいに入ってしもたな」

　オークの片方が囁ささやくように言った。囁ささやいても、甲かん高だかいガアガア声である。タッタだ。

「ぼくは平気だ。それより……」

　エフェメラには、もうニフトールが駆かけよっていた。ふところから、すりつぶした薬草の入った貝かい殻がらをとりだして、それを傷口に塗ぬってやっている。

「大丈夫だ。傷きず跡あとが残ったりはしねぇよ。女の子の顔に傷をつけるなんざ、どんなことをされても文句言えねぇぞ、まったく」

　もともとアンディたちは縛しばられてはいなかった。そのふりをしていただけである。

　洞どう窟くつでの戦いでは、アンディに槍がつきつけられているのなど気にもせず、アードとドムスが刃をふるって、オークどもはあっさりと片付いた。彼らの衣い裳しようを使って変装しようと言いだしたのは、ニフトールである。だから、少しは傷に責任を感じているのかもしれない。

「それはいいんだけど、あたし、そろそろ限界。これも、もうおしまいだし」

　エフェメラは、ふところにかかえていた大きな宝石をとりだした。いわゆる魔力石パワーストーンだ。地底の遺い跡せきで見つけた品だった。ただし、こめられた魔力は、今は使い果たされている。魔ま法ほうは、現実を術者の意志に従わせる技術だが、変化に費やされる力をどこからかひきだしてこなければならない。通常は術者の中からひきだすが、この魔力石はそれを代用してくれる。

「ここまで来れば、後はだーっと行っちゃえないか？」

　もう一人のオークが言った。この発言でわかるように、彼の正体はドムスである。エフェメラが、幻げん覚かくの魔法を使って彼とタッタの姿を隠かくしていたのだ。しかし、魔法を維い持じし続ければ、相当の熟練者でないかぎり疲ひ労ろうがつもっていく。魔力石もすでに輝かがやきを失い、そろそろ彼女の体力は限界だった。

「もう少しだ。あとほんの少しをやりすごせれば、なんとかなる」

　アンディたちは、急ぎ足で歩きだした。
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　あと、ほんのわずかだ。

　アンディは、ごくりと唾つばをのみこんだ。ちらりと妹を見た。今にもうずくまりそうだ。呪じゆ文もんを維持する体力が、限界に達しているのだろう。

　右側に崖がけがある。

　焚たき火を三つやり過ごせば、その崖をおりていく道があるのが見えていた。もちろん確実に谷底まで延びているのかどうかわからない。そうであってくれるよう、祈るばかりだ。

　地図とタッタの方向感覚が正しければ、その谷底をたどってゆけば、テロンの街にたどりつけるはずだった。

　もう少しだ。

　怪かい物ぶつたちに囲まれた、いつ襲おそいかかられるかもしれない状じよう況きようから抜ぬけだせる。

　緊きん張ちようが頂点に達した時、ふっと弛し緩かんする一いつ瞬しゆんが訪おとずれる。

　彼女があらわれたのは、そんな時だった。

　はじめ、アンディはそれが何なのかわからなかった。異様に巨きよ大だいな蛾がが翔とんでいると、そう思ったのだ。それは大おお柄がらな人間の腕うでの長さほどの翼よく幅ふくを持っていた。

　フェリアであった。

　ミュルーンは鳥の姿をした人間だが、フェリアは虫の器官──その多くは羽──を持った、ごく小さな人間といった姿だ。彼らもまた、気き紛まぐれな彷徨さまよいの月を崇める種族だ。

　だが、なぜこんな場所にフェリアがいるのかは、わからなかった。アンディの知識によれば、フェリアは確かに姿に似合わず闘とう争そう的てきな種族だが、闇の月に与くみするような者たちではない。第一、こんな怪物たちにまじっていれば、おもちゃか食後のつけあわせにされそうなものだ。

　だが、何かが気になった。ひとつ忘れていることがあるように思えるのだ。

　フェリアには、何か特別な力があったのではなかったか。ミュルーンが天候を操作できるように。もちろん、フェリアであれば誰だれもが使えるというわけではなかったはずだが……。

　思い出そうと動かずにいたのが、緊張による疲つかれがもたらした一瞬の隙すきだ。

「そこのやつ！　どうして死体を運んでいる？　何者だ？」

　フェリアの声は、その姿に似合わない毒々しさに満ちていた。いや、毒どく蛾がらしいというべきか。ぼぅっとしていたアンディは、フェリアの問いに、反射的に自分の名を思い浮うかべた。

「あ～、こいつぁですね」

　アードが、言い訳するよりも早く、蛾の羽を持ったフェリアはひらりと空に舞まいあがった。

「そうか、貴様がアンディ・クルツか！　黒くろ爪つめとゼランを斃たおした男か！」

　なぜ、自分の名がわかったのかとアンディが驚きよう愕がくする暇ひまもない。フェリアは、彼らの手がおよばない空中へ舞いあがりつつ、さらに言葉を続けた。

「そこのミュルーンとドワーフ！　それ以上、化けても無む駄だだぞ」

「こら、あかん！」

　槍をつきつけていたオークの一人が、その種族にはありえないなまりで叫さけんだ。

「落ち着けよ、バレるぞ。もしかしたらただのはったりかも……」

「はったりで、こないばっちりあたるかい！」

　ニフトールの希望的観測は、あっさりと否定された。その時になって、アンディはようやく思いだした。彼よりも早く、槍のオークの一人が言った。

「ありゃ、クティクティや。フェリアの中でもいっとう強いやつや！　頭ァからっぽにせんと、何もかも読まれる！」

　そうだ！　フェリアの中には、呪じゆ文もんなど使わなくとも人の心のうちを読み取る力を持ったものがいる。先ほど、誰かと言われた時に、アンディは自分の素す性じようを思い浮かべてしまったのだ。

　こんなところに、そんな力を持ったフェリアがいるのは、まったくの予想外だった。

「わい、聞いたことあるで。蝶ちようの羽を持ってるんはフェリアの女王やけど、蛾の羽は闇やみの月の使いやっちゅうて！」

「そいつを早く言わねぇかっ！　近づいてくる前によっ」

　フードを脱ぬぎ捨てながら、アードが怒ど鳴なった。

「近づいてこな、見えへんかったんや！」

　ミュルーンなまりのオークは怒鳴り返しながら、フェリアに向かって手にした槍やりを投げつけた。ラナークもフードをはねあげざまに速射弓をかまえている。射た。

　だが、どちらもむなしく闇に消えていく。

「ははっ。この〈央〉のポル・ポレンは五ご方ほう陣じんの一人だよ。その程度で斃せるもんかっ」

　こいつも、青銅の姫ひめの側近か。中央の〈央〉を名乗るからには、おそらく筆頭。

　フェリアの容よう貌ぼうは、おとぎ話の登場人物めいている。だが、それはその種族に悪人がいないということを示しているわけではないのだ。ともあれ、あれこれと考えている余よ裕ゆうはない。敵にはそういう力を持った仲間がいる事実を受け入れ、対処せねばならないのだ。理由を考えたところで、いなくなってくれるわけでもない。

　もっとも、ポルと名乗ったフェリアの体は、どんどん夜空に上じよう昇しようしていく。逃にげようとしているのだろうか。

「あたしはこやつらのことを姫さまに知らせる。お前たち、足止めしておけ！　決着は姫がつけられるからな。余計な手は出すな！」

　フェリアの声は、体格に似合ったか細いものだった。それでも、あたりの焚き火近くにいた怪物たちを呼び集めることはできたようだ。ゴブリンやオークが、わらわらとよってくる。中には、獅し子しの顔をもったホブゴブリンもまじっている。

　アンディは、ロープをほうり捨てると、ラナークに預けてあったソードブレイカーを手にした。腰こしの後ろにさげてあった盾たてをかまえる。

「タッタ、エフィを支えてやってくれ」

　もう正体を隠すことは、かなわない。

　アンディは、本当の名で呼びかけた。

「いまのきみじゃ、たいして戦えないだろう」

　タッタたちミュルーンは、まわりがこう暗くては目がほとんど役立たない。

「っと少しだ！　強ごう引いんに切り抜けようぜ」

　オークの姿をしたままでドムスが言った。彼とタッタを変身させている、エフェメラの幻げん覚かく呪じゆ文もんはまだ効果が続いている。自然に呪文が切れるのを待たず、強引に魔法を解くと反動がくる。今のエフェメラでは、その反動だけで倒れてしまうだろう。

「へっ、こうこなくちゃな。大人しく逃げるなんざ、俺さまの性しようにあわねぇ」

　アードは、プファイトの実をとりだした。森の円えん環かんにおいて、破は壊かい者しやの役目を果たす彼ら氏族は、この爆ばく裂れつする木の実を自在に使いこなす。

「てめぇら、弱虫さんは逃げなってよ」

　なんだかんだといいながら、アードは仲間たちをかばおうとしているのだと、アンディはそう思った。

「難しそうだよなぁ、それはさぁ」

　ニフトールの声には、あきらかなあせりがあった。それも無理はない。

　フェリアは、声だけで怪物たちを呼んだのではなかった。［心の声］と呼ばれる能力も使ったに違ちがいない。声が届くはずもない距きよ離りからも、やってくる怪物たちがいる。

　もっとも、単に騒さわぎを聞きつけて面おも白しろがってやってきただけかもしれないが。

　ゴブリンの何人かは、ふところから何かの粉を撒まいている。それがふりかけられると、陰かげにひそんでいた歪ゆがみのけだものたちも動きだした。目覚めの霊れい薬やくだったのだろう。

　あっというまに、十と重え二十はた重えの包ほう囲い網もうが完成していた。

　闇の中から百の目がアンディたちを睨にらんでいる。鋭するどい鉤かぎ爪づめ、毒どく牙が、大角、毒針、伸のびる舌、とげの生えた脚あし。どろどろと蠢うごめき、じわりと迫せまってくる。

「さあてと、こいつは派手にいくしかねぇかな」

「ちょっとは考えなさいよ、アード。これだけの数を相手に、どうするんだって？」

　エフェメラが、ニフトールに支えられながら顔をあげた。彼女の言葉と同時に、二匹ひきのオークの姿がかすんで消えた。ドムスとタッタがあらわれる。彼らを変身させていた幻覚呪文の持続時間が切れたのだ。

　双ふた子ごたち七人は、半円の形に集まった。

　それを押し固めるように、怪物どもが近づいてくる。やつらは、誰が先せん陣じんをつとめるか、互たがいの気配をうかがって、まだ襲いかかってこない。先ほどの、ポルというフェリアの命令も効いているのだろう。

「みんな、うかつに動くな。離はなれ離ばなれになったらおしまいだぞ」

　そう言うアンディに触ふれた、ラナークの肩かたが震ふるえていた。怯おびえでは、もちろんない。怒いかりと嫌けん悪おが、彼の肉体をはじけさせようとしているのだ。

　アンディも、似たようなものだった。

　切り抜けようがないのなら、せめて思いきり剣けんをふるえと、体は叫んでいる。自分はどうなってもいい。妹を救ってやらねばならない。友を犠ぎ牲せいにすることはできないのだ。

　自分が突つっこんでいるうちに、みなが逃げられるなら……。

　だが、周囲はびっしりと怪物たちがとりまいている。血路を開くことすら不可能に思えた。

　唯ゆい一いつ、怪物たちがいない方向といえば、これまで右だった方角。今は背になっている、崖だけだ。だが、崖はまっすぐに切り立っている。ころがり落ちるのは簡単でも、安全に下りることは難しい。

　いや。崖をものともせず、逃とう亡ぼう可能な仲間が一人いる。

「タッタ、ここはぼくが支える。なんとか、崖の下までみんなをおろせないか？」

　アンディは、正面を睨にらんだまま囁ささやいた。

「そいつぁ……無む茶ちややけど、それしかあらへんな」

　唯一空を飛べる男は、嘴くちばしをそっくり返らせた。

「時間稼かせぎなら、俺もつきあってやるって。てめぇ一人に楽しませやしねぇよ」

　アードが、プファイトを専用の投げ器スロウアーにおさめてぶんぶんと振ふり回しはじめる。彼が他の者たちに隠かくしている使命を知らぬアンディは、ただ感謝した。

「おいらは、行けないぞ」

　ドムスは、むっつりとして言った。

「決着をつけたがってるやつがいる」

　アンディはニフトールに目くばせをした。

　その瞬しゆん間かんだ。

　ふくれあがるおのが殺意を抑おさえかねて、怪物どもの先せん鋒ぽうがついに襲いかかってきた。

　黒い巨大な人ひと影かげと、地を這はう姿勢の何物かである。

　低い姿勢から、アンディのふくらはぎに嚙かみつこうとしたのは、見たこともない怪物だった。犬に似ているが、剝はいだ毛皮のようにひらべったい。

　アンディは、平らな猛もう犬けんの牙をかろうじてよけると、ソードブレイカーをふりおろした。肩の傷がずきんと痛む。ラナークに治ち療りようしてもらったとはいえ、完全なものではなかった。平らな猛犬は、刃やいばをひらりとよけて、もとの方向へ逃げ戻もどる。

　大きな人影の正体は、オーガーだった。闇の月の種族の中でも、強きよう靱じんな肉体と剛ごう力りきを誇ほこっている。その分、頭の中身はからっぽだ。

「させるかよ！」

　プファイトの実が疾はしった。オーガーの額を直ちよく撃げきする。

「ぶぎゃううう」

　頭部を粉ふん砕さいされ、顔を黒い血に染めながらも、オーガーは突っこんできた。

「これだから、脳みそのないやつぁよっ」

　次のプファイトをかまえている暇はない。アードをかばうようにドムスが進みでて、斧おのをふるう。守りの神ジェスタに祝福を授さずかった戦せん斧ぶだ。ふつうの斧より、はるかに扱あつかいやすい。

　ドムスの斧がオーガーの、残った頭をけしとばした。巨きよ体たいが、どうっと大地に沈しずむ。わずか二撃でオーガーが斃れたのを見て、怪かい物ぶつたちの動きがにぶった。その時である。

「若者！　なかなかやるではないか」

　怪物たちの背後から、雷らい鳴めいのような声が轟とどろいた。ゴブリンたちが左右に分かれ、オークが地に伏ふせる。アンディは、我知らずソードブレイカーの柄つかを握にぎりしめていた。

　明らかに怯おびえている。もちろん、アンディたちに対してではない。やつらの背後からあらわれようとしている誰だれかを恐おそれているのだ。

「……オヤジ」

　ホブゴブリンの一人が、畏い敬けいをこめて呟つぶやいた。尊大不ふ遜そんな闇の月の住人が、このような感情を持つことがあろうとは。

　あらわれたのは、小こ柄がらな人影。

　ドワーフだった。

　奇き怪かいな特とく徴ちようはない。壮そう年ねんと呼んでいい年ねん齢れいだろう。後ろになでつけられた髪かみにも、刈かりそろえられた口くち髭ひげにも、ちらほらと白いものがまじっている。

　あえて、おかしいと言うなら、素す手でであることだろうか。少なくとも目に見える武器はなにも持っていない。鎧よろいもごく簡素なものだった。

　アンディは、さらに警けい戒かいを深めた。見てすぐ尋じん常じようでないとわかる姿なら、怪物たちを統すべていることも理解しやすい。秘ひめられた力をこそ恐れるべきなのだ。

　いや、秘めている、というべきではないか。もりあがった筋肉はドムスのそれをすらはるかに凌りよう駕がしていたのだ。

　それに気づけば、重じゆう厚こうな鎧を身につけないのも、当たり前だと感じられた。その筋肉は鋼はがねをしのぐ強靱さを持っている。

「お前たちか、チェニアンとゼランを斃たおしたというのは」

　ドワーフの声は、岩がきしみあっているかのようだった。眼光は、伝説のジェスタの盾も射ぬかんばかり。アンディは、圧力に膝ひざを屈くつしそうになりつつ、その視線を受け止めようとした。

　だが、視線はアンディをそれ、瞳ひとみをぶつかりあわせることは叶かなわなかった。

「そして、姫さまと互ご角かくに戦った若者というのは、おぬしであるな」

　疑問ではない。確かく認にんである。

「っだ。おいらは〝左利きレフテイ〟のドムスって呼ばれてる」

　問われたほうも、誇りを持って答える。

　そのドワーフは、岩のように重々しい拳こぶしをぐっと前につきだして名乗った。

「いまだその名にふさわしいほどの修練は積んでおらぬが〝鉄てつ拳けん〟のボグズと覚えてもらおう」

　怪物どもが後ろにさがった。

　だが、アンディはさがれなかった。

「だめだ、ドムス。ここで、こいつにかまってる場合じゃない。やつを斃しても、その時にはすっかり取り巻かれて……」

「よさぬか！　小こ僧ぞう！　命の使い道を知らぬ汝なんじに、割って入る資格なし！」

　ボグズの一いつ喝かつが、アンディの足を後退させる。指の関節ひとつぶんで、アンディは耐たえた。

　ここまで友を連れてきたのは自分だ。だから、彼らを犠牲にするわけにはいかない。自分の命を惜おしんでなどいない。

「いいから、アンディ。エフィを守ってやれ」

　だが、ドムスの背中もアンディを拒きよ絶ぜつしていた。すでに、その決意はひるがえることがない。

「敵が正々堂々の果たし合いを挑いどんでくるのであれば、受けるのが法。そうじゃないか？」

「決けつ闘とうなんざ、つまんねーぞ」

　声をかけたのは、ニフトールだった。

「おっさんがつまんなくても、おいらにゃ面白いんだよ」

　ドムスの声は気楽そうだった。けれど、語ご尾びがわずかにかすれている。

　それで、アンディにはわかった。もう何を言ったところでドムスは止まらない。なら、どうする。他ほかの者を逃にがして、勝負が終わるのを待つか。そして、ともどもに切り抜ぬけることを目指すしかないか？

　アンディは、仲間たちにさがれと合図を送った。

　そしてボグズと名乗った拳士が言った。

「若き戦士よ。〈龍りゆう〉の名めい誉よを賭かけて、勝負を望む」

　ボグズの両手と両足が霞かすんだ。すさまじい速度で、武術の型をいくつか演じて見せたのだ。

　それは正式な挑ちよう戦せんの動作であった。

「おお、もちろん受ける！」

　ドムスの返答は、歓かん喜きに満ちていた。

「名にし負う〈龍〉闘とう技ぎと戦えるなんてこと滅めつ多たにないからな。やっと、ばっちゃんにみやげ話ができた」

　武器を真上に、盾たてを正面に。〈龍〉の姿勢と呼ばれる、それは戦いの礼である。

　アンディも、〈龍〉闘技と呼ばれるものについては噂うわさを聞いたことがあった。ガヤン神しん殿でんで、投極術ゴーセス──悪を捕とらえるための素手格かく闘とう術だ──の教導官たちが畏い怖ふの表情を浮うかべて話していた。刃を持たずに刃を折り、いかなる鎧よろいも貫つらぬく伝説の武術。それは、いにしえの〈龍〉の境地に近づかんとしたドワーフたちが、肉体を極きわめる手段としてあみだしたのだという。

　ボグズが、両足を交差させるような独特のかまえをとった。腕うでを上下に開く。それは、まさしく〈龍〉のあぎとを思わせた。
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「っのかまえ、握あく撃げき術ってやつだろ。叔父おじさんに教えてもらったことがあるぞ」

「それなりの心得はあるようだな、若者。だが、いまだ武具をもって我を破った達人はない」

　二人のあいだに、吹ふき交かわされたのは殺意の凶きよう風ふうか、それとも武人の意気込みか。

「まわりの者、さがれい！　ひさしぶりに鍛きたえがいのありそうな若者よ！　ジェスタに感謝をせねばならんな」

　こうなってしまっては、アンディは引くことしかできなかった。だが、心のすみにひとすじの疑問がわいてくる。どうして、ジェスタに祈いのりをささげる者がこんな〈悪あく魔ま〉の手先どもと行動をともにできるのか？

　こんなもの──怪物たちがささっと左右に分かれる。ボグズの目標がドムスだけとわかった以上、アンディたちに襲おそいかかるのは自由と判断したのである。だが、ボグズとドムスが睨にらみあっているあいだは、動こうとしない。

　アンディは、そのわずかな時間を利用して、自分に呪じゆ文もんをかけた。

「ははっ、こいつぅ、おいしいところを、一人で持ってくんじゃねぇよっ」

　緊きん張ちようが、頂点に達するよりも早く破れた。

　アードが、ドムスと対たい峙じするボグズに、プファイトを投げつけたのだ。

「しゃっ」

　鋭するどい呼気とともに、ボグズが飛ぶ。

　ばあんという音とともに、プファイトが破は裂れつした。尖とがった種がとびちり、果肉に含ふくまれた油ゆ脂しが発火する。まきあがった白はく煙えんをまとわりつかせながら、ボグズが疾はしった。

　爆ばく風ふうに背を押されるように、ドムスへと迫せまる。

「きえぇぇぇい！」

　ドムスの斧が唸うなる。

　それにつられるように、怪物たちが殺さつ到とうした。

「こんにゃろっ、邪じや魔ますんねい！」

　ボグズに向かおうとしたアードが、ホブゴブリンに阻はばまれる。

　ゴブリンが一匹ぴき、がくんと膝ひざをついた。ニフトールが唱えた眠ねむりの呪文の成果だ。ラナークは豹ひように化け身しんして、牙きばでオークを追い払はらった。

　アンディは、ふたたび、平たい猛犬と対たい峙じしていた。ふくらはぎの肉をひと塊かたまりもっていかれながら、そいつの頭を叩たたき割ってやる。《すばやさデクスタリテイ》の呪文で、剣けんの速度も正確さもあがっていたからできたことだ。

「兄さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ぜいぜいと荒あらい息をつきながら、エフェメラが兄を救おうと走りよってきた。呪文の疲ひ労ろうが回復するには、まだまだ時間が足りない。

「行けっ、タッタ！　エフィを頼たのむ！」

　アンディは、近づいてきた妹を思いきり突つき飛ばした。

「きゃっ」

　ふだんの彼女であれば、踏ふみとどまっただろう。しかし、疲労困こん憊ぱいしていた今は、そのままよろけるしかなかった。

「お兄ちゃんっ、だめぇっ」

　幼いころの呼びかけに戻って、エフェメラが伸のばした手は虚むなしく宙を摑つかんだだけだ。ふわりと広がった黒い髪も、兄に絡からみつこうとして果たせない。

　アンディはエフェメラの瞳を見た。

　エフェメラはアンディの瞳を見た。

　アンディは、視線に妹の無事を祈る気持ちをこめた。彼は、そのつもりだった。エフェメラが、それを読み取ってくれたかは信じるしかない。アンディ自身は、妹が何を言おうとしていたのか、考える暇ひまを与あたえてもらえなかった。
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　返り血が、アンディの顔を染める。

　平らな猛犬に続いて、オークを一匹斬きり斃したのだ。だが、息をつく暇もない。

「おうっ」

　飛んできた《火球フアイアボール》を、かろうじて盾で受け止める。それを投げつけた双そう頭とうの爬は虫ちゆう人じんは、ほんの数歩の距きよ離りにいた。さらに向こうにいる、瘦やせこけた小鬼ゴブリンが、すでに次の呪文の詠えい唱しようをはじめている。けれど、それを止めようにも、やつに斬りつけるには邪魔する他の敵をなぎたおさねばならない。

　仲間たちがどこにいるのかも、もはや、わからなくなっていた。

　タッタも戻もどってこない。妹は無事に谷底についただろうか。もしかすると、あのフェリアあたりに追つい撃げきされているのでは……。

　確かめている余よ裕ゆうはなかった。もう次の敵が目前にいる。虎とらの顔をしたホブゴブリンだった。右目を眼帯で覆おおっている。そいつは銀色に輝かがやく魔ま法ほうの剣で斬りかかってきた。今までの、どの敵よりも鋭い剣さばきだ。

　盾の防ぼう御ぎよが間にあわない。先ほど治ち療りようした肩かたが、もう一度断たち割られる。

「くぅっ」

　アンディは、かろうじて悲鳴を吞のみこむと、反はん撃げきをしかけた。けれど、ホブゴブリンは、痛みでにぶくなっていた彼の剣を、軽々とはじきかえす。

　そして、銀色の剣がふりあげられた。ふりおろされる。肩の痛みが、守りのためにソードブレイカーを引き戻すのを遅おくらせた。

　時間の流れる速度が、極きよく端たんに遅おそくなったような気がした。

　アンディの脳のう裏りに浮かんだのは、ただひたすらに死にたくないという思いだった。なぜ死にたくないのか。そうだ、まだ守るべき人がいるから、妹も、母も。調べねばならない人もいる。

　だが、それは彼に気力をふるいたたせてはくれなかった。誰だれも、彼に力を送りこんでこなかった。楽をしていいと、彼だけが苦しまなくていいと微笑ほほえんでいるような気がしたのだ。父が、レルシェがともに休もうと呼びかけているかのような。

　アンディは、自分がとてつもなく疲つかれているのだと思った。みずから背負ったはずの重荷が、自分を疲れさせているのだと。

　銀の刃やいばが、彼の額めがけて落ちてきた時。彼は、まだその幻げん想そうにしがみついていた。

「ぐあっ」

　ホブゴブリンが悲鳴をあげた。

　豹が、ラナークがそいつの腕に嚙かみついていたのだ。牙きばが深々と喰くいこんでいる。

「くそっ、獅し子しならともかく、なんで豹なんぞに」

　そいつは共通語で唸うなった。なにか、複雑な劣れつ等とう感かんでもあるのだろう。

　アンディは我に返った。崩くずれそうになっていた膝を必死で立て直す。

「だああああっ！」

　叫さけびとともに、剣を横よこ殴なぐりにはらった。狙ねらいはあやまたず、切きつ尖さきが虎の喉のど笛ぶえを斬り裂さく。呪文の助けを借りなければ、命中していなかったろう。

　ひゅるりりいと、風を裂く矢のような音を立てて血がふきあがる。月に向かって矢をはなつのは、エルファの野辺送りだ。

「すまない、ラナーク」

　戦いの最中に戦いを忘れる。戦士として、もっともやってはならないことだ。それは、すぐさま致ち命めい的てきな敗北をまねくだろう。生きることを忘れれば、死は迎むかえにやってくる。

　ソードブレイカーを地面に突き立てて体を支えながら、アンディは友に尋たずねた。

「ニフトールは無事か？」

　問われてもラナークには答えようがない。豹の姿になれば、言葉は使えないのだ。

　ラナークは、地面を浅く掘ほる仕草をした。

「それは……どこかのくぼみに隠かくれているという意味かい？」

　ラナークはうなずいた。そういうことならまず安心だろうと、アンディは思う。

「ドムスやアードは？」

　問いに答えるように、立て続けに爆ばく発はつ音が響ひびき渡わたる！　どどどどどどどっと！

　爆風はアンディの頰ほおすらうち、ラナークの毛並みを乱すほどに激しかった。

「アードっ!!」

　一度に使えるプファイトの実はひとつだけ。

　牙持つエルファの言葉がよみがえる。複数のプファイトをはなつのは、危険すぎると彼ですら言ったのだ。今の爆発はいくつだ？　数発か？　それとも数十だったろうか。

　豹が、哀かなしげな鳴き声をうるるぅぅぅとあげる。

　爆ばく煙えんの向こうに、エルファの姿はなかった。舞まいあがった土つち煙けむりが静まるにつれ、やがて戦いの場に奇き妙みような沈ちん黙もくがおりた。

　ドムスが、そこにいる。斧おのを正面にかまえ、ひび割れた盾をかつぐようにして。

　ボグズも、そこにいた。拳こぶしの片方は赤く染まり、前歯が一本欠けている。

　だのに、そこだけが血しぶきとも、爆煙とも、痛みと苦しみと怒いかりの叫びとも遠かった。

　そこにあるのは、ただ闘とう志しのみ。

　あまりにも純じゆん粋すいな、それは心のありようであった。

　多くの物を背負いすぎている自分には、とうてい持てないものだとアンディは思った。

　だから動きが止まった。

　アンディだけではない。ホブゴブリンも、オーガーも、ゴブリンですら注目している。

　彼らの誰もが、持ちえないものだったから。

　ただ、そういった感情を理解も想像すらもできないオークたちだけが、ぎゃおぎゃおと走り回っている。

　頭頂から流れた血に視界をふさがれたオークの一匹が、逃にげる途と中ちゆうで、うかつにもドムスとボグズのあいだに割りこんだ。

　その刹せつ那な。

　両者が動いた。

　ボグズの体が化け鳥ちようのように宙に舞い、ドムスは奔ほん流りゆうとなって大地を走った。

　オークが、ぼろくずのようになって地面に横たわる。二人の攻こう撃げきの、交こう錯さくに挟はさみこまれてしまったのだ。

　着地したボグズが、一いつ瞬しゆんドムスに背を向けた。くるりと回転する。大きな円を描えがいて、その足がドムスの脾ひ腹ばらに叩たたきこまれた。

　だが、ドムスはひるまない。その斧が、一直線にボグズの頭めがけてふりぬかれる。

　けれど、それが目指した場所に到とう達たつすることはなかった。

　下から跳はねあがったボグズの拳が、柄えを握にぎるドムスの手を砕くだいていたのだ。ジェスタの祝福を受けた斧が突き刺ささったのは、武人の頭ではなく、大地。

　その瞬しゆん間かんに、ドムスの注意がボグズではなく斧に向かった。できた隙すきを見み逃のがしてくれるほど、甘い敵ではない。

「汝なんじ、未熟なりっ」

　一挙動でドムスの顔面に回し蹴げりを打ちこみつつ、ボグズが諭さとす。

「武人の魂たましいのあり場所を間ま違ちがえることなかれ」

　さらに、もう一いち撃げき。鍛きたえぬかれた脛すねでの一撃が、ドムスのこめかみを襲おそった。

　みしり、という重い響き。

「魂は武具に宿らず。おのがうちにあり。忘れるな、若者」

　さしものドムスにも、その言葉が届いたかどうか。ドワーフの少年は、全身の力を失ってくたくたとくずおれた。

「ドムスっ」

　呪じゆ縛ばくが解けたように、アンディは走った。ドムスですら勝てなかったボグズに、自分が勝てるとは思わない。だが、彼を見捨てるわけにはいかないのだ。どうせ、ここから脱だつ出しゆつできないにしても……。

「がるう」

　ラナークが、彼の足にまとわりついた。止めようというのではない。行く手をさえぎろうとしている敵に、注意をうながしたのだ。

　アンディが、わずかに歩調をゆるめた隙に、豹ひようは敵にとびかかっていった。血路を開くために。狂くるおしいほどの怒りを抑おさえかねて。

「ラナークぅ！」

　もの静かなエルファが、閃せん光こうとほとばしる激情を秘ひめていたことを、アンディはまだ知らなかった。

　豹に、敵がむらがる。奇き怪かいな蟲どもが彼の背に張りついた。蛭ひるとも百足むかでともつかない、異様な蟲だ。牙きばを喰くいこませて、血をすすっている。

　その時であった。

　がらがらと、足もとが崩れたのだ。アンディ一人のではない。みんなの足もとが、だ。

　崖がけの地じ盤ばんは、アンディたちが思っていたほどしっかりしたものではなかった。先ほどのプファイトの衝しよう撃げきで、それが崩れたのである。

　ずるりと、地面がずれ落ちてゆく。二つに裂け、三つに割れ、四つに砕ける。怪かい物ぶつたちが、次々に足を取られて転てん倒とうする。奈な落らくに落ちる者もいた。

　アンディは、必死で体をひねった。よろける体を支えようとしたのだ。けれど、肝かん心じんの地面が崩ほう壊かいしては、それもままならない。

「ふぎゃあああ」

　アンディに飛びかかろうとしていた猫ねこに似た生き物が、空中に飛びだしてしまい、悲鳴をあげながら落ちていった。

　あやうく、アンディも同じ運命をたどるところだったのだが、かろうじて体を倒たおし、ずるずると崖ぞいに滑すべり落ちることで、それを避さけることができた。

　岩いわ棚だなにひっかかって、動きが止まる。

　アンディの視界のすみに、豹が崖を駆かけ降りていくのが見えた。四本の足と、それに備えられた爪つめ、そして野生の本能が垂直に駆け降りるなどという真似まねを可能にしているのだ。もっとも、落ちずにもちこたえるのまでは不可能だったらしい。しかも、その肉体には奇怪な生き物がむらがったままだ。

　豹の体は、闇やみの中に消えた。

　それを確かめるのが精せい一いつ杯ぱい。アンディには、ラナークが妹たちと合流してくれることを祈いのるしかなかった。

　崖がけ崩くずれはおさまらなかった。彼のかたわらを、岩とともにゴブリンがころげ落ちていく。

「なんだ、これは！　どうなっている！」

　はるか頭上から、女性の声が聞こえた。若い響きだ。混乱しているアンディには、それは聞き覚えのある声だとしかわからなかった。

「落ちたやつは追うな！　できるものだけ捕とらえればいい。どうせ、行き先はテロンしかないのだからな！」

　そうか。それなら、テロンに向かえばみなに会えるのだ。けれど、どうすれば行けるのか。

「アンディっ」

　ニフトールの声がした。どこにいるのかわからない。

「行ってくれ、ニフトール！　エフィを」

　無我夢中でそう返答した時に、がつんと後頭部に何かがぶつかった。それが崩れた岩なのか、それとも誰かがふるった武器なのかの判別もできず、アンディは何もわからなくなった。
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　朝あさ霜もやが、谷を一いつ杯ぱいに満たしている。

　白いとばりに閉とざされた、荒こう涼りようとした谷を、エフェメラはふらふらと歩いていた。

　肉体は疲ひ労ろうの極に達し、傷も深い。特に左ひだり腕うではひどかった。引き裂いた自分の服で縛しばって、血こそ止まっているが、まるで動かないのだ。早く手当てをしなければ、一度もいで生やすような魔ま法ほうが必要になるかもしれない。

　並の女の子なら、いや大の男でも、うずくまって助けを待つだけしかできない深手だ。

　けれど、エフェメラは歩みを止めていない。

　エフェメラは、自分が特別に強い女の子だとは思っていなかった。

　なら、どうしてこうやって歩いていられるのかと自問する。答えはすぐに出た。自分のためだけではないからだ。兄と友を救うためには、くじけることは許されないからだ。

　エフェメラは、無言のままで歩いていた。口をきく体力さえ惜おしまなければならないほど消しよう耗もうしていたのだ。左右を行く友に、はげましの言葉をかけることもできない。

　エフェメラの右を、タッタは槍やりを杖つえにしてようやく歩いていた。片足をひきずっている。

　彼女たちが空中にいるあいだに、奇怪な生き物が襲いかかってきたのだ。そいつは顔と耳のない翼よく人じんのような姿をしていた。ただ姿が異様なだけではない。悪夢を見ているような、非現実感に巻きこまれた。おそらく、風の元素界から喚かん起きされた怪物だったのだろう。

　夢の中のように動きがにぶくなり、怪物の爪に裂かれて、タッタとエフェメラは墜つい落らくしたのだ。

　なんとか、地面の穴にもぐりこんでやりすごしたものの、やつらのあきらめが早くなければ、今ごろこうして歩いていることも叶かなわなかっただろう。

　エフェメラたちが土中から這はいだした時に追いついてきたのが、ラナークだ。ころがり落ちてきたと表現したほうが正確だが。

　そのラナークも、豹の姿のままで歩いている。生命力が旺おう盛せいな獣けものの形をとっていなければ、怪け我がのせいで倒れてしまうのだ。おかげで、本人も含ふくめて誰だれの手当てをすることもできなかった。

　豹の背中からは、じくじくと濁にごった血が流れだしている。喰くらいついた奇怪な長虫の、毒を含んだ顎あごだけが、まだ傷口の中に残っているためだ。

　合流してからしばらく、三人はうずくまったままでいた。怯おびえのせいでもある。疲つかれのせいでもある。けれど第一の理由は、仲間を待つためだ。

　しかし夜明けが近づき、闇やみが薄うすれはじめても、誰もあらわれなかった。

　敵の追っ手すら来なかったのだ。

　空が黒から濃のう紫しに変わり、青くなる前に周囲が白に閉ざされた。その靄もやの中、盗とう賊ぞくの技わざで崖を這はいおりてきたのはニフトールだった。

　彼も、顔の半分を血に染めていた。今、ぐるぐると巻きつけてあるのは、彼自身のシャツだ。おりる途中で落石が当たったのだという。目の上を直ちよく撃げきした。失明をまぬがれたのは、ほんの皮一枚の差だ。

　ニフトールが遅おくれたのは、アンディたちのようすを見ていたからだった。

　彼は、エフェメラにこう告げた。

　アンディとドムスは捕らえられた。おそらく死んではいない。死んだのなら、怪物たちが餌えさにしていただろう。そうではなく、ぐったりした体は運びさられた。

　アードがどうなったのか、ニフトールは確かめていない。けれど、あいつがそう簡単に死ぬはずはないと、エフェメラは思っていた。そんなはずは、ない。

「あの娘こが来てたぜ」

　ニフトールは、その姿をちらりと見たと言った。

　青銅の姫ひめ。

　彼女の名を思い浮うかべるたびに、エフェメラは蛇へびを連想する。彼女が蛇のような怪物の姿に変じたからではない。身につけていた鎧よろいが、ぬめぬめとした光こう沢たくを持つ鱗片鎧スケイルアーマーだったからではない。彼女が、奇怪な蛇形の青銅魔像ゴーレムを連れていたからでもない。

　エフェメラが見た青銅の姫の目が、人間の瞳ひとみではないと思えたからだ。少なくとも、見かけのような少女のものではなかった。夢もなく、恋こいもせず、あの年とし頃ごろの若者であれば、誰もが持つはずの物語を持たない目だ。

　けれど、エフェメラは見ていない。ドムスと、熱く戦った時のフエイアを。理想を語るフエイアも。

　蛇が兄たちをどうするつもりなのか、エフェメラにはわからない。

　心配だが、ともかく歩く。助けに戻もどる力は残されていないのだ。この谷をたどれば、自然にテロンにたどりつくはず。そこで手を借りるほかはない。

「もう少しや、エフィ。がんばれよ～。ついたら、ええもんやるさかいな」

　エフェメラは、汗あせのにじんだ顔でミュルーンをふりかえり、くちびるを動かした。

『いったいなんなの』

　すでに声が出ないのだ。

「へっへっへ、内ない緒しよや」

　タッタは、嘴くちばしをそっくりかえらせた。

　しばらく、無言の行軍が続く。

　やがて、彼らは安あん堵どの息をついた。

　深い谷底にもようやく太陽の光がさしこむ時刻になっていた。もう少し歩けば、誰かが倒れるという時になって、谷が終わる場所までたどりついたのだ。

　そこには、階段が刻まれていた。崖を登っていくために、岩いわ肌はだを削けずったのである。

『テロン』

　血を失い、水も飲めず、食料もなく。ひび割れた蒼そう白はくのくちびるで、エフェメラは呟つぶやいた。階段を追って視線を持ちあげていく。

　岩肌はやがてそびえる孤こ峰ほうとなってゆく。

　それが石組みになり、天然の峰みねの上に、多面からなる人造の山が積み重なっている。多面錐すいの表面には、巨きよ大だいな〈龍りゆう〉の姿が刻まれていた。

　さらに視線を上にとあげると、表面が石から金属に変わる。高々と伸のびて、山上の高みに、空を貫つらぬくような尖せん塔とうが伸びている。塔を覆おおうのは、鉄でも銅でもなく、エフェメラが知っているどんな金属でもない。テロンのドワーフたちが密ひそかに製せい錬れん法を伝える特とく殊しゆな金属なのだろう。

　これがテロンだ。

　エフェメラは、その姿を脳のう裏りに刻み、形容する言葉を探し求めた。物語を紡つむぐシャストア信者の本能は、こんな状態でも失われない。

　このなかば人造の山、巨大な城じよう塞さい内に、ひとつの街がすっぽりとおさまっている。よく見れば、石いし壁かべのあちこちから小さな筒つつが突つき出て、煙けむりを吐はいている。白や黒、あるいは黄色や青といった非常識な色合いまで、さまざまな色の煙だ。

　ドワーフが築いた、それは魔法とあらゆる技術の結けつ晶しようだ。

　エフェメラたちの安堵のため息は、やがて嘆たん息そくに変わった。階段は長い。数百段はあるだろう。この疲れ切った体にとって、それを上るのは拷ごう問もんに等しかった。

「こら、だめだ。少し休ませてくれ」

　ニフトールが座りこむ。タッタも、槍やりにすがっていた。ラナークは、前に進む意志だけは見せている。

『だめ。止まったら、もう進めなくなる』

　だからといって、仲間たちを強ごう引いんに前に連れだすことは彼女にはできなかった。自分一人でも行くしかない。エフェメラは、前に出ようとしてころんだ。起き上がろうとしても、使い物になるのは右腕だけで、うまくいかない。

「エフィちゃん、ちょいと待った。前を見てみな」

　後ろで座りこんでいるニフトールが、かすれた声で言った。エフェメラは、立とうとしてもがくのを止やめ、顔をあげた。

　階段をおりてくる人ひと影かげがあるではないか。

　がしゃりがしゃりと金属鎧の響ひびきをたてて、小こ柄がらだが厚みのある男たちがやってきた。二人のドワーフだ。深々と丸兜ヘルムをかぶり、長柄の斧ハルバードをエフェメラたちに向けた。タッタの言葉をさえぎるように、がしゃりと足を踏ふみ鳴らす。

「何者かは知らんが、そうそうに立ち去っていただきますぞ」

　豊かな髭ひげの奥から聞こえてきたのは、そんな無情な言葉だった。

「ちょ、ちょっと待っとくなはれ。わいら、あやしいもンやおませんで。通りすがりの哀あわれな怪我人ですんや」

　必死で訴うつたえたのはタッタだった。こういうことが自分の役目だと心得ている。

「怪我をなさっていることは見ればわかる。哀れだとも思う。だが、見ず知らずの者を街に入れることはできないのだ」

　口調からは、そんな風に考えているとはとうてい感じられない。兜かぶとのまびさしに隠かくされて、彼らの表情をうかがうこともできなかった。だが、彼らが本気であれ何であれ、はいそうですかと引き下がれる状じよう況きようではない。

「あんたら、わいらがなんでこんな怪我をしたんか興味はないか？　わいらは、あんたらにとっても重要なことを知ってるんや」

　タッタは、ゆっくりとドワーフたちに近づこうとした。ドワーフたちが、がきんと斧を打ち合わせる。

「もしも、それが闇の月の怪かい物ぶつどものことであれば、教えていただくにはおよばぬ。わしらもすでに知っておるでな。テロンのドワーフは、そのような取り引きは好まんのじゃ」

　タッタは口ごもった。なんにせよ、ふさわしい代価を示すことがミュルーンの礼れい儀ぎであるが、ドワーフにはかえって不ふ愉ゆ快かいだったらしい。こうなると、タッタはとっさに対応できない。

　エフェメラは、なんとか上半身を起こした。しかし、声が出ない。彼女のようすを見て、ドワーフたちの斧が少しさげられた。

「食料と水、それに多少の手当てくらいはしてさしあげる。だから、早く逃にげなされ。この街は、もうすぐ戦場になるのだ」

　ドワーフたちの声にいささかの人間味がまじった。

「待ってくれや。頼たのむから話を聞いたってくれ」

　タッタが、槍やりをほうりだして地面に膝ひざをついた。頭をさげる。ミュルーンは、骨格の構造上、土下座は無理なのだが、できるかぎりそれに近い姿勢をとる。

「やめなされ。話すだけ体力の無む駄だじゃ。言うたものが届くまで、黙だまって休んでいるがよい」

　エフェメラは、上半身だけを起こした姿勢で、ひゅうひゅうと息をもらした。ようやく、かすれた声をしぼりだす。

「お願いです。兄さんを助けたいの……」

　ドワーフたちは、首を小さく左右にふった。

「兄上がどうなされたのかわからんが、やつらに捕とらえられたならあきらめなされ。かの者たちは、邪じや魔ま者もの、無能者には容よう赦しやせん。みずからの命を惜しんで、早く逃げることじゃ」

　話しているうちに、ドワーフたちの答えはだんだん人間味のあるものになりつつあった。エフェメラは、それに賭かけようと思った。ドワーフたちの手助けを得られなければ、兄は絶望だ。それに、ドワーフたちに滅ほろんでもらうわけにもいかない。彼らは、四姉妹について詳くわしく知っているようだ。そして自分たちの出生を操作したという〈聖なる母の結社〉の手がかりも摑つかめめるかも……。

「おねがい……します。助けに行きたいんです……」

　唾つばを何度も飲みこんで、ようやく声が出る。

「しかし、なあ……おぬしらが、わしらの敵の手先でないという保証もない。いや、芝しば居いでそこまでできるとも思わぬ……痛いぞ、おい」

　片方のドワーフは、かなり動どう揺ようしはじめている。けれど、もう一方のドワーフが、その僚りよう友ゆうを蹴けりつけた。

「やはり、入れるわけにゆかんのう」

　ドワーフたちが、斧おのをかまえなおす。けれど、エフェメラはまだあきらめない。

「もういいよ、エフィちゃん。俺が替かわるわ」

　その彼女を制して、ニフトールが進みでた。いつのまに立ちあがっていたのだろう。エフェメラは、彼の袖そでを摑んだ。ニフトールには作戦があるのだろうか。

「俺はバドッカのエルミーラの知りあいだって、ここの偉えらい人に知らせてくんないか」

　彼が唐とう突とつに口にした言葉の意味を、エフェメラは理解できなかった。ようやく思いついたのは、ニフトールは、テロンとつながりがある人物と知りあいなのだろうかということだった。けど、どうして今まで黙っていたのだろう？

「それから、このお嬢じようちゃんはエフェメラ・クルツ。いなくなった兄貴ってのはアンディ。プリシラんとこの双ふた子ごだってな。あんたたちんとこには、〈結社〉につながってる小母おばさんがいるんだろ？　そう言ってもらえば、わかってもらえるはずだそうで」

　え？　え？　どういうことなの？　エフェメラは、とまどった。〈結社〉のこと。それから自分たちの母親のこと。もちろん、どっちもニフトールには話してある。だけど、今のやりとりはなんだ？　彼は、テロンと〈結社〉につながりがあることを以前から知っていたように思える。バドッカのエルミーラというのは誰だれだろう？　バドッカは、半島の東にある有名な街だ。エルミーラは女の名前だ。しかし、それは誰だ。聞き覚えはない。その女性も〈結社〉の一員なのだろうか。ニフトールとは、どんな関係なのだ。

「どないなってんねん、ニフトール」

　タッタがやって来て、耳元で囁ささやいた。

「今は説明しないほうがいいんじゃねぇかな。俺もよくわかってないんでね」

　納なつ得とくしようもない答えである。

　エフェメラは、ニフトールの袖にすがるようにして、なんとか立ちあがる。途と中ちゆうでよろけて、少女はニフトールに抱だきついてしまった。

　父さんと同じ匂においだ……。

　ニフトールの手が、彼女を支える。そして背中をぽんぽんと小さく叩たたいた。

「まあ、俺の知ってることだけは後で説明すっから。そんな顔されそうだったから、今まで言えなかったんだよなぁ」

　ニフトールは、赤い鼻の横をぽりぽりと搔かいた。

　エフェメラは、小さく首をふって、くちびるを強く嚙かみしめた。ニフトールから離はなれようとして、できなかった。今までの旅のあいだに、彼が見せてくれた想おもい──友情を噓うそだとは思えなかったし、思いたくもなかったから。

　惑まどう彼女のふくらはぎに、ラナークが頭をこすりつけてくる。そのぬくもりすら、いまのエフェメラには信じられない。

『ダメだ。変にひねくれちゃ……。何もかも受け止めるのも、物語の御み使つかいの役目。自分の感情も否定しちゃいけないけど……。そんなことより、友達を信じられなくなったら、旅を続けていけない』

　エフェメラが自分の気持ちを整理しかねているうちも、ニフトールが、ドワーフたちを急せかしている。

「早くしてくれよ。後ろに隠れてるやつらが、呼びに行ってくれりゃどうだい」

　伏ふく兵へいに気づかれていたと悟さとり、ドワーフたちは身じろぎをした。一呼吸ほど間を置いて、さきほどから同情をしめしていたほうが答える。

「すでに知らせは行っている。我らが、おぬしらの侵しん入にゆうを知った監かん視しの魔ま法ほうは、今も働いておるんでな」

　その言葉に、噓はなかった。

　ほんのわずかな時間の後に、数人のドワーフがあらわれたのだ。

　先頭に立っているのは、高こう齢れいの女性だった。顔は皺しわに埋うもれているが、腰こしは、ドワーフらしくしゃっきりと伸びている。

　質素な衣い裳しようしか身につけていなかったが、本人のものごしと周囲の者の態度で、彼女がそうとう高い地位についていることは見てとれた。

　ドワーフの女性は、エフェメラをまっすぐに見つめた。

　シャストアの少女は、一人で立つと、その視線を真っ向から受け止めた。

　ドワーフの女性が顔をくしゃくしゃにした。

　それが、泣きながら笑っているのだと理解できるまで、エフェメラはしばらく時間がかかった。けれど、なぜそうするのかまでは、わからなかった。

「おお、我が孫よ。よう、ここまでたどりついたものじゃ」

　ドワーフの年老いた女は、エフェメラにゆっくりと近づき、抱きしめた。エフェメラは、動かない。驚おどろきのあまり、逆らうことを思いつかなかったのだ。
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　頰ほおが痛い。

　アンディが目覚めた時、最初に感じたことはそれだった。尖とがった石が喰くいこんでいたのだ。

　体が痺しびれている。冷え切ってしまっているのだ。ほぐそうにも、身動きはとれなかった。

　隣となりを見た。ドムスがいる。彼だけだ。

　ニフトールとラナークは逃げのびられたようだと、アンディは思った。エフェメラとタッタも、追いつかれなかったらしい。アードだけが、どこに行ってしまったのかわからない。もっとも、彼のように生命力旺おう盛せいな男が、あれで死んでしまったとはアンディも考えてはいなかった。

　しばらく待っているうちに、ドワーフの少年も目覚めた。

「やれやれ、またこんなことになっちまったか」

　荒あら縄なわで縛しばりあげられたドムスは、憮ぶ然ぜんとした口調で言った。二人とも、全身を縄でぐるぐる巻きにされて、まるで芋いも虫むしである。縄の端はしは、地面にもぐりこんでいた。大地がおもり、というわけだ。

「以前にもこんな経験があるのかい、ドムス」

　アンディは、つとめて気楽な口調で言うようにした。

『落ちこんだところではじまらないよ』

　妹が言いそうな台詞せりふを思い浮うかべる。

　ドムスは、そのアンディに向かって口をとがらせた。

「忘れてどうするんだ、お前がやったんじゃないか」

　それは、二人がはじめて出会った時のことだった。アンディたちを暗殺犯人と誤解したドムスが、戦いを挑いどんできたのである。

「そうだったな。でも、あの時はもう少し優やさしく縛ったつもりだよ」

　アンディは苦笑いした。それに自分は、船の床ゆかに毛布を敷しいてやったものだ。だが今は、むきだしの地面にころがされている。

　鉄てつ格ごう子しもない。分厚い壁かべもない。ただの天幕だ。

　いましめから抜ぬけだせれば、逃げることは難しくないように思える。だが、おそらくここは闇の月に仕える怪物どもの真っ只ただ中なかだ。

『第一の問題は、見張りだな』

　アンディは、策を考えた。もちろん、武器や鎧よろいのたぐいはみな取りあげられている。

　外にいるのが何か、はっきりとはわからないが、ぐふぐふというとんでもなく大きな鼻息だけは聞こえてきた。たぶん、オーガーかホブゴブリンあたりだろう。素す手でで立ち向かいたい相手ではない。ドムスのほうは、気にしていないようだが。

「こんなとこで、終わるわけにいかんからな」

　ドムスは、早くもしきりに体を動かしていた。なんとか、縄をゆるめようとしているのだ。

　二人とも、傷は簡単にではあるが手当てされていた。すぐに殺すつもりはないだろうが、放してくれるわけもない。

「そうだな。まだぼくたちはしなくちゃいけないことがたくさん残ってる」

　相あい槌づちをうちながらも、アンディは体を動かしていなかった。見張りをどうするか、ここをどうやって抜け出すか、そしてその後のこと。見通しが立たねば動き出さないのが、アンディという若者だ。

「がううっ！」

　外の見張りが唐突に吠ほえた。

「なんだ？　いったい」

　首をかしげながら、ドムスの動きは止まらない。

　アンディは、警けい戒かいした。その吠え声は怒いかりからのものや、戦いの興奮によるものではないように思えたからだ。あれは、怯おびえているのではないか？

「妙みようなことを考えるのは、よしときなよ。逃にげられないからさ」

　天幕の入り口が、ばさりとはねあげられた。朝の光がさしこんで、しなやかな影かげをくっきりと浮かびあがらせる。

「きみは……」

　アンディは、なんとかまっすぐに頭を起こした。ガヤン神官の誇ほこりにかけて〈悪あく魔ま〉に屈くつすることはできない。

「あたいの名を聞くやつは、あたいに膝ひざをつかせたやつか、あたいに跪ひざまずいたやつだけ……なんてこと、今さら言ってもしょうがないね。青銅の姫ひめフエイアだ。忘れちゃいないよな」

　アンディもドムスも、言葉がない。アンディは口にしたいことが多すぎて、ドムスはすべてを戦いにこめるから。

　それにしても、指揮官が一人の部下も連れずに捕ほ虜りよのところにやってこようとは。もしもいましめを解くことができるなら、これは脱だつ出しゆつの機会かもしれない。

「言っておくけど、その縄は簡単にはとけないよ。魔法もかけてあるしね」

　青銅の姫は、そんなアンディの考えを読み取ったのか、薄うす笑わらいを浮かべた。

「で、本題だ。まわりくどいのは嫌きらいだから、率そつ直ちよくに言う」

　青銅の姫は、二人を見下ろした。

「あたいの部下になりな、あんたたち」

　アンディは、一いつ瞬しゆん返答ができなかった。別に迷ったからというわけではない。あまりにも意外なことを言われたからである。

「思ってもみなかったって顔だね」

　青銅の姫は真しん剣けんな顔つきだった。

「あたいだって、そうさ。ここに来るまでは、あんたたちを殺す気だったからね」

「なら、どうしてだ？」

　率直に訊きいたのはドムスだった。アンディは、そこまで大だい胆たんになれない。青銅の姫が信用できないからだ。〈悪魔〉に与くみするものは気き紛まぐれだけで人を殺す。媚こびるつもりはないが、無用の刺し激げきを与あたえることもためらわれた。まだ、自分は死ぬわけにいかないのだ。

「さあ、どうしてだろうねぇ」

　青銅の姫は、ドムスの問いに首をかしげた。はぐらかそうとしているわけではなさそうだ。腕うで組ぐみをして目をつぶり、どうしてなのか真剣に悩なやんでいるように見える。

「さっきの、あんたたちの戦いぶりを見ているうちに、そう思ったのさ。もったいないっていうのが、いちばん正直なところかな」

　ぱちりと目を開いて、青銅の姫が二人を見る。その瞬しゆん間かんの大きな瞳ひとみは、濁にごりのない宝石のように思えた。

　騙だまされてはいけない。アンディは自分に言い聞かせた。かつてラジスの森で見た凶きよう暴ぼうさこそが、この少女の本質に違ちがいない。この演技で、善良な人々をたぶらかして、仲間にひきいれてきたのだろう。

「あんたたちみたいなのは何人か見てきたからね。金で雇やとえるとは思っちゃいないよ。権力をやるといっても、断られそうだしね」

「筋肉がつくだけの飯が喰くえる金があれば、あとはいらん。誰だれかに命令しなきゃならんなんてのはわずらわしいだけだ」

　ドムスの答えを聞いて、青銅の姫は面おも白しろそうに笑った。

「思ったとおりだ、あんた。そっちの〈結社〉の子も、同じかい？」

　アンディに向けられた視線は、ドムスへのそれに比べてはるかに冷ややかだ。用心するべきだった。けれど、〈結社〉という言葉を耳にした瞬間に、アンディの自制ははじけとんでいた。

「なぜ、ぼくをそんな風に呼ぶ？　いったいなんのために、ぼくを操あやつろうとするんだ!?」

　青銅の姫の瞳が、ぴくりと揺ゆれた。

「なるほど、あんたはほんとに何も知らされてないみたいだね。いいよ、教えてあげよう。〈聖なる母の結社〉って、婆ばあさんどものことをね。あいつらのことがわかれば、そっちの……ドムスともども同志になってもらえるだろうさ」

　部下から、同志と呼びかけが変わった。アンディは、それを何故なぜだろうと考えていた。だから、青銅の姫がドムスの名を呼ぶ時の躊ちゆう躇ちよには気づかずにいてしまった。もちろん、ドムス本人がそんなことに気の回るはずはない。

「あんたは、あたいたちと同じ〈結社〉に作られた子だよ。〈結社〉について、どれだけ知ってる？」

「古い……非常に古い組織で、選ばれた男女を結けつ婚こんさせて優すぐれた血筋を残そうとしている……」

　アンディは、口ごもった。こいつのほうこそ、どれだけ知っているのだ。

「甘いね」

　青銅の姫は、ふんと鼻を鳴らした。

「あいつらは、もっとえげつないことを色々やってんのさ。人の心を操ることをなんとも思ってないからね。愛情のない結婚どころか、子種を母親の胎たい内ないからとりだして魔ま法ほうで育てるくらいのことはやってのけるんだ。それどころか、生まれるはずのない異種族の血をまぜあわせたいなんて、おかしな望みを持った男の手助けをしたりね」

　青銅の姫は、アンディの顔を見て、けらけらと笑った。

「心配すんな、あんたのことじゃないから。あんたたち双ふた子ごは、プリシラが旦だん那なをたぶらかして生まれた子だよ」

　アンディは、その笑いに、どこか病的なものを感じとった。

「母と父を侮ぶ辱じよくするのはやめてもらおう。生まれるはずのない子っていうのは、それじゃあ、きみのこ……」

　青銅の姫のつま先が、アンディの顎あごを蹴けりとばした。

「やかましい！　余計なことを詮せん索さくするんじゃないよっ」

「おい、やめないか。反はん撃げきできないものに手だしするのは立派な戦士がすることじゃないぞ」

　ドムスが、むっつりとした調子で言う。青銅の姫はキッと彼を睨にらみつけ、ふっと表情をゆるめた。

「……ドワーフは似たようなことを言うな」

　今度は、ドムスの表情が動いた。

「あのボグズっておっさんか。あいつ、何者だ」

「知りたいかい？」

　青銅の姫は、腰こしをかがめて、ぐっと顔をドムスに近づけた。

「部下になれば、あいつとも同格だ。直接訊けるさ。闘とう技ぎだって教われる」

「……ちゅまり、ぼくらちは新しい五ご方ほう陣じんにしれもらえるってことか？」

　顎が痛むせいで、アンディはうまく話せない。青銅の姫は、彼を睨んだ。

「お前の戦いは、あたいを感心させるほどじゃなかったけどね。あいつらが作りあげて、大事に守ってたんだ。何かの力が隠かくされてるんだろうさ」

　青銅の姫は、すっと背を伸のばした。

「あいつら〈結社〉は、自分たちの目的のために世界を裏側から操ってきたんだ。女と、子供を道具にしてね」

　青銅の姫は、〈結社〉の歴史を語った。その起源は、〈悪魔〉戦争の終結直後に遡さかのぼるという。以来、その目的のために歴史を陰かげから操ってきた。ある二人を結婚させるために戦争を引き起こしたり、〈結社〉の子供に王国の跡あとを継つがせるために暗殺をくりかえしたり、予言者を送りこんで動乱を起こしたこともあるという。数百年前にグラダス半島を支配していたシュラナート帝てい国こくが滅ほろんだのも、〈結社〉が糸を引いていたというのだ。

　アンディには、にわかに信じることはできない話だった。世界を裏から動かしている秘密の教団というのは、昔から絶えたことのない噂うわさ話ばなしである。

「お前の親父おやじだって種つけに使われただけなのさ。だから用ずみになって〈結社〉に殺やられたんだろっ」

　アンディがまるで動どう揺ようしなかったと言えば噓うそになる。しかし、これが四姉妹の策略でないとも言いきれない。

　父の敵かたき討うちを忘れたわけではなかった。直接に手をくだした犯人を探すより、なぜそんなことが起きたかを早くつきとめようとしているのだ。

　だが、〈結社〉のこと、四姉妹のことを調べるほどに謎なぞは増えていく。今の彼は、自分で納なつ得とくできるまで確かめたことしか信用できないのだ。

「いったい〈結社〉の目的は何なんだ？　教えてもらえないか？　できるなら、きみたち四姉妹の狙ねらいも」

　アンディは、すでに開き直っていた。相手がここまで話すということは、こちらの態度がどうあれ、殺す時は殺されるし、そのつもりがないなら少々怒おこらせても平気だろう。

「あいつらは、世界に幸福をもたらすことだとか言ってる。でも、寝ね言ごとだ。あいつらのやり方じゃ、いつまで経たってもそんなものは来ないよ。千年かけて、とうとう〈月に至る子〉は生まれなかったんだからね。これからだって、あいつらが満足する日なんて来やしないよ」

　青銅の姫は、軽い口調で言ってみせたが、アンディはその軽さを信じなかった。人は言葉だけで噓をつくのではないし、他人に向かってだけ偽いつわりを見せるのでもない。

「その〈月に至る子〉について訊ききたい。いったい何なんだ？　ぼくたちとどういう関係がある？」

　アンディの質問は簡潔だった。複雑に尋たずねるよりも、青銅の姫に自由に喋しやべらせたほうがより多くの情報が手にはいるだろうと思ったのだ。

「救世主さ。あんただって、サンダミオンの伝説は知ってるだろ？　やってきたばかりの双子の月に行って、神々に人間を守護することを承知させた男さ。〈結社〉は、もう一度月に行って、神と交こう渉しようできるようなやつを作ろうって言うんだよ。地上に新しい神を産みだそうってわけさ」

　アンディは絶句した。

　ルナルの人々にとって、神は絶対の頂点ではない。神は優れて、力ある者だ。だからこそ従い、教えを乞こう。いつか自らも神に列しようとするのは、不ふ遜そんな考えではない。

　実際的ではないだけだ。

　神に等しい力を得ることなど、まず不可能だし、双子の月の神々はともかく、〈悪あく魔ま〉や〈異い貌ぼうの神〉が黙だまって見過ごすはずもないからだ。

「やつらのやり方じゃ、いつまで経っても神なんか作れやしない。だから、あたいたちは自分たちのやり方でやることにした」

「神ではなくて〈悪魔〉になることにしたというわけか？」

　あの奇き怪かいな変身を思いだし、アンディの言葉は皮肉めいたものになった。

「そうじゃないさ」

　青銅の姫は、怒りはしなかった。むしろ、哀あわれむような目でアンディを見たのだ。

「異形の力は、ユメリア姉ねえの秘術でね。確かに〈悪魔〉の力をとりこんじゃいるが、心までは屈くつしない」

　貴重な情報だ、とアンディは、フエイアが口にした名を記き憶おくに焼きつけた。

　もう一人の四姉妹の名はユメリア。それがおそらく、彼女らを率いているのだ。

「あいつらの力だけを使うのさ。今は、選ばれた連中しか手に入れられないけどね。そのうち、あんたたちにも授さずけてやれるよ」

　ルナルの常識的感覚が、アンディに、おぞましさによる吐はき気を覚えさせた。

「ぼくは、そんな力なんて必要ない。だいいち、〈悪魔〉を利用するなんてことは不可能だ」

　世間一いつ般ぱんの人々に比べれば、アンディはかなりの回数、本物の〈悪魔〉に出会っている。その狡こう猾かつさ、恐おそろしさは充じゆう分ぶん知っているつもりだ。やつらを利用することなどできはしない。あざむかれこちらが利用されるだけなのだ。

「できるさ。あたいたちみたいに強い心を持ってればね。誰だれにも支配されないって、強い意志を保ってれば大だい丈じよう夫ぶなんだ」

　青銅の姫ひめは、自信ありげである。

「〈悪魔〉なんてのは利用するものじゃない。叩たたきだすもんだ」

　彼女の意見にはドムスも不賛成だった。

「だから、やっぱり駄だ目めだな。おいらたちと、あんたじゃ意見が違いすぎる。仲間にゃなれないよ。おいらは神さまなんかになりたくないし」

「あたいたちの目的は、神になることなんかじゃない」

　青銅の姫は、ドムスの言葉をあっさりと受け流した。話し続けるほどに、彼女は自信を増し、アンディたちの言葉に動じなくなっていくようだった。

「四姉妹の目標は、理想の社会を作ることさ。古ぼけた婆さんたちから押しかぶせられた秩ちつ序じよなんてまっぴらだ。あいつらは、自分の思う通りに子供を作り上げようとしてる。あたいたちは自由だ。どんな区別もない。思う存分に自分の力を試ためせる。そんな世界を作るのさ」

「弱肉強食の、血まみれの理想社会かっ！」

　アンディの反論を、青銅の姫は鼻で笑った。

「はっ！　法で他人を縛しばることしか知らないガヤンの台詞せりふだね！　そんなに人間の善意ってやつが信じられないのかい？　力のあるやつは、弱い者を必ずしいたげると思ってるんだ」

　青銅の姫の嘲ちよう笑しように、アンディは反論のすべを持たなかった。

「そんなやつらが一いつ杯ぱいいるのなら、あんたはなんのために戦ってるのさ。理想もない、希望もない戦いじゃないか。あたいたちには夢があるんだ。みんなが自由に生きられる世界って夢がね」

　アンディは押し黙っている。

「おいらは自分を高めるために戦ってるさ。けど他人にまで押しつけようとは思わない。向き不向きってもんもあるからな」

　ドムスはさらりと言った。

「あんたは単純でいいや」

　青銅の姫は、苦笑いをした。

「答えは、また後で聞かせてもらうよ。テロンのドワーフたちは、〈結社〉の秘密をいろいろと握にぎってるからね。今夜の攻こう撃げきで手に入れてみせるさ」

　やはり、そのつもりだったのか。しかも、テロンは〈結社〉の拠きよ点てん。エフェメラが、無事にそこまでたどりついていたとしても、その先が無事ではないというわけだ。アンディは、知らず知らず腕うでに力をこめていた。無む駄だだとわかっていても、いましめをひきちぎりたくなったのだ。

「あいつらがやってきたことの記録を見れば、〈結社〉に逆らおうって気にもなるだろうよ。そして、あたいら四姉妹が……白金の姉上が説く理想もわかってくれるさ」

　待て、とアンディは言いそうになった。彼は、決して〈結社〉に従っているわけではない。その意図のままに操あやつられ、選ばれた相手と子孫を残すつもりなど毛頭ないのだ。

　だが、そのことを青銅の姫に告げても、どうなるものでもなかった。共通の敵を持っていても、必ずしも協力しあえるわけではないのだ。

　アンディが言葉を失っているうちに、青銅の姫は天幕を出てしまった。

　四姉妹は世界を変えようとしている。

　その目的はともかく、手段が間ま違ちがっていることをアンディは確信していた。

　考えこむ彼に、ドムスが声をかける。

「さて、テロンが攻せめられるまでになんとか脱だつ出しゆつしないとな」

　その言葉にアンディは、はっとして大きくうなずいた。〈結社〉の秘密はともかく、エフェメラたちもテロンにいるはずではないか。けれど、彼の脳のう裏りには青銅の姫の質問がいつまでも谺こだましていたのだった。

『なんのために戦ってるのさ』

　妹のため、母のため、父のため、友のため、人々のため。そうだ、それでいい。自分を納得させたはずなのに、どこかに小さなしこりが残る。なぜなのか。その疑問を、アンディは無理やりに押し殺した。
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　エフェメラは、たった一人で空をながめていた。山の日暮れは早く、すでに空の端はし々ばしから闇やみの侵しん略りやくが始まりつつある。

　尖せん塔とうの見張り台である。仲間たちは、それぞれの部屋で休んでいるはずだ。

　テロンのファウン神官たちは、みごとな技量を見せた。ファウンは生と死の境界線を司つかさどる、ジェスタの協力神である。その信者は、ほとんどがドワーフであり、医い療りようや葬そう送そう儀ぎ式しきを生業なりわいとして暮らしている。

　魔ま法ほうと医術による治ち療りようはみごとな成果をあげ、丸一日とたたずに、エフェメラの傷はうっすらとした跡を残すだけになっていた。タッタの足や、ニフトールの怪け我がもほぼ治っている。ラナークだけは、簡単にいかなかった。彼は、まだ豹ひようの姿のままで寝ねかされている。喰くらいついた虫の毒が特とく殊しゆなものだったらしい。本人の指示で──サリカ信者が心を読む呪じゆ文もんを使った──、特別な治療をしているそうだ。エフェメラは心配してついていようとしたが、ラナーク自身が大丈夫と保証したので、そこを離はなれたのだった。

　歓かん迎げいの宴うたげ、などというものはなかった。この城じよう塞さい都市は、戦いくさを控ひかえて誰だれもが走りまわっていたのだ。宴など、たとえあったところで、ラナークが苦しみ、兄とドムス、アードが行方ゆくえ不明の今、飲み食いをする気になれない。出された質素な食事も、ほとんど喉のどを通らなかった。

　治療が終わった後、何か手伝えることはないかと言ったら、階段の番人の一人だったバーゴという老人が、ここの見張り台に案内してくれたのだった。

　ていよく追い払はらわれたような気もするが、エフェメラには都合がよかった。一人でじっくり考えごとができる。

　この見張り台は、塔の外がい壁へきに刻まれた〈龍りゆう〉によって、巧こう妙みように偽ぎ装そうしてあった。エフェメラがいるのは、〈龍〉の瞳ひとみにあたる場所だ。いくつもある見張り台に、一人ずつドワーフたちがいる。それぞれ、特定の領域を複数の台から監かん視しできるように配置されているのだ。

　だから、エフェメラが、自分のいるひとつで多少見張りを怠おこたっていても、大きな影えい響きようはない。

　エフェメラは、山やま裾すそから顔を出しはじめたばかりの赤い月を見ていた。そこには、彼女を導いてきた物語の神がおわす。

『シャストアさま、物語の作り手になれっておっしゃいましたけど、いくらなんでもこれはないです。どうか、ガヤンさまと一いつ緒しよに、あたしたち兄妹きようだいを守ってください。物語を完成させるために、兄さんの居場所へ導いてください』

　いささか不ふ謹きん慎しんな祈いのりだが、最近、以前よりも神に親しみを感じている──まるで直接会話したことでもあるかのように──エフェメラなのである。

　神のめぐみは、みずから摑つかもうとする者にだけ授けられる。エフェメラは、あらためて自分に何ができるのかを考えることにした。

　兄を救うには、どうすればいい。テロンのドワーフは助けてくれるだろうか。

　あの高こう齢れいのドワーフ女性は、名をレイバといい、テロンの長老だと告げた。

　彼女は、エフェメラを孫と呼んだ。ならアンディも孫のはずだ。頼たのめば、手を貸してもらえるだろうか。

　もちろん、彼女と双ふた子ごに、実際の血のつながりがあるわけではない。彼女もまた〈結社〉の一員なのだった。

　だが、それだけで孫と呼んだわけではない。双子が生まれた時、二人をとりあげたのが彼女だったというのだ。今から十八年の昔、レイバは〈結社〉の使命を帯びて旅をしていた。

　その時に、プリシラの出産に立ちあったのだ。

『あの時は難産でな。おぬしらは、こおんなにちぃちゃかったがのぅ』

　レイバは、指先をほんのわずかにひらいてみせた。

『フェリアの赤ん坊ぼうやないねんから、そないにちっこいわけがあるかいっ』

　とタッタがつっこみを入れたものである。

　レイバは、わははと豪ごう快かいに笑い、戦の用意を口実に姿を消してしまった。

　結局、〈結社〉についても、そして四姉妹についても詳くわしい話を聞くことはできなかった。

　この街の立場を知らぬままで、手助けを頼むのもためらわれた。あとでどんな見返りを要求されるかわからない。

　また、手を借りようにも、テロンにその余よ裕ゆうがあるかどうか。

　この城塞都市にいるのは、子供と老人、そして女性がほとんどだった。ドワーフの文化では、戦いなどの雑事は男性の仕事で、尊い女性が関かかわることではないとされている。近ちか頃ごろは、男性の地位向上が叫さけばれ、進歩的なドワーフ女性があえて戦に出ることも増えているというが、テロンは古い伝統に従う都市だった。

　階段の番人たちも、兜かぶとをとってみれば、つるつる頭の老いた男たちだった。もっとも、彼ら自身は、テロンの防備に絶大な自信を持っており、ここにこもっているかぎりは陥かん落らくなどありえないとエフェメラに断言したが。

　エフェメラは、視線を、遠くそびえる山なみに投げかけた。

　兄は、どこに捕とらえられているのだろう。

　動くものはどこにも見えない。邪じや悪あくの群れは、連なる山々に隠かくれているのだろうか。

　エフェメラは、いつしか見張り台から大きく身をのりだしていた。

「よう、エフィちゃん。危ないぞ。岩がん壁ぺきの登りおりを覚えたいんなら、俺が今度手とり足とり教えてやるよ」

　声がするのと一緒に、マントが摑つかまれて、エフェメラの身体からだはぐいっと引き戻もどされた。

「ニフトール……」

　与あたえられた部屋で、酒を飲んでいるはずの顔がそこにあった。四日ほど飲めなくて、干ひからびそうだと言っていたのに。

「……話、しに来てくれたの？」

　エフェメラは、知らず知らずのうちにすねたような口調になっていた。

　彼が、どうして〈結社〉について知っていることを隠していたのか。それを尋たずねたかったが、自分から彼のもとを訪ねることはできずにいた。

（……今までなら、休む時には、一緒にお酒を飲んでいたはずなのに、どうして、こんなに遠くに離れちゃったような気がするんだろう）

　エフェメラは、ぶるっと長い黒くろ髪かみをふった。

　真実を知ることが怖こわい。はじめてそんな風に感じた。

　けれど、エフェメラは笑えみの表情を作った。

「教えてくれるんだよね、約束だもん」

　首を傾かたむけると、長い黒髪がさらりと流れた。

　ニフトールは、後頭部をぼりぼりと搔かいている。息からは、いつもより強く酒の匂においがただよってきていた。

「何を教えればいいのかねえ」

　はぐらかそうとしているわけではない、とエフェメラは思った。どこから話せばいいのか、本当に迷っているのだろう。自分が語るばかりでなく、他ほかの人々の物語を手助けするのもシャストアに仕える者の役割だ。

「そうだね、まずは……。エルミーラさんって、どんな人？　美人？」

　エフェメラは、にかっと笑って、肘ひじでニフトールをつついた。少し、わざとらしすぎるかなとは思ったが。

「エルミーラってのはな、俺が本気で惚ほれた二人の女の……いや、そーじゃないや。三人の女の一人なんだよ。あ、ちなみに三人目がエフィちゃんな」

「はいはい、それで」

　ニフトールのほうも、わざとらしく背中に手を回してきたが、エフェメラはあっさりそれを押しのけた。互たがいのわざとらしさが、もう消えることはないだろうとエフェメラは感じていた。

　ふざけ笑いを浮うかべていたニフトールは、ふっと笑みを消して、エフェメラと並ぶようにして空を見上げた。

　星が、輝かがやきはじめている。

「……もう何年前のことになるかねぇ」

　ニフトールの表情は、今までエフェメラが見たことのないものだった。真ま面じ目めだから？　そうではない。もっと別の……そう、まるで夢を見ている時のような表情だ。シャストア信者にとって、夢は、もうひとつの現実だ。

　エフェメラがそんな風に感じているとは、中年の盗とう賊ぞくは、夢にも思っていない。

　ニフトールは、自分の顔をのぞきこんでくる少女の瞳をまっすぐに見つめ返した。

　ごまかしてはいけない。

　ニフトールは、幸運の神タマットの信者。タマットは、直観の神なのだ。積み重ねる論理ではなく、直観が彼にそうするよう命じていた。

「その頃ころの俺は、一人で売りだそうってやっきになってる青二才だった。相棒が一人いてな」

　そこまで話した時に、ニフトールは数巡めぐり前、ラジスの森での戦いを思いだした。あの時、自分を守る霊れいとしてあらわれたもの。

　もしかしたら、いたかもしれない彼の娘むすめ。母親に似たら、黒い美しい髪かみの持ち主だったろう。おそらく、エフェメラのように。そう思っていたら……。

「あいつのこたぁ、いいや。関係ないからな」

　ニフトールは、にっと笑った。できるかぎり、いやらしく。たとえエフェメラ相手にでも、いいや、彼女だからこそ踏ふみこませられない場所もある。

　もっとも、すでに近づいてもくれないかもしれない。ニフトールは、胸の片かた隅すみに小さな穴が開いたような気分だった。いい年したおっさんが何を嘆なげいているのかなと、自じ嘲ちようめいた思いがわいてくる。

「ともかく、事情があってその相棒と別れた後だったよ。エルミーラと会ったのは。場所はバドッカ。鬼き面めん都市さ」

　崖がけ、というより海沿いの大きな山やま肌はだ一いつ杯ぱいに刻まれた奇き怪かいな顔。誰だれが刻んだのかは知られておらず、いつから存在しているかもわからない。

　目や口にあたる部分は巨きよ大だいな空くう洞どうになっており、太古から人々に過か酷こくな自然からの避ひ難なん所じよを提供してきた。

　いまでは、グラダス半島に名高い四大不思議都市のひとつだ。五つの王国のどれにも属さず、中立を保っている。そのため、各国の外交交こう渉しようの舞ぶ台たいにもなれば、税金を逃のがれ違い法ほうすれすれの交易も行われてきた。盗賊の仕事には、事欠かない街である。

　若き日のニフトールは、そのバドッカの裏社会で名をあげようとしていたのだ。

　エルミーラは、すでに鬼面都市では顔役だった。

「あいつはナーチャの神官だった」

　ナーチャはファウンと対ついをなす赤の月の神。生と死のはざまに漂ただよう者を導く神である。

「美人、だったな。髪の毛は、ほとんど白みたいな銀ぎん髪ぱつで、すらっとしててな。おっぱいが大きかったなあ。あ、美人ってとこじゃエフィちゃんには負けるけど」

　エフェメラは『はいはい』と受け流したけれど、ニフトールは噓うそをついたつもりはない。

　この少女には、エルミーラに欠けていたものがある。

　生き生きとした生命力だ。

　エルミーラは、暗くら闇やみに咲さく花のような、星の光を集めた井い戸どのような女性だった。だからこそ、裏の生活を送っていたニフトールは、ともに生きていけると期待したのだが。

「当時、俺に狙ねらいをつけてたガヤンの入信者がいてなぁ。困ったことに、そいつもエルミーラに惚ほれてたんだ。三人で、ずいぶんとどたばたした追いかけっこをしたもんさ」

　エフェメラがぎくりとした表情になる。ニフトールは、きょとんとした。

「……そのガヤン信者って、まさか……」

　言葉の途と中ちゆうで、ニフトールはエフェメラの勘かん違ちがいに気づいた。

「ああ、違うよ。お前さんたちの親父おやじさんじゃないさ」

　エフェメラは、なんとなくほっとした。昔、母は口くち癖ぐせのように『父さんの初はつ恋こいの相手が私なのよ』と言っていたのだ。それが噓ではないとわかって。

「あいつの名はドーネルっていった。オーフェンなんとかっていう難しい苗みよう字じさ。今はソイル選王国でなんとかいう姫ひめさんのお守もり役をやってるって話だ。結局、俺たちは二人ともエルミーラをものにはできなかった。俺は、バドッカを離はなれて生まれ故郷に戻った。ちょうど帝てい国こくが赤の月狩がりをはじめたとこでな。我ながら最悪の時期を選んだもんだって感心するぜ」

　その前後のことは、思い出したくもない。

「で、何年か後に、エルミーラの友だちだってのがつなぎをつけてきた。それから、何度かそいつらの仕事を請うけ負ってやったよ」

「それが〈結社〉だったの？」

「ああ」

　ニフトールはうなずいた。彼女たちの正体を気にしたことはない。今だって〈結社〉について知っていることは双子と大差ないのだ。

「そうでなきゃ、もっと早くにいろいろ教えてたさ」

「うん。わかってる」

　エフェメラがこくりとうなずく。

「それじゃあ、帝国ではじめて会った時は？　あの時も〈結社〉に頼まれてたの？」

「ありゃ、偶ぐう然ぜんさ。他にもいろいろとしがらみがあったんでね、偶然じゃなかったのは船でのことだよ。エルミーラに頼まれたんだ。私の甥おいと姪めいを守ってちょうだいってな」

「え？　それって……どういうこと？」

「俺も、エルミーラに妹がいるなんて話は初めて聞いたからな。例によって〈結社〉の何かかって訊たずねたんだ。そうしたら、違うって言ったよ」

　十……七年ぶりだったろうか。再会すれば、もっと自分が動どう揺ようするかと思っていたのだが、意外と平静だった。彼女は少しも変わっていなかったなと、ニフトールは思った。それも当たり前なのだが。あの時は、ニフトールのほうも、二十前後の自分に戻っていた。

「噓うそだよ。だって、あたし、母さんにお姉さんがいるなんて聞いたことないもん」

　そもそも、母の家族について何も知らないのだ。両親、つまり双ふた子ごの祖父母にあたる人たちは、母が若い頃に死んでしまったと聞かされている。

「まあ、俺だって、そこんとこはよくわかんねぇんだよ」

　ニフトールも、この件についてははなはだ頼たよりない。

「ともかく、俺が頼たのまれたのはエフィちゃんたちを手助けしてくれってことだけさ。後はエルミーラのことを秘密にしてくれってことだけで」

　本当は、もうひとつある。

　双子に、プリシラの跡あとを追わせないこと、だ。けれど、それを口にするわけにはいかなかった。口にしたなら、約束が果たせなくなってしまう。

　だから、ニフトールに話せるのは、これだけだった。

　エフェメラにもそれは伝わったらしい。

「そうだったの……」

　もっと気楽な人生を送ってきたのだと、エフェメラはニフトールのことを考えていた。軽い気分で自分たちを手助けしてくれているのだろうと。自分に惚ほれてというのが本気だとは思っていなかったし。

　それなのに……。

　けれど、次に口をついて出た言葉はまるで別だった。

「じゃあ、そのエルミーラさんに訊きけば、いろんなことがわかるんだね？」

　伯母おば、と呼ぶ気にはさすがになれなかった。まるで見ず知らずの女性なのだ。

「そりゃ保証はできないが……帝国で別れた時にゃバドッカに戻もどるって言ってたな」

　ニフトールのほうは、複雑な気分だった。双子を彼女のもとに連れて行けば、エルミーラは怒おこるだろう。だが、怒られようがなんだろうが、エルミーラにもう一度会えるのだ。

　延々と言いそびれているあの言葉を、今度こそは口にできるかもしれない。

「だけど、このテロンで調べてからでも遅おそくないんじゃないか。……まあ、アンディをどうにかしてやんなきゃ、しょうがないけどな」

　ニフトールは、自分の勝手な妄もう想そうを追い払はらうと、まずするべきことを口にした。

　そうだ、やるべきことをしてからだと、エフェメラはうなずいた。

「ねぇ、ニフトール。あたし、ちょっと思いついたことがあるんだけど……」

　エフェメラは、話しかけようとして躊ちゆう躇ちよした。ついてきてくれた理由がわかった今、ニフトールに頼みごとをするのは、なんだか気き後おくれするのだ。

　言葉がとぎれたちょうどその時、叫さけびが彼らの耳に届いた。

「敵だ！　裏切者の四姉妹の手先どもだぞ！」

　見張り台から声があがった。同時に、たーん、たーんという音がする。炉ろと発明の神デルバイの信者たちが使う特とく殊しゆ武器、鉄てつ砲ぽうの射しや撃げき音だ。

　エフェメラは、あわてて遥はるか下をのぞきこんだ。黒い軍勢が押し寄せてくる。狭せまい谷を埋うめつくして、怪かい物ぶつたちがテロンに攻せめかかってきたのだ。

「おいおい、まだ昼だぜ？」

　闇の月の種族が動くのは夜。それが常識だ。だが、常識によりかかりすぎては、戦いくさに勝てない。人間相手なら夜の闇は有利、けれど相手がドワーフなら条件は同じだ。陽光のもとを苦手とする種族もいるが、青銅の姫の軍は、それを克こく服ふくさせているようだ。

「兄さんっ」

　エフェメラは、考えあぐねたりしなかった。すぐさまテロンの門をめがけて走りだす。戦いがはじまったのなら、打って出るまでだ。

　兄を助けてみせる。
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　最初の戦いは、激しくなる前に終わってしまった。

　テロンの堅けん固ごさを感じとった瞬しゆん間かんに、青銅の姫が退ひくように命じたのだ。

　自分の誤りを、これほど迅じん速そくに修正できるあたり、青銅の姫は決して将として凡ぼん庸ようではない。

　五ご方ほう陣じんの一人、フェリアのポル・ポレンは、彼女を名将だと思っていた。ボグズは少々見解が異なる。彼は、青銅の姫は名将になれるうつわだと思っていた。

　もう一人の五方陣、翼よく人じんレー・ケルネは、また違った考えを持っている。彼ら翼人にとっての名将とは、決して退たい却きやくなど命じないものだ。

　それとは別に、ポルたちとレーとでは戦せん況きようの把は握あくがまるで異なっていた。

　レーが率いた空中部隊は有利不利を感じる以前の段階だった。

　レーたちの主たる武器は呪じゆ文もんと弓であり、それではテロンの塔とうの強固な外がい壁へきには傷もつけられなかった。だが、テロンのほうも、弓と魔ま法ほう、それに散発的な銃じゆう撃げきでは、レーたちを墜おとすのは難しかったのである。

　多くの場合、ルナルにおける空中戦は、城しろ攻ぜめであれば直接城に乗りこむために、野戦であれば指揮官を狙ねらって行われる。少数精せい鋭えいにおける、一いち撃げき必殺の奇き襲しゆう戦だ。空から来る敵をふせぐのは、味方のミュルーンや翼人、風と空の呪じゆ文もんを使う者たちであった。

　テロンはドワーフの都市であり、そのような備えはない。だからこそ、空からの侵しん略りやくを徹てつ底ていして警けい戒かいし、遮しや蔽へいする構造になっていた。

　要するにお互たがい手て詰づまりで、戦いにならなかったのである。わずかに、ミュルーンが一羽わ舞まっていたが、数が違いすぎたせいかすぐに逃にげた。

　だが、地上の戦はそうはいかなかった。

　手詰まりになったのは、青銅側だけである。

　攻こう城じよう兵器が、青銅の姫側に不足していたのだ。

　今まで、彼女の軍はそんなものを必要としたことがなかった。城を攻めたことがないわけではない。スティニアの実権を握にぎるまでには、いくつかの戦いがあった。どれも小城であったが、スティニアの山城は堅固で知られている。しかも、ほとんどの場合、他国に知られぬため、迅速に陥おとさねばならなかった。

　けれど、彼女らの率いる怪物の群れは、その特殊な能力を活かして、堀ほりを渡わたり、城じよう壁へきをのりこえた。呪文を使って、直接城主のところに乗りこむこともできた。

　だが、テロンではわけが違った。

　対魔法用、対怪物用の防ぼう御ぎよも考こう慮りよして建造された城じよう塞さいなのだ。

　今まで勝利をおさめた変則的な攻こう撃げきが通用しないとなれば、正面からの攻こう略りやくしかない。

　青銅の姫は、まっとうな戦を行うため、軍を再編制しようと一いつ旦たん退いたのである。

　狂きよう乱らんしたオーガーたちなどは、しかし、その命令に従わなかった。彼女の卓たく越えつした指揮能力を以もつてしても、闇やみの月に従う者たちの破は壊かい本能を抑おさえるのは、容易なことではなかったのである。はげしい戦いになる前に終わったといっても、それは全体を見てのことだ。テロンへと上る階段前での争いはすさまじいものだった。黒い血と赤い血がまじりあって流れ、足をとられて滑すべり落ちた者は確実に死んだ。

　かくして、青銅の姫側の被ひ害がいは、かなりなものになった。

　計算外だったことが、もうひとつある。地中からの攻撃だ。テロンのドワーフは、魔法と技術を組み合わせ、迅速で大規模な地底移動を可能にしていた。あらかじめ、トンネルの用意もしていたのだろう。

　かなりの数の、闇の月の種族が殺された。

　けれど、青銅の姫の軍は、いささかも士気を衰おとろえさせていなかった。むしろ、流された血が怪物どもを興奮させていた。

　青銅の姫は、沸わき立つ闘とう志しを一度は封ふうじこめ、圧力を高めた。どこでどう爆ばく発はつさせるかを、彼女は考えている。

　最初の小こ競ぜり合いから退いた後、真夜中というより夜明けに近い時刻、青銅の姫は、五方陣たちと軍議を行っていた。といっても、いるのは二人だけ。ポルとボグズだ。

　そもそも、フエイアは参さん謀ぼうや幕ばく僚りようなど必要としていない。すべて彼女が考え、決定を下す。

　ドワーフたちが打って出てくることは考慮していない。戦力が違いすぎる。彼らが抗こうしえているのは、テロンの防ぼう壁へきがあるからこそだ。しかも、外からの応おう援えんはない。〈結社〉に属していた女たちは、まだ数多く生き残っているけれど、まとまった勢力ではないはずだった。

　だから持久戦を行えば必ず勝つのだが、そんな悠ゆう長ちようなことはしていられなかった。白金の姫ひめが立てた計画を実じつ施しするためには、一刻も早くテロンを制圧せねばならぬ。

　たとえ時間に余よ裕ゆうがあっても、持久戦などする青銅の姫ではないけれど。

　この軍議も、翌日の作戦を練るために行っているのではない。今日の戦いで摑つかんだ情報を、青銅の姫が聞くためのものである。

　ポル・ポレンは、部下からいちいち報告を受けるわけではない。自分で勝手に選んだ相手の心のうちから、青銅の姫に伝えるべきことを拾ってくるのだ。

　ポルこそが、青銅の姫の耳であり、そして目であった。

「双子の片方を見たってやつがいる」

　ポルが、フエイアに報告した。

「外に出てこようとしてたけど、ドワーフどもが引き戻したそうだ。あたしも、心の像で確かめた。あそこにいるのは間ま違ちがいないよ」

「こちらで捕とらえている二人。逃とう亡ぼうしようとしたそうじゃ」

　ボグズが、面おも白しろがっている口調で言った。彼も、ドムスのことを気に入っているらしい。

「ゲルーシャどもが見つけて、袋ふくろ叩だたきにしたそうな。少しくらいは手当てをしてやれと言っておいたが」

「その時にいっそのこと……」

　ポルは途と中ちゆうで言葉を濁にごした。いつもなら、遠えん慮りよなどしたことがない彼女である。

「なんか言いたそうだね、ポル母さん」

　青銅の姫は、ポル・ポレンを母と呼ぶ。ポルには、彼女を育てたという意識はない。ただ、生きのびる方法を教えたという自負はある。

「あいつらを、本当に仲間にするつもりなのかい？」

　ポルは率そつ直ちよくに言った。ごまかそうとすれば、フエイアは怒る。彼女の気き性しようは、誰だれよりもよく知っていた。心の声など聞く必要は感じたこともなかった。

　今日までは、だ。

「するよっ」

　突つき放したような言い方に、ポルはむっとして言い返した。

「そりゃ、危なすぎる」

　空中を飛んで、青銅の姫の眼前に近づく。

「やつらは〈結社〉の子なんだよ、わかってるのかい？　いつ裏切られるか……」

「双子はともかく、ドワーフのほうは〈結社〉の血はひいてない。それに、あいつらは何も知らない。〈結社〉に忠誠を誓ちかったわけじゃないし、これからもしないだろうさ。あたいには、一人でも優ゆう秀しゆうな部下が必要なんだ」

「だからじゃないか！」

　ポルは、青銅の姫の指先ほどしかない拳こぶしをふりあげた。

「お前が部下を必要とする理由の、そのために、あいつらを引きこむのは危険すぎる。鉄の姫に、どう利用されるかわからないよ！」

　四姉妹の結束は、絶対ではない。白金の姫を頂点として、第二の地位にいるのが鉄と青銅。けれど、どちらも考えている。第二の座につくものは二人もいらぬ、と。

　そのことは白金の姫も知っていよう。

　彼女たちが、第二の座で終わるつもりもないことも。

「サレイア姉のことなら、心配はいらないんだ」

　青銅の姫は、そう言った。鉄の姫が得意とするのは、闇やみからの策さく謀ぼう。双ふた子ごを部下にすることを、青銅の姫が〈結社〉に寝ね返がえる証しよう拠こだとでっちあげるくらい雑作もない。

「だけど、そんなこと心配してすくんでる場合じゃない。あたいが対たい抗こうしなきゃいけないのは、白金の姉さまさ。テロンを片付けて、帰った後でね」

　青銅の姫は、ポルとボグズに鋭するどい視線を走らせた。

「この叛はん乱らんをしくんだのは、サレイアだ」

　呼び捨てにした。

　ポルも、ボグズも、その衝しよう撃げき的てきな言葉に小ゆるぎもしなかった。

「気づいてないふりはしたけどね。わかってるんだよ。もちろん、姉さまも。たぶん、今ごろは……」

　サレイアを生かしておくか、それとも捨てるか。結論が出ているころだろう。犯人自身に、犯人探しをさせることで、白金の姫ユメリアは、鉄の姫の本心を見切ろうとしたのだ。ただ権力が欲しいのか、それとも〈結社〉に操あやつられているのか、あるいは……黄金の姫に忠誠を誓うものなのか。

「鉄の姫に決着がついたなら、次はあたいだろうね。媚こびれば許してくれる。でも、あたいにはできない。だから、急いで準備しなくちゃいけないのさ」

　白金の姫の計画が実行に移された後、自分はまだ必要とされるだろうか？　必要でなくなった者を、それだけではなく危険ですらある自分を、白金の姫が放置してくれるとは思えない。

「だから、今さら誤解がどうのなんて考えても仕方ないのさ」

　青銅の姫は、ポルの腰こしを一つかみにすると自分の肩かたにひょいと乗せた。ポルは、痛みに顔をしかめて文句を言おうとした。

「ここが重いとさ、安心するんだ」

　青銅の姫の呟つぶやき。

　ポル・ポレンは口を開かなかった。

「なるほど」

　ボグズがうなずいたのは、もちろん呟つぶやきに対してではない。その前の、青銅の姫の言葉に対してである。重じゆう厚こうなこのドワーフは、決して軽々しい発言を行わないのだ。

「それゆえに、白金の姫さまに増ぞう援えんを依い頼らいなされたか」

　すでに必要であると思われようもないなら、自らを無能に見せて敵を油断させる。敵の戦力を削さく減げんする。という、二つの理由からである。

「されば……」

　言いかけたところで、ボグズの動きが止まった。

「何か、近づいておりもうす」

　青銅の姫は、緊きん張ちようしない。それどころか、より楽な姿勢になった。心と筋肉を弛し緩かんさせておかねば、いざという時に素す早ばやく動けない。

「きゅるるる」

　奇き怪かいな声がした。天幕の外からだ。

　それを聞いて、青銅の姫の顔が歪ゆがんだ。露ろ骨こつな嫌けん悪お感かんがあらわれている。

「入ってくるがいい」

　それでも、こう言った。

　ふわり、と天幕の片かた隅すみが舞まいあがった。

　蝙蝠こうもりだ。なんの変へん哲てつもない……とはいかなかった。ふつうの倍ほども大きく、そして体色は漆しつ黒こくだった。まるで闇やみを切り抜ぬいたような色だ。

　青銅の姫の正面まで飛んできた蝙蝠は、その姿をおぼろにかすませた。細さい胞ぼうのひとつひとつがばらばらになったかのように、霧きりと化したのだ。

　霧は膨ふくれあがり、続いて濃こくなっていった。

　人ひと影かげがあらわれた。整った顔だちの男だ。三十代にさしかかったくらいの外見に見える。だが、ただよわせている雰ふん囲い気きが異様だった。

　死の匂においがする。

　胸に手をあてて、男は青銅の姫に向かって一礼した。

「ウォルグレイ・アーカム。白金の姫さまより使命を授さずかり、異形兵三十人を引き連れ、ただいま到とう着ちやくいたしました」

　その肌はだは死者よりも白く、そのくちびるは鮮せん血けつより赤い。くちびると同じ色をした眼光は、あらゆる生者を貫つらぬき、その背骨を凍こおらせる。

　ヴァンパイア。吸きゆう血けつ鬼き。それが、彼の正体だ。

　アンデッドの頂点に立ち、生命の精せい髄ずいをすすって存在し続けるもの。

「漆黒の王子」

　ポルが呼びかけた。このヴァンパイアの通つう称しようである。彼は、全身を黒い衣ころもに包んでいた。腰には黒くろ鞘さやの細剣レイピアをたずさえ、身をおおうマハノチ革がわのマントも黒く染められている。

「無礼だぞ。案内も乞こわず、こんなところから入ってくるなぞ！　いかに白金の姫さま第一の側近といえど、四姉妹よりは遥はるかに格下であると心得ないのか！」

　その青銅の姫の肩に座っているポル・ポレンである。まあ、これは特例とするべきだろうが。

「お許しありたい。我らヴァンパイアの習性なれば」

　漆黒の王子は、優ゆう雅がに一礼してのけた。

「気き障ざでお高くとまっているのも、ヴァンパイアの習性かい？」

　青銅の姫のとげだらけの言葉にも、漆黒の王子はまるで動じなかった。

「一言お伺うかがいしたきことがございます」

「いいよ」

　青銅の姫は、ぶっきらぼうだ。

「我らがまかりこすより以前に、なにゆえに軍を動かされましたので？」

「暴発だ。やつら、血に飢うえている。喉のどの渇かわいたお前みたいなものだな」

　増援を依頼したのは、今日、軍を動かす以前のことである。

「不服従を許すとは、姫さまらしくもございませぬな。まして、一度動いたにもかかわらず勝つ前に退たい却きやくされるとは」

「あんたたちが来たからには負けないよ。それにしても、よくこれだけの人数を送ってくれたね。これで、王城はからっぽだろう」

「はっ。そのとおりで。されど鉄の姫さまがいらっしゃれば、守りは万ばん全ぜんかと。かのお方の配下、宝石の異名を持つ者どもも集つどいますれば」

　青銅の姫と、漆黒の王子の視線が交こう錯さくする。

　そうか、と青銅の姫は思った。

　ユメリア姉はサレイアを始末することに決めたらしい。サレイアに、反逆できるものならやってみせろと誘さそっているのだ。自分のまわりをからっぽにして。

　ならば、おのれはどうするべきか。青銅の姫は考えた。白金の姫が敗れるとは思わなかった。鉄の姫に何人の部下がいようと、所しよ詮せん、彼らの力は白金の姫によって授けられたものにすぎない。急いで戻もどるか、じっくりと状じよう況きようを見るか？

「明日の夜、テロンを陥おとす」

　彼女は言った。

「できますか？」

　漆黒の王子の問いに、青銅の姫ひめはにこりともせずに答えた。

「できる。もうひとつの切札が登場するからね。テロンは、空と内からつぶす」

　漆黒の王子の、形のいい眉まゆがつりあがった。

「内からというと敵であるドワーフどもの中に内応する者がいるということで？　そういえば、空のかなめたるレー殿どのが見えぬようですが？」

「あいつは、切札を取りにいっているのさ」

　青銅の姫が浮うかべた笑いは、とてつもなく残ざん酷こくだった。




　軍議が行われているのとは、かなり離はなれた山頂。

　そこに、翼よく人じんレー・ケルネはいた。

　彼の前には、いくつもの死し骸がいが並べられている。どれも、今殺されたばかりのものだ。このようなこともあろうかと、進軍の途中で捕とらえてきた人間たちであった。

　レーは、十歳ほどの少女の体をとりあげた。

　まだぬくもりが残っている、手足の先がひくひくと痙けい攣れんしている体を、レーは右みぎ腕うでで頭上高くさしあげた。

　そして、だらりとたれさがった体の腹部を、腕うでにはめた武器で斬きり裂さいたのだ。

　腕から、ほぼ直角に突き出た鎌かまのような刃やいばだ。ジャイグと呼ばれるそれは、風の元素界に精通した者だけが所持を許される儀ぎ式しき武器であった。竜たつ巻まきとともに舞い、つむじ風のように斬り裂く武器である。

　まだぬくもりを残した体から噴ふき出る血を全身に浴びながら、レーは風の言葉を唱えた。

　険しい山々を吹ふき渡わたる風のような音、極地にて雪を運ぶ風の音、死をもたらす強風の音。風の元素界まで届く、魔ま法ほうの言葉だ。星せい辰しんの彼方かなたより来たりし〈異い貌ぼうの神〉より授かった言葉であった。

　彼は全身全ぜん霊れいをかけて、その叫さけびを届けようとしている。

　この儀式は、明日の夕方まで続くはずだった。

　レーの望みは、五王国すべてへの復ふく讐しゆうだ。白金の姫の計画は、それをかなえてくれるはずだった。レーは、計画を実現させるため、最強の元素獣じゆうを召しよう喚かんしようとしていた。

　それは、あのテロンの塔とうを砕くだいてくれるはずである。彼自身の命を代価として。

　彼が元素獣を使おうとしたのは、ただ、テロンが手ごわいからではない。そこに、同じ銀の月に仕える好敵手の存在を感じたからだ。もちろんだ。いなければおかしい。〈龍りゆう〉を封ふうじているのは〈異貌の神〉なのだ。その封ふう印いんを左右する場所に、大地の守護者たちがいないはずもなかった。風が、大地に遮さえぎられるか。それとも山を吹き飛ばすか。銀の月に仕える者にとって、誇ほこりと元素への忠誠を賭かけた、これは戦いであった。
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　エフェメラは、忙いそがしく走り回っていた。

　怪け我が人にんの手当てに使う清潔な布と水が、いくらあっても足りないのだ。

　戦いで傷ついた者たちは、大広間に集められていた。エフェメラは、そこで手伝いをしている。とうに夜半をすぎて、明け方も近い。けれど眠ねむっている暇ひまはなかった。エフェメラだけではなく、テロンに住む誰だれしもが。

『戦いはどうなってるんだろう。お兄ちゃん、まさか巻きこまれたりしてないよね』

　心配であっても、確かめるすべは何もない。

　エフェメラは、アンディを救うために、怪かい物ぶつの群れへ潜せん入にゆうしようとしたのだが、ニフトールが呼んできたドワーフたちに見つかってしまったのである。

　止めようとしたドワーフらをふりきったエフェメラだったが、そこに敵てき襲しゆうがあり、ドワーフの何人かが深い傷を負った。

　彼らを放置するわけにいかず、エフェメラは引き返すしかなかった。

　怪物を撃げき退たいして、怪我人を後方に運び、そのままファウンとサリカの信者たち──どちらの神しん殿でんも医術を教える──を手伝うことになった。

　とにかく忙しかった。魔法だけでは治ち療りようが追いつかないのだ。

　この広間には、巨きよ大だいな魔力石パワーストーンが置かれている。手足を失ったり、目をつぶされたりした重傷者を回復する高度な呪じゆ文もんのために使われていた。ふつうの切り傷などには、できるかぎり呪じゆ文もんを使わない手当てでないと、神官たちが疲ひ労ろうで倒たおれてしまう。

　戦士たちはみな、治ち癒ゆの霊薬エリクサをたずさえて出しゆつ撃げきしていったのだが、ほとんどの者はすぐにそれを飲み干して戻ってきた。

　傷ついて運びこまれてくるのは、男たちばかりである。ドワーフの女性は滅めつ多たに戦うことはない。ドワーフに言わせれば、戦いなどという低級な労働は男どもで充じゆう分ぶんなのだ。女は一族を守るためにも、多くの複雑な判断をこなさなければならない。だから、戦いくさに出る女性は珍めずらしい。ドワーフの社会では、母親が家系を守り導くのだ。だから、最年長の母である、あのレイバが、このテロンの長おさだ。人間でいう王に等しい権力を持っている。

　だからなのだろうか、と、戦士たちの呻うめき声を聞きながらエフェメラは思った。

　彼らは〈結社〉を知っている。そればかりか〈結社〉の理想に命をかけているのだと断言したのだ。テロンは〈結社〉に戦う力を与あたえるために存在してきた都市だという。

　一千年の支配力の、ここは結けつ晶しようなのだろうか。それとも、これほどの人たちが信じているなら、自分たちが思っていたほど、〈結社〉は邪じや悪あくな存在ではないのだろうか？

　そう考えれば、ますます四姉妹には強い怒いかりを抱いだかざるをえないエフェメラである。

　もっとも、四姉妹にも忠誠を誓ちかう部下は多い。エフェメラが知っているのは、ほとんど怪物である。けれど、もしも、スティニアを統すべる黄金の姫が、本当に四姉妹の一員だったなら、国民全すべてを悪党が騙だましきれるのだろうかと、そんな疑問もある。

　ともあれ、今は忙しく走り回るしかない状態である。ゆっくり考えている暇はない。はじめのうちは、隙すきがあれば抜ぬけだして、アンディを助けに行こうと考えていたのだが、目前に次々怪我人が運びこまれてくるとそれどころではなくなった。

　それに、彼女の考えていた計画もこれでは無理だ。自分たちが手当てを受けた時に、テロンには大きな魔力石が、かなりの数、保有されていることは確かめてあった。それを貸してもらって、幻げん覚かくの呪文でもぐりこもうと考えていたのである。

　魔力石は、一度、呪文を唱えるために使われると、回復するまでに時間がかかる。通常の術者より、はるかに巨大な力をためこむこともできるが、自然に存在する魔力を吸収する技術より、人間の回復力のほうが優すぐれているのだった。現状、魔力はすべて、守りの戦に使われており、借りうけるなど不可能だった。

　それにいまは、エフェメラもテロンの防ぼう御ぎよに加わるしかない。仲間たちを守るためだ。ラナークはまだ眠っている。ニフトールとタッタは、どこかで戦っている。

　だが、もしもこの城じよう塞さいの中に怪物どもが乱入してきたなら、たとえ自分一人になっても仕方ない。兄を探すことだけ考えよう。

　エフェメラは、何度となく、決意を胸のうちで繰くり返していた。

　誰の助けもなく、オーガーやゲルーシャに立ち向かうのは恐おそろしい。考えるだけで背筋が震ふるえる。けれど、自分がやらねば誰が兄を助けてくれるというのだ。

　戦せん況きようはどうなっているのだろう。

「おい、ちょっとこっちを押さえておくれ」

　年老いたファウン神官が、エフェメラに呼びかけた。

「はい……、っ！」

　さすがのエフェメラも、思わず顔をそむけるほど、ひどい傷だった。全身がずたずただ。

「ちぎれた片手と片足を呪じゆ文もんでつないでな、ほいでもって内臓も戻したんじゃが、もう少し縫ぬってやらんとな。敵にやられたならともかく、自分の失敗では死んでも死にきれまい」

　なんでも、炉ろと発明の神デルバイの信者で、彼らだけが使える爆ばく裂れつ弾だんというものが、投げられる前に破は裂れつしたのだそうだ。誰にでも使える《爆エクスプ裂ローシブ火・フアイ球アボール》か、プファイトの実というところらしい。

「よし、これでなんとかなるじゃろう。これを捨ててきてくれんかの？」

　老いたファウン神官は、膿うみと血で汚よごれた包帯で一いつ杯ぱいのバケツをさした。

「はい、行ってきます。すぐに戻りますから」

「急がんでもいい。顔色が悪いぞ、少し茶でも飲んでくるとええ」

　そういう老ドワーフも尋じん常じようでない顔色だ。

　エフェメラにそれを指し摘てきされると、老ドワーフは笑った。

「わしは、もとからこういう顔色じゃ。ファウンさまにお仕えしとるというのに鍛冶かじ仕事が好きでの。炉に焼けたんじゃ」

　言い争っても仕方ないので、エフェメラは言われたとおりゴミを運ぶことにした。すぐに戻って来ればすむことだ。できれば、戦況を確かめてくることにしよう。

　ぐっしょりと濡ぬれた包帯は、意外と重たかった。

　エフェメラは大広間を出ると、よろよろと廊ろう下かを歩いた。テロンの底には、巨大な炉があるという。魔法と地熱を利用しているのだと聞いていた。捨てられたゴミは、すべてそこで燃やされるそうだ。

「おお、エフィ。がんばってるやないか」

　バケツの中味を、壁かべにもうけられたゴミ捨て口へぶちまけた時に、甲かん高だかいだみ声が聞こえてきた。もう聞き慣れたはずなのに、とても懐なつかしい。エフェメラは、あわててふりむいた。手がすべって、バケツまで炉に通じる管へ放ほうりこんでしまったが、気づきもしない。

「タッタくん、どうしてたのよぉ」

　エフェメラは、自分が出した、今にも泣きだしそうな声に驚おどろいた。

　心細いうちは、人間は泣かない。安心した時、気がゆるんだ時でないと泣けないのだ。

　エフェメラは駆かけよって、タッタの頭をかかえこんだ。

「こ、こら、やめんか。仕事さぼったらあかんやろ」

　緑のミュルーンは、じたばたと暴れ回る。その勢いが、いつもほど激しくないことに、エフェメラは気がついた。

「足……まだ治ってないの？」

　体を離して、エフェメラは言った。タッタは、まだ槍やりに頼たよっている。

「治ったで。また怪我しただけや」

　言われてみれば、ひきずっている足が左右入れ替かわっている。

「タッタくんも、戦ってたのね」

　負傷だけではない。槍の穂ほ先さきが折れていた。木で作られた柄えではなく、鉄の穂先が。

「まあな。ここには、空を飛べるやつがあんまりいてへんさかい、頼られてしもた。それにしても、あの翼よく人じん野や郎ろう。やってくれおったわ」

　翼人という生き物を、エフェメラはまだ見たことがなかった。タッタを心配すると同時に、かすかに好こう奇き心しんがうずく。つくづくシャストアの神官というのは因果なものだ。

「その足、そいつにやられたの？」

「足みたいなもん、勝手に治りよるわい。せっかく出来のええ槍をもろたのに、一いつ瞬しゆんで壊こわされてしもたがな。高いねんで、これぇ」

　タッタは嘆なげいているが、金を払はらったわけではもちろんない。戦いに出る時に、ここのドワーフたちから無料で譲ゆずり受けたのである。

「なにを笑わろうてんねん、エフィ。重大事やで、ホンマ」

「ううん。なんでもないんだよ。ちょっと安心しちゃったの」

　タッタくんは、あたしたちに何も隠かくしてないよね。エフェメラは、そう思ったのだ。

「そういえば、戦いはどうなってるの？」

　とにかく、目前の仕事を片付けるのが精せい一いつ杯ぱいで、とても状じよう況きようを把は握あくしていられなかったエフェメラなのだ。

「今ごろ、何言うてんねん。とっくに連中はひきあげよったがな」

　だから、タッタの言葉に、エフェメラは少なからず驚いた。そうか、それなら策もなしに飛びださなくてもよくなったわけだ。

「まあ、ドワーフのおっさんらが自じ慢まんするだけのことはあるで。この城塞は確かにすごいわ。ここで勝ったからゆうて、変な自信つけて野外に打ってでたりせんかぎりは、食料が続く限り持ちこたえられるんと違ちがうか」

「食べ物なら、たっぷり半年分くらいは蓄たくわえてあるって話だったけど。……でも城が陥おちないからって、それでいいってわけにはいかないね、あたしたちは」

　エフェメラは、ほっとすると同時に、激しいあせりがわいてきた。

「そういえば、タッタくん。空からわかんなかった？　お兄ちゃんがどこにいるか……」

　エフェメラの言葉は、尻しりすぼみに小さくなった。

「無む茶ちや言うなや、エフィ。外はとっくに真っ暗になっとんねんぞ。地べたにおるもンの見分けなんぞつくかいな」

「それで、よく戦えたわね、タッタくん」

　ミュルーンは、夜目がまったく利きかないのである。

「魔ま法ほうの《光条ライト・ジエツト》で照らしてくれよったからな。下ではぼんぼん破裂してる火もあったし」

　デルバイ信者の爆裂弾のことだろう。

「そいでも、せめて昼間やったら、この槍やりも折られんですんだんやけどな。それに、地べたのほうも、もうちょっと手伝えたかもな」

　それがどういう意味なのか、エフェメラが尋たずねようとした時に、別の声がかけられた。

「ああ、エフェメラさん。そこにおったか」

　バーゴ老人である。テロンに入る時に出会った番人のひとりで、エフェメラを見張り台に案内してくれた人物だ。優やさしげな顔の、朴ぼく訥とつそうなドワーフである。

「レイバさまが、あんたに来て欲しいとおっしゃってるんじゃがな。よろしいかね」

「えっと、うん」

　エフェメラは、生返事をしながらタッタにちらりと視線を投げた。バーゴ老人は、その意味を察してうなずいた。

「一いつ緒しよでええんじゃないかね？　あの赤い月の男も一緒におったでな」

「ニフトールが、長老さんと？」

　エフェメラは、一呼吸のうちにたくさんの想像をめぐらせた。ニフトールは何も言わなかったけれど、もしかして〈結社〉の……ううん、口にしなかったのは、あれ以上言うべきことがなかったからに違いない。そうだよね、ニフトール。

「考えててもしょうがないやろ。行くなら行こうや」

　タッタがいらいらした調子で言う。これでも、彼はミュルーンとしては気の長いほうだ。

「そうだね」

　あの長老には、訊たずねたいことがたくさんあったのだ。兄を助けるためには手助けが欲しいし、向こうが呼んでいるならちょうどいいだろう。

「それはそれとしておじさん、あたしも赤い月の神を崇あがめているんだけど」

「やあ、これはすまん」

　バーゴに悪意がないことはエフェメラにもわかっている。しかし、ドワーフたちは全員が青い月を崇あがめているから、どうしても赤い月の信者には、隔かく意いのある口調になるのだろう。

「さあ、こっちじゃ。ついてきなされ。ここは慣れた者でも迷うことがあるでな」

　エフェメラは、バーゴに案内されるまま、テロンの奥へと進んでいった。テロンの内部は、古い木と石でできた部分と、さらに古い失われた時代の魔法の産物と、そして最新の技術による金属部分がつぎはぎされている。苔こけでも生えそうな岩組みの壁に、ほのかに輝かがやくつるりとした材質の床ゆかが組み合わされていたりするのだ。

　やがて老人は、いくつもの廊下が集まっている円形の部屋──というより踊おどり場──にエフェメラを案内した。

　老人が壁の一部に触ふれると、床の一部がぽっかりと丸い口を開いた。

「この縦穴をおりるんじゃよ」

「ふえっ？」

　のぞきこんでエフェメラはぎょっとした。階段も梯子はしごも何もない。穴は、まっすぐに地底深くへとつながっていた。

「なに、魔法がかかっとるでな。ふわりと下におりられるわい。途と中ちゆうで横に出ればよろしい」

　エフェメラは、こわごわとのぞきこんでみた。

　確かに、壁のところどころに光がさしこんでいる。下の階への出口なのだろう。

　しかし、底は真っ暗で何も見えない。

　いや。あれはなんだろう。かすかに光っているものがある。輝きとは呼びたくない。それは、エフェメラが見たことのない光だった。ちらちらと蠢うごめいている。あれは何色だろう……銀？

　エフェメラは、その光を見つめているうちに自分の頭の芯しんがぼうっとしてくるのを感じていた。それなのに目が離はなせない。

「おい、そこで何をしとるんじゃ」

　声をかけられて、エフェメラは、はっと首をひっこめた。気がつくと、危険なくらい身を乗り出していた。

　振ふり返ると、いかめしい顔をした老ドワーフが立っていた。バーゴと一緒に階段の番をしていた、もう一人のドワーフだ。

「何をしとるって、見てのとおりじゃ。レイバ……さまが、この娘むすめさんを〈語りあいの間〉へ案内してくれと言うんでな。こいつがいちばん近道じゃろ？」

「ふぬんっ」

　いかめしい顔の老ドワーフは、思いきり鼻を鳴らした。

「なにも、あんたほどのもんがそんな使い走りをすることはなかろう。仮にも、守りの長おさの片割れが」

「若いもんは、疲つかれきっとるのじゃよ、戦いくさでな」

　バーゴ老人の声が、沈しずんでいる。いかめしい顔のドワーフは、その表情をますます厳しいものにした。

「あんたも疲れすぎとるんじゃないか？　そこは、こないだから使われとらんわい。あいつの力を少しでも遮しや断だんしとったほうがええっちゅうことになったじゃろうが。飛びこんだら地底で餌えさにされるわい」

「ほっ、そうじゃったか？」

　バーゴは、小首をかしげた。愛あい敬きようのある仕草で、エフェメラは思わず微笑ほほえんでしまった。一歩間ま違ちがえば大変なことになるはずだったのだが、責めようとは思わない。

『落ちてたって、タッタくんがなんとかしてくれたでしょ』

　それにしても、門の番人だと思っていたら、守りの長だとは。

「おじさん、そんなに偉えらい人だったの？」

　エフェメラは、バーゴ老人に話しかけた。彼女は、その時、穴の底に何がいるのか確かめることを忘れてしまった。




　　　　２




　部屋に入った瞬しゆん間かん、エフェメラは、大きく目を見開いた。

　案内された〈語りあいの間〉が予想以上に大きくて驚いたこともあり、出で迎むかえたレイバの厳しい表情に不安になったこともある。そして、壁かべに飾かざられた幾き何か学がく模様が、頭をくらくらさせるような奇き怪かいさだったからでもあった。

　けれど、決定的だったのは、中央の大円えん卓たくについている不思議な生き物たちだ。

「なに、この子たち？」

　エフェメラの声には、好奇心があふれている。嫌けん悪おや恐きよう怖ふはない。

「なんで、こいつらみたいなんを『この子たち』とか呼べるねん」

　タッタがつっこんだ。いつもならかけあいを始めるニフトールは、エフェメラよりさらに目を丸くしている。

　そもそも生き物だというのがわかりづらい見かけだ。動かなければ、円えん錐すい形けいの岩にすぎない。三体いる。一体は磨みがきあげられた大理石のようにつるりとした表面を持っているが、あとの二体は、ごつごつした岩だ。片方は赤茶けており、もう片方には縞しまがある。

　底面から、甲こう殻かく類に似た十本あまりの脚あしが突つき出ていた。脚の間から、数本の鞭むちのような触しよく手しゆがのぞいている。触手の先せん端たんは鋏はさみや刺とげ、繊せん毛もうなどに分かれている。岩をかぶっているのか、それとも自前の甲こう羅らなのかはよくわからなかった。

「この方々は〈多足のもの〉じゃよ」

　レイバは、エフェメラの反応をじっと観察していた。エフェメラも、それは気づいていたのだが、正直な気持ちが抑おさえられない。

「ああ、聞いたことある。とっても賢かしこいんだよね」

　見た目は奇怪だが、彼らは高い知性を持つ生き物なのだ。銀の月に仕える種族のうち、大地の元素に属する者たちである。

　やはり甲殻類のような黒い目が、エフェメラをじっと観察している。

「嬢じようやは、彼らを見るのははじめてかの？」

「うん、はじめて見た。あたしは、エフェメラ・クルツっていうの。これから、よろしくね」

　後半は異形の種族に対する挨あい拶さつだが、エフェメラの口調は、街角で友人の友人を紹しよう介かいされた時と変わらなかった。

　地の元素に依い存そんし、地底深くを生息地としている〈多足のもの〉が、地表に住む人間たちの前に姿をあらわすことは滅めつ多たにない。稀まれに最深の坑こう道どうが、〈多足のもの〉の居住地でも浅いところにあるものとぶつかった話が聞かれる程度か。人間に雇やとわれることもある翼人や、領土をめぐってたびたび争いになる爬は虫ちゆう人じんと違い、交こう渉しようを持つことすら難しい謎なぞめいた種族なのだ。

「へぇぇ。すっごいなぁ。面おも白しろいねぇ、きれいだねぇ」

　エフェメラは目をきらきらとさせながら、〈多足のもの〉に近づいた。

「ちょっと待てや、エフィ。わけのわからん相手や。用心せんと……」

　タッタの言葉は耳に入っていない。大理石の殻からをもった〈多足のもの〉の、つるりとした表面をエフェメラは無ぶ遠えん慮りよに撫なでた。エフェメラのくちびるに、感動の微笑みが浮うかぶ。タッタも、もはや見守るしかない。

「なんちゅう気楽な娘や」

　タッタは、天をあおいで嘆たん息そくした。

「ニフトール、なんか言うことないのんか」

　タッタの言葉に、タマットの盗とう賊ぞくは黙だまって肩かたをすくめた。

「お前ね、考えてもみな？　エフィちゃんがだよ、珍めずらしいもんを見物しようって時に、俺の忠告を聞いてくれたことあったっけ？」

「ないなあ。おっさんどころか、アンディが言おうが誰だれが言おうがあかんわなあ」

　そのやりとりが、ようやくエフェメラの耳に入った。

　あ、よかった、とエフェメラは思った。こうなると計算してやったわけではないけど、どうやら二人とも、いつもの調子に戻もどってくれたみたいだ。〈多足のもの〉に内心で感謝する。そしてまた、異形の種族に夢中になった。
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「こっちの人は、ごつごつしてるね。でも、ところどころにはめこんだ貴石、きちんと磨いてあるんだ。けっこうお洒落しやれだね」

　エフェメラが、心底から感動しているようすを見て、レイバが表情をほころばせた。

　ドワーフの長老は、円卓の表面を不思議な拍ひよう子しで叩たたいた。それは、エフェメラが今まで聞いたどんな音楽とも違ちがっている。

　すると、〈多足のもの〉もまた、そのたくさんの脚で床を踏ふみならした。すとと、ととん、すっとん、というような調子だ。

　レイバが、にっこりと笑って、その音を通訳した。

「褒ほめてもらってありがたいそうじゃ。まあ、いかに種族ごとに価値観が違うというても、きれいと言われて怒おこる〈源人の子ら〉はおらんわな」

　ふつうの人間なら、怯おびえるか攻こう撃げき的てきになるかだ。いきなり、こんな風に扱あつかわれたのは〈多足のもの〉にとっても意外だったろう。不快そうではないのが幸いだ。

「どうやって会話したの？　呪じゆ文もん？」

　エフェメラが勢いこんで訊きく。自分も話したいのだ。

「この音じゃよ」

　そう言ってレイバは円卓をもう一度叩いてみせた。

「彼ら〈多足のもの〉は、脚を踏み鳴らして会話するのじゃ。大地の言葉というてな」

　エフェメラは、目を大きく見開いてレイバの言葉を聞いている。

「ねぇ、そのうちあなたたちの街に招待してね。珍しいものがいろいろあるんでしょうね」

　エフェメラは、憧あこがれをにじませた声で言いながら、〈多足のもの〉の触手に指をからませた。それをゆっくりと離した後、エフェメラは真しん剣けんな顔つきになった。

「どうして、この人たちがここにいるの？　いったいテロンって、どういう街なわけ？　この人たちも〈結社〉の味方なの？」

　矢や継つぎ早に質問する。レイバは、それにあっさりと答えた。

「簡単なことじゃ。この方々の住む街が、このテロンの遥はるか下方にあるんじゃよ。わしらは、彼らと協力して栄さかえてきたのじゃ」

「なるほど。テロンの武具がとっても優すぐれてるって秘密はそんなとこにあったのね？」

　そもそもエフェメラたちがここを目指したのは、青銅の姫ひめが残した武具がテロン製だったからだ。他ほかにはない高品質の武器や、魔ま法ほうの道具を作り出す工こう匠しよう都市として、この都市の名は五王国に響ひびき渡わたっている。

「まあ、そういうことじゃな」

　レイバは、あいまいにうなずいた。〈多足のもの〉は、人間やドワーフを遥かに超こえる機械技術を持っているという。生き物そっくりに動く機械を作りだすことさえできるそうだ。もちろん、魔法も、地上と全く異なる発達をとげている。くわえて地底を自在に動き回れるのだから、優ゆう秀しゆうな鉱脈を探すのだって、思いのままだろう。

　だが、テロンは、めったな者を相手に商売をしない。客を選ぶのだ。だから、ここで四姉妹の手がかりを摑つかめるだろうと思っていたのだが、それもテロン全体が〈結社〉に仕える都市とわかれば、すぐさま解消する疑問であった。ここは〈結社〉に優秀な武器を提供するためにでき上がった街なのだろう。

「ところで、お婆ばあさん」

「やれ嬉うれしいことじゃ。わしを祖母と呼んでくれるとは。嬢やも、〈結社〉に連なってくれる覚かく悟ごができたとみえる」

「これは、お年寄りに対する一いつ般ぱん的てきな呼びかけですっ」

　エフェメラは、むきになって言い返した。

「婆ちゃんさあ、いい加減にしてやってくれよ」

　ニフトールが割って入った。

「それより、アンディをどうやって助けるかって話をしようや」

　エフェメラが真剣な表情を取り戻した。瞳ひとみの輝かがやきの質が変わる。生き生きとした好こう奇き心しんにあふれたそれから、必死の決意のあらわれに。

「どういうこと？　兄さんを助けるって……。この人たちもまじえて、テロンをどう守るかっていう話じゃなかったの」

「そんなことなら、エフィちゃんは呼ばれないだろ？」

「城じよう塞さいでの戦いに邪じや魔まだから、今のうちにどっかへ逃にげろって言われるのかと思ってたのよ」

　けれど、そうではなかった。

　アンディが助けられるのなら、自分はなんでもしよう。けれど、救った兄が〈結社〉に操あやつられるようなことは避さけねばならない。赤い月は解放の月。おのれの道を選ぶ自由さを、兄から奪うばう手助けはしたくない。

「お前の兄アンディは、生き残った数少ない〈結社〉の子じゃ。その子を見捨てては、わしらが四姉妹との戦いを決意した意味がない。わしを救い出してくれたディオドラたちにも、面めん目ぼくが立たぬでな」

　エフェメラは、レイバの言葉の意味を問い返しはしなかった。

「わかってる。〈結社〉にとっては、流れを継つぐ子なんでしょう、兄さんは。宿命を持たないあたしと違って」

　レイバの顔に、ほんのわずか驚おどろきの表情が浮かぶ。それはすぐさまとりつくろわれたが、エフェメラは見み逃のがさなかった。

「おぬし……、それを誰に聞いた？」

「決まってるじゃない」

　笑いを浮かべたエフェメラは、そこでとまどった。思い出せないのだ。

「あれ……誰に聞いたんだっけ」

　聞いたのは確かなのだが……いつ、誰にだったろう。そのことを思いだそうとしても、記き憶おくは空白になっている。ただ、不思議と安心感が湧わいてくる。

「まあ、そのことはいいじゃない」

　エフェメラには、どうでもいいことかもしれないが、レイバにとってはそうでもなさそうだ。だが、追つい及きゆうしたところで無む駄だだと見て取ったらしく、彼女は何も言わなかった。

「わかった。嬢や、わしらはアンディを救うために打ってでることにしたでな。ついては、少々危険じゃが、嬢やにも来てもらいたいのじゃ」

　エフェメラは、もちろん喜んでと答えそうになった。けれど、その瞬間に浮かんだのは、さっき看病していた、全身がばらばらになりかけたドワーフの姿だった。

「ちょっと待って。それは無む茶ちやだよ。この街が持ち堪こたえてるのって、たてこもってるからじゃないの？　下手へたに打ってでたりしたら、とんでもないことになるんじゃないの？」

「ほほう。あなたのような娘むすめさんに、そのような戦術眼まであるとは思わなんだ」

　レイバではなく、バーゴが言う。本気で感心しているのか、それともからかわれているのだろうか。エフェメラは、判断に迷った。

「えっと、おじさんたちの誇ほこりを傷つけたんならごめんなさい」

　とりあえず謝る。一いつ瞬しゆん、タッタに学んだという答えもあったが、責任を押しつけるように思えて止やめたのだ。

「でも、あたしたちのために無茶をするのはやめて欲しいの」

　エフェメラは、兄を助けたくないわけではない。でも、素す直なおに援えん助じよを受け入れることはできなかった。善悪不明な〈結社〉に恩を受けるのが嫌いやだということもある。だが、それだけではない。

　無責任に他人に甘えることが、エフェメラは苦手なのだ、こう見えて。

「ならば、兄を助けなくてもよいのか」

「……自分たちだけでなんとかできるなら、そうしたいと思うよ。でも、それは無理かもしれない。とにかく、どのくらいの人が傷つきそうなのか教えてちょうだい。それをきちんと知った上で、あたしは頭をさげる」

　生意気だよねと、自分でも思う。ドワーフたちの反感を買っちゃまずいと、理性は言っている。けれど、エフェメラにだって誇りはあるのだ。〈結社〉の手を借りて、兄を救ってもすっきりした気分にはなれないだろう。

「やれやれ、困った嬢やじゃの」

　レイバは、憮ぶ然ぜんとした顔でそう言った。

「だがな、こちらにはこちらの都合があるんじゃよ。だから、アンディ・クルツを助けないわけにはいかんのじゃ」

「そうですのぅ。四姉妹に逆ろうた以上は、わずかでも、あやつらの計画を狂くるわせる要素は投入せねばなりますまいな」

　バーゴが、口の中でもごもごと呟つぶやいた。

「わしらは、〈結社〉の理想を実現するために生きてきた。そのために死ぬのなら、恐おそれることはなにもない」

　もう一人の、いかめしい顔の老ドワーフが言った。

「それって変だよ！」

　エフェメラは、我知らず叫さけんでいた。

「おかしいことは何もないわい！」

　老ドワーフは怒ど鳴なりつけた。

「おのれがなんのために生きているか、わしらはよく知っている。そのために死ぬことすらできる。それは幸せなことではないか」

　そうだろうか？　エフェメラは違うと思った。けれど、老人たちを説得できる自信はない。言葉の神に仕えていながら、言葉を使いこなせない自分が情けなかった。

「とにかくっ、あたしたちができることを全部やってから、それから、おじさんたちに動いてもらえればいいからっ」

　正直なことを言えば、怖こわい。

　誰だれかが兄を目の前に連れてきてくれれば、そして四姉妹をやっつけてくれれば、そう思う。でも、自分でやらなければならないのだ。

　何を為なすかの決断を、成し遂とげねばならぬ行動そのものを、他の誰かに委ゆだねたら、テロンの人々に反論することが、まるっきりできなくなってしまう。

　自由であるためには、おのが荷を他人に負わせるわけにはいかぬのだ。

「嬢じようやがやるというてもじゃな。いったい、何をどうするつもりなのじゃ？」

　レイバが問いかける。

　エフェメラは、さきほどの考えを説明した。幻げん覚かくを使って入りこむのだ。一度は、うまくいきかけていたのである。心を読むフェリアが、たくさんいるとは思えない。そうそう出会うこともないだろう。

「あまりよい策とは言えんのう。戻もどる時には三人分の呪じゆ文もんを使わねばならんのじゃぞ？　しかも、匂においまでごまかせるようなものでなくてはな」

「大だい丈じよう夫ぶよ。使えるから」

　もちろん、その分疲ひ労ろうが激しい。脱だつ出しゆつの時も、ぎりぎりの状態だった。だから、今回は魔力石パワーストーンが必要なのだ。

「見つかって助け出すにも、それなりのわざが必要じゃろう。とすれば……」

　そんなことはわかっている。ニフトールとタッタには、一いつ緒しよに来てもらうしかないと思っていた。ニフトールの手を借りることが〈結社〉に手助けされるような気もしていた。でも、ニフトールが友だちなら、頼たのんで当たり前だとも思う。

「あれこれケチをつけるけど、何かいい方法でもあるの、お婆ちゃんには」

　レイバは、ゆっくりとうなずいた。

「さて、そこじゃ。そこで、その方たちが、かかわってくるのじゃよ」

　そう言われた時、エフェメラはようやく、自分がまだ〈多足のもの〉たちに腕うでをかけたままだったことに気がついた。
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　アンディは、ドムスと一緒に縛しばられたまま、じっと考えこんでいた。

　天幕の外では、日が傾かたむきはじめている。

　昨日のものとは別の、やたらだだっ広い天幕だ。

　一度、脱だつ走そうしかけたのだが、見つかって捕つかまり、さんざん殴なぐられた後、あらためてほうりこまれたのがここである。先ほどまでは、この広い天幕にはオークたちも、ひとまとめにつめこまれていたのだ。

　けれど、いまはもうがらんとしている。オークたちは、戦いくさの準備に駆かり出されていった。だが、いまだに彼らの残した悪あく臭しゆうで鼻が曲がりそうである。

　アンディと背中あわせになっているドムスが、身じろぎをした。

「目が覚めたかい、ドムス？」

「っはよ、ってには、ちょいと遅おそいか。アンディ、まだちゃんと生きてるな？」

「死んでるのに話してるようじゃ、ファウンの神官に退治されちゃうよ。ドムスこそ、大丈夫なのかい？　怪け我がは？」

「……そんなのはどうでもいい。鍛きたえた筋肉は鎧よろいと同じって言うんだ、ジェスタ神しん殿でんじゃ。しかし……腹が減った」お互たがいのようすを見ることができない。アンディは、殴られたところがまだずきずきと痛んでいた。ドムスのほうも、同じに違ちがいない。二人とも、丸一昼夜、何も口にしていなかった。

「仲間になれって誘さそうなら、飯くらいくれてもいいだろうに」

　ドムスはぼやいた。青銅の姫ひめは、脱走に失敗して捕まった後に、また彼らのところにやってきている。夜明けの少し前だった。

『まだ決心はつかないのかい』

　彼女は、脱走の試みは、なんの意思表示でもなかったかのように、そう言った。もちろん、部下になるかどうかという、その決断である。

『決心をつけさせてくれるはずの、テロンにある証しよう拠こというのはどうなったんだ？』

　アンディは、我ながらせこい嫌いやみだと思いながら、そう返した。

『ドワーフは、しぶといからね』

　青銅の姫は、まったく動どう揺ようしていない。テロンを陥おとす自信があるからだ。

『あいつらは、いつもそうさ。頑がん固こでしぶとい。けど、あたいには勝てないんだ。自分たちがいちばんだって思いこみを、ぶっつぶしてやるさ』

　ドワーフについて語る時、青銅の姫の感情は激しく上下するようだった。それに深入りしようとは、アンディは思わない。誰にもそれぞれの事情がある。戦いには、邪魔になるだろう。今、これ以上四姉妹に感情移入はしたくなかった。

『今夜、もう一度だけ尋たずねてやるよ。双ふた子ごの妹と一緒にね。断れば、まとめて殺す』

　丸一日かけずに、テロンを陥とすと、青銅の姫は告げたわけである。

　青銅の姫が去った後、ドムスは、強ごう引いんに眠ねむりについた。体力を回復させなければ、脱出もできないという理由だ。おまけに起きていれば、それだけ腹が減る。ドムスに迷いはない。青銅の姫は戦う相手であり、決して屈くつ服ぷくしない。たとえ殺されることになっても、彼はまっすぐに頭をあげていることだろう。

　けれど、アンディは眠れなかった。考えることが多すぎたのだ。

　また新しく知ったことがある。闇やみの月の種族と結けつ託たくしている四姉妹を認めることはできない。〈結社〉が、さまざまな悪行を重ねてきたという言い分は信じてもいい。ならば〈結社〉とも戦うまでだ。

　けれど、テロンが〈結社〉に所属しているのだとしても、そこに住むドワーフすべてが悪人ではないはずだ。だから今は、テロンを救わねばならない。

　彼の理性は、青い月の導きはそう告げている。それなのに、胸の奥底でうずくものがあった。なんだろう、この苦い感情は。四姉妹と戦うことは、結果的に〈結社〉の思うがままになることではないのか。

　そんなことは、今、考えてもしかたないことだとわかっているのに、迷いが断たち切れない。

　父を殺したのが〈結社〉なら、それに連なる者たちにも報むくいを受けさせればいいではないか。

　そう囁ささやくものが、自分のうちにいる。

　けれど、それならアンディ自身にも罰ばつがくだされねばならないのか？　そればかりか、母と妹までも？

　そう、母と妹のことも悩なやみのたねだった。青銅の姫の言葉からして、エフェメラがテロンにいることは間ま違ちがいない。もしや、捕とらえられているのではないだろうか。まさかとは思うが、〈結社〉の実験材料にされたり、とんでもない相手と……。

　くよくよ考え続けていたら、ドムスが目覚めたのだ。

「さて、そろそろ逃にげるか」

　と言って、ドムスは、力をこめて体を膨ふくれ上がらせた。その分、アンディの体にロープが喰くいこむ。昨日も、これをさんざんやったのだ。

「つぅ」

　細いが、鉄糸の入ったロープである。いくら筋肉を膨れ上がらせたとしても切れるものではない。念の入ったことに、今日は足あし枷かせまではめてあった。

「っと、すまん」

「気にしないで続けてくれ。もうすぐ、テロンが攻こう撃げきされるはずだ。なんとかしないと」

　アンディは、肉体の痛みをごまかすために、心を奮い立たせようとした。

「次は何を試ためしてみるかな」

　ドムスは、また工く夫ふうをはじめた。昨夜は、結局縄なわを歯で嚙かみ切ったのである。おかげで顎あごがまだ痛い。

　けれど、今度はそれもできない。首がタッタなみに長くなければ届かないからだ。

　かといって、少々もがいたぐらいで緩ゆるんでくれそうにはない。くわえて、足枷がある。

　外の見張りはいない。先刻までは、つめこまれていたオークが見張りのようなものだった。

　昨夜のように、天幕の裏をこっそり持ちあげて策もなしに忍しのび出る、などという真似まねは通用しないだろう。二人とも、忍びのわざの心得などなかったが、昨夜はぎりぎりまでうまくいった。大だい胆たんに動いたのが、逆によかったのだろう。だが、最後の最後でアンディが見つかってしまい、またもや捕らえられたのだった。アンディたちを見つけたホブゴブリンたちは、あのボグズが割って入ってくれなければ、彼らを殴り殺していたかもしれない。アンディは肩かたを脱だつ臼きゆうしていた。ボグズは、それを治ち療りようさえしてくれたのだ。

　逃げる策は思いつかないが、待っていても誰かが助けに来てくれるはずもない。エフェメラたちはテロンにたどりついてくれたようだが、あの都市のドワーフたちが彼女らをどう扱あつかったかは、アンディには知るよしもなかった。

　しかし、ここで朽くち果てるわけにはいかない。四姉妹の部下になるふりをするという手も考えたが、あのフェリアがいては通用しないだろう。

「テロンか。ゆうべは持ちこたえたみたいだけど、今日はどうなるかわからんよなぁ」

　ドムスがもがきながら言った。いましめが緩む気配はまるでない。だが、ドムスはいっこうにめげなかった。

「早くおいらたちが行ってやらんと、みんなが大変だ」

　青銅の姫が率いている怪かい物ぶつたちは一千近い軍勢だ。ドムスとアンディの二人がくわわったところで、戦せん況きようをくつがえせるとは常識的には考えられない。

　けれど、ドムスの自信に常識は通用しない。

「今度こそ、ボグズのおっさんに勝ってみせる。戦って、あれだけ燃える相手ははじめてだ」

　ドムスの言葉に、アンディは声をあげずに笑った。

「何を笑ってんだ。真ま面じ目めにやれよ、アンディ」

「……笑ってるのが、よくわかったね」

「肩が揺ゆれてるのが伝わってくんだ。お前が泣いてるはずないだろ。あ、それとも痛かったのか？　だったら、すまん。好き放題やってくれやがったからな」

　ドムスは、忿ふん懣まんやるかたないようすだった。

「このお返しは、必ずさせてもらうぞ」

「そういう言い方はやめないか、ドムス？　まるで悪党みたいだぞ」

　軽口に聞こえるが、アンディは真面目である。

『人間、ふだんの言動や口調に気をつけないとね。正義の味方みたいに喋しやべってれば、自然と正義の味方みたいにふるまえるものよ』

　というのが、母プリシラのしつけであった。おかげで小さい頃ころは、いろいろ大変だった。

　その母は、どうしているのだろう。どんな理由があって、どこに行ってしまったのか。故郷に戻った時は、いつもの放ほう浪ろう癖へきだと思っていたが、ほんとうに自分たちの出産が計画されたものなら、母の旅も疑わしいものになってくる。

　けれど、まずは目前の面めん倒どうを片付けねばならない。

「おっ、ちょっと緩んできたな」

　ドムスは、いつでもまっすぐだ。自分に疑いを抱いだくことなく、どんな障害も彼の前進を止めることはできそうにもない。

　アンディは、ドムスを見習おうと思った。悩んだところで、解決策は見み出いだせそうにない。自分が教えられた『法』を信じよう。そうして、いつか内と外の正義が一いつ致ちする時を待つのだ。

　今は、妹を助けることこそが正義だ。

　自分も動こう──と思った瞬しゆん間かん、傷いためた肩に激痛が走った。

「おう、すまん。しかし、縄なわ抜ぬけするのに関節を外すってのを聞いたことあるぞ、どうだ？」

「ぼくも聞いたことはある。ガヤン神殿で学ぶ投極術を修しゆ業ぎようすると、関節をはめたり外したりが自由になるらしいけど、ぼくは学んだことがなくて。でも、一度抜けると、癖くせになるそうだ。……あれにぶつければなんとかなるかもしれない」

　アンディは天幕を支える柱に目をつけた。関節を外して縄を抜けたとしても、その後が大変なのだが。

「本気か、アンディ？」

「ぜいたくを言ってられる状じよう況きようじゃないだろ」

　二人が、柱めがけて這はっていこうとした時だった。

「ぎゃきゅうっ」

　外から、叫さけび声が響ひびいてきたのだ。ホブゴブリンの断だん末まつ魔まか？　それだけではない。遠くから、ときの声のようなものも聞こえる。あれは……。

「なんだ？」

　だが、遠くの音など確かめている余よ裕ゆうはなかった。同時に、白い煙けむりがもうもうと流れこんできたからだ。

「毒か？　なんだ？」

　思わず身構えようとして、ドムスが地面に倒たおれこむ。

「おわたたた」

　アンディは押し潰つぶされそうになった。なんとか体をひねって逃のがれる。

　その瞬間に、天幕を貫つらぬいて、ぶすりと刃やいばが突つきだされた。長ちよう剣けんだ。それは、音を立てて天幕を斬きり裂さいた。ついた血ち糊のりをぬぐっているようにも見える。

「うぉい！　まだ生きてやがるのか？」

　ぬっと突きだされたのは、返り血で真っ赤に染まった顔だった。興奮した狼おおかみが牙きばを鳴らすように、犬歯をがちがちと嚙かみあわせている。

「アード、無事だったのか！」

「あたりめぇだ、てめぇ。俺さまをなめてるとこのまま置いてくぞ」

　そのほうがありがたいかもしれない、と一いつ瞬しゆん思わなくもないアンディである。

「アード、ここからどうやって逃げだすつもりなんだ？」

　煙に咳せきこみそうになりながら、アンディは訊たずねた。

「こいつだぁ」

　アードは、ふところからいくつかの球体を取りだした。プファイトの実のようだが、通常の黒ではなく赤色をしている。

「ちょっとした秘薬に漬つけこんだ特別製だ。投げると、破は裂れつすんじゃなくて煙が出る。連中の目をくらませて逃げるってわけよ」

　それをふところに戻もどすと、アードはアンディたちを縛しばっている縄を切りはじめた。

「いくつあるんだ」

「あと四つ。充じゆう分ぶんだよ、それだけありゃあ」

　いくらなんでも無む茶ちやだとは思うが、だからといってここにとどまることもできない。

「よっしゃ、早くしてくれ。煙を吸わないように息を止めればいいのか？」

　ドムスは、すでにやる気まんまんだ。深呼吸している。

「いや、そういうこっちゃねえ。俺が、こいつを使って連中をひきつける。だから、おめえらは別の方角に逃げな」

　アードの言葉に、アンディは驚おどろいた。彼がこんなことを言いだすとは。

「しかし……」

「逃げないぞ、おいらは。ボグズっておっさんと決着をつけるまで」

　ドムスは、自由になった手をぶるぶると振ふっている。アードは、一瞬、考えこんだ。

「……わかった。てめぇは、俺と来い。俺がアンディのふりをすりゃあ、ちょうどいいだろう」

「待ってくれ、それなら……」

「こいつはいいんだが。けど、てめえに死なれると、困る人がいるんでな。ちゃんと逃げ延びてくれなきゃ困るんだよ」

「どういう意味だ、アード。それはいったい？　もしかして、きみも〈結社〉の……？」

「馬ば鹿か野や郎ろうっ！」

　言うなり、アードは剣けんをふりおろした。がつんっ！

「誰だれが、あんな婆ばあさんどもの言うことなんざ聞くかよっ」

　刃は足枷に喰くいこんだが、壊こわれるにはほど遠い。

「いいか、俺の御ご主人さまはなっ」

　もう一度剣をふりあげて、そこで動作と言葉が両方止まった。

「……ここを逃げたら、バドッカに行け。てめえら双ふた子ごは、あの方の手助けをするんだ、どうせあれだ、おめえらも〈結社〉と四姉妹をぶっつぶしてぇだろ？」

　アードが敬意をこめてあの方と呼ぶ相手。いったい何者だろう？　〈結社〉と四姉妹の戦いに、さらに第三者がくわわっているのだろうか？

　外からがやがやという騒さわぎが聞こえてきた。

「ちっ、死体が見つかったか」

　そのわりには、まだ誰もここに入りこんでこない。

「煙なんか出すから、かえって目だったんじゃないか？」

「うるせぇってんだよっ」

　アードが、ドムスの頭をこづいた。ドワーフの少年が、むっとして顔をあげる。

　その時、エフェメラがひょいとあらわれた。

「え？　なんだ？」

　地面から、黒くろ髪かみの少女の頭が突きだしている。彼女の首から下は、まだ地面の中だ。

　三人とも、何が起きているのか理解できなかった。

「兄さん、ドムス、無事だったんだね！」

　エフェメラは、ぐいっと顔をこすった。目め尻じりの光るものが消える。片方の手には、筒つつのようなものが握にぎられていた。地中から上を見るための、のぞき眼鏡めがねだ。

「アード、何やってんのよ、とっとと兄さんたちを解放しなさいよ」

「うるせぇ！　今、やってるとこだよ！」

　アードは、怒ど鳴なり返すと同時に、足枷に剣をふりおろした。頑がん丈じようである。壊れない。

「しょうがないやつらだねぇ、どうも」

　エフェメラの横に、ひょっこりとニフトールの首があらわれた。
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　エフェメラは、しっかりしろと自分に言い聞かせた。青あお痣あざに切り傷と、アンディは悲ひ惨さんなようすだが、最悪の想像よりましではないか。もう何年か前に、故郷のターデンで邪術師ソーサラーとやりあって捕つかまえられた時に受けた拷ごう問もんよりも、ずいぶんましだ。あの時は、あやうく片手をなくすところだった。

　エフェメラは、教えられた合言葉を口にした。魔ま法ほうの効果がゆっくりと切れて、自然と地上に押し出される。

　いくら呪じゆ文もんがきちんと働いているとわかっていても、地中に埋うもれているのは気分のいいものではない。アンディを探して、ずいぶん長いこと地中を泳ぎ回ったのだ。久しぶりに大地を踏ふみ締しめると、ほっと息がもれた。ニフトールも同じらしい。とんとんと地面を蹴けっている。

「おい、早くしてくれよ、おっさん」

「おまえね、ドムス。こういう時くらい、お兄さんとか呼べんか」

　そう言いながら、ニフトールは、針金一本であっさりと足あし枷かせをはずしてのけた。

「テロンのドワーフさんたちが陽動をしてくれてるの」

　エフェメラは、兄に小さな薬ビンをさしだしながら言った。治ち癒ゆの霊薬エリクサだ。魔法の薬品のうちでは、比ひ較かく的てき簡単に作れるものだが、貴重品であることには変わりない。特に戦場では。

「あたしたちが早く逃にげないと、犠ぎ牲せいが出ちゃうわ」

　エフェメラの脅おどかしに、アンディは顔を曇くもらせた。

　じつをいうと、陽動に出ている軍の主戦力は〈多足のもの〉たちがくりだした戦せん闘とう機械である。少なくともエフェメラはそう聞かされていた。けれど、そのことを説明している暇ひまはない。説明して、兄が余計なことを考えるのもいやだ。

　エフェメラは、アンディの表情をうかがった。兄の瞳ひとみの奥に、暗い輝かがやきがある。テロンの地底深くで見た何かに似ているような気がして、エフェメラはそっと体を震ふるわせた。

「これを借りてきたの」

　エフェメラは、腰こしにさげた小こ袋ぶくろから、銀でできた小さな品物を二つとりだした。指し甲こうとか指ゆび鞘さやとでも呼びたくなるしろものだ。表面には、ほんのりと輝く小さな石がいくつもはめられている。

　エフェメラは、右の人さし指に付け鉤かぎ爪づめとでもいったふうにはめこんでいた。

「指につけて。それから、これも飲んで」

　治癒のものとは別の霊薬をエフェメラはとりだした。ねっとりした緑色で、異様な臭においを放っている。

　それが何かを訊ねることもせず、アンディは受け取った。そして、くちびるにあてて……そこで動きは止まった。

「エフィ、これは、みんなの分あるのか？」

　アンディの質問に、はっと手もとに視線を落とした。右手の中にある、指輪を数え直す。いくつあるかは知っていたけれど、そうせずにいられなかったのだ。

「二つしか持ってきてないわ。どうしよう」

　泣き出しそうな声になっているのが、自分でもわかった。ここにいるのは三人だ。

「いったい、なんなんだ、それ？」

　ドムスが、しごくもっともな質問をする。

「見て、わかんないか？」

　ニフトールが、自分もはめている指をみせびらかすような仕草をした。

「わかれば訊きかない」

　ドムスは大おお真ま面じ目めである。

「テロンで借りたの。魔法がかかってて、地面の中を泳げるようになるのよ。薬は、飲むと土の中でも息ができる。でも、急がないと効き目が切れちゃう」

　指鞘は〈多足のもの〉が作った魔法の品だ。もともと、触しよく手しゆの先せん端たんにはめるのでこういう形になっている。もちろん、ドワーフたちも大地を扱あつかう魔法の心得はある。しかし、大地の元素に仕える種族にはかなわない。魔法の持続する時間が圧あつ倒とう的てきに違ちがった。

　地中呼吸の霊薬は、ドワーフの霊薬師が作ったものだ。坑こう道どうなどで、事故が起きた時のために用意されていたものである。もともと、それほど数があったわけではない。ちなみに〈多足のもの〉たちは、体内に空気を溜ためこむことができ、必要な量も少ない。

「どうしよう……」

　まさか、誰かを残していくわけにはいかない。エフェメラは、爪つめを嚙かみながらどうするかを考えた。

「なんでぇ、二つあるんなら充分だ。こっちゃあ予定通りだぜ」

　アードが、にっと牙きばをむきだした。

「俺は、もともとおめぇらとは別に逃げるつもりだったんだからな。囮おとりになって目立たなくていいぶん楽になったってもんだ」

「ちょっと待ってくれ」

　ドムスが、片手をあげた。

「おいらは、ボグズってやつに、もういっぺん挑ちよう戦せんしたい。だから、ここに残る」

「何言ってるの、ドムスくん！　武器だってないのに、そんなの無理だよ」

　エフェメラは大声で叫さけんだ。

「どうして持ってきてくれなかったんだ？」

　ドムスは、だだをこねる子供のような調子で言った。

「なあに、五ご方ほう陣じんとケリをつけてぇなら、いくらでも機会はあるさ。とっとと行け」

「ちょっと、アード。そんな勝手なこと言わないで！」

「うるせえんだよ、お前は。いくら派手な陽動をかけてたって、そろそろ敵が来るぞ。早く行けってんだ！」

「あんたに命令される覚えはないわよ」

　エフェメラは、平手をふりあげた。その手をアードが空中でつかみ止める。エフェメラは、狼おおかみの氏族のエルファを睨にらみつけた。瞳が揺ゆれているのが、自分でもわかる。

　アードも、エフェメラの瞳をのぞきこんだ。

　なぜか静かな口調で、戦いと危機にだけ心をうずかせる男は言った。

「殴なぐられるのは、次に会う時にしてもらおうか。それまで、おめえも無事でいな」

　アードは、ぽんとエフェメラの頭に手を乗せる。払はらい除のけようとして、エフェメラの手が途と中ちゆうで止まった。

　彼女が次の言葉を口にする前に、アードは軽くエフェメラを突つき飛ばした。黒髪の少女は、よろけて兄の腕うでの中に倒たおれこむ。エルファの指に、ひとすじだけエフェメラの髪かみが残った。

「エフィ、行くぞ」

　アンディは、妹の肩かたを支えてやりながら言った。

「バドッカで、会おう」

　エフェメラは、その言葉に驚いた。どうして兄は、次に向かうべき場所を知っているのだろう。アードは、そっぽを向いて何かを呟つぶやいた。お人ひと好よしがどうこうと、エフェメラには聞こえた。

「わかったわよ。信じてあげるわ。乱暴者で下品で、おまけに嫌いや味みなやつだけど、やると言ったことはやってのけてきたもんね、あんた」

　くるっとアードに背を向けたエフェメラが、あらためてドムスとアンディに薬ビンを渡わたそうとした時だ。

「それは少々待ってもらおうか」

　ずしりとした声が、エフェメラたちの動きを止めた。

　天幕の入り口で、布が動いたことを、誰も認にん識しきしなかった。

　だのに、彼はそこに立っていた。

　太い腕、太い脚あし、そして厚い胸。〝鉄てつ拳けん〟ボグズ。五方陣の一人にして、東の守護。

「てめえ、いつのまに！」

　長ちよう剣けんをかまえたアードを制するように、ボグズは手にしていたものをほうりなげた。

　それは、ひとふりの斧おのだ。真新しい品であった。

「ドワーフどもが、妙みような機械や元素獣じゆうをけしかけてくるから、何かありそうだと思って来てみたが、やはりこういうことであったかよ。言っておくが、わしを倒しても無む駄だなことだぞ。まわりには、すでに配下の者どもを控ひかえさせておる」

「けっ、配下がどうだって、地底を追いかけてくることなんざできねぇだろ！」

　アードが、ボグズに切きつ尖さきを向ける。

「ひとりを残して逃げられるものなら、そうするがよい。そやつは確実に死ぬ。わしと、部下どもを相手にするのだからな」

　いったい、自分たちの会話はどの時点から聞かれていたのだろう。悔くやしさよりも、誰だれにも自分の存在を悟さとらせなかったボグズの絶技に対する驚おどろきが先に立つ。

「だが、おぬしらがここを去る道が残されていないでもない」

　エフェメラは、ボグズが何を言っているのか理解できなかった。

　ドムスが前に出て、斧を拾うまでは。

「すまん、先に行っててくれ」

　ボグズは、落ち着いた声で告げる。

「姫ひめさまが、おぬしらに御ご執しゆう心しんであらせられる。逃がすなと仰おおせだ。ところが、このわしはおぬしらを姫さまに近づけるべきではないと思っておる」

　ボグズがかまえを取った。昨日と同じ、〈龍りゆう〉のあぎとを思わせる姿勢だ。

「わしも悩なやんだ。おぬしらが姫さまの覇は業ぎようの助けになるのか、邪じや魔まになるのか。拳をまじえてみても、まだ見えてこぬものがある。おぬしらに、姫さまの理想が理解できるのか……」

「わけがわかんないなぁ。誰かのためだとか、ごちゃごちゃ理り屈くつつけんなよ。単純に自分が面おも白しろいから戦おうっていうんじゃないのか？」

　ドムスの言葉に、老いた戦士はにやりと笑った。

「くく、そういう気分。忘れておったわい。思いださせてくれて、礼を言うぞ、若者」

　そして、ボグズはこう言葉を続けた。

「わしが勝てば、姫さまの前にひざまずけ、若者。わしが負ければ、どこへでも行くがよい」

「ってわけだ。いいな、アンディ」

　アンディは迷った。こうしているあいだにも、斃たおれている者がいるかもしれないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、兄さん。ドワーフさんたちは、平気だから。機械を使ってるの」

　エフェメラは囁ささやいた。さっきの言葉と矛む盾じゆんするが、さすがのアンディもそこまで気が回る余よ裕ゆうはなかったようだ。ともかく彼は、妹の倫りん理り観を信じたのだ。

「ぼくは、ドムスを信じよう」

　そして、友人の決意も信じたのだ。

「ドワーフの小こ僧ぞうぁともかくだな、この親父おやじを信じるってのか？」

　アードは、長剣をかまえたまま、じりじりとボグズににじりよっていく。

「っせよ。邪魔すんな」

　ドムスが、アードを斧でさえぎった。

「こいつも戦士だ。約束したことは守る。〈龍〉に賭かけて。そうだろう」

「ふむ、〈龍〉に賭けて、と言うか。……ふふ、わしには、そのような誓ちかいを立てる資格はもはや失われているがな」

　ボグズの自じ嘲ちように、ドムスはけげんそうな顔になった。

「今の言葉の意味も、わしに勝てば教えてやろう、若者。みごとに〈龍〉を守ってみせるだけの、その資格を見せてみろ」

「なんだかよくわかんないけど、何かを守るのは、おいらたちジェスタに仕える者の使命だ。資格なんかいらないはずだ」

　アードが、唾つばを地面に吐はいて、自分が使っていた小さな盾たてをドムスに渡した。

「おっさん、俺はドムスに十ムーナ賭けるぜ。乗るか？」

　ニフトールは、ちいんと硬こう貨かを指先ではじいた。くるくると舞まい上がり。

　落ちて、大地に触ふれた。

　戦士たちは、疾しつ風ぷうよりも速く動いた。

　それと同時に、すさまじい風が天幕を吹ふき飛ばした。ドムスとボグズをのぞくみんなが、地面に伏ふせる。伏せさせられたのだ。柱が折れ、ニフトールを直ちよく撃げきした。

「なんだっ？」

　異様な怪かい物ぶつが空にいた。人の身長ほどの大きさがある巨きよ大だいな髑どく髏ろが、アンディたちを覗のぞきこんでいたのである。

　そのかたわらに翼つばさを広げて浮うかんでいるのは、風の戦士レー・ケルネであった。
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「ラナーク、調子はどないや？」

　するりと扉とびらが開いて、タッタが入ってきた。ドワーフたちの技術は優すぐれている。引き出しひとつでも、きしんだり、がたついたりすることはない。

　しかし、できれば部屋の扉くらいは少々音がしたほうがいい。驚いてしまう。いくら病人を寝ねかせるための部屋でもだ。ラナークがそう言うと、タッタは、笑った。屈くつ託たくなく、という風ではなかったが。

「それはやな、ラナーク。人間とかドワーフには、部屋に入る前に扉をこんこんと叩たたくちゅう習慣があるさかいやな……あ、すまん。わい、今、忘れとったわ」

「私たちエルファも、そういうことはしませんから。御ご心配なく」

　森には、そもそも扉がない。エルファたちは家屋を建てず、森そのものを我が家としているのだ。だからこそ、わざと音を立てて互たがいに近づくことを知らせあうことが礼れい儀ぎである。音を忍しのばせて近づくのは、敵意の表明ととられても文句は言えないのだ。

「で、私を闇やみ討うちに来たわけでもないんでしょう？」

「当たり前やんけ。だいたい、そのへんが明るいがな」

　タッタは、翼の爪つめで嘴くちばしをかりかりと搔かいている。ラナークは、黙だまって彼が口を開くのを待った。

「あのレイバちゅうおばはんがな、わいにも戦いにまざってくれ言いよんねん。例の爆ばく裂れつ弾だんちゅうやつを、山ほど持ちだしてきてなぁ」

　ラナークは、直接その威い力りよくを見てはいないが、プファイトの数倍はあると聞いている。ラナークは、故郷を同じくするエルファのことに思いをはせ、タッタの数語を聞き逃のがしていた。

「……アンディとエフィを助けたらなあかん。せやから、危険はどうっちゅうことない。せやけどなぁ……」

　タッタも、ラナークの気が逸それたことに気づかなかった。彼の迷いは深い。双ふた子ごたちと行動をともにすることに、ではない。自分の命惜おしさに友だちを捨てるタッタではない。

　彼の悩みは、双子たちが選んだ道のことだ。このまま、双子たちを戦いの道に進ませていいものだろうか。友であれば、止めてやるべきではないか。もっと幸せな、戦いと無む縁えんの暮らしができるはずではないのだろうか、あの二人は。

　アンディを救うために出ていくエフェメラの姿を見て、タッタは痛切にそう思ったのだ。彼らの想おもいはわかるのだけれど……。タッタたちミュルーン族は、一人で食事ができるようになれば親元を離はなれる。そして、一生再会しないことも稀まれではない。だから、アンディの言う、父を受け継つぐ、あるいは超こえるという意味が実感できないのだった。

「四姉妹とやらが何を企たくらんでいるのかはわかりません。〈結社〉が双子をどうしようとしているのかも、ただの推測です」

　ラナークは、静かに体を起こした。アードのことを心配しながら、彼はタッタの言葉に注意を戻もどしていた。彼は、衣服を身につけていない。けれど、その上半身は、白い包帯でほとんど素す肌はだが見えない状態だった。

「私は、人間が世界を共有できる種族なのか見み極きわめて来いと、森から使命を授さずかりました」

　いきなり、まったく違ちがうことをラナークは言い出した。ように思える。けれど、タッタは黙って聞いていた。

「私たちエルファは、森を閉とざさないことにしました。人間と対立して、森が滅ほろびるかもしれません。けれど、それを恐おそれていては調和の円えん環かんを広げることはできないのです。私たちエルファは、人間を知ると同時に、みずからをも知ろうとしています」

　そこで、ラナークは少し言葉を切った。

「私は、アンディと旅をして、エフィさんとすごしているうちに、自分がもっとわかった気がします。そうしてエルファがなんたるかがわかった時、人間とエルファがどうなっていくのが正しいのかという答えも見つかるでしょう」

　ラナークは、タッタを静かに見つめた。

「タッタ、あなたはどうして彼らと旅をしているのですか」

　ミュルーンの若者は、もう一度嘴を搔かいた。

「わいか……わいはなぁ」

　出会いから今日までのことが、いくつもでたらめの順序で頭に浮かんでくる。そして、浮かんできたいくつかの言葉を、タッタは一度舌の上に乗せて、それから心の底にもういっぺん叩たたきこんでやった。ええい、お前らみたいな言葉、照れ臭くそうて言えるかい。

「なりゆきやっ！」

　そう口に出したら、急に気が楽になった。

　どうせなりゆきで、ここまで来たのだ。今さら自分が舵かじをとることもあるまい。双子が行きたいほうに進ませてやる。何かあったなら、それからどうにかすればいい。人生に取り返しのつかない失敗など、そうそうない。

　どうせミュルーンの人生は短いのだ。なら、華はな々ばなしく命を使ってやろう。

「悪かったな、休んでるとこ。ほな、わい、行ってくるわ」

「私も行きます。何かしら、できることはあるでしょう」

　もの静かなエルファだが、行動に移るのは早い。そう言った時には、すでに速射弓を手にして立ち上がっている。すばやく、衣服を身につけた。

「おいおい、傷は大丈夫なんか？」

「もちろんです。レスティリに伝わる、最後の秘術を使ったのですから」

　革かわ鎧よろいを手にして、ラナークはあっさりそれを諦あきらめた。ずたずたにされている。役には立つまい。ラナークは、革鎧を放ほうりだすと、すたすたと歩き出した。あわててタッタが後を追う。

　ラナークの背に、小さな緑が芽ぶいていることに、タッタは気がついた。それは、彼の傷口を塞ふさいでいるレスティリの芽だ。埋うめこまれた木が、今、ラナークの命を支えている。

「ええなぁ。そんなん使えたら、ずいぶん儲もうかるやろに。わい、儲からんなぁ、近ちか頃ごろ」

　前を行くラナークがくすりと笑った。
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　テロンをのぞむ、小さな山の頂上。

　そこに、青銅の姫ひめが率いる軍はいくつもの天幕をはりめぐらせて、布ふ陣じんしていた。

　だが、ほとんどの天幕はすでにとりはらわれている。中には、予定外にふき飛ばされたものもある。

　その予定外のうちのひとつで、アンディたちとボグズが対たい峙じしていたのだった。

　天幕を吹き飛ばした風は、いくらか勢いを弱めたものの、おさまってはいない。

　どうにか目を開けられるようになって、最初に飛びこんできた光景がそれ、すなわち巨大な髑髏だった。

　アンディは、とっさにソードブレイカーをかまえていた。それが、蚊かの一ひと刺さしに等しいような打だ撃げきしか与あたえられないにしても、無条件に屈くつ服ぷくすることはできなかったのだ。彼のかたわらで、エフェメラが息を吞のんでいる。しかし、彼女の目は、臆おくすることなく怪物を観察していた。物語に仕える少女めがけて飛んできた木き屑くずを、アードが払はらい除のけた。彼女をかばったというよりは、うっぷんを叩きつけたのだろう。

　空を飛ぶ巨大な怪物では、彼にも手出しのしようがない。

「テスカポリトカ！」

　という畏い怖ふの叫さけびをあげたのが誰だれだったか。

　あるいは、仲間たちではなく、周囲をとりまいていた敵──ボグズの配下の誰かだったかもしれない。

　それが怪物の名だと予想はついた。アンディは、初めて聞く名だ。

「先生に聞いたことあるっ！」

　エフェメラが、風に負けないように声をふりしぼった。

「昔の伝承に出てくる。風に乗せて病やまいをふりまき、シュラナートの半分を滅ぼした風の凶きよう獣じゆうだって」

「たまんねぇな、おい」

　ニフトールがぼやいた。

　巨大な髑髏の後ろには、長々と胴どう体たいが続いている。それは肉の太い百足むかでによく似ていた。鈍にぶい鉄くろがね色いろの甲こう羅らにおおわれた胴体からは、針のような毛が生えた脚あしが、数十本もうじゃうじゃと突つき出ている。その脚の一本一本、胴体の一節一節が人間ほどもあるのだ。

　テスカポリトカと呼ばれた怪物は、羽もなく翼も持たずに、空中で体をうねらせている。ぽっかりと開いた眼がん窩かの奥では、青い光が輝かがやいていた。この世界のものではないその輝きがゆらめくと、風が吹き荒あれる。

　魔ま法ほうで引き起こした風に、この怪物は乗っているのだった。

　風がまた強きよう烈れつになった。アンディは、あわててエフェメラの体をつかむと、伏ふせさせた。マントが風をはらんで、吹ふき飛ばされそうになる。実際に、オークやゴブリンどもがころがされていった。ニフトールも同じだ。アードですら伏ふせた。彼のあげたののしり声も、風が運んでいってしまう。

　ドムスだけが、かろうじて立っている。

「貴様ら！　ここはわしとレーだけでよい！　おぬしらも城しろ攻ぜめの加勢に行けい」

　暴風に耐たえてその場に残っていたオーガーやホブゴブリンから、不満の声があがる。そいつらの視線は、主としてエフェメラに集中していた。オーガーは人肉を喰くう。ホブゴブリンは、他種族の腹を借りて子孫を残す。

『エフィに手出しはさせない！』

　アンディは、体がかっと熱くなるのを感じていた。

「みんな、はやく逃にげろ！　こんなやつを連れてきたんだ。約束だなんて言ってられるか！」

　ドムスの叫びが、剛ごう風ふうをさいて聞こえてくる。驚おどろいたことに、この風の中で彼はじりじりと前進していたのだった。目指しているのは、もちろん〝鉄てつ拳けん〟のボグズ。

　だが、こうなったからこそ、友を置いていくことなどできるわけもなかった。

　うねくる巨きよ大だいな百足を追って視線をあげたアンディは、巨大怪かい物ぶつがその一匹ぴきだけではないことに気づいた。

　虹にじ色いろの羽う毛もうに覆おおわれた蛇へびが、さらに高空を悠ゆう然ぜんと舞まっているではないか。

「こっちがテスカポリトカなら、……あれは天空の怒いかりケツァルコアトル。でも、伝承なら、雷らい霆ていをふるってテスカポリトカを焼くはずなのに」

　エフェメラが、呻うめくように言った。

「だったら、なんで大人しくしてやがんだよ！」

「あたしが知るわけないでしょうがっ！」

　アードとエフェメラが怒ど鳴なりあう。

「要するに、それだけあの翼よく人じんがとんでもない魔ま法ほう使つかいだったってことだろ」

　ニフトールが、もっともな意見を吐はいた。その直後、ボグズが彼の言葉を裏付けてくれる。

「レーよ！　この若者たちのことは、わしが始末をつける。いかなお主でも、ケツァルコアトルとテスカポリトカの二体を操あやつるのはかなり消しよう耗もうするはずだ。急げ！　風の力をもって、みごとに大地を制してみせよ！」

　ボグズがしっかりと大地につけた両足は、この荒れ狂くるう風の中でも揺ゆるがない。

「けれど、ボグず。そいツら、逃げようトしたのでないカ？　姫の命があろウと、敵であることヲ選んだ敵は、倒たおすノみダぞ」

　彼の背で翼が風を打った。鉤かぎ爪づめの生えた指が、複雑な印を結ぶ。あれで、巨大な怪物、次元の壁かべを越こえて風の元素界から呼びだした二体を操っているのに違いない。

　怪物自体を倒すのは無理でも、あいつの集中を乱すことならできるかもしれない、とアンディは思った。

　けれど、今は、仲間うちでいちばんの射手であるラナークの姿はないのだ。エフェメラも矢を持っておらず、ニフトールの投げ短剣ダガーでは届かない。そもそも、渦うず巻まく風が、飛び道具から怪物たち自身を守っている。

「それくらいの気き概がいもないやつらでは、姫さまの配下にはなれぬよ。これより、それだけの資格があるかどうかを確かめる。この勝負のあいだ、待てぃ」

　ボグズの言葉によって、翼人レーは元素獣の動きを止めた。

「よカろう。こやつらは、我が復ふく讐しゆうの対象ではない。汝なんじの復讐は、おのが拳に対してであっタな、ボグず」

　翼人は、その大きな目と耳をアンディたちに向けた。

　アンディは聞いたことがあった。翼人における『復讐』の概がい念ねんは、人間よりもはるかに広く深い意味があると。おのが拳への復讐というのが、どういう意味かまではわからないが。

　ボグズの事情よりも、アンディは、忘れていた記き憶おくがよみがえってくるのを感じていた。

　父の仇かたきを討うつのだと旅に出た時に、教えてくれた人がいた。エフェメラが呪じゆ文もんとさまざまな伝承──たとえばテスカポリトカとケツァルコアトルのような──を教わっていた、シャストア神しん殿でんの副神殿長である。彼女は、ただむやみに敵の命を奪うばおうとするばかりが復讐ではないのだと説いた。たとえば、父を殺すことによって敵が行おうとしたことを阻そ止しする、それも復讐なのだ。直接父の跡あとを継つぐのでなくてもいい。その本質のこころざしを受け継ぐべきだと、その人は説いた。ただ罰ばつを与えるだけが法ではないと。

　だから、命を粗そ末まつにするな、と。

　けれど、アンディは旅立ちを選んだ。なぜなら、父を継ぐと言われても何をすればいいのかがわからなかったからだ。この旅で、それが見えかけているような気がする。

　ボグズというドワーフも、レーと呼ばれた翼人も、それぞれの旅をしてきたのだろう。ごうごうと唸うなりをあげる風の中で、アンディは眼前の強敵を睨にらみつけていた。

　いつの間にか、周囲の者は姿を消している。アンディたちと、五ご方ほう陣じんだけになっていた。

「ボグずよ。そやつ以外の者は倒してよいのカ？」

　翼人の問いに、鋼はがねのごとき拳をかまえたドワーフは答えた。

「それは、この若者の気が散るだろうな。勝負の邪じや魔まになるゆえ、避さけてもらおう」

「わかった。それでは、勝負が終わるまで待とう。なら、両方を留とどめておく必要はないナ」

　そのレーの言葉を受けて、ボグズがうなずく。そして、ゆっくりとドムスの方に向き直った。

「さて、わしらが戦っているうちに逃げだす算段をすることだな。簡単に破れては、仲間が考えておるひまもないぞ、若者」

「っの上、簡単に勝ってもいけないってか」

　ドムスが、にやりと笑って斧おのをふる。その笑えみには怒りもなく恐おそれもなく、ただ澄すみきっていた。斧の刃やいばにも、曇くもりはない。

　頭上では、翼人レーが別の印を結んでいる。彼が翼をひとうちすると同時に、羽を持つ蛇が空でうねくった。

『テロンへ向かうのか！』

　アンディは悟さとった。わかったところで、どうすればいい？

　逃げることはできるだろう。エフェメラに渡わたされた魔法の品は、今も手の中にある。問題はドムスとアードだ。エフェメラが持っている、もうひとつの魔法の品をどちらに渡す？　いや、渡すことができるのか。渡したとして彼らが素す直なおに逃げるか？

　アンディは、別の手段を模も索さくして、めまぐるしく頭を働かせた。

「頼たのんだぞっ！」

　彼を信じて、戦っているドムスのためにも、何かを考えつかねばならない。どうすれば、全員がこの場から逃のがれることができるのかを。

「しかしな、若者。一昨日おとといの戦いが貴様のすべてだったのなら、今のうちにひきさがったほうがよいぞ。負けを認めぬか？」

　ボグズは脅おどしているわけではない。その静かな口調は、確かな自信に裏打ちされたものだ。

「一昨日はあれがおいらの全部だった」

　ドムスは、しかし臆おくすることなくこう答えた。

「っけど、もう一昨日のことだぜ」

「ふむ。おぬしが、この二日でどれほどのものを摑つかんだか、見せてもらおう」

　ボグズは、はったりとも捉とらえられかねないドムスの言葉に、表情をわずかも崩くずしはしなかった。笑いもしない、馬ば鹿かにもしない。

　ゆえに、油断などかけらもない。

「言っとくけどな、アンディ」

　ドムスの声も、落ち着き払はらっている。アンディは、ふりむけない友の後頭部を見つめた。見えないはずの表情がはっきりとわかるような気がする。

「っくら、おいらでも、あいつを相手にして、時間稼かせぎすんのは無理だぞ」

　ドムスは、そこまでで口を閉じた。

　余計な気を散らしていて、戦える敵ではないのだ。

　二人のドワーフが対たい峙じする。風は吹き荒れているままだ。止めようがないのだろう。風の生き物は、風がなければ生きてはいけない。

　土つち煙けむりがまいあがり、どこからともなく小さなゴミが飛んでくる。

　まいあがった布きれがドムスの視界を隠かくし、砂すな粒つぶがボグズの瞳ひとみにもぐりこんだ。けれど、両者はぴくりとも動かない。

「けけぅっ」

　翼人が叫さけび声をあげた。髑どく髏ろ頭あたまの百足むかでが身じろぎをする。わずかにではあるが、風が弱まった。これなら立ち上がれると、アンディが考えた、その刹せつ那な。

　先手をとったのはドムスであった。

　真っ向から空を割り、斧おのがボグズに迫せまる。

「覇ハッ！」

　ボグズは、気合いとともに身をひるがえした。今度は、前回のように斧をはじきとばそうとはせずに、ただ避けただけだ。

「若者よ、一昨日とはいえ過去は過去であるようじゃな、確かに」

　二人は、位置を入れ替かえて、ふたたび見つめあった。

「今の踏ふみこみ、迷いがかけらもなかったぞ」

　ドムスは答えない。

　アンディは、友の顔を正面から見ることができた。

　ドムスの顔にあせりはない。静かだ。

　迷いはない。

　アンディは、自分のことをかえりみた。情けないことに迷いだらけだ。倒すべき者も、目指すべき場所もわからない。ただ、守るべき者だけがある。

「では、こちらもそれだけの礼をもって遇ぐうさせていただこう」

　ボグズが、だんっと地を蹴けった。

「ふっ」

　という息を吐く音が、本体についてゆけず大地に残る。

　ボグズが飛んだ。ひゅんと音がした。戦士の体が竜たつ巻まきのように回っている。かすんだ脚あしが、ドムスの喉のどもとめがけてくりだされる。

「ぬっ」

　がしいっ、とボグズの踵かかとがドムスの盾たてを蹴けった。かろうじて防ぼう御ぎよが間に合ったのだ。

　けれど、ボグズの回転は止まらない。文字どおりに風を裂さいて、再びくりだされた脚が、ドムスを大きくのけぞらせた。

　その瞬しゆん間かん、ボグズの体がドムスの視界から消しよう滅めつした。ぐんと沈しずんだのだ。

　ドムスが姿勢を立て直すより、ボグズの体がさらに一回転するほうが早かった。鍛きたえあげられた脛すねが、ドムスの足を刈かる。無理すれば足が砕くだかれる。威い力りよくを逃がすためにドムスはあえて転てん倒とうした。

　アンディは、はっと息を吞のんだ。友のもとへ向かおうと、膝ひざをついて体を起こす。だが、もはや間に合うものではない。

　ボグズの膝が、倒れているドムスの喉に向かって雪崩なだれ落ちる。

　それをドワーフの若者が避けえたのは、奇き跡せきに等しい出来事だった。

　ごうっとふたたび風が渦巻いた。けれど、もうアンディたちは伏ふせない。ドムスの戦いが、彼らにも力を与あたえていたのだ。

　ドムスが身を起こす。まるで、風に舞まいあげられたような身のこなしだ。動作の途と中ちゆうで、ボグズの蹴りがドムスを襲おそった。

　戦鎚ウオーハンマーにも等しい衝しよう撃げきが、ドムスの右みぎ肩かたを打ち砕く。

　だが、同時に逆手殴なぐりにはなった一いち撃げきが、わずかにボグズの胸を傷つけた。

「戦士の成長は、樹木が伸のびるようにではない。石を積んで塔とうを作るようなものと言うが」

　石を持ちあげているあいだ、高さに変化はないように見える。けれど、積みあげられた瞬間に、どんと高くなるのだ。

「しかし、まだまだだ、若者ぉ！」

　ぐんと踏みこんだ老戦士は、肉体を密着させた。

　盾を使う腕うでを失いながら、ドムスはようやく立ちあがる。しかし、その時には斧を使える間合いではなくなっていたのだ。

　戦棍メイスの先せん端たんよりも硬かたく磨みがかれた膝が、稲いな妻ずまの速さでドムスのみぞおちにめりこむ。

「！」

　けれどドムスは、ひるまなかった。がっと歯をくいしばって、息も洩もらさなかった。

　がつん！

　ドムスは、おのれの額を思いきりボグズのそれに打ちつけたのだ。受けた衝撃は、どちらも同程度だっただろう。

「くらえっ！」

　さらにもう一撃。ドムスの額がぱっくりと割れた。どろどろと流れ出た血が、鼻で二つに分かれ、そのまま髭ひげをまだらに染める。

「これがおいらの本気だぁ！」

　ボグズの額も割れている。だが、血は流れない。

「ふっ！　修しゆ行ぎようが足らぬわっ！　気力で血を止めるぐらいのことはしてみせい」

　ふたたび距きよ離りをとった二人は、互たがいの士気がかけらも衰おとろえていないことを確かめあった。

「でぇいっ！」

「ふおっ！」

　三たび、戦士たちの影かげが交こう錯さくする。

　ドムスの斧が、ボグズの真っ向正面からふりおろされる。迎むかえ撃うったのは、鋭するどい手刀。

　それは斧おのの柄えを真っ二つにへし折った。そのままボグズの動きは止まらない。高い回し蹴げりが、ドムスの側頭部めがけてくりだされる。

　アンディは、思わず一歩踏みだした。あれは、一度ドムスを倒たおした連続の蹴り技わざだ！

　けれど、すでに決着はつこうとしていた。

　斧をへし折られながらも、ドムスの動きは止まらなかったのだ。短い棍こん棒ぼうとなった彼の武器は、みごとボグズの脳天に、文字どおりめりこんでいたのだった。

　紙かみ一ひと重えで、ボグズの脚が止まっている。

「くくく」

　ボグズの口もとから、笑みがもれた。血が、こぼれた。

「この〝鉄拳〟ともあろうものが。同じ技が二度通じるなどと思うとは」

「終わりだな？　そうだろ？」

　無言のまま、ボグズの脚がくりだされた。しかし、すでに先刻までの電光の速度は失われている。ドムスは、それを簡単にはねのけた。

「おいらの勝ちだっ」

　ぶんと振ふり回された斧の柄が、ボグズの首に叩たたきこまれる寸前でぴたりと止まった。ボグズの防御が、がらあきになっている。

「そうだろ、おっさん？」

　ボグズは答えない。ただ、一歩踏みこんで肘ひじ打うちをくりだした。ドムスは、それをまともに受けて吹ふき飛ばされる。

「ぐぶっ」

「とどめを刺させ、刺してやれ、馬ば鹿か野や郎ろう！」

　激げつ昂こうして叫んだのは、アードだ。

「実に珍めずらしいこったけどな、こいつの言う通りだぞ、ドムス」

　ニフトールも声をかける。

「なめるな、若者ぉ！」

　ボグズの蹴りは、ふたたび神速を取り戻もどしていた。

「ってやらぁ！」

　しかし、それでもなお、ドムスの速度がそれを超こえていたのだった。

　砕けた額に、さらにもう一撃。──どちらも、止まった。

「ありがとうよ、師し匠しよう。勝てたのは、あんたの忠告のおかげさ」

　戦士の魂たましいは武具にはあらず、ただその心のうちにあり。前の戦いのおり、気絶する寸前に聞こえてきた言葉は、ドムスのまさしく魂に刻まれていたのだ。

　若き戦士からの手た向むけの言葉に、静かな笑えみを残して、ボグズは静かに逝いった。
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　ボグズが斃たおれた、その時。

　がはぁっと、髑髏が黄色い吐と息いきを吹きだした。

「勝負は終わりダ！　敵と決まっタ！」

「逃にげろ、みんな。逃げるんだ」

　アンディは叫んだ。言われるまでもない。仲間たちは一いつ斉せいに散った。散ろうとした。けれど、敵は風使いだ。

　黄色い煙けむりは、ぐるりとアンディたちを取り巻いた。風が渦うず巻まき、彼らの退路を閉とざすように吹いたのだ。

「ええい、こっちに来ないでよ」

　エフェメラがマントをばさばさとはためかせたが、押し戻せるわけもない。ドムスやアード、みんな一か所に集められる。

「っと、走りぬければ大だい丈じよう夫ぶだろ」

　アンディは、ドムスの腕を摑つかんで止めた。あの煙の具体的な効果のほどはわからないが、毒には違ちがいない。つっきるのは自殺行こう為いだ。まして、戦いを終えて気がゆるんだのか、今のドムスは足もとがふらついていた。煙の途中で倒れかねない。

　風の壁かべは見る見るうちに迫ってくる。

「ボグずの戦いは終わった。敵ハ斃す」

　翼よく人じんは、頭上からアンディたちを見ている。その大きな耳が、ぴくぴくと痙けい攣れんしていた。怒いかりなのか、それとも戦いの興奮だろうか。

「先に行くんだ、エフィ。ニフトール」

　言いながら、アンディは指にはめた魔ま法ほうの品を外そうとしている。

「つまらねぇことを考えるんじゃねぇ」

　アードが、その腕をぐっと押さえこむ。

「まだ、プファイトが残ってる。こいつの爆ばく風ふうで、煙をふっとばすぞ。そしたらてめえらは逃げろ。俺にゃ、他ほかに行くところがあるんでな」

　アードが言うのと、風の壁が崩くずれて、毒どく煙けむりがのしかかってくるのとは同時だった。

　ばばばばば、ばん！

　黄色い煙と、赤い閃せん光こうが交錯する。

　反論する暇ひまなどない。アンディは、妹の手を摑つかむと、とにかく走った。ドムスとニフトールは、ついてきているものと信じてだ。

　目から涙なみだが止まらず、耳がきいんと痛んだ。目は毒煙のせい、耳は轟ごう音おんのためだろう。

　かまわずに、とにかく走った。他にやりようもない。

　やがて、視力が戻った。とてつもなく長い時間のように思ったが、それほどではなかったはずだ。そうでなければ、今ごろ、こうして立ってはいられない。

「このまま、ぼくは走り抜ぬける。エフィたちは地下へ」

　と、アンディは言った。アードに忠告されればされるほど、アンディは彼の言葉に従えない自分を感じた。もうこれ以上、誰だれかの思おも惑わくに振り回されたくはない。

　けれど、アンディが考えたようにはいかない。

「アードがいないよ？」

　エフェメラが、真っ青な顔で言った。

「いないよ……いないんだ……」

　エフェメラは、呆ほうけたようにそればかりくりかえしている。

「おっさんもいないぞ！」

　ドムスが叫さけんだ。

　ニフトールまで、消えている。まさか、あの中にいるのだろうか。アンディは、かすれている煙に視線を戻した。

　けれど、探している余よ裕ゆうはない。

「くけええええ」

　頭上から不ふ吉きつな声が聞こえた。髑どく髏ろが、大きく体をうねらせている。おりてこようとしているのだ。今度は、そのずらりと並んだ牙きばを光らせている。エフェメラどころか、板金鎧プレートアーマーに守られた騎き士しですら、胴どう体たいを喰くいちぎられてしまうだろう。

「地下に!!」

　もぐるには、呼吸の薬を飲まねばならない。しかし、その暇が……。

　ががん！　ががん！　ががん！

　髑髏が炎ほのおに包まれた。アンディは、怪かい物ぶつが新たな魔法の能力を発動させたのかと思った。

「アード？」

　エフェメラは、プファイトの実だと考えた。

　どちらも違っている。おのれの力であれば、テスカポリトカが苦しんでいるはずはない。プファイトにしても、あまりに威い力りよくが大きすぎた。

「あれだっ!?」

　ドムスが宙を指差した。

　空に点がひとつある。上じよう昇しようしているのだ。それが、くるりと宙返りをして急降下してきた。

　ぐんぐんと大きくなると、それが緑の翼を持っていることがわかった。鳥だ。ただの鳥ではない。大きすぎる。

　あれは……！

「なにしとんじゃっ、とっとと逃げぃっ！」

　どかん！

　タッタは、足の爪つめで摑つかんでいた黒い球体を、狙ねらいたがわずテスカポリトカの髑髏の頭部に叩たたきつけた。

　巨きよ大だいな爆ばく発はつが巻き起こる。黒こく煙えんと烈れつ火かがまたもや髑髏を襲おそった。

「爆ばく裂れつ弾だんだ」

　アンディの胸の中に倒れこんできたエフェメラの呟つぶやきが、かろうじて耳に届いた。デルバイ信者が使うという、破は裂れつする武器のことだと聞いている。それは山をも崩すほどの威力を持つそうだ。

　アンディが見たのは、噂うわさ以上の力だった。

　髑髏が砕くだけている。片方の目から、光が失われていた。骨の破は片へんが飛び散って、ぱらぱらと地面を叩たたく。傷口からは、青い煙がふきだした。風の元素界に住む生き物の、それは血液なのかもしれない。

「ドムス！　エフィを連れて先に行ってくれ。ぼくはアードとニフトールを探す」

「おっさんは、先に行った！」

　タッタが、低空に舞まいおりてきた。

「わいは空の上から見とったんや。あのへんで地面に沈しずんでいきおったで」

「っか、安心したぞ。戻ったら飯をおごらせてやる」

　アンディは、タッタが示した場所が毒煙の真ん中だったことに気づいた。ニフトールが自分たちを見捨てて逃げたとは考えられない。もしかしたら……。アンディは、頭かぶりをふるとその不吉な考えを追い払はらった。

「はよしてくれよぉぉぉぉ」

　ふたたび飛び立ったタッタの叫びが、尾おを引いて遠ざかる。テスカポリトカは、ゆっくりと向きを変えつつあった。ミュルーンを追いかけようとしているのだ。

「わいが逃げられへんがなぁぁぁぁぁ」

　高空から、かすかにタッタの声がふってくる。

「アードの奴やつなら、大丈夫だ。一昨日おとといと同じじゃないか。またひょっこり出てくるさ」

　ドムスの言葉が、アンディを決断させた。このままでは、タッタが危ない。自分たちが逃げなければ、彼も逃げられないのだ。

　いつもよりも、タッタは遥かに機き敏びんに動いていた。あるいは、あれもエフェメラたちが持ってきた地底歩行の品に類する、テロンの魔法によるものかもしれない。けれど、あの驚おどろくべき威力を持った黒い球体は、もはや残っていないようだ。

　エフェメラが、ドムスに指し甲こうを渡わたす。そしてアンディたちは、地中にその体を躍おどらせた。

「タッタ、きみも逃げてくれ！」

　ミュルーンの若者は、それに応こたえるように大きく翼を羽ばたかせた。




　その頃ころ。

　ニフトールは、果てしのない暗くら闇やみの中を落ちていた。

『まいったねぇ、こりゃあ』

　苦しい。ともすれば意識が遠のく。それなのに、彼は冷静だった。騒さわいでもどうにもならないことがわかっているからかもしれない。

　自分がどうなっているのかは、想像できる。

　死にかけているのだ。

　ニフトールは、いちばん端はしにいた。アードの爆風も間に合わず、あの黄色い毒煙を思いきり吸いこんでしまったのだ。地下に逃げようと念じたのと、それはほぼ同時だった。

　その時は、すぐに地上に戻るつもりだった。地中呼吸の薬も飲んでいなかったし、すぐに戻れるはずだったのだ。これを身につけていれば、地中を泳ぐことができる。

　ところが、だ。

　気がつけば体がまるで動かなかった。背骨が凍こおりついたようだ。動かそうとした関節は、異様にたよりなく、まるで溶とけ崩れかけているかのようだった。

　これでは、地中を泳ぐどころではない。水ならばぐったり力を抜いていれば浮うかぶというのに、何故なぜかぐんぐんと沈んでいくばかりだ。

　もう、息が続かない。

　最後の頼たのみは、エフェメラたちが見つけてくれることだったが、どうやら、間に合いそうにもない。まさか、あの毒でやられてしまったってこともないだろうが。

『無事ならいいけどなぁ』

　ニフトールは、黒くろ髪かみの娘むすめの笑顔を思い浮かべた。他のどれほど深い関係を結んだ女たちより、どうせなら彼女のことを思いながら沈もうと思った。

　深いといっても、肉体だけのことだ。心が通じあったと思ったのは、相棒だった彼女だけ。エルミーラを理解できたと思ったことは、ついぞない。

　エフェメラのことを理解しているとは言わない。けれど、あの娘こほど開けっぴろげにニフトールに接してきた女はいなかった。

　ニフトールには、とうとう縁えんがなかった昼の世界の象しよう徴ちようが、エフェメラなのかもしれない。

『そこは、いまだ移動を望むや？』

　ニフトールはぎょっとした。突とつ然ぜん、彼のものではない思考が、心に割りこんできたのだ。

『精神を移動させよ』

　それは、あまりにも異質であり、強圧的だった。言葉ではない、論理でも、感情ですらない。それから伝わってくるのは、強固さであり重量だけだ。物理的な痛みすら伴ともなって、それはニフトールの内側に入りこんでくる。思考が何を望んでいるのかを推測するだけでも難しい。

　だというのに『はじめての時の女ってのは、こういう感じなのかね？』などという感想を抱いだけるあたりがニフトールという男の人となりをあらわしていた。諧かい謔ぎやくは第二の天性、すべてにおいて男女関係で比ひ喩ゆしないでいられないのだ。第一、真ま面じ目めにやっていては神経がもたないところであろう。

『そういうあんたは、どこのどなただい？』

『ここは〈多足のもの〉に崇あがめられる場所。暗く重く押しつぶす存在なり。星せい辰しんの彼方かなた、暗黒星の重じゆう轟ごう洞どうよりここは移動せり』

　ここじゃなくて、我とかってんじゃないのか。と、ニフトールは思った。

『要するにあんたは……、神さまってことかい？　銀の月の、大地の元素の』

　思考は、ニフトールの反問を望まなかった。自分の思惑だけをのしかからせてくる。

『そこは、まだ移動を望むか？　ならば、ここと合がつ致ちするのが、正しき位置なり』

『そいつぁ、つまり助かりたけりゃあ、あんたに従えってことかよ』

　ニフトールは、指先にはめた魔法の品から、その意識が伝わってくることに気がついた。

　これは〈多足のもの〉が神の力を借りて作ったものだ。ただ地中を泳ぐだけの品ではなかったらしい。

『そこが変質しつつあるは風の力を以もつてしてである。高みに吹ふくものと一いつ致ちするか？』

　つまり、二つに一つを選ばにゃならんてことだ、とニフトールは理解した。〈源人の子ら〉は、自ら導き手たる月を選ぶ。そして、選んだ月によって自らを変容させていく。

　通常、その過程はごくゆっくりとしたものだ。世代を重ねるのが当然である。

　けれど、銀の月に住む〈異い貌ぼうの神〉に属する種族には、例外がある。

　異なる世界の因果律を持ちこんでくる元素獣じゆうの力によって、わずかな時間で種を作り変えることが可能だ。

　ただし、よほど強きよう靱じんな肉体と精神を持つか、幸運に恵めぐまれるか、あるいは神の守護でもない限り、その変化に耐たえることはできない。

　耐えられなければ、待っているのは死だ。

　テスカポリトカの毒どく煙けむりは、ニフトールを風の存在に変えようとしているのだ。

　もちろん、ニフトールは死にたくはなかった。

『わかった、どうすりゃいい』

　答えた瞬しゆん間かんに、ニフトールはすでに自分が息苦しさを忘れていることに気がついた。そして、同時に自分の体が大きく変わっていることにも。

『そこは、ここと一致した。ゆえに、なすべきことをなさねばならない』

　まさしく、思考の伝えてくるとおり。

『ここは、まだ移動を望まない。ゆえにそこも、そのようにせよ』

　鋼鉄をも砕くような重圧を、ニフトールは、するりとかわしてみせた。彼には彼の意志がある。生き抜ぬきたいのは、目的があるからだ。ただ生きたいからではない。

『とりあえず、お前さんのやりたいことと俺がやりたいことが似てるからな。手伝ってやるから、こっちにも手を貸してもらうぜ』

　これは、ニフトールの強がりではない。神とはいえど、彼は上から指図してくるものには従わない。彼の本質は自由にあった。かつて仕えたタマットすらも、彼にとっては相棒であり、導くものではなかったのだ。だから、ニフトールは、エフェメラを守ろうと思ったのかもしれない。彼女の魂たましいは、彼とよく似ていたから。

『まあ、神さんが眠ねむってたいってなら、こっちも、その方がありがたいぜ。しかしなぁ、こんなはずじゃなかったんだがなぁ』

　ぼやきながら、ニフトールは地中を移動していった。今度は、みずからの意志によって。

　自由であるためには、それなりの代だい償しようが必要とされるのだ。

　けれどニフトールは悲観してはいなかった。今まで、彼を長い期間、閉じこめておけた牢ろう獄ごくはないのだ。みずから望んだ、愛という名のそれをのぞけば。




　　　　４




「ぷふぁああっ」

　エフェメラは地上に顔を出すと、大きく息を吐はきだした。あやうく、テロンの方向を見失うところだった。戦いの中に首を突つきだして、方向を確かめるわけにもいかなかった。

「おお、よくぞ戻もどってきた」

　出で迎むかえたのは、レイバただ一人だった。ここは、出発点であるテロンの最下層だ。天てん井じようが低い。石いし壁かべも重苦しい色に塗ぬられている。どれも、〈多足のもの〉たちにとって居い心地ごこちがいいように作られているのだ。

　エフェメラたちが出かける時には、三人の〈多足のもの〉が見送ってくれた。彼らは、両手の先に鉄球をつけた人間のような形や、さそりのような姿のものなど、魔ま法ほうと技術で作り上げた絡から繰くり仕じ掛かけの生き物たちを従えていた。

　彼らは、はたして元素獣に対たい抗こうできたのだろうか。

　けれど、それよりも先に心配する相手がいた。エフェメラの顔が青ざめているのは、疲つかれのせいばかりではない。

「ねえ、ニフトール、先に戻ってない？　いなくなっちゃったのよ」

　エフェメラは泣き出しそうに瞳ひとみを揺ゆらした。レイバは、彼女の問いに無表情に答えた。

「知らぬ。誰だれも先には戻っておらん」

　迎むかえに行ってあげなきゃ──エフェメラは、右手にはめた指甲をぎゅっと握にぎりしめた。

「もう駄だ目めじゃ。息が続くまい」

　気配を察したのか、レイバが指の魔法道具をもぎとった。老いたりとはいえ腕わん力りよくは強い。さすがにドワーフの女性である。

「なあに、道に迷いでもしたんじゃろ。すぐに戻ってきおる」

　気休めだ、とエフェメラは思った。それでも、その気休めにすがるしかない。実際、エフェメラが元の場所まで戻ったところでどうなるものでもないのだ。

　エフェメラが落ち着きを取り戻した時、アンディとドムスが床ゆかからあらわれた。

「おお、アンディか。大きくなったのう」

　レイバは、金きん髪ぱつの若者に両手を大きく広げて近づいた。アンディは、思わず後ずさっている。まさか、危害をくわえられると思ったわけではあるまいが。

　エフェメラは、早口でレイバのことを説明した。

　アンディは、それを聞いてさらに表情を強こわ張ばらせた。無理もない。レイバは、敵とみなしていた〈結社〉の一員なのだ。

「ニフトールは？」

　アンディの質問に、エフェメラは黙だまって首をふった。兄の手が、そっと肩かたに置かれる。けれど、そのぬくもりもエフェメラを慰なぐさめてはくれない。兄は、まだ知らないのだ。ニフトールが、ただの気き紛まぐれでついてきたのではないことを。まだ見ぬ伯母おばに頼まれて、彼女たちを守ってくれていたのだ。そして、エルミーラ伯母もまた、〈結社〉の一員だという。

　ニフトールがもし、このままどこかに姿をくらませたとして、それが彼自身の意志なら追うべきではないのかもしれない。だとしても、自分は彼を恨うらまないだろう。

　ともあれ、今はまだ、兄には何も言うまいとエフェメラは決めた。それは彼の負担になるだろう。言ったところで、ニフトールを心配しなくなるアンディではないのだから。

「あんたが、ドムス坊ぼうやじゃね。ひどい怪け我がじゃないか。手当てせねばのう」

　アンディとエフェメラがやりとりしているあいだ、レイバはドムスに向き直って、優やさしそうな声をかけた。

「はい、人には〝左利きレフテイ〟と呼ばれます。母はアンナ、母の母はジェシカ、父の母はバナバ。母の祖母はガーヌ」

　エフェメラは、こんなにかしこまっているドムスをはじめて見た。

　ドワーフは、母系社会である。正式の名乗りは、自分自身の母の家系を述べることになるのだ。また、年老いた女性に対する尊敬は人間におけるそれの比ではない。

「礼れい儀ぎをよう心得たお子じゃ。わしはレイバ、残念ながら血のつながる娘を持たぬ。されど、多くの後見の子を持つ身じゃ」

　母系社会であるがゆえに、多くの子を持つ女性が尊ばれることになる。もっとも、父系社会とはまったく意味が違ちがってくるのだが。子が多いということは、すなわち多くの財産と権力につながるのだ。

　後見の子とは、実際の血けつ縁えんでなくとも、それに等しい絆きずなを持つ関係のことである。

　レイバは、呪じゆ文もんを唱えてドムスの傷を治してやった。彼女が仕えるファウンは、癒いやしの呪文も授さずけてくれる。ドムスの右みぎ腕うでは、ふたたび盾たてを使うのに充じゆう分ぶんな力を取り戻した。

「それにしても、あたしたちが戻るのをわざわざ待ってたの？　お婆ばあちゃん、ここでいちばん偉えらいんでしょうに」

　エフェメラは、呪文が終わるのを待って彼女に声をかけた。アンディに、これ以上ニフトールのことを訊きかれたくなかったのだ。それに、レイバがなにか企たくらんでいるのなら、はやいうちに対抗策を考えようと思ったのである。

「戦いのことは、男たちにまかせてあるのがドワーフじゃがな。もっとも、今度はそれが裏目に出たが」

　レイバの、ないに等しい眉まゆが、ぎゅっと真ん中に寄せられた。

「どういうことです？」

　エフェメラよりも先に、アンディが口を開いた。彼の表情は厳しい。捕とらえられているあいだに、兄の苦く悩のうがますます深まったことを、エフェメラは感じていた。

「戦いの状じよう況きようは悪いんですか？　ぼくたちが戻ってきたんです。もう囮おとりの必要はない」

　ドワーフの長老は、ゆるゆると首を左右にふった。

「計算違いがあっての。このままでは、テロンは陥おちる」

　エフェメラは、血に汚よごれ、傷ついていた戦士たちの姿を思い出した。胸がぎりぎりと何かにしめつけられるような思いだ。

　大だい丈じよう夫ぶだと言ったのに。ちょっと気をそらしてくれるだけでいいはずだったのに。逆に攻せめこまれてしまったのだろうか。〈多足のもの〉の機械は、役には立たなかったのか。

　そうだ。あの怪かい物ぶつだ。エフェメラは悟さとった。

　あれが出てきたから、逆ぎやく襲しゆうされたに違いない。

　エフェメラは、思わず身をひるがえしていた。自分に何ができるのかはわからないが、とにかく行ってやらなければ。

　すでに、兄を救うためにニフトールとアードが行方ゆくえ不明になっている。これ以上、誰も犠ぎ牲せいにしたくない。

「これ、待たぬかぇ。おぬしらには、他ほかにするべきことがあるのじゃ。こちらへ来こぅ」

　レイバの言葉に、珍めずらしくあせりがあった。

「そうはいきません」

　アンディが、妹のマントの裾すそを摑つかまえようとしたレイバの手を、丁てい重ちようにさえぎった。

「まだ戦っている友がいるんです。迎えにいってやらないと」

　兄が自分の後にやってくることを確かめて、エフェメラは安あん堵どを覚えていた。

　ドムスも、レイバに一礼して、友人たちに従った。

「ええい、しょうのない子供たちじゃ！　これ、そちらではない。こっちから行ったほうが近いぞぇ」




　その頃ころ。

　タッタは、宙返りをしていた。

　体が軽い。

　テロンでもらった鎧よろいは魔法がかかった品だった。腹のあたりで、緑の宝石が輝かがやいている。物体を浮ふ揚ようさせる魔ま力りよくを秘ひめているのだ。ただの人間なら、空中を自在に動くというわけにはいかないが、タッタはミュルーンである。

　ふだんよりもさらに敏びん速そくに、そして大重量を抱かかえて、なによりも長時間飛んでいることができた。しかし、いかにタッタの飛行能力が増強されていても、風を自在に操作できる巨きよ大だいな怪物にはかなわない。

「どないなっとんねん、あんだけ叩たたきこんだったのに！」

　髑どく髏ろの頭を持つ巨大百足むかでは、頭部を炎ほのおに包まれながら、まるで平気なようすだった。髑髏からは、いくすじもの青い煙けむりがたなびいている。それに巻きこまれた鳥が落ちるのをタッタは見た。口から吐く黄色い煙だけが、毒を帯びているのではないらしい。

　髑髏頭に百足の胴どう体たいをした怪物は、複雑に蠢うごめく何本もの脚あしで空気をかきわけて進んでいく。

　タッタは、やつを追っていた。

　そう、追いかけていたのだ。逃にげているわけではない。

　はじめは逃げようとした。けれど、すぐにその必要がなくなったのだ。

　テスカポリトカは、タッタなど眼中になかった。いや、それ自身はタッタへの怒いかりに燃えていたのかもしれない。けれど、翼よく人じんが許さなかった。

　彼はテロンの破は壊かいを最優先したのだ。

　タッタも、自分がそれを阻そ止しできるとはとうてい思えなかった。けれど、追いかけずにいられない。ただ手をこまねいて、アンディたちがいる塔とうを壊こわさせるわけにはいかない。

『機会があるとしたら、ひとつだけや』

　と、タッタは考えていた。彼が挑ちよう発はつをくりかえして、元素獣じゆうたちを支配している翼人が出てくることだ。

　それを狙ねらって、タッタは飛ぶ。

『けどなぁ、よっぽどの阿あ呆ほでもないかぎり、出てくるこたぁないやろ』

　翼人自身が戦う必要などないのだ。元素獣の陰かげに隠かくれていればいい。いや、あの巨大な怪物たちを動員する必要もなかった。

　タッタは、また宙返りをした。別段、遊んでいるわけではない。

　不意討うちに備えているのだ。彼が、しばらく直進した時、それは襲おそってきた。

　矢がタッタをかすめたのだ。

『ちぇっ、出てきよったかいっ』

　その矢は射うちあげられたものではなく、射ちおろされたものだ。

　上空から、ゲルーシャたちが急きゆう襲しゆうしてくる。彼らはゲルビシュと呼ばれる巨大な鳥にまたがっていた。二枚の羽の他に、鋭するどい鉤かぎ爪づめが生えた四本の脚を持った、歪ゆがみの月から影えい響きようを受けた猛もう禽きんである。

　数は十羽あまり。上にまたがったゲルーシャは、弓矢ばかりでなく、魔法の《火球フアイアボール》や《氷剣アイス・ダガー》をかまえているものもいた。

『くそっ』

　タッタは、一いつ旦たんテロンにひきあげるべきだろうかと考えた。もっとも、それも簡単にはいかないだろう。ここを逃げだしたところで、テロンに近づくには地上すれすれを行くしかない。さもなければ、二体の巨大元素獣に阻はばまれる。

　ごうっと音を立てて、耳元を火球が通り過ぎて行った。

　まず、ここを逃げだすだけで大仕事だ。敵は空中戦に慣れている。同士討ちをしないよう、巧たくみな配置でタッタを上下左右から取り巻いている。

　一羽がすっと体を横に倒たおすと、ぐんぐんと近づいてきた。それにまたがったゲルーシャは、肩の筋肉ががっしりともりあがっており、騎馬槍ランスのようなものをかまえてる。

「ゲレック！」

　アードがしょっちゅう使っていたので、そのエルファ語は聞き覚えていた。

　死んじまえ、という意味だ。

「冗じよう談だんやないでぇ」

　タッタは、大きく身をひるがえした。あんなものを喰くらったら、いくら魔ま法ほうで強化された鎧であっても無事ではすまない。

「ふんっ！」

　すれちがいざま、ゲルーシャは騎馬槍を横よこ殴なぐりにふるった。

　それが、タッタの片足に命中するよりも早く、タッタが脚でふるった槍やりが、ゲルーシャの胸を貫つらぬいていた。ぐらりと傾かたむいた体が、地上に向かって落ちる。

「ざまぁ見さらせっ！」

　叫さけんだタッタの背中を、火か炎えんが焼いた。上空のゲルーシャが投げつけたのだ。

「ええい。今日はこのくらいにしといたらぁ」

　タッタは、そう言い捨てて、急降下に移った。真下にいたゲルーシャに向かって突つっこむ。降下というより墜つい落らくだ。だが、そのゲルーシャの反応は、タッタが予想していたものとは違っていた。

　よけようともせずに、歓かん喜きの表情を浮うかべてタッタの突とつ撃げきを迎むかえたのだ。

「ええい、気色の悪いっ」

　タッタの槍が、そいつの腹を貫いた。

　ゲルーシャが、にやにや笑いを浮かべたまま、タッタを受け止め、彼の首に両手をかける。

　間近で見ると、そいつの顔は縫ぬい目めだらけだった。傷を縫いあわせた痕あとではない。意味もなく、自分の顔に針を突き立てた痕なのだ。

　そのゲルーシャは、最さい期ごの息を吐はきながらタッタの首を絞しめあげた。

　かすみはじめた目で、タッタは見た。

　髑髏頭の大百足が、テロンの塔にとりついている。ぶおうと、黄色い煙を吐きかけている。

　さらに、もう一匹ぴき、羽の生えた大だい蛇じやもいた。大蛇のほうは、なにもない中空に稲いな妻ずまを発生させ、それを二度、三度と塔にぶつけている。

　極度の集中が、タッタの視界をはっきりとさせた。もとより、ミュルーンの瞳ひとみは鋭い。

　崩くずれた塔から、ばらばらと落ちていく人ひと影かげ……あれは、誰だれだ？

「こんなとこで、死んでられるけぇ！」

　タッタは、渾こん身しんの力をこめてゲルーシャをふりはらった。

　その瞬しゆん間かん。

　タッタの目前で数十の炎の花が咲さく。熱風が翼を焼いた。黒こく煙えんとともに渦うず巻まいた気流が、ミュルーンの体を翻ほん弄ろうする。
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「おじさん……どうして……？　どうして、こんなことしなくちゃいけないの……？」

　エフェメラは、細剣レイピアをかまえて呼びかけた。

　突かねばならない。マントで目前の敵を斬きり裂さかねばならない。そうしなければ、テロンの門は閉じぬ。

　この敵を乗り越こえなければ、テロンのすべてを制せい御ぎよする〈水すい晶しようの間〉には入れないのだ。

　門の開閉、谷から門へと通じる階段に仕し掛かけられたさまざまな罠わな。それらを操作する機能が、この一室に集中しているのだ。

　魔法と技術の極限をきわめた城じよう塞さい都市テロンであればこそ、可能になったこの防ぼう御ぎよ機構が、今テロンの弱点になっている。

　テロンのドワーフたちは、アンディを救うために闇やみの月の種族たちを引きつけてくれた。しかし、役目を果たしてきた彼らが退たい却きやくしてきた時、閉じるはずの門は開いたままだったのだ。いくつもの罠も、その役目を果たそうとしなかった。

　門が開かれたままであれば、いかにテロンの戦士たちが奮ふん闘とうしたところで、いずれ青銅の姫ひめの軍が侵しん入にゆうしてくるだろう。

　一度内側に入りこまれれば、強固な要よう塞さいであっても長くはもたない。

　だから、この敵たちを倒し、〈水晶の間〉を取り戻もどさねばならないのだ。

　それがわかっていても、エフェメラはなお躊ちゆう躇ちよしていた。

　テロンを象しよう徴ちようする〈龍りゆう〉の塔。その基部を支える、人工の三角山の重心部に〈水晶の間〉があった。まさしくテロンの中ちゆう核かくだ。

　壮そう麗れいな装そう飾しよくがほどこされた扉とびらを塞ふさいでいるのは十数人のドワーフである。

　テロンのドワーフの中に、四姉妹に従う者たちがいたのだ。

　それも不思議ではない。

　テロンは、最高指導者であるレイバが不在のあいだ、四姉妹の支配下にあった。彼女たちが求めるままに、さまざまな魔法の品や武器を供給していたのである。

　レイバの不在は、四姉妹による監かん禁きんのためだったのだが、テロンの住人たちはそんなことは知らなかった。

　四姉妹の秘密の地下城塞にのりこんでレイバを救ったのは、アンディとエフェメラの母プリシラだったという。そして、彼女の姉エルミーラと妹のディオドラだ。レイバが戻った時、ドワーフたちは驚きよう愕がくし、不在中の行動は四姉妹に騙だまされてのことだと釈しやく明めいした。レイバは、それを信じ、誰も罰ばつすることはなかったのだが。

　実際には、すべて承知の上で四姉妹に従っていた者がいたわけである。

　魔法の上下通廊でこの階層に出るまでのあいだに、エフェメラたちは、レイバにその顚てん末まつを教えられた。

　それを聞いて、エフェメラはかなり動どう揺ようした。

　伯母おばたちの存在をはじめて知り、さらに母が〈結社〉にそこまで深くかかわっていることに衝しよう撃げきを受けたのだ。

　彼女はびっくりするばかりだったが、兄の顔に浮かんでいた表情は、驚おどろきばかりではないように思えた。なにか悩なやんでいるようだ。もっとも、悩みのなさそうなアンディの顔など見たことはない。ものごころついて以来、アンディが悩んでいないことは、ほとんどなかったのではないかという気もする。

　そんなことを考えながら、エフェメラたちは〈水晶の間〉の前にたどりついた。

　四姉妹に従う者たちの数は、多くはない。けれど、テロンの戦士たちのほとんどは、開かれたままの門を守るために必要とされていた。さらに狭せまい廊ろう下かをうまく使い、アンディの《閃光フラツシユ》による不意討ちが成功しても、ようやく互ご角かく。

　同じテロンのドワーフたちが、斧おのをまじえ、戦っている。

　既すでに、どちらも多くの者が斃たおれている。

　かつて友であった者たち同士の、無残な争いだった。

　そして、エフェメラは乱戦の中で彼に出会った。四姉妹の信しん奉ぽう者しやたちを率いている男に。

　彼を、エフェメラは知っていた。

「お願い、もうやめようよ。おじさん、あたしに優やさしくしてくれたじゃない。殺しあいなんて、したくないよ」

　彼の名はバーゴ。テロンにやってきたエフェメラに同情し、好意を示してくれた老ドワーフ戦士。テロンの守りを束ねる長おさ。

　その彼が、エフェメラの前にたちはだかり、テロンの守りを崩そうとしているのだ。

「説明……してみようかの。そんな暇ひまはないはずなのじゃがな」

　彼らに介かい入にゆうしようとする者はいなかった。誰にも、そんな余よ裕ゆうはないのだ。

　バーゴと知りあって一日あまり。語りあう時間はなかった。けれど、悪い人ではないと一度信じた相手だ。だから、エフェメラの刃やいばは止まっている。もっとも、打ちこむ隙すきがないという理由もあったが。

　年老いているとはいえ、このドワーフは有能な戦士なのだ。

「わしはな、嬢じようちゃんや」

　つきつけられた細剣レイピアの切きつ尖さきから無雑作に視線をそらし、バーゴはエフェメラを見た。彼が見ているのはエフェメラの瞳。

　優すぐれた戦士は、敵の瞳から次の挙動を察することができるという。

「わしは、男であるというだけで、自分のやりたい仕事につくことができなんだ。わしは政治や外交がやってみたかった。けれど、男に生まれたがゆえに、戦いに生きるしかなかったのじゃ。まつりごとを行う者と、戦いくさをする者が重なってはならぬという掟おきては、わしにもわかる。けれど、それがどうして男と女だからというだけで分けられねばならぬ」

　それは……。エフェメラには、答えようもないことだ。それが正しいとは、確かに思えない。けれど、間ま違ちがっていると言ってやっても、彼にとって慰なぐさめになるものだろうか。慰めたからと言って、彼が、今この時に仰あおいでいる旗をひるがえすだろうか。

「もう忘れたと思っておった。すっかり諦あきらめたつもりだったのじゃ」

　バーゴの声が歪ゆがんだ。それは嘆なげきか、怒いかりか。

　エフェメラの背後から、悲鳴が聞こえる。テロンを裏切ったドワーフが、また一人、かつての僚りよう友ゆうの手にかかったのだ。

「それを、姫さまがたに会おうて思いだしてしもうた。白金の姫さまの理想に共感してしもうた。誰もが、ふさわしい力さえあれば、自分の望む者になれる世界、そんな世界を作ると、あの方々はおっしゃったのじゃ。そして、わしには姫さまがたを手助けすることができた」

　老人の声は、淡たん々たんとしたものに戻っていた。

「レイバさまを閉じこめる手引きをしたのは、わしじゃ。そして、姫さま方を新たな〈結社〉の指導者と偽いつわって皆みなを騙し、テロンを四姉妹のために働く工こう匠しよう都市にしようとした」

　バーゴは、すでにその全身を赤く染めている。ほとんどは返り血だ。

　彼の足もとに死体が転がっていた。エフェメラは、倒れている老人の顔も見知っている。バーゴとともに階段を守っていた、ドワーフの戦士だ。

　ついに、彼の名を訊きくことはなかった。

「レイバさまが、〈結社〉の手引きで脱だつ出しゆつして帰ってこられた時、わしらは罰せられなんだ。わしらも、また騙されていたのじゃろうというてな」

　バーゴの声に、苦みがまじった。エフェメラの切尖が揺ゆれる。

「わしも迷った。だから、昨日の戦いでは奮戦した。だがな」

　バーゴが、盾たてを正面にかまえた。その瞳に、力が宿る。

「やはり捨てられんのじゃよ、夢というものは」

「でも、ここで死んでしまったら夢も何もなくなっちゃうじゃないっ」

　細剣レイピアの切尖が、さらに大きく揺らいだ。バーゴは、その隙すきを見み逃のがさない。

「わしは死なんっ。すまん、嬢ちゃんっ」

　老人とは思えない速さだ。一いつ瞬しゆんの後に、バーゴの顔がエフェメラの胸むなもとにあった。シャストアの少女は、それに対応しきれない。

　とっさに身をかわすのが精せい一いつ杯ぱいだった。足もとがぬるりとすべる。すでに、ここは一面の血で覆おおわれていたのだ。

　バーゴの武器は戦鎚ウオーハンマーだった。ぐんと迫せまる、その一いち撃げきは重い。エフェメラの細剣では受け止めきれなかった。

　かろうじてそらすと同時に、彼女の武器が折れる。

　エフェメラは、シャストアのマントをふるおうとした。

　しかし、マントは速度で敵を斬り裂く武器だ。硬い鎧よろいを着こんでいる相手には効果が薄うすい。

　バーゴは、意に介かいそうともしなかった。さらに突つっこんでくる。

　エフェメラは、後ろにさがってかわした。

　また迫る。

　もう一度さがった。

　背中にどんと、壁かべがぶちあたる。もうこれ以上は逃にげられない。

「すまんっ」

　バーゴが、戦鎚をふりあげる。

　死を目前にしたこの時、エフェメラは四姉妹にかつてないほどの怒りを覚えた。どうして、こんないい人が、自分を殺そうとするのだ。なぜだ。

　人の心を歪めるのは、〈悪あく魔ま〉の技わざだ。

　たとえ、四姉妹の理想がいかに崇すう高こうであろうと、自分は彼女たちを許せない。

　しかし、許せないと言ってもエフェメラの命そのものが風前のともしびだ。

「妹に手を出すなっ」

　その時、駆かけつけてきた人影が、ぶんと剣をふるった。その剣の背は、スティニアの峻しゆん嶺れいのように鉤かぎが突き出ている。

　ソードブレイカー。ガヤンに仕える者だけがふるう武器である。その鉤で、敵の刃をひっかけて折ることができるのだ。

　バーゴは、その一撃をよけるためにエフェメラから離はなれた。

「兄さん！」

　アンディがエフェメラをかばっていた。

「そうか、おぬしが……」

　戦鎚をかまえなおして、バーゴが呟つぶやいた。警けい戒かいしながら、やや距きよ離りをとる。

「降こう伏ふくしろ。もう、あんたの仲間はほとんどいないぞ」

　アンディは、ソードブレイカーの切尖をバーゴにつきつけた。彼の言葉に噓うそはない。アンディは、バーゴがさがるのを弱気の証しよう拠こと見た。

「そうはいかぬ！　理想のために、みなが命を捨てたのじゃ。わしだけがおめおめとは生き残れん！」

「おじさんっ」

　エフェメラは、一歩進みでた。すでに説得しようもないことは、わかっていたけれど。

「っンディ！　油断するな」

　敵と斧おのを撃うちあわせながら、後方からドムスが声をかける。

「その爺じいさんが使ってるのは、破壁法ってな。撃ちあわせる武器をぶち壊こわす、ジェスタさまが禁じられた武術だ！　いきおいつけて、突とつ進しんしてくるぞ！」

　ジェスタがもっとも斧をあわせる敵、タマットの武術から盗ぬすんだものだ。使うにはそれなりの間合いが必要とされる。つまり、さがっているからといって、バーゴが怖おじけているわけではない。

「エフィ、来るんじゃない」

　アンディがほんのわずかに視線を動かした。エフェメラを見た、というほどの動きではない。

　だが、バーゴにとっては充じゆう分ぶんな隙すきであった。

「ちぇいっ！」

　半呼吸で間合いが詰つまった。

「くっ」

　ふりおろされる戦鎚を、アンディはソードブレイカーで迎むかえ撃った。

　ぎいんという鋭するどい金属音とともに、背の鉤が数本折れ飛んだ。ソードブレイカーの背は、魔ま法ほうによって強さが増してある。そうでなければ、刀身そのものが砕くだけていただろう。

　ふりおろされた戦鎚は石いし畳だたみの床ゆかに深く突き刺ささっている。

「てやぁッ！」

　アンディが、叫さけびとともにソードブレイカーを突きだした。

　バーゴは、それを防ごうとしなかった。武器がなくても、それから手を離せば避よけようとすることはできたはずなのに。

　アンディの一撃は、老人の腹部を斬きり裂さいた。続いて、返す刃で肩かたから斬りおろす。

　だが、それでもバーゴは倒たおれなかった。戦鎚を引き抜ぬき、ふたたびアンディにふりおろす。しかし、その動きに先刻までの精せい彩さいは失われていた。

「もうやめろ。今なら、手当てを受ければまだ助かる」

「できぬよ。〈結社〉を裏切り、仲間を死なせた罰ばつは受けねばならぬのじゃ」

「……〈結社〉なんて、命を捧ささげるに値あたいするものなのかっ！」

　兄の声に含ふくまれた苦々しさは、エフェメラが今まで聞いたことがないほどのものだった。

　ソードブレイカーが、真っ向からバーゴに叩たたきつけられる。

　きぃいんという音が、戦いを終わらせる合図になった。

　ソードブレイカーが折れている。アンディの手もとに柄つかが残り、刃の先せん端たんはバーゴの胸に刺さったままだ。

　バーゴの口から、真っ赤なものがあふれ出た。足もとのねっとりとした血ち溜だまりに新しん鮮せんな血がたっぷりと加わる。

「命を賭かけたのは……夢じゃ……」

　バーゴの瞳ひとみは、すでにこの世界を見ていない。

「これを、嬢ちゃん。受け取っておくれ……」

　老いたドワーフは、ふところから何かをさしだした。エフェメラは、バーゴに近づいた。アンディが止めようとしたけれど、首を左右にふって進んだ。バーゴが、これ以上彼女を傷つけようとするとは考えなかったからだ。

　バーゴがさしだしたのは、二頭の〈龍りゆう〉がからみあったような腕うで輪わだった。材質は銀だろうか。〈龍〉と互たがいを封ふう印いんしあった〈異い貌ぼうの神〉を象しよう徴ちようする金属として、ふつうドワーフには忌いまれている。

「これ、おじさんが作ったの？」

　エフェメラは、それを受け取って握にぎりしめた。ドワーフは、金属細工や木工、さまざまな技術に精通している。

　けれど、バーゴからの答えはない。

　彼は、すでにこときれていたのだ。死しても倒れずに、アンディたちを遮さえぎっている。

　エフェメラは、泣くまいとした。語りべは感情に流されてはならない。たとえ、そうなっても、自分を観察するもう一人の自分を持たねばならないのだ。

『でも、一いつ滴てきくらいいいよね』

　エフェメラは、バーゴがくれた腕輪を、そっと胸もとにすべりこませた。ぬくもりが伝わってくるように思えるのは、気のせいだろうか。

「っさあ、急いで門を閉じるんだ、みんな」

　ドムスの声が聞こえた。すべての裏切者たちが、斃たおされたのだ。

　エフェメラが顔をあげた時、すでにアンディは歩きはじめていた。見えたのは、兄の背中だけだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、エフィ」

　立ち上がろうとしてよろけた彼女に、ドムスが肩を貸してくれる。

「兄さん……怒おこってる？」

　アンディが立ち止まって、小さくうなずいた。

「自分に向かって、ね。……彼は友だちだったんだろう、エフィ」

　アンディたちをすりぬけるように、生き残ったドワーフの戦士たちが駆けていく。エフェメラは、彼らの姿を見て、はっとした。自分よりも、ずっと辛つらいのはドワーフたちだ。遥はるかに長いつきあいだった友だちに裏切られ、自分の手で罰をくださねばならなかったのだ。

　重い〈水すい晶しようの間〉の扉とびらが開かれた時、錆さびた声が聞こえた。

「おぬしらの奮ふん闘とうには感謝するが、もう遅おそい。テロンは、陥おちる」

　レイバは、重々しく宣言した。すなわち、門が破られたのだ。

「聞こえるじゃろう、あの音が」

　悲鳴、震しん動どう、騒そう音おん。テロンが敗れつつあることが、頭上の響ひびきから伝わってくる。闇やみの月の種族、〈悪魔〉にその身を委ゆだねた者らが、感情と欲よく望ぼうの赴おもむくままに破は壊かいを行っているのだ。

　ドワーフの戦士たちは、何も言わなかった。ただ、次の命令を待っている。

「なんでよっ!?」

　沈ちん黙もくを破って、そう叫んだのはエフェメラだった。

「なんで、そんなこと言うの。みんな、一いつ所しよ懸けん命めい戦ったのに、それが無む駄だなんだったら、はじめからっ」

　声の調子が急速に落ちる。

「はじめから戦いなんかしなければ……」

　その肩を、アンディが強くつかんだ。痛い。エフェメラの細い肩を握り潰つぶしそうだ。

　兄が怒っていることを、エフェメラは感じていた。

「そんなことを言っちゃいけないんだ、エフィ。いくら一所懸命でも、報むくわれないこともある。でも、それでも……」

　アンディの言葉も、途と中ちゆうでとぎれる。

　それが、周囲の人々を思いやってのことなのか、それとも自分の言葉に確信が持てなくなったからなのか……エフェメラは、後者であるはずはないと自分に言い聞かせた。

　レイバは、彼女たちの言葉には注意を向けなかった。そして、テロンの戦士たちに命令をくだした。おそらくは、最後となるであろう命令を。

「こうなった上は、四姉妹の野望だけは阻そ止しせねばならぬ」

　レイバは、沈ちん痛つうな表情で続けた。

「きゃつらがこのような行動に出たからには、もはやテロンの持つ技術も、そして魔法も必要とはされておるまい。きゃつらは、地底に眠ねむるあれを起こそうとしておるのじゃ」

　友をほふる時にすら、動どう揺ようをみせなかったテロンの戦士たちが、その時ざわめいた。

　エフェメラは、その時、遥はるか地底に見た奇き怪かいな明かりのことを思いだした。

　あれか。あれが四姉妹の狙ねらっているものなのか。見つめているだけで意識を奪うばわれそうになった。いったい、なんなのだろう。

「あやつらは、神を起こして、〈龍〉を暴れさせようとしておるのじゃ」

　レイバの言葉が、エフェメラの疑問に答えてくれた。
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「見つけたでぇ！」

　焦しよう点てんがずれかけていたタッタの目に、力が戻もどってきた。

　やつは地上にいる。

　レー・ケルネと名乗ったあの翼よく人じんだ。

　大きな翼をたたんで、大地に座している。そして、両手を複雑に組みあわせ、巨きよ大だいな瞳を閉じていた。耳も寝ねている。感覚を閉とざして、元素獣じゆうの操作に集中しているのだろう。

　高空からでも、ミュルーンの鋭い視覚はそれだけのことを見てとることができる。

　だが、それもあとわずかだけだ。太陽は、山やま陰かげに隠かくれようとしていた。夜になれば、タッタは戦えない。

　ぎりぎりで見つけた。

　幸いなことに、やつのまわりに、歪ゆがみの月の怪かい物ぶつどもはほとんどいなかった。大半の連中は、すでにテロンの内部に突とつ入にゆうしてしまったのだろう。元素獣の護衛すらいない。油断している、というより、すでに召しよう喚かんの魔ま力りよくが尽つき果てたのか。

「もうちょっとや。しっかりせぇよ、わい」

　タッタは自分を叱しつ咤たした。

　もはや、その肉体にはろくに力が残っていない。

　地上からデルバイ信者たちが命がけで打ち上げた爆ばく裂れつ弾だんによって、ゲルーシャどもを追い散らしたものの、彼自身の翼も傷だらけだ。

　けれど、まだ槍やりを一ふりするくらいの力は残っている。

　これで、あの翼人を斃すしかない。

　テロンの門が閉じなかったのは見ていた。そこに、オーガーやゴブリンどもが雪崩なだれこんでいったのも見ている。ゲルーシャが空から姿を消したのも、地上からの鉄てつ砲ぽうや魔法による攻こう撃げきのせいばかりではあるまい。おそらく、より効率のいい虐ぎやく殺さつ場所を求めてテロンにおりたのだ。

　しかし、まだ望みはある。そうタッタは考えていた。

　あの二匹ひきの巨大元素獣を撃げき退たいするために、塔とうの上方で戦っている魔法兵士や、一ひと抱かかえもある巨大な鉄砲──巨おお筒づつと呼ぶのだという──を門の攻こう防ぼうにむけられれば、勝ち目はあるはずだ。

　タッタは、テスカポリトカとケツァルコアトルを見た。

　誰だれかが、塔から落ちていく。髑どく髏ろの怪かい煙えんをくらったのだ。アンディやエフェメラでないことは体格でわかるが、ドムスの可能性はあった。

　羽持つ蛇へびが稲いな妻ずまを塔に叩たたきつける。巨筒のひとつが爆ばく発はつを起こした。

　タッタは、種族としての力を磨みがいてこなかった自分をうらめしく思った。ミュルーンには、天候を操あやつり、雹ひようをふらせたり雷かみなりを呼ぶことのできる者がいるのだ。

　この戦いが終わったら、一度、習ってみよう。タッタは、ちらりとそう考えた。

　死ぬつもりなど、毛頭ない。自分が最強だなどと思っているわけでもないが、逃にげだそうとも思わない。テロンのドワーフへの、三食分の義理はゲルーシャとの空中戦で返せた気もするが、アンディとエフェメラもろとも、テロンに陥かん落らくされるわけにはいかないのだ。

　塔の上方の勢力を、門の攻防に向けるといっても、簡単ではない。いくらなんでも、あの元素獣をタッタが斃せるわけがないのだから。しかし、翼人の支配から解き放つだけなら不可能ではないはずだ。

　すでにタッタの武器はほとんど残っていない。テロンを出た時には、弩いしゆみと投げ槍を山ほど持って出たのだが、ゲルーシャに包囲される前にほとんどなくしていた。

　残っているのは、槍が一本。

　それも、刃やいばは欠け、血がこびりついている。剣けんならとっくに使い物にならなくなっているだろう。安くて長持ちする。タッタが、槍という武器を好む所以ゆえんだ。

　ともかく、空にいたままでは翼人に攻撃をしかけることもできない。

「ホンマに儲もうからん話ばっかりやで」

　一言ぼやいたタッタは、二重の宙返りをした。それを見た者は、はたしているのだろうか。

　目もく撃げき者しやの存在を確かめることもなく、タッタは真っ逆さまに翼人めがけて突つっこんだ。ぐんぐんと、毛むくじゃらの体が大きくなってくる。

　タッタは、そのまま突とつ撃げきするべきか否いなか、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。

　この勢いなら、翼人を頭から尻しりまで貫つらぬいてやれるような気もする。けれども、万が一にも失敗すれば、地面に激げき突とつして、魂たましいだけが百八十度方向を変え、月に向かってまっしぐらということにもなりかねない。

　どうするか。

　速度を緩ゆるめるなら、ここがぎりぎりという高さで。

　ぴくりと、翼人の耳が動いた。

『えぇい！　気がつくな、このボケっ』

　それが本当に、彼の羽音を聞きつけた動作なのかはわからない。けれど、タッタは思いきり翼を広げて制動をかけた。

　タッタが、地上から五メルーばかりの高さで止まった時。

　翼人が、ゆらりと立ちあがった。

　やはり悟さとられていたらしい。

　レーは、ふりむきながら宙に舞まいあがった。その腕うでには、鎌かまのような奇怪な刃は物ものがとりつけられている。あれの怖こわさは、昨日の戦いで思い知らされた。翼人は、すさまじい勢いで回転しながら飛びこんできて、あの刃物で敵をずたずたに斬きり刻むのだ。

　タッタも、あやうく脚あしを一本もっていかれるところだった。テロンのファウン神官たちが適切な治ち療りようをしてくれなければ、なくしていたかもしれない。

　翼人、レー・ケルネは、タッタから少し離はなれた位置に浮うかんだ。高度は、やや上。翼人の足が、ちょうどタッタの頭のあたりにある。

　そこで止まった。

　タッタは、やつの頭上に出るべきだろうかと思った。思ったが、やめた。タッタが動けば、翼人も動くだろう。労力の無駄だ。

「邪じや魔まをするナ。あれをアやつるのは、とても難しいのダ」

　レーが、腕を交差させた。腕の刃が、夕ゆう陽ひを反射してぬめりと光る。まだふるわれてはいないはずなのに、すでに血に染まっているかのようだった。

「おっさん、何が楽しいてこんなことしとんねん」

　こんな悠ゆう長ちようなことをしてる暇ひまはないねんけどな。

　そう考えながら、タッタは口を開いていた。

「楽しくなどなイ」

　翼人は、大きな目をぎょろりと動かした。

「せねばならないカラやっているだけダ」

「しんどかったら、止やめてしもたらええやんけ。誰も迷めい惑わくせぇへんぞ。喜ぶやつのほうが多いかもしれん」

「お前ハ、正しいだろウ」

　驚おどろくような答えが戻ってきた。タッタは、てっきり青銅の姫ひめへの、忠誠の言葉を聞かされるものだとばかり思っていたのだ。

「けれど、これは誰のたメにやっていルことでもなイ。すべて、おのれの満足のたメに行っているのダ。復ふく讐しゆうとハ、そういうもの。だから、誰が哀かなしもうとも貫くのミ」

　タッタは、いさぎよいと言ってもいい翼人の態度に、感動に近いものさえ覚えていた。

　この翼人は、おのれがなしたことの責任を、誰にもかぶせようとしていない。今まで、タッタが遭そう遇ぐうしたどの悪党も、親玉に世界に、自分の悪事の原因を押しつけたのだが。

　もっとも、どんな感情を抱いだいたところで、こいつをほうっておくわけにはいかなかった。

「ほんなら、どうしても退く気ィはないんやな」

　むしろ、戦いが避さけようもないものになっただけだ。

「我を斃たおしてモ、無駄なこと。元素獣どもは、止まることはナイ。テロンを滅ほろぼすゾ」

「はったり言うても無駄やぞ」

　タッタの挑ちよう発はつに、翼人はそれ以上答えようとしなかった。

　レーが大きくその翼を開いた。あれをやるつもりだ。つむじ風のように、竜たつ巻まきのように回転しての攻撃。

『さあて、どうやって防ごかいな』

　タッタは、槍を脚でかまえながら考えた。条件は昨日と同じだ。敵は、あんな化け物を魔ま法ほうで召喚したから、かなり疲つかれているように思える。しかし、疲ひ労ろうならタッタも同じこと。むしろ、怪け我がをしているだけ彼のほうが不利かもしれない。

　ぐるりと体をひねる。レーが竜巻になろうとしているのだ。

　その瞬しゆん間かん。

　タッタは気がついた。昨日とまるで違ちがっている条件がひとつある。

　高さだ。

　昨日は百メルーあまりの高空だった。しかし、今日は地面が近い。

「死ヌ」

　それを命令形として使っている。

「聞けるかいっ！」

　ごうっと、レーの周囲で空気が渦うずを巻いた。

　突撃してくる。昨日よりも、さらに速かった。一いち撃げきでの勝負を狙ねらっているのだ。

「ひゅしゅるるるるる」

「そうはいかんわい」

　タッタは、それを迎むかえ撃うたなかった。逃げたのだ。真下に。

　もちろん、翼人は彼を追いかけた。つむじ風になったレーの速度は、通常よりもさらに速い。

　タッタは逃げきれない。刃の渦に巻きこまれた。そこまでは覚かく悟ごしていた。多少の傷は乗り越こえねば、勝利はつかめない。

　タッタに激突してもレーの動きは止まらない。ミュルーンの狙いの一つは当たった。

　あまりのいきおいに、止まることができなかったのだ。邪魔物のない空中であれば、しばらく行きすぎたところでどうということもなく、レーはタッタを突き放せただろう。

　けれど、この高度、この角度では充じゆう分ぶんな空間は得られなかった。

　二人の空飛ぶ戦士たちは大地に激突した。すさまじい勢いで回転しながらだ。

　がががっと大地が削けずられ、砕くだけた石が飛び散った。もうもうと土つち煙けむりが舞いあがる。

　タッタとレーは、はじかれて転がった。

　双そう方ほうとも、傷だらけだ。

　レーの刃は、右みぎ腕うでにとりつけたほうが折れている。右耳がずたずたになり、右の目もつぶれていた。だが、タッタのほうが、よりひどい状態だ。脇わき腹ばらを大きく抉えぐられている。あと、ほんのわずか深かったなら内臓が飛び出していただろう。

　どちらの翼つばさも、役に立たなくなっている。

　立ちあがろうとした翼人が、途と中ちゆうでがっくりと膝ひざをついた。タッタは、槍を支えに身を起こし、前につんのめった。

　どうにか武器をかまえたのは、ほとんど同時だ。

　タッタは、ぎょろりと目を動かした。大地におりた、もうひとつの狙い。それが命中したかどうか、まだわからない。

　ミュルーンに手助けはなく、翼人を救おうとする者もいない。

　お互たがい、今は自力でなんとかするしかないのだ。ともすれば倒たおれこみそうな足取りで、なんとか互いに近づいた。

「ええ加減にせえよ、ホンマ」

　かすれた声とともに、タッタが槍をくりだす。翼人が、それを残った刃ではねのけた。

　二人ともよろめく。

　ふらついたままで、それでもなお、翼人は攻こう撃げきをくりだした。タッタは、それを避よけきれない。斬られた首筋から、たらりと血がしたたり落ちた。タッタは、槍にすがって姿勢を立て直そうとする。

　ぐっと体重をかけた瞬間に、限界がやってきた。ぽきりと槍が折れたのだ。

　そこにもう一撃がきた。

　のけぞって倒れたおかげで、とっさに体をかばった左さ翼よくを浅く斬られただけですんだのは、不幸中の幸いというやつだろう。

　もっとも、そのわずかな幸運も長くは続かない。あおむけに倒れてしまったタッタに、翼人がのしかかった。ほとんど、一いつ緒しよになって倒れたようにしか見えない。

　腕につけた刃は、遠い間合いでは使いにくい。だから骨が砕けているだろう右腕を使ってまで、レーはタッタを押さえこんだ。

「ええい、やめんかい、こら。わいはまだ死にとうないんや。まだまだ、やりたいことは一いつ杯ぱいあんねんからな」

「こちらにもやりたいコトがあル。そのために、お前、邪魔なのダ」

　翼人の声には、憎にくしみも怒いかりもなかった。感情ではなく、理性が殺せと命じている。だからこそ、言葉で彼を動かすことは不可能だ。言葉が無力であると悟った時、タッタは初めて恐きよう怖ふを感じた。

　翼人が、ミュルーンの喉のど笛ぶえに向かって左ひだり腕うでの刃をふるおうとした、その刹せつ那な。

　ひゅん。

　細い死の使いが、風を突き破った。どこからか飛んできた矢が、レーの喉を貫いたのだ。

　矢や尻じりにつけられた羽は、黄色と黒のまだら模様。

「がっ」

　翼人の体が硬こう直ちよくする。

　その瞬間に、タッタは残された最後の力をふりしぼった。折れた槍やりの先せん端たんだけを摑つかんで、翼人の腹に突き刺さしたのだ。

　それでもレーは死ななかった。よろよろと立ちあがって、タッタから離れる。逃にげようとしているのだ。

「ラナークっ！　早はようせぇ！　ゆっくりやったらトカゲでもするっ」

　タッタは、ミュルーン独自の言い回しで援えん護ごの矢を放ってくれたエルファをせきたてた。

「わかってますよ。逃がしません」

　ラナークは、ずっと地上からタッタを追い続けていたのだ。二重の宙返りは、エルファへの合図だったのである。緑の民たみは、呪じゆ文もんを唱えて豹ひようの姿に変わると、だっと翼人に駆かけよった。

　大地を蹴けり、しなやかな肉体が宙に舞う。その牙きばが赤く輝かがやいたのは、夕陽にきらめいたのか、それとも血を映したのか。

「あ、やめっ……」

　タッタが言おうとした時には、すでに翼人の喉が喰くい破られている。

　翼人が、どうっとあおむけに倒れた。

　噴ふきあがった血は、夕焼け空に溶とけこむほど赤かった。

　タッタが近づいた時には、血の奔ほん流りゆうはおさまっていた。翼人の瞳ひとみは、かっと見開かれたままだ。耳はぴんと立てられたままだ。けれど、もう何も見えず、何も聞こえない。

「運が悪かったんと違うで。自分が間ま違ちごうたんや」
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　タッタは、レーの目を閉じてやった。

　制止に応じられなかったラナークが、すまなそうに鼻をこすりつけてくる。彼も、あちらこちらに新しい傷を負っていた。最も大きな首筋近くの傷は、埋うめこまれたレスティリの根によって、すでにふさがれている。

「ええがな。気にすんな。わいがとどめを刺したかった……ちゅうわけでもない。まあ、一種の気の迷いや。さあ、とっととテロンに戻ろか。エフィのやつ、うまいことやったんやろな」

　タッタとラナークは、テロンの塔とうをみあげ、そして顔を歪ゆがめた。

　髑どく髏ろの頭を持った百足むかでが、空飛ぶ蛇へびに喰らいついて、その羽う毛もうをむしりとっている。

　小さな黒雲が発生して、百足の要所に稲いな妻ずまを叩たたきつけていた。

　羽持つ蛇が、百足にからみついた。鉄くろがね色いろの百足の足が、蛇の肉体を抉えぐる。

　二匹ひきの怪かい物ぶつが喰らいあいをはじめたのだ。だが、テロンへの破は壊かいも止まらない。

　巨きよ体たいは、絡からみあいながら塔にぶつかったのだ。いかに頑がん丈じようなテロンの塔とはいえど、あれほどの巨体が加減を考えずに行った体当たりの衝しよう撃げきには耐たえきれない。

　これまでは、元素獣じゆうたちはみずから傷つくような攻撃はしてこなかった。だが、今は違う。彼らは互いを破壊する武器として、テロンの塔を使っているのだ。

　皮肉なことに、そのほうが塔への危険度は高かった。

「このどあほ！　喧けん嘩かやったら、もっと広いとこでやれ！」

　タッタの叫さけびが、元素獣たちに届くはずもない。

「ええい、はったりやなかったんか！」

　二匹の怪物は、レーにかけられた呪じゆ縛ばくとおのれの本能のはざまであがきながら、滅びをまき散らしている。テロンの塔は、まさに崩ほう壊かいしつつあった。

「とにかく、行くで」

「ええ」

　タッタの言葉に、元の姿に戻もどったラナークがうなずいた。何がなんでも、アンディたちのもとへ駆けつけねばならない。今や塔の内側にまで広がったであろう激戦を抜ぬけて。

　その時、タッタとラナークの足に何かが巻きついた。細い触しよく手しゆだ。驚おどろく暇ひまもなく、二人は大地の底にひきずりこまれていた。
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「……なあに、これ？」

　エフェメラの目が、まん丸になっていた。

「……水すい晶しようだろ」

　ドムスが答える。

「だから〈水晶の間〉と呼ばれてるわけだ」

　アンディが、わかりきったことを言った。

　それはただの水晶ではなかった。それも予想できることだろう。このテロンの中ちゆう枢すうである。意味もなく水晶で飾かざられているわけはない。

　巨きよ大だいであった。

　この〈水晶の間〉は、直径が百歩あまりもある円形の広間だ。天てん井じようの高さは、直径の半分ほどもあるだろうか。

　その容積のなかばを、水晶が占しめている。

　けれど、巨大さだけであれば、アンディたちはこれほど驚きよう愕がくしない。これがなんなのかと、疑いの声をあげもしない。

　不可思議なのは、その形である。

　おおまかには半球だ。おそらく下半分は床ゆか下したに埋められているのだろう。ところどころに突つき出た場所があって、表面はでこぼこしている。問題はそのでこぼこなのだ。

　ある四し角かく錐すいには五つの面がある。別の角は四つの直角からなっていた。三十度の面五つからなっているとげがあり、それらが集まって完全な円である五角形が成立している。

　この地上には存在しない幾き何か学がくによって組みあげられているのが、この水晶なのだ。

　さらに水晶は奇き妙みような輝きを放っていた。炎ほのおや太陽の力強い輝きでも、優やさしげな月のきらめきでもない。控ひかえ目な星のまたたきとも違ちがえば、アンディが見慣れた魔ま法ほうの光とも違う。

　今まで見たことのない性質の光だ。

　いや、エフェメラだけは見ている。テロンのはるかな地底に通じる穴の果てに。

　そして、水晶のまわりには何人もの〈多足のもの〉が集まっており、透とう明めいな液体を塗ぬりつけたり、アンディたちにはまったく正体不明な材質で作られた紐ひもを貼はりつけたりしていた。

「これがテロンの秘密じゃよ」

　そう言ったレイバの声は、とてつもなく疲つかれて聞こえた。彼女は、ずっとこれを守り通してきたのだろう。

　重荷を背負った旅の終わりを、百年以上を生きてきた女性が予感しているのだ。

「この地下には、〈異い貌ぼうの神〉が眠ねむっておる。神としては小さい。けれど、わしらにも手が届く神なのじゃ」

「この水晶から神の力を引き出している、と？」

　アンディは、その口調にも、〈多足のもの〉たちを見つめる視線にも、嫌けん悪おの気持ちがにじみ出るのを抑おさえきれなかった。エフェメラが大だい丈じよう夫ぶだと保証しているが、落ち着けるものではない。この水晶と同じに、〈多足のもの〉たちも、双ふた子ごの月どころかルナル本来の自然法則に従わない存在なのだ。

「魔法の品を作るには、大量の魔ま力りよくが必要になる。けれど、大量というのは〈源人の子ら〉にとってのこと。神にとってはうたた寝ねしているあいだに洩もれ出る程度のものにすぎぬ」

「これもそうやって作ったわけか……」

　アンディは、折れたもののかわりにと、レイバがくれたソードブレイカーをながめた。身につけた鎧よろいも、盾たてもそうだ。どれも魔法がかけられている。

「〈多足のもの〉たちの協力でな」

「どうして、彼らが？」

「そうせねば、わしらが神を起こしてしまうと脅きよう迫はくしたからじゃよ」

　レイバはくっくと笑った。その答えは、アンディたちを少なからず当とう惑わくさせた。

「どういうこと？　あの人たちにしてみたら、神さまが起きたほうがいいんじゃないの？」

　異様な姿の〈多足のもの〉たちを、ためらいなく『人』と呼べる妹に、アンディはいささかの違い和わ感かんを覚えた。けれど、今はそんなことを問いただしている場合ではない。

「神とても、ねぼすけな怠なまけ者はおるのじゃろうな。この地に眠る、〈一千の瞳の小山〉は、〈異貌の神〉がすべて目覚める時が来るまで、決しておのれを起こすなと仕える者たちに命じたそうな。もしも、そのようなものが無理やり目覚めさせられれば、大暴れするじゃろうな」

　エフェメラは何か思い当たる顔つきだ。アンディは、彼女の寝ね起おきの悪さを思い出したが、笑えみを浮うかべるほどの余よ裕ゆうはなかった。

「崇すう高こうな〈結社〉の目的のためなら、それほどの破壊でも許されるとでも？」

　アンディの怒いかりの言葉にも、レイバはたじろがなかった。

「もちろん、そんなことをするつもりはなかった。単なる脅おどしじゃ……けれど、できるということは示さねばならなんだ。それが裏目に出たな」

　レイバの顔から笑みが消える。

「四姉妹などというものがあらわれるとは、誰だれ一人思うておらなんだでな」

「やつら、この水晶を利用しようっていうんじゃないですか？」

　ドムスは、レイバに対しては言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいだ。ドワーフは年長の女性には徹てつ底ていして礼れい儀ぎ正ただしくあるように教育される。

「あやつらは、〈結社〉のみならず、この世界に今あるものをすべて破壊しようとしておる。すべてを焼きつくした後に、自分たちの理想郷を築こうとしているのじゃ」

「では……」

　アンディは、唾つばをごくりと飲みこんだ。自分の予想を口にするのが、恐おそろしかったからだ。

「四姉妹は〈異貌の神〉を目覚めさせて、世界を破壊するつもりだと？」

「それだけではなかろうな」

　しかし、レイバの答えはさらに恐ろしいものだった。

「知っておるじゃろう。〈異貌の神〉と〈龍りゆう〉は互たがいを封ふう印いんしあっておる。片方が目覚めれば、もう片方も……」

　最強の肉体を誇ほこる〈龍〉たちは、今や〈天空の龍の島〉として空に浮かんでいる。それが、浮かぶ島でなくなるというのか。

「まさか……そんな」

　最後まで聞かずに、アンディは呻うめき声をあげていた。

　太古の昔、世界には六つの大陸があったという。それが三つにまで減ってしまったのは、〈龍〉と〈異貌の神〉が戦った余波だというのだ。

　たとえ一体ずつとはいえ、そんなものがよみがえったとしたら。グラダスに住む人々の力で、なんとかできるのだろうか。

「じゃから、ここを四姉妹に渡わたすわけにはいかぬ」

　すでにドワーフの戦士たちは、入りこんできた青銅の姫ひめの軍を食い止めるべく、上層へと上っていった。

「なら、あたしたちも戦う。ね、兄さん」

「もちろん。おいらたちが撃げき退たいします」

　妹と仲間の言葉にうなずこうとして、アンディは躊ちゆう躇ちよした。

　これも〈結社〉の陰いん謀ぼうではないのか。片方の言葉だけで、決めてしまっていいだろうか。四姉妹は、ほんとうにそれほどの破壊を企たくらんでいるのか。

　アンディは、仲間になれと言った時の青銅の姫の瞳ひとみを思った。あれは、まっすぐだった。ドムスと同じくらいに、正面だけを見つめていた。

　どちらが真実なのだろう。

　エフェメラが、動かない兄の腕うでを、ぎゅっと握にぎりしめる。

「わしと彼らは、この水晶を封印する」

　レイバは、そんな双子に気づかぬように言葉を続けた。

「できるのですか？」

　ドムスの問いは、戦術を練る軍師の口調だった。どういう状じよう況きようになれば勝ったことになるのかを知らねば、勝つための策を見み出いだすこともできない。

「四姉妹とて、〈異い貌ぼうの神〉と〈龍〉を、無制限に争わせたいわけではあるまい。ならば、なんとかなるじゃろう」

　そして、レイバはアンディたち三人に向かって優しげに笑った。

「おぬしらは、それにつきあう必要はない。下層に子供たちを集結させておる。みなを連れて逃にげてくれぬか」

　アンディは、レイバの意図を探さぐろうと、その表情を観察した。

　瞳の奥に、哀かなしげな光がある。彼女は、自分を騙だまそうとしているのか。それとも真実を語っているのだろうか。〈結社〉は信用できないが、子供たちを守れという言葉に反発するのは難しかった。

「地下に隠かくし通路がある。〈多足のもの〉たちも協力してくれよう」

「できないよ。だって、まだタッタくんも、ラナークも……戻ってきてないもの」

　エフェメラは子供がいやいやをするように首をふった。妹の言葉に、アンディは自分を恥はじた。そうだ。何を迷うことがあっただろう。すべきことが、終わったわけでもないのに。

「テロンの戦士の人々が守って逃げてください。ぼくたちは、友だちを探しにいきます」

　アンディは、きっぱりとそう言った。

　タッタやラナークがいない。ニフトールも、行方ゆくえ不明のままだ。ようやく再会できたのは、エフェメラだけ。いずこかの密みつ偵ていだったとはいえ、アードのことも気にかかる。このまま旅立つことなどできるはずもない。

「だが……」

　レイバが何かを言いかけた途と端たんに、ずうんという重い響ひびきが伝わってきた。天井から、ばらばらと何かのかけらがふってくる。見上げてみれば、細かいひび割れが一面に走っていた。

「地上に出るのはもはや不可能に近いぞ。何匹ひきの怪かい物ぶつをうちはらわねばならぬか」

　レイバは、深いため息をついた。

　その言葉に噓うそはない。

「そんな……」

　妹の顔が真っ青になるのを見て、アンディは自分の顔色も似たようなものだろうと思った。

「大丈夫！　おいらがついてる」

　ドムスが、どんと胸を叩たたく。

「まったく世話の焼ける連中だな。アンディたちは、先に行ってろ」

　黒い顔が笑うと、真っ白な歯がきらりと光った。

「そんなの、だめだよ」

　エフェメラが、ドムスに駆かけよろうとしたその瞬しゆん間かん。天井が砕くだけた。

　いや、砕けたというよりも破は裂れつした。組み合わされた巨きよ岩がんの一部が、瞬しゆん時じにして砂に変わったのだ。

　ぽんと吹ふき出し、そして滝たきのように落ちてくる。

　もしも、アンディたちの頭上であったなら、悲鳴をあげる暇ひまも逃げろと叫さけぶ余裕もなく、砂に吞のみこまれていただろう。

　しかし、幸いなことにわずかに外れている。

　アンディたちが入ってきた扉とびらと、アンディたちの中間だ。背後では、〈多足のもの〉たちが、かたかたと床ゆかを踏ふみ鳴らしている。

「みんな、一か所に集まってるよ」

　アンディのかわりに、エフェメラがふりむいて報告した。

　彼自身は、砂の滝から目を離はなせない。

　どうどうと落ちてくる砂は、もうもうと舞まいあがる煙けむりになり、アンディたちの視界をさえぎっている。

「なにごとじゃ？」

　レイバが身がまえていた。といっても、彼女に武器があるわけではないが。

「兄さん！　おかしなのが出てきたわ」

　真っ先に、それに気づいたのはエフェメラだった。

　山の形に積み重なった細かい砂の中から、もぞもぞと這はい出てきたものがいる。それはヒトデの形に組みあわさったゲジゲジとでも表現するしかないような、醜しゆう悪あくなしろものだった。それほど大きくはない。さしわたしは、人の頭部くらいだろうか。紫むらさき色いろをしている。濃のう淡たんがまだら模様を作っていた。それが七、八体あまり、うごめいているのだ。

「ただの虫じゃない。みんな、気をつけろ」

　わかりきった警告を、アンディはあえて口にした。黙だまって見つめていると、そのおぞましさにおかしくなりそうだったのだ。こいつらを見ていると、〈多足のもの〉たちは異質すぎて、逆に不快感を覚えないのだとわかる。

　今、這いだしてきたものには、生理的とすら言っていい嫌悪を感じていた。

　アンディは吐はき気を抑おさえるために、唾つばをごくりと吞みこんだ。

　その途端に、何かがずうんと落ちてきた。大きな何かだ。それも、動いている。岩や瓦が礫れきではない。落ち着きかけた砂煙が、ふたたび視界を灰色に染めた。それは、天てん井じようや壁かべの材質と同じ色しき彩さいだ。

「まさか……」

　すべてが白と黒の濃淡であらわされる彼方かなたで、巨きよ大だいな何かがうごめいていた。のたくる尾おは蛇へびのように思える。だが、その胴どうは人の腰こしよりも太い。それに、ちらりと見えたあれは、巨大な角ではないか？

「こんなに高いとは、思わなかったね。後の連中が来るのは少々遅おくれそうだ」

　声が聞こえた。

　砂煙が、ゆっくりと落ち着いてくる。

　そこに怪物がいた。

　影かげで見えたとおり、全体的には蛇のような姿だ。なみの人間の身長、三人分の長さがある胴体はぬめぬめと輝かがやく虹にじ色いろの鱗うろこにおおわれている。一枚一枚が盾のようだ。大きさも、強さも。

　そして、胴の先せん端たんは二つ……三つに分かれていた。

　右の頭は三角形の毒大蛇。二ふた叉またになった舌をちろちろと出し入れしている。鋭するどい牙きばは、鋼鉄の板すら貫つらぬきそうだ。

　左の頭はねじくれた角を持つ巨大な黒い山羊やぎ。破城鎚つちなみの威い力りよくは秘ひめているだろう。

　そして、中央は美しい少女の上半身。浅黒い肌はだ。強い意志を秘めた大きな瞳。

「さて、今度こそ返事を聞かせてもらうよ」

　そう言って、中央の顔がにやりと笑った。

　青銅の姫。

　フエイアの顔が、そこにあった。アンディたちを見下ろしている。勝利を確信した表情だ。

「っいかげんにしな」

　ドムスが、ぽんとフエイアを突つき放すように言った。

「何度誘さそわれても同じだ。なあ、アンディ？」

　アンディは答えなかった。

　答えないアンディを、ドムスは黙って見つめている。背後にいる妹も、同じように自分を見つめていることがはっきりと感じられた。

　不安が伝わってくる。

「ぼくは……」

　四姉妹に従うつもりなど、ない。

　けれど話しあうことは、ほんとうにできないのだろうか。彼女たちの言い分を聞いてみてはいけないか？

　そんな迷いがある。
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　どこから出てきたのだろう。彼女らが邪じや悪あくであることに疑いはない。自分は、何を迷っているのだ。

「ガヤンの神官。あたいたちは、月を否定するのじゃない。この姿は〈異形〉。〈悪あく魔ま〉なんかとは違ちがう。新しい魔ま法ほうの力だ。月になんか頼たよらない、な」

　青銅の姫は、アンディに語りかけているようで、しかし、視線はちらちらとドムスに流れている。もっとも、当人たちはどちらもそれに気づいていなかったが。

「そうさ。月の力なんかなくたって、あたいたちはやってける。そして、本当の自由を得るんだよ。自分の力を頼りにしてさ。強いやつなら、わかるはずだよ。ねえ、アンディっていったね。〈結社〉なんてものにもてあそばれたあんたには、あたいたちの気持ちはわかるはずだ」

　自由か。

　アンディも、その言葉には憧あこがれる。自分が知らないうちに定められていたことに、従うことへの反発。それは恐おそれと言い換かえてもいい。

　委ゆだねてしまえば楽だろう。けれど、それは誇りにかけてできぬ。父の名においてできぬ。

　なぜなら、父がそんな人物だと思いこんでいたからだ。彼が死ぬまで。自分はそうなるまいとして、アンディはガヤン信者の中でも犯罪者を追う職を選んだのである。

　もしも父が〈結社〉に踊おどらされていたのなら……四姉妹がほんとうに自分たちの理想を追っているなら……母が自分たちに隠し事をしていたなら……。

　きれぎれの思考が、とめどなくアンディの中で渦うず巻まいている。

「兄さん！　騙だまされちゃだめ！」

　エフェメラの声が、アンディを打った。

「思い出して！　あたしがシャストアさまを選んで、どうして、兄さんはガヤンさまにお仕えしたのか」

「ガヤンは……」

　反射的に口をついて出たのは、祈いのりの言葉だ。

「ガヤンは法を定めたもう。法は人と人との定めなり。互たがいの身を思いやり、ともに安らがんための定めなり。我らガヤンに仕える者。法を知らぬ者に法を説き、法を破る者に法を説き、秩ちつ序じよと安あん寧ねいをもたらさん」

　その言葉を口にするうちに、心が晴れた。

　なにを惑まどうことがあったのだろう。アンディは、自分が情けなかった。どうして、こんなに目を曇くもらされていたのだろう。〈結社〉がどうあれ、自分のなすべきことは自明の理。

　真の自由は、おのれのうちにあるのだから。誰だれかに与あたえてもらわなくとも。法は縛しばるものではない。真の法は、互いのうちにあるのだから。法は、支えるものなのだ。

　それさえ知っていれば、〈結社〉がなにを望もうと恐れることはない。自分は四姉妹を罰ばつするのではない。彼女らにも、見失っている安らぎをもたらすこと。それこそが、ガヤンの神官たるおのれの使命。

　できぬかもしれないと思っても、やらねばならないことはあるのだ。先ほどエフェメラに言ってやろうとして言えなかったことが、今度は自信を持って口にできそうだ。

　アンディは、とうとう答えを見つけた。

　そして、青銅の姫ひめに向かってソードブレイカーをかまえる。切きつ尖さきには、わずかなゆらぎもない。主人に応こたえるように、その刀身は冴さえ冴ざえと澄すみきっている。

「そうか」

　青銅の姫の言葉に、アンディはちらりと寂さびしさを感じたような気がした。もしも、それが真実なら……。希望があるかもしれない。

「じゃあ殺してやるよ」

　彼女は気け怠だるげにそう言った。
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「はん！　言ったろうフエイア！　こいつらは、しょせん〈結社〉の子なのさ」

　その声は頭上からふってきた。高くて細い。

　声の主の体格を考えれば無理もあるまい。それはポル・ポレン。蛾がの羽を持ったフェリアの声だったのだ。

「フエイアの敵！　五ご方ほう陣じんの仇かたき！　このポル・ポレンが倒たおす。〈結社〉同士で殺しあいなっ」

「きゃあっ」

　悲鳴をあげたのはエフェメラだった。両手で頭を抱かかえこむようにしてうずくまっている。長い、美しい黒くろ髪かみをかきむしりながら、意味不明の言葉を喚わめきちらしはじめたのだ。

「どうした、エフィ!?」

　フェリアが何かをしたのだと思ったが、何をされたのかはわからない。攻こう撃げきされたのではない。魔法を使ったにしては、呪じゆ文もんを唱えたようすもなかった。

　エフェメラが、かくんと片足を伸のばした。ぐんと前のめりになる。曲がっていた腰が、腹筋と背筋で無理に伸ばされた。ぐんと膝ひざがまっすぐになる。ぐらりとよろめいた。

　目の焦しよう点てんがあっていない。

「操あやつられたのじゃ！　フェリアが［心の声］を使つこうておる。やつらは、人の肉体をのっとってしまうことができるんじゃ。嬢じようや本来の心は奥底に押しこめられておる」

　そう叫んだレイバに向かって、エフェメラがぎくしゃくと歩きだす。関節の歪ゆがんだ人形のような動きだ。細剣レイピアを抜ぬいて、むやみやたらに突きだしはじめた。

「エフィ、しっかりしろ！」

　動きがぎごちないのは、彼女の精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうだろう。しかし、止まることはできないでいる。

「ポルっ！」

　青銅の姫が、とがめるような声をあげる。

「フエイア、レーも殺やられたんだ。のらくらやってないで、とっとと片付けなきゃ。サレイアにつけこまれるよ」

「ポルは、〈結社〉どもを押さえていればいいっ」

　青銅の姫は、その太い尾で床ゆかをひとうちした。ざざっと前に滑すべりでる。

「エフィのことはまかせろ！」

　ドムスが、エフェメラに背後から組みついた。そのまま、はがいじめにする。エフェメラは手足をまっすぐに伸ばしたままで、ぶんぶんと振ふり回した。

「頼たのむっ」

　アンディは、青銅の姫をさえぎる位置に走った。

「レイバさんっ！　急いで封ふう印いんを！　ここはぼくが防ぎます」

　もはや、〈結社〉の一員であるレイバに、何かを『頼む』ことにも抵抗はなかった。レイバは黙って水すい晶しように近づいていく。アンディたちのやりとりのあいだも、〈多足のもの〉たちは作業を続けていた。青銅の姫が、砂煙の中からあらわれるころには、もう戻もどっていたのだ。言葉がわからないということもあるだろうが、やはり感性がまったく違っているのだろう。

　ともかく、アンディは青銅の姫の前に立った。

「一人で、あたいの相手になるつもりかいっ」

　青銅の姫の視線は、ドムスに送られていた。

「一度勝った相手と、二度戦ってもあんまり面おも白しろくない」

　ドムスが、珍めずらしく目をそらした。

「だったら、こいつが殺されるところをながめてるんだね。そうすれば、考え直すだろうさ」

　青銅の姫が、アンディにのしかかる。自分に絶対の自信があるのだろう。防ぼう御ぎよの必要など微み塵じんも感じていない。

　小細工はない。

　けれど、アンディも退かぬ。

「かはぁっ！」

　青銅の姫の口から、青白い炎ほのおがほとばしった。奇き怪かいな体から得た能力ではない。《火吹きフアイアブレス》と呼ばれる呪じゆ文もんだ。あらゆる魔法の炎の中でも、もっとも高熱。

　アンディはとっさに盾たてで我が身をかばった。盾と手て袋ぶくろを通じても熱さが伝わってくる。二度はしのげるだろうかと、ちらりと考える。

　けれど、先のことなど心配している余よ裕ゆうはない。

　毒どく蛇へびの牙きばが迫せまる。彼のソードブレイカーと、ほとんど同じ長さがあった。黄色い毒液が滴したたっている。こぼれたしずくが、床を溶とかして、じゅっと音を立てた。

　刃やいばと牙がぶつかりあう。

　がりがりがりと何かが削けずれる音がして、アンディはあやうく転てん倒とうしそうになりながら、なんとか牙きばの方向をそらす。

　間かん髪はつをいれずに、山羊やぎの頭がぶうんとふりおろされてきた。圧あつ倒とう的てきな質量だ。

　一歩さがって、かろうじてよけた。

「ははっ！　敵じゃないって言ったろ」

　次の攻撃に移ろうと、蛇へびと山羊の首がわずかにさがった。

　その機を逃のがさず、アンディは一気に踏ふみこんでいた。

　アンディも、ボグズとドムスの戦いをただ漫まん然ぜんと眺ながめていたわけではない。彼も戦士だ。目前の出来事から、学ぶ。

　刃をかわした敵からも、教わったことはある。バーゴの踏みこみは、今、アンディの内にあった。

　電光の速さで間合いを詰つめる。そして全身全ぜん霊れいをこめた一いち撃げき。青銅の姫に真っ向からふりおろす。迷いはない。

「なにぃっ！」

　青銅の姫が、思わず一歩さがる。毒蛇が、本体を守ろうと割りこんできた。

　斬ざん！

　ソードブレイカーが、毒蛇の首に、なかばあたりまで斬きりこんでいた。

　ぎがっ。

　異様な音。骨が断たたれたのだ。そして、ごとんと首が落ちた。アンディの全身にどす黒い血がふりそそぐ。ざあざあと土ど砂しや降ぶりの雨のような音を立てて。

「フエイア!?」

　ポル・ポレンが悲鳴をあげた。けれど、青銅の姫は動どう揺ようしていない。それどころか、実に楽しそうな笑えみを浮うかべていた。

「心配いらない。今のでこいつは終わりさ」

　かもしれないな。アンディは、肩かたで息をしながら思った。今の動きは、我ながら奇き跡せきだった。

　けれど。もう一度やってみせる。妹を守るために。自分を守るために。すべての自由のために。お前の自由のためにだ、青銅の姫よ。

　アンディの想おもいを、フエイアは真正面からはじきかえす。

　ポルは、すでに安心の表情を取り戻していた。

　そうとも、フエイアが負けるはずはない。たった一人で、森を生き抜いていた娘むすめだ。五歳ではじめて心ある者を殺した娘。ポル・ポレンが手塩にかけて育てた将の器うつわ。

　それが、こんなところで敗れるわけなど、あろうはずはない。

　けれど、彼女を傷つけた者は罰を受けねばならない。その楽しみを得るには……やつの友を、妹を使ってやるのがいちばんだろう。

「ちぃっ。役に立たない娘だ！」

　ポルは、エフェメラに向かって毒づいた。シャストアの少女は、ドムスに完全に押さえこまれている。ドムスの動きを封ふうじることにはなっているが、それではポルの嗜し虐ぎやく性を満足させることにはならなかった。

　フェリアは、再び念をこらした。どうやら小こ僧ぞうを使ったほうが面白いことになりそうだ。

「あ……」

　エフェメラの体から、力が抜ける。ぐにゃりとドムスの腕うでの中に倒れこんだ。

　そのかすかな声が聞こえたのか。アンディの肩がぴくりと動く。けれど、青銅の姫につけこまれるほどの隙すきは作らなかった。

「心配するな、アンディ。眠ねむってるだけだ」

　ドムスが声をかける。

「そうとも。今度はお前だ。お前にとどめを刺ささせてやるよ」

　ポルが叫さけんだ。

「待って、ポル母さん！」

　青銅の姫が、あきらかなあせりを見せて叫んだ。アンディに、首一本を落とされても余裕を見せていたのに、だ。

　彼女はアンディを見ていない。

　水晶に顔を向けている。

　アンディは、たたっと五歩ほど後ろにさがって、青銅の姫と距きよ離りをとった。そして、体を彼女と垂直の位置にして──不意をつかれないように──、同じ方向を見た。

　ドムスも、眠らされたエフェメラをかかえて同じことをする。

　そして、見た。〈多足のもの〉の半数が、殻からを砕くだかれているのを。

　内部の柔やわらかい臓器が、岩のような殻からでろりとはみだしていた。そこにもぐりこんで、体液をすすっているのは、あのヒトデとゲジゲジをかけあわせたような生き物だ。

　そのすぐ横にレイバがいた。そしてレイバの首筋に、顔を埋うずめている黒衣の男がいる。

　かなりの長身だ。黒いマントは、マハノチの革かわ製ではないだろうか。腰こしには赤い鞘さやにおさまった細剣をさげている。

　誰だれだ、こいつは？

　アンディは混乱した。どこから入ってきたのだろう。扉とびらではない。天てん井じようの穴からおりてきたなら気づいたはずだ。飛んできたとでもいうのなら、ともかく……。しかし、男に翼つばさはない。人間のように見える。

　青銅の姫も、その男を睨にらみつけていた。

「こんなところで、何をしてる、あんたには他ほかのことを命じたはずだ」

　青銅の姫ひめの声は低い。それだけに、抑おさえた怒いかりがあらわれていた。その言葉からして、こいつは彼女の仲間らしいとアンディは思った。けれど、青銅の姫の命令に従っているのではなさそうだ。

　男が、ゆっくりと顔をあげる。

　端たん整せいな、恐おそろしいほどに美しい顔だちだった。若者と呼べる年ではないが、まだ老いの兆候はあらわれていない。

　その口もとは、真っ赤に汚よごれていた。

　血だ。二本の小さな牙きばが、くちびるからはみだしている。

　そして、その血よりも赤く輝かがやいている二つの瞳ひとみ。

　アンディでも知っている。こいつが、どういう存在なのかわかる。

　生と死のはざまを歩むもの。闇やみの中でしか、徘はい徊かいを許されぬもの。永えい劫ごうに肉体に捕とらわれた、救われぬ魂たましい。

　不死者の王にして、血の隷れい属ぞく者しや。

　すなわち吸きゆう血けつ鬼き。ヴァンパイア。

「どういうつもりだ、アーカムっ」

　青銅の姫が怒ど鳴なった。

　やつがヴァンパイアなら、気づかれずに入りこめた理由もわかる。彼らには、人知を超こえたさまざまな能力がそなわっているのだ。小さな蝙蝠こうもりに、あるいは霧きりに変身して、あらゆるところに入りこめるという。

　アンディは知らない。こいつの名は、ウォルグレイ・アーカム。漆しつ黒こくの王子の異名をもち、四姉妹のもとで夜の群れを率いている闇の住人であった。

「答えないか！　青銅の姫が問うているんだ」

　ポルも、ドムスを操ることを忘れて、ヴァンパイアを問いただした。その表情にあせりが浮かんでいた。

「読んでみればよかろう」

　そう言い捨てると、ヴァンパイアはレイバを突つき放した。

　老いた体は、紙でできているかのようにふわりと床に転がった。もう、呼吸をしていないのは明らかだ。

「そう言うなら。素す直なおに読ませろ」

　フェリアといえど、無制限に他者の心をのぞきこめるわけではない。強い意志は、高い壁かべとなって彼女の侵しん入にゆうをこばむのだ。

「若い女性の血のほうが美味なのですがね。このさい、やむをえませんな」

　あいた両手で、ヴァンパイアは、あの紫むらさき色いろの生き物を拾いあげた。そして、それを無雑作に水晶に投げつけたのだ。

　ヒトデとゲジゲジをかけあわせたようなその生き物は、べちゃりという感じで水すい晶しように貼はりついた。すると、奇怪なことにその輪りん郭かくがぼやけはじめたのだ。無数に生えていた、脚あしともべん毛ともつかない部分がかすんで見えなくなっている。

「何をするんだい！　そいつは、水晶を砕いちまうよ！　すぐにはがしな」

　叫ぶポルを、ヴァンパイアは冷ややかに眺めている。

「おい、どういうことだ？」

　ドムスは、わからぬことは素直に問いかける。たとえ敵であってもだ。

「あれは、白金の姉上の配下。十頭脳と呼ばれるやつらが作りだした魔ま法ほう生物だ。振しん動どうで、岩や金属や結けつ晶しようを砕くように作られてるんだ」

　そんな義理はないのに、青銅の姫は説明をしてくれた。この状じよう況きようをアンディやドムスに理解させて、手を組んだ方が得策だと判断したのだろう。青銅の姫は、この振動を使って床ゆかを破は砕さいし、この部屋に落ちてきたのだ。

「どういうことだ、貴様！　ユメリア姉は、この水晶を破は壊かいしろとは言っていないぞ！」

　青銅の姫がずるずるとヴァンパイアに近づいていく。アンディも、それを追いかけた。

　そして彼は見た。

　ヴァンパイアの口もとに浮かんだ笑みを。それは、かつてアンディが見た中でも、もっとも邪じや悪あくなものだった。それに匹ひつ敵てきするのは、〈悪あく魔ま〉だけ。

「そう。白金の姫さまはおっしゃっておられません。みなさん勘かん違ちがいなさっているようだが、私の主人はあの方ではないのです」

　不死者の答えを聞いた時、フエイアの顔に嘲あざけるような笑みが浮かんだ。

「そうか。わかったぞ。サレイアの、鉄の姫のさしがねか」

　四姉妹は、思っていたほど団結しているわけではないのだな。アンディは、そのことを覚えておこうと思った。

「違ちがいますよ。彼女の反逆は面おも白しろいと思いますし、協力もしていますが、これは彼女の命令というわけではない。もっと上の方からです」

　ヴァンパイアは、青銅の姫にそう答えた。

　その瞬しゆん間かんに、青銅の姫の動きが止まる。追い越こそうとして、アンディは躊ちゆう躇ちよした。まさかと思うが、万が一背後から襲おそわれたら。

「まさか……」

　アンディはふりかえった。そして、青銅の姫の顔にあらわれた表情がなんであるかを判別するのに、わずかに時間がかかった。まさか、彼女が持っているとは思ってもいなかった感情だからだ。

「黄金の姫、なのか？　あいつが目覚めたのか？　サレイアは、あれに従っているとでも」

　フエイアがあらわにしているもの。それは、恐れだ。彼女が怯おびえているのだ。アンディには、理解できない。けれども、ひとつわかったことがある。四姉妹たちには大きな差があるのだ。その力だけではなく、その理想においても違いがあるらしい。

　黄金の姫の名を、アンディは意識に刻んだ。それこそが四姉妹中でも最大の強敵なのに違いない。

「水晶がなければ、〈異い貌ぼうの神〉は目覚めたままで眠りません」

　ヴァンパイアは、にんまりと笑った。

「みんな、滅ほろびてしまえと、御ご主人さまは仰おおせです」

　その刹せつ那な、水晶が崩ほう壊かいした。

　異界の結晶が、この世界の法則との境界を越えたのだ。存在そのものを拒きよ否ひされたかのように砕けちり、消しよう滅めつする。そして、水晶のあったところに、ぽっかりと虚こ空くうがあらわれた。

「しもべよ、どうすればいい？」

　ヴァンパイアの声に応じて、死んだレイバの肉体が起きあがる。

　誰も動けないうちに、死せるドワーフは呪じゆ文もんを唱えた。それに応じて、天井から一条の光が地底へと降りそそぐ。

　瞬間の沈ちん黙もくを経て、強きよう烈れつな輝きがはるか地底にほとばしった。青銅の姫が直ちよく撃げきされた。あれほどの力を持つ娘むすめが、声をあげる暇ひまさえなく分解され、命を失った。それだけでは終わらない。銀色の輝きが、周囲のすべてを吞のみこんでいくのだ。

『だめだ！』

　アンディは叫んだ。叫ぼうとしただけかもしれない。

『ぼくはまだやらなければならないことがある。エフィ、どこだ？　教えてくれ。教えて……』

　吞みこまれる……。

　体に巻きつく触しよく手しゆの感かん触しよく。それを最後に、アンディは意識を失った。




　エフェメラは夢を見ていた。

　暗くら闇やみの中をただよっているのだ。まわりには、すさまじい圧力がかかっている。誰かに運ばれているのだ。

　みんないる。隣となりにいるのはアンディ。それから少し離はなれてタッタとラナーク。ドムスも後ろからついてきてる。それから……。

　誰だろう、運んでくれているのは？

『ニフトール？』

　何も見えないのに、そう思った。はっきりと感じるのだ。どこからだろうと思ったら、胸からだと気づいた。そこにある脈動するぬくもりが、伝えてくれる。

　エフェメラは、そこに自分が何をおさめたのか思いだした。バーゴからもらった〈龍りゆう〉の腕うで輪わだ。銀でできた腕輪。

『ねえ、ニフトールなの？』

　彼女の思念に対して、肯こう定ていの意思が伝わってくる。

『あたしたち、バドッカへ行かなきゃいけないのよ。そして伯母おばさんに会うの。それから神さまを寝ねかしつけなきゃいけないし。たくさん、やらなきゃいけないことがあるんだ』

　安らぎの意思が伝わってくる。

『うん。しばらく寝てる。お願いね、ニフトール』

　全き眠ねむりに落ちる寸前、エフェメラは感じた。

　深い深いどこかから、一千の瞳が自分に注目していることを。それが〈異貌の神〉であることを、エフェメラは悟さとった。眠り続けることを欲ほつする神であると、ぬくもりが伝えた。




　アードは、狼おおかみの姿のままで、崖がけを登っていた。右前足のつけねが、きつく縛しばりあげられている。けれど、それでも、ぽたりぽたりとしたたり落ちる血は止まらない。

　生命力が旺おう盛せいな狼の姿をしていなければ、とっくに意識を失っていただろう。

　アードは、ようやく崖の上にたどりついた。だからといって、休むこともできない。進み続けるしかない。ここを下れば、少しは楽になるだろう。

　戦せん況きようはどうなっているだろうか。

　アードは、ちらりとふりむき、そして驚きよう愕がくした。

　テロンの塔とうが崩壊していく。

　はじめは細い一筋の銀の光だった。テロンの中央から、空に向かって伸のびている。針よりも細い輝き。それがまたたくまにふくれあがった。光の柱になり、やがて輝く峰みねになる。

　ふくれあがる銀色の光が、テロンを吞のみこんでいく。テスカポリトカが、ケツァルコアトルがそれに吞まれた。強烈な輝きのうちに、影かげだけが残り、それもすぐさま薄うすれてしまう。

　止めるつもりのなかったアードの足が、止まっていた。けれど、今さら引き返したところで、どうしようもない。

　アードは吠ほえた。遠とお吠ぼえだ。

　近くに狼たちがいたなら、その意味を聞きとることができただろう。

『死ぬな！』

『死ぬな！』

『絶対に死ぬんじゃねぇ！』

　幾いく度どとなくアードは遠吠えを繰くり返した。月の加護を捨てたはずの男が。あの双ふた子ごが、バドッカで待つサーライトのもとにあらわれることを、もう一度出会えることを祈いのって。





つづく









　なかがき







　うわははははははははははははははははははははははははははははははははは！

　いよいよ、新装版ルナルも５巻目にたどりつきました。

　七つの月がしろしめす世界、ルナルが、もとはガープスというＴＲＰＧの背景世界のひとつとして誕生したことは、ご存知の方も多かろうと思います。

　この双ふた子ごの物語では、どうしてもルナル世界の殺さつ伐ばつとした側面しか出てきません。これまでも、ずっと戦っていますが、この巻などはもう、ほぼ戦って戦って戦うだけですからね。

　まあ、ゲームってやつでは、どうしても「戦せん闘とう」というのがカタルシスを生むのに重視されるんで、やむをえないところではあるんですが。

　でも、ルナルというのは、これでなかなか広大な世界でございまして、平和だったりほのぼのしてる地域だってあるのです。花が咲さき乱みだれる丘おかで、平和にひらひら暮らしているフェリアの村もあれば、あったかい温泉なんかもあるジャングルで生活している下半身がカバのギャビットの集落とかもあり、サーカス団のアルリアナ少女が転校してきて恋こいにじたばたする修しゆ行ぎよう中のガヤンとシャストアとリャノの少年たちが友情物語を繰くり広げる港町なんかもあったりするのです。あ、最後の港町はジャナストラ大陸にあるかもしれない。

　誕生して（企き画かく時から数えると）二十四年になる世界、すでに数十冊の書しよ籍せきで語られてきたルナルではありますが、いまだポロポロと新しい設定が見つかります。『見つかるって言い方があるか。お前が考えているんだろう』というご指し摘てきを受けそうな気もしますが、何かの機会に、ＴＲＰＧで遊ぼうということになるたびに、どこからか降ってくるように、あるいは思い出すかのように設定が出てくるので、私の気分としてはやはり『見つかる』なのですよねえ。

　というわけで、今回も、新たに見つかった設定なんかまじえつつ、書き下ろし短編をおまけにつけてみました。ニフトールさんの若い頃ころのお話であります。

　がらっと話は変わりますが、この本が出るころには、姉妹作である──でいいのかな、まあいいか──コメディファンタジー〈コクーン・ワールド〉の世界を舞ぶ台たいにした卓たく上じようゲーム『コクーン・ワールド　ザ・ボードゲーム』も発売されているはずです。詳くわしいことは、グループＳＮＥの公式サイト（http://www.groupsne.co.jp/）（２０１５年５月現在）でご確かく認にんください。

　さて、次はいよいよ六巻『白い峻しゆん嶺れい』です。すでに改かい稿こう作業も進めておりますので、すぐにお手元に届きます。西にし村むらさんもお忙いそがしいところ、今回もありがとうございました。次回もよろしく。読者のみなさまも、いましばらく、おつきあいいただけますよう。
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　ニフトール・ノヤセは、売り出し中の若い盗とう賊ぞくである。

　彼が鬼面都市バドッカにやってきたのは、ここなら盗賊は仕事にあぶれることはないからだった。むしろ人手不足なくらいだ。なにせ、しくじれば死ぬ。

　まだ二十歳はたちをすぎたばかりのニフトールには、自分だけは別だと、若者特有の根こん拠きよなき自信がある。もっとも、死ぬなら死ぬでかまわないという捨て鉢ばちな気分が、むしろ彼をこの都市まで導いてきたのかもしれない。

（……さてと、そのバドッカでの仕事はじめ……）

　鼻地区の、小さな家々がみっしりとくっつきあって建っているあたり。いや、くっついているというよりは支えあっているというべきか。

　そんな家々の中に、たったひとつだけかなり広い家が建っている。家といっても、廃はい材ざいを寄せ集めて、囲いの壁かべを建てただけのような代しろ物ものだ。

　ニフトールは、その家に忍しのびこもうと、ようすを探さぐっている。

「とびっきりのお宝だからねえ。俺の名を売るにはちょうどいい」

　そんなものがあるとは、とうてい思えない、広いだけの家屋である。

　鬼面都市は、高い高い海沿いの崖がけに刻まれた、ありえないほど巨きよ大だいな顔に街並みが築かれており、それぞれ左目地区や口地区などと呼ばれている。さまざまな暗い噂うわさが流れる独立都市バドッカだが、中でも鼻地区は最も貧しく、治安が悪い。

　そんな鼻地区だから、かえってただの廃はい屋おくなど存在しない。バドッカは、どこにだって屋根があるが、どうせなら壁も欲しいというものだ。放置されることなく、誰だれかが勝手に入りこみ、住み着いてしまう。住人がいてさえ、暴力で占せん拠きよされることもありえるのだ。

　ニフトールがここにたどりつくまでに、路上で寝ねている街の住人は数えきれないほどいた。

　であるのに、この家には人の気配がない。互たがいによりかかりあっている小屋ばかりの中で、この家とだけは周囲が距きよ離りを置いている。

　たぶん、中からただよってくる異い臭しゆうのせいだろう。──死の臭においだ。

　聞かされた話では、ここに住んでいるのは知識の神ペローマの信徒で、医師として生計を立てているらしい。いや、医師と名乗っている、だけだ。噂では、運びこまれて生きて出てきた病人はいないそうだ。死体としてすら出てきていないという話もあった。

「怖こわいねえ。怖いけど、帰って寝ちゃうってわけにいかないのよねえ、今日の俺」

　ニフトールは、家を一周し終えた。入りこめそうな隙すき間まはいくらでもあった。迷うほどだ。

　あたりは暗い。もちろん夜だが、もともと巨きよ大だい空くう洞どうの中に街があるバドッカでは、人工の明かりが発達している。魔ま法ほうの明かりを売る行商人も多い。他ほかの地区なら、昼夜の区別も難しいくらいだ。この鼻地区は、逆の意味で昼夜の区別が難しい。公共の明かりも少ない。いちばん近い魔法の光は、通りを五十歩ほど先に行ったところだ。ほとんど届いていない。

　目もく撃げき者しやを警けい戒かいするのは、法の神しん殿でんガヤンに捕ほ縛ばくされることを恐おそれているからではない。

（まだ、どこの裏タマットにも『挨あい拶さつ』してねえからなあ）

　本来のタマット信しん仰こうは、直観を尊ぶ。人生には、一いつ切さいの手がかりなく右に行くか左に行くかを選ばねばならぬ場合がある。そういった時に正しい選せん択たくを示してくれる神であり、やがて幸運の神とみなされた。盗賊稼か業ぎようで長生きするには、たいていのどの商売より運を必要とする。もちろん、だからといって堂々と『今度の盗ぬすみがうまくいきますように』などという祈いのりを捧ささげるわけにはいかない。こっそり隠かくれて加護を願ううち、裏のタマット神殿が作られ、相そう互ごに助け合う盗賊の同業組合になった。もちろん、統一されているわけではなく、神殿ごとに異なる組織だ。バドッカには、大小あわせて十数の神殿があった。裏の神殿だけではない。さらに堕おち、もはやタマットへの信仰など忘れた闇やみタマットと呼ばれる組織もある。

　彼らに断りなく裏仕事をすれば、縄なわ張ばり荒あらしとして追われることになるのだ。

（ま、そん時ゃそん時だ）

　馬車が出入りできそうな大おお扉とびらと、小さなくぐり戸があったが、やはり盗賊としては、まっとうな出入り口を使うのは気が引ける。そういうのは強ごう盗とうや殺し屋のやり口だ。

　ニフトールは、適当な場所を選んで、壁をのぼった。でこぼこ、ささくれ、割れ目と、手がかり足がかりには事欠かない。道具すら必要なかった。屋根までたどりつくのに一いつ瞬しゆんだ。なにせ平屋である。面積は広いが高さは知れている。

　バドッカでは雨や雪の心配はいらない。屋根は排はい水すいのことを考こう慮りよせず、平らになっている。ニフトールは、その屋根を、身を低くして這はっていった。

　屋内に潜もぐりこめる場所を探す──はずだったのだが。

　ニフトールの本能は、まったく違ちがう方向に彼を導いた。

　ある一点に達したところで、彼は顔を上げた。のけぞる姿勢で見上げる。

　体にぴったり貼はりついた、黒ずくめの衣い装しようをまとう美女が一人。平らな屋根の、ちょうど中央あたりに立っていたのだ。堂々とした態度で。何より女が優先のニフトールである。

「いやあ、すごいおっぱいだねー。顔が見えないよ」

　つま先に口づけできようかという距離だ。近すぎる。

「何なの、あなた」

　冷たい声がふってきたのは当然の流れである。

「通りすがりの泥どろ棒ぼうだよ。おねえさんはご同業かな？」

「いいえ」

　女が一歩さがって、ニフトールから距離をとった。長身豊満な体格の先で、赤く光る眼めが彼を見下ろしている。その赤しやつ光こうさえなければ、色っぽすぎる顔立ちだ。見た目だけなら、ニフトールより五つか六つ程度上、まだ三十にならないくらいの印象だが、表情は老ろう獪かいで冷れい酷こくだ。

「ぞくっとするねえ」

　ニフトールは、にやりと笑った。

「被ひ虐ぎやく趣しゆ味み？」

　彼女は、冷たく微笑ほほえんだ。

「いやいや。つれない女を落とすのが楽しーのよ。おねえさんが何か仕事で来てるんなら、手伝っちゃうけど、どう？」

　彼が応じると、女の笑みが大きくなった。唇くちびるは、紅ではなく、闇の色に塗ぬられている。尖とがり過ぎた犬歯が、ちらりとのぞいた。赤く光る眼に、笑みはない。

　衣服はニフトールと似た盗賊らしいものだが、雰ふん囲い気きはより冷れい徹てつだ。国などに属する密みつ偵ていか、あるいは大組織の暗殺者という風ふ情ぜい。そんな女性が、死を商あきなう医師の家で屋根にいる。

　通りかかっただけ、ということはありえない。

　彼女は、さっとニフトールの全身に目を走らせ、値ね踏ぶみをした。まだ若く、しなやかで引き締しまった体たい軀くで、女好き。それ以上のことは、見た目ではわかるまいが、女はそれで判断して落ち着いた口調で言った。

「忠告しておくけれど、ここには、あなたが考えているような財貨はないわ。冒おかす危険に見合うほどのものはね。私の言うことなら信じられるでしょう？」

　初対面の相手に使う言葉とも思えないが、ニフトールはあっさりうなずいた。

「それは信じるけど。俺にも俺の都合があってさ。命かお宝かって、難しいよね。おねえさんだって、仕事と俺とどっちが大事だ、って迫せまられても困るでしょ？」

　今度こそ、女は、はっきりと笑った。

　そして、ニフトールに背を向けた。

（お尻しりの形もいいなあ）

　ニフトールも立ち上がる。女と背を合わせた。身を守るために。

　彼らは、囲まれていた。静かに屋根にあらわれた影かげたちは、大おお雑ざつ把ぱに人の形をしてはいるが、身体からだのあちこちの長さがいびつであったり、動きがぎごちなかったり、どこか異様だ。

「……我が神よ。狭はざ間まに流れゆく者たちに導きを」

　女が呟つぶやいた。ニフトールが聞いたこともない祈りだ。包囲が縮まった。敵は多い。やつらの細部が見えてくる。肘ひじから先が鎌かまになっているやつ、首から上が二匹ひきの蛇へびになっているやつ。

「へえ？　ここの医者は、変なもんを診みてるんだねえ」

　こういった怪かい物ぶつは〈悪あく魔ま〉の仕し業わざというのが常識だろうが、ニフトールは、まだ決めてかからない。ふところに忍ばせたナイフに手をのばそうとして、途と中ちゆうで止めた。それなりに使える自信はあるが、この数を相手に切り抜ぬけられるほどではない。とにかく逃にげることを考えるなら、ナイフなんぞ持ったところで、気が散るだけだ。で、どう逃げるかだが……。

「あ、思いついた。おねえさん、手伝って」

　言うが早いかニフトールは、ふりかえって彼女を両手でかかえあげた。長身で豊満な肢し体たいだが、けっこう軽い。腕わん力りよくがさほどでもない彼でも、わりと簡単に持ち上がった。

「ちょっとっ？」

　女の、きょとんとした表情は、どこかあどけない印象だった。だがそれは一瞬だけのもの。

「突つっ切るのは無理！　私は……」

　彼女が何か続ける前に、ニフトールはその場でひょいと跳とんだ。彼の動きに釣つられて、前後左右の怪物たちが摑つかみかかってくる。一いつ斉せいにかかられて、本来なら押し潰つぶされるところだが、あいにくこの屋根は、三人以上の体重が一点に集中しても支えられるほど、しっかりした造りではなかった。あっさりと屋根は抜け、ニフトールは他の連中もろとも屋内へ転がり落ちた。

「……なるほど」

　腕うでの中で冷静に呟く彼女をかかえたまま、ニフトールは、受け身をとって転がった。

　息の詰つまりそうな悪あく臭しゆうが、あたりに満ちている。やはり屍し臭しゆうだ。

　ある程度の人生経験を積めば、嗅かげば意味がわかるようになるものだが、嗅いでまったく動どう揺ようしないというのは、いかな暮らしを送ってくればそうなるのか。

　ニフトールではない。腕の中にいる女の話である。間かん髪はついれず、するりと腕の中から抜け出すと立ちあがった。一連の動作は、優ゆう雅がと呼んでよかった。

　あたりは薄うす暗ぐらいが、一いつ箇か所しよだけ、まぶしいほどに明るい。寝しん台だいのようだが、横たわっているのは死体だった。まだ若い娘むすめだ。全ぜん裸らで傷はない。病で死んで、運ばれてきたのか。

　魔法の明かりで照らし出され、白く浮うかび上がっているその場所の他ほかは、小さなオレンジの炎ほのおが壁のあちこちに揺ゆれているだけだ。

　死体を横たえた台の向こうから、男が立ち上がった。小こ柄がらで、かなりの年ねん輩ぱいだ。落ちてきたニフトールたちに驚おどろいて、とっさに隠れていたのだろう。

「ほほう、ようやく、わしにも迎むかえが来たかな？　でなくば新しい材料だ。良質だな」

　甲かん高だかい声で、男が言った。ニフトールと一いつ緒しよに落ちた異形の人影たちは、その声の主にぬかずいた。年輩の男は、鼻息荒あらく、そっくりかえっている。

（いや、別に俺はおっさんには興味ないのよ）

　内心で思うだけで、口に出さない程度の分別はニフトールにもある。視線をちらりと女に投げて、自分は従者でござい、という風に背を丸めてみせる。

「迎え……ということでいいのかしらね」

　女の言葉を聞き、異形を従える小柄な年老いた男は、彼女の肢体に鼻の下を伸のばした。

「なかなか気の利きいた迎えだな。〈七本の指〉か〈かみ砕くだく顎あご〉か、それとも〈朱しゆ色いろの暗黒〉か？　言っておくが、わしの〈改屍者ブアウゾンビ〉は高いぞ。独どく占せんなら、もっと高い」

　男を守る位置に異形の者たちが動く。〈改屍者〉とは、彼らのことか。

　治る見込みのない病人や行き倒だおれを拾ってきては、この男は、死し骸がいをつぎはぎして、こんな異形を作っていたらしい。男が並べたてた奇き怪かいな名は、そういった化け物を仕事道具に使うことを禁きん忌きとしない、バドッカの夜にのさばる闇タマット神殿のものだ。

（……世の中にはいろんな金かね儲もうけがあるんだねえ）

　ニフトールの中に、このような所業に対する怒いかりがないわけではない。けれど、彼の仕事は泥棒で、悪に正義の鉄てつ槌ついを下すことではない。いまは冷静に、おのが獲え物ものを狙ねらうだけ──。

　なんという幸運か、狙いの品はすぐそこにあった。怪物たちを越こえた先だが。

「さて、では値段交こう渉しようを……」

「汝なんじ、生と死の境を越えたる者よ」

　男の猫ねこ撫なで声をさえぎり、女が、静かな声で言った。

　死体をいじくりまわしていた男は、一瞬、自分が称たたえられたのかと思ったらしい。鼻の穴をふくらませた。だが、女の言葉が続くのを耳にして、顔色を変えた。

「知るがよい。汝、未いまだ大いなる世の変転のうちにあり。永えい劫ごうは未だ汝のものにあらず。生も死も、そも表裏なれば、汝思い上がらざるべし。されど想おもい深くあるべし」

　それは、ニフトールが初めて聞いた、ごく少数の者にしか信仰されぬ神への祈りだった。

「我が神の名において、生と死の狭間で迷う者らに、迷いと決断の時を与あたえよ」

　女の祈りが終わると、それまで茫ぼう然ぜんとしていた男が我に返った。

「貴様ッ！　ナーチャの司祭か！　ではまさか！」

「エルミーラだ。私を無視して、この街で死人商売ができると思うな」

　名乗った女は素す手でである。だが、男は明らかに怯おびえの色を浮かべた。

　このバドッカの裏社会では、エルミーラというのは知られた名なのであろう。だが、いまのニフトールにそれは関わりのないこと。

「お前を滅ほろぼせば、今日から、バドッカの死者の主人はこのわしだ！　行け！」

　物ぶつ騒そうなことを言いながら、男が右手を頭上にふりあげる。その手には、二の腕ほどの長さの杖つえが握にぎられていた。大きな宝石がはめこまれている。明らかに魔ま法ほうの品だ。

「よっしゃああ！」

　ニフトールは、わざと声をあげた。大おお股またで男めがけて走る。視線は、ふりかざされた短杖ワンドにまっすぐ向けられている。

「な、な、な」

　男が狼狽うろたえて壁かべ側へと逃げる。さっきのようすからして臆おく病びよう者ものだと思っていたが、予想以上だ。逃げる主人を守ろうと〈改屍者〉たちが、その後を追って動く。ニフトールは、その異形の群れめがけて走り──突っこむ直前で、一体の腹に蹴けりを入れ、無理やり方向転てん換かんした。

「はい、いただき」

　彼が目指したのは、横たえられたままの死体だった。娘の左薬指にはめられた指輪が、ニフトールの狙いである。確保した。後は知ったことではない……はずだったが。

「何をしておる……いや、そんなやつはどうでもいい……ギャッ！」

　男が悲鳴をあげた。手首に、投げナイフが突き刺ささったのだ。ニフトールの仕業である。

「うわ、すげえ。当たると思わなかった」

　ニフトールが目を見開いた、次の瞬しゆん間かんだった。

「ナーチャはあなたたちに安らかな迷めい宮きゆうを授さずけてくださる。さあ、解放されなさい」

　エルミーラと名乗った女が、そんな言葉とともに朗々と歌った。届かぬはずの赤き月光が、あたりを染めたかのように思われた。歌声があたりに満ちた時、異形の〈改屍者〉たちは、ある者は動きを止め、ある者はそれまでの主人に摑みかかった。悲鳴があがり、すぐ静かになった。穏おだやかな女の歌声は、すべての〈改屍者〉たちをおとなしくさせた。

　迷える死者が、決断を下すまで、充じゆう分ぶんな時間を与えてやる、というのが女神ナーチャの教えだと、ニフトールはこの後に聞くことになる。

「時間を稼かせいでくれて助かったわ。こいつの研究資料は金になると思うけど、必要？　私の可愛かわいがっている娘が欲しがっているんだけど？」

「女の子の欲しがるもんを横取りするのは趣しゆ味みじゃないのよ」

　油断のない眼をエルミーラに向けつつ、ニフトールは、娘の遺体から抜き取った指輪をふところに納めた。そこに仕し舞まってあったもうひとつの指輪を取り出し、代わりにはめてやる。

「……それは？」

　エルミーラも警けい戒かいの目をニフトールに向けた。交こう換かんされた指輪は、石の色こそ違うがどちらも屋台で子供相手に売られている安物にしか見えない。

「昨日、楽しい思いをさせてもらったアルリアナの乙女おとめちゃんがさ。仲良しの幼なじみと指輪の交換をする約束をしてたのに、死んじゃったっていうから」

　アルリアナ信者の乙女は、友情と愛の誓ちかいに指輪を交換する。この街の底辺にあるアルリアナ神しん殿でんであれば、辛つらい暮らしを支える、唯ゆい一いつの心のよすがであったのだろう。

「……一晩の相手のために、こんな危険を？」

「泣いてなかったからねえ、あの子」

　乾かわいた瞳ひとみだったからこそ、ニフトールは奥に、手管ではない本気を見た気になっている。

「あなた、名前は？」

　エルミーラが尋たずねた。

「……口地区に美味おいしい昼飯を出す店があるんだ。明日あしたの昼のシャストア刻はじめに、そこで教えるっていうのどうかなあ、おねえさん」

　これが、後々、バドッカの闇やみに名を轟とどろかせる、ニフトールとエルミーラの出会いだった。





了　









　解説





長谷はせ敏さと司し　　






　二十年以上前の話をしようと思う。ライトノベルジャンルが中高生読者を意識して編まれていることを考えると、少し迷ったのだけれど。

　だが、『ルナル・サーガ』なのでお許し願いたい。つまるところ、友とも野の詳しようはすごい作家なのだという話を、このシリーズの解説として書くには昔話を避さけて通とおれない。

　各巻解説にすでに錚そう々そうたる作家の皆みなさんが『ルナル・サーガ』について語っているので恐きよう縮しゆくだが、やはりそういう話になる。ファンタジー好きの少年少女に大きな影えい響きようを残した名シリーズだったからだ。

　シリーズ一巻から六巻が刊行されたのは、一九九二年から一九九五年にかけてだ。まずはこの時期を振ふり返かえってみよう。

　二〇一五年現在のライトノベルジャンルの巨きよ人じんである電でん撃げき文庫、この創刊が三巻発売と同じ一九九三年六月である。富士見ファンタジア文庫の歴史を作った『スレイヤーズ』の本編は一九九〇年に開始していた。ただ、ライトノベルアニメ化の先さき駆がけとなったそのアニメ版は、ルナル六巻刊行時期にようやく放映中だ。スニーカー文庫ではこの六巻時にもまだスニーカー大賞を開始していない。ライトノベルレーベルとして一九九二年から名前を引ひき継ついでいるのは、記き憶おくが正しければ、このスニーカー文庫のほかは富士見ファンタジア文庫だけだ。

　バブルが弾はじけた年に始まり、阪はん神しん・淡あわ路じ大だい震しん災さいと地下鉄サリン事件の年に完結した。こんにちあるこの国のかたちを決定づけたターニングポイントの時期に、友野詳の物語は不安な少年少女を夢中にさせていた。わたしもその一人だ。

　それがなぜ当時の自分をとらえたのか、いまにしてわかることもある。『ルナル・サーガ』は、故郷を日本に持つ正統ファンタジーだった。七つの月に導かれる世界は、ミュルーン（鳥人間）のタッタが話す関西弁が、作り込まれた剣けんと魔ま法ほうの世界と併へい存ぞんする世界でもある。目的のために子を産む結社のような悲劇や悪も抑よく制せいを利きかせて描えがかれていることはファンタジー小説の正統だ。けれど、同時に見知らぬ外国というには居い心地ごこちがよい、日本的な空気を持つ物語だった。

　和製ファンタジーらしい楽しさの追求も、重厚さと軽さのバランスも、その後に続くライトノベルファンタジーにとって主要な柱だ。まさに『ルナル』はトップランナーだったのだ。




　わたし自身、シリーズ開始当時十代でＴＲＰＧファンだったから、歴史の証人としてはひいき目が多少あるかもしれない。

　ただ、お気に入りの音楽を語るようにＴＲＰＧの話題で盛り上がる若い趣しゆ味み人が、あのころ数多くいたのは確かだ。公民館などの安い公共の会場を借りたコンベンションに行けば、そこには自分と同年代の学生が何十人といた。その中で『ルナル』は大きな位置を占しめていた。小説だけではない。わたしは大学ではＴＲＰＧサークルにいたが、部員の誰だれかが『ルナル』リプレイ版が連れん載さいされていた『コンプＲＰＧ』を買ってきていた。友野詳の新作ともなれば、発売日には誰かが入手しているものだったのである。

　そういう十代を過ごした。そんな少年少女がおとなになって、今は小説を語かたり継いでいる。

　各巻の解説を書いているのが（年ねん齢れい公開されているかたは）揃そろって四十歳前後であることが、ルナル・サーガ刊行時期の熱気の一いつ端たんを伝えている。まさに時代だったのだ。




　そんな青春の物語が、また新装版としてシリーズ刊行されている。おとなになって、いま再び読んでもおもしろい。それがとてもうれしい。

　このたびの復刊によって、新たな読者さんの目に触ふれることは本当に感かん慨がい深い。そして、再びここから語り継がれてゆく物語があるならば、それは時代を体験したわたしたちにも誇ほこらしいことである。
















本書は１９９５年３月に刊行された『ルナル・サーガ５　銀の深淵』（角川スニーカー文庫）を加筆修正したものです。
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